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お使いになる前の注意事項

本機は各種データをハードディスクに保存します。本機の故障・修理、誤作動、または
不具合等により、ハードディスクに保存されたデータ等が変化・消失する場合がありま
す。
お客様がハードディスクに保存されたデータについて、正常に保存できなかった場合や
損失した場合のデータの補償、および直接・間接の損害に対して、当社は一切の責任を
負いません。あらかじめご了承ください。

お車を乗り換える場合、この車両で購入された曲（G-SOUND）は、新しい車両で利用
することはできません。あらかじめご了承ください。

GPS ボイスナビゲーションは、あくまで走行の参考として地図と音声で案内するもの
ですが、精度により、まれに不適切な案内をすることがあります。案内ルートを走行す
るときは、必ず実際の交通規制（一方通行など）にしたがってください。

データの補償に関する免責事項について

本機で購入された曲の取り扱いについて

GPSボイスナビゲーションについて
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表示について

「運転者や他の人が傷害を受ける可能性のあること」や「車両の故障や破損につながる
おそれがあること」と、その回避方法を下記の表示で記載しています。これらは重要で
すので、必ず読んで遵守してください。

安全に関する表示

 警 告 記載事項をお守りいただかないと、重大な傷害や事故・車両火災におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあること。

 注 意 記載事項をお守りいただかないと、傷害、車両の故障や破損につながる
おそれがあること。

してはならない行為を示すイラストには、マークが記載されています。

スイッチ表示

車載機本体（画面外）、ETCユニットのスイッチ名称を表示しています。
（  ・  など）

画面のスイッチ（タッチスイッチ）の名称を表示しています。
（  ・  など）

画面のタブ（タッチスイッチ）の名称を表示しています。
（  ・  など）

○○○ 現在地 オーディオ

○○○ 広域 詳細

○○○ ナビ オーディオ
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表示について

本書では、操作を開始する画面を表示するまでのガイドとして、下記のように記載して
います。操作開始画面の表示方法がわからないときにご利用ください。

この場合は、次の操作を意味しています。

1 画面外の  を押す。

2 画面内の  にタッチ。

3 画面内の  にタッチ。

4 安全・快適走行設定画面が表示される。
この画面から、操作を開始する。

その他の表示

「知っておくと便利なこと」、「知っておいていただきたいこと」を記載
しています。

→ 000 参照するページを表示しています。

★ グレード、オプション等により装備が異なる項目を表示しています。

 （画面外） →  →  → 安全・快適走行設定画面

知 識

設定・編集 運転支援 安全・快適走行設定

設定・編集

運転支援

安全・快適走行設定
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車載機について
車載機でできること

車載機でできること

モード 主な機能 記載場所

GPSボイスナビゲーション ･ 現在地の表示
･ 目的地への案内
･ メモリ地点の登録
･ メンテナンス機能の設定
･ VICS・交通情報の地図への表示

31～ 157

情報 ･ 交通・ナビ関連情報の表示
･ エコ情報画面の表示
･ カレンダー機能

291～302

･ ハンズフリー 395～444

G-BOOK ･ G-BOOKオンラインサービス 445～575

オーディオ＆ビジュアル ･ AM・FM放送の受信
･ DVDプレーヤーの操作
･ サウンドライブラリの操作
･ デジタルテレビ放送の受信
･ Bluetooth オーディオの操作
･ ステアリングオーディオスイッチの操作

159～264

周辺モニター ･ インテリジェントパーキングアシスト 307～373



8

車載機について
作動条件

車載機の各機能は、次の条件により操作できるときと、できないときがあります。
○：操作できます。
×：操作できません。

※プレサポート機能は、シフトポジションが 、 以外で車速が約15km/h以下のとき。
（→ 324、346）

作動条件

“ パワー ”
スイッチ

機能

OFF アクセサリー
モード ONモード

ONモード
（READYインジ
ケーター点灯中）

GPS ボイス
ナビゲーション／情報 × ○ ○

走行中は安全上の
配慮などから、操
作できなくなる機
能があります。

オーディオ

× ○ ○
走行中は安全上の
配慮などから、操
作できなくなる機
能があります。

デジタルテレビ
DVDビデオ
DVD- VR
ビデオ CD

×
○

映像はパーキング
ブレーキがかかっ
ているときのみ。

○
映像はパーキング
ブレーキがかかっ
ているときのみ。

走行中は安全上の
配慮などから、音
声だけになりま
す。

インテリジェント
パーキングアシスト × × ×

○
シフトポジション
が のときのみ。※

知 識

－ 20℃以下の低温時には、通信ができなくなったり、ハードディスクへの書き込みができなく
なります。
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車載機について
各部の名称とおもな働き

JPA認可番号「AD10－ 0019005」

車載機

スイッチ 機　能

TUNE・FILE ツマミ 曲の選曲やラジオ・テレビの放送局をかえるなど。

 ・開／閉スイッチ ディスクを出し入れする。(→ 163)

AM・FMスイッチ ラジオを受信する。
受信中はAMラジオ・FMラジオを切り替える。

HDD・AUXスイッチ サウンドライブラリ、外部入力モードを選択する。
押すごとにモードが切り替わる。

DISC スイッチ DVD（CD）モードを選択する。
押すごとにモードが切り替わる。

TVスイッチ デジタルテレビを受信する。

パワースイッチ・
音量調整ツマミ

オーディオの電源をON・OFF する。
音量を調整する。

SEEK TRACKスイッチ 曲の選曲やラジオ・テレビの放送局をかえるなど。

情報・Gスイッチ 情報画面を表示する。( → 292)
G-BOOK画面を表示する。(→ 451)

現在地スイッチ ナビゲーション画面で現在地を表示するなど。(→ 43)

目的地スイッチ 目的地を設定する。(→ 80)

交通情報スイッチ 交通情報放送を受信する。

オーディオ操作スイッチ オーディオ操作画面を表示する。(→ 168)
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車載機について

画質・消スイッチ 画質の調整、画面を消すなど。( → 24、25)

設定・編集スイッチ 設定・編集画面を表示する。

 注 意
画面のよごれは、プラスチックレンズ用メガネふきなどの柔らかく乾いた布で軽くふき取って
ください。
手で強く押したり、かたい布などでこすると表面に傷がつくことがあります。また、液晶画面
はコーティング処理してあります。ベンジンやアルカリ性溶液などが付着すると画面が損傷す
るおそれがあります。

知 識

･ 液晶画面は、斜め方向から見ると画面が白っぽく見えたり、黒っぽく見えたりします。
･ 太陽の光などの外光が画面に当たると画面が見にくくなります。
･ 偏光レンズを使用したサングラスなどを装着すると、画面が暗く見えたり、見にくくなったり
します。

スイッチ 機　能
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車載機について

車載機は、おもに画面のスイッチ（タッチスイッチ）に直接タッチして操作します。
� 画面保護のため、タッチスイッチは指で軽くタッチしてください。
� スイッチの反応がないときは、一度画面から手を離してから再度タッチしてくださ
い。

1つ前の画面に戻すときは、  にタッチします。
タッチすると、タッチした画面で行った操作がキャンセルされます。（一部の機能で
は、キャンセルされないものもあります。）

 警 告
･ 安全のため、運転者は走行中に極力操作をしないでください。走行中の操作はハンドル操作
を誤るなど思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。車を停車させてから操作をしてく
ださい。なお、走行中に画面を見るときは、必要最小限の時間にしてください。

･ 走行するときは、必ず実際の交通規制にしたがうとともに、道路状況に即した運転を心がけ
てください。目的地案内で表示されるルートは、規制標識の変更などにより車両進入禁止な
どのルートや、道幅が狭く通行できないルートが表示されることがあります。

 注 意
補機バッテリー上がりを防ぐため、ハイブリッドシステム停止中に長時間使用しないでくださ
い。
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車載機について

ステアリングスイッチ

スイッチ 機　能

音量調整スイッチ オーディオやハンズフリーなどの音量を調整する。

MODE（モード切り替え）
スイッチ

オーディオの電源をON・OFF する。
モードを切り替える。（→262）

TUNE スイッチ デジタルテレビやラジオの放送局を選択する。（→ 263）

TRACKスイッチ DVD（CD）、サウンドライブラリ、USB、Bluetooth オー
ディオの各モードを再生中に、選曲するなど。

トークスイッチ 音声操作システムで、音声認識コマンドを発声する。（→267）

電話スイッチ ハンズフリーを使用して電話をかける、受けるなど。（→409）

/
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車載機について

ポータブルオーディオなどの機器を接続して、車両のスピーカーで聞くことができま
す。（→238、239）

AUX／USB端子

知 識

･ AUX端子はミニプラグケーブル（3.5φ）が接続できます。
ミニプラグケーブル、接続する機器の取扱書をよくお読みください。

･ ミニプラグケーブルは、抵抗が入っていないステレオタイプのものを使用してください。
･ USB端子は iPod およびマスストレージクラスのUSB メモリーに対応しています。
マスストレージクラスとは、USB コネクタに接続するだけで認識する USB メモリーのこと
です。

･ 接続する機器の電源は、機器に付属のバッテリーなどを使用してください。車に装着されてい
るアクセサリーソケットを使用すると、雑音が出ることがあります。
USB 端子を使用するときは接続する機器によっては、アクセサリーソケットと同時に使用す
ることができない場合があります。
アクセサリーソケットについては、別冊プリウス α取扱書をご覧ください。

USB

AUX
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説明機能
説明機能を使う

次の2つの機能があります。
操作ガイド… 画像と音声で各アプリ

ケーションの説明をす
る。

ヒント機能… 表示中のスイッチの機能
を説明する。

･ 走行中は音声のみで操作説明をします。画
面はパーキングブレーキをかけたときのみ
ご覧になることができます。

1  にタッチ。

2 操作説明が見たいアプリケーションの
タイトルにタッチ。

･ ページは自動的に切り替わります。
･ 手動で切り替えるとき
�  または  にタッチ。

･ 表示中のページが画面に収まらないとき
は、  が表示されます。
･ 画面を移動するとき�  にタッチ。

1  にタッチ。

2 使い方を知りたいスイッチにタッチ。

3 使い方の確認後、ヒント画面を解除す
る。
画面にタッチ、または約6秒以上操作
しない。

4 ヒントモードを解除する。
�   にタッチ。

説明機能について

説明機能は、操作方法やスイッチの機
能を説明する機能です。

操作ガイドの使い方

画像と音声を使って、各アプリケー
ションの操作説明をすることができま
す。

（画面外）→（  ）→ 情報画面情報・G 情報

操作ガイド

➡

➡

知 識

操作ガイドで表示される画面は、装備の有無に
より、実際の画面と異なることがあります。

ヒント機能の使い方

 が表示されている場合、その画
面に表示されているスイッチの機能が
わからないときに、スイッチの説明を
表示させることができます。

  が表示されている画面

知 識

走行を開始すると、ヒントモードは解除されま
す。

?

？

?

？戻る
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ソフトウェアキーボード
ソフトウェアキーボードを使う

･ ここでは G-BOOK オンラインサービスのソフトウェアキーボードで説明しています。ソフト
ウェアキーボードが表示される状況により、キーボード画面の意匠が異なったり、入力方法が
限定されたりします。

各スイッチの働きは、次のようになっています。
� とくに説明のないスイッチは、各入力時とも共通です。
� ナビで文字入力するときは、専用のソフトウェアキーボードを使用します。
･「名称で地図を呼び出す」（→70）
･「メモリ地点の名称入力」（→112）

■かな・漢字入力時

入力画面の各スイッチの使い方

本システムでは、文字入力が必要になると、ソフトウェアキーボードが表示されま
す。
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ソフトウェアキーボード

スイッチ 働　き

文字入力スイッチ 各種文字を入力する。

入力モード切り替え
スイッチ

文字の入力モードを切り替える。
…… ひらがな、漢字を入力
…… カタカナを入力
… アルファベット、数字を入力
… 数字、記号を入力

定型スイッチ 定型入力画面を表示し、定型文を入力する。

履歴スイッチ 入力履歴画面を表示し、前回までに入力した文字列の履歴か
ら入力する。

カーソル移動スイッチ カーソルを移動する。
･ タッチし続けると、連続してカーソルが移動。
･ 未確定の場合は、未確定の範囲内でカーソルが移動。
確定、未確定に関係なく、カーソルを移動した位置から文字
を挿入できます。

修正スイッチ 文字を消去する。
･ カーソルが文字の下にあるときは、カーソルの上の文字を
消去。

･ カーソルが最後尾の文字の後にあるときは、カーソルの直
前の文字を消去。

タッチし続けると、カーソルの位置から 1 文字ずつ順に消去
する。

戻るスイッチ ソフトウェアキーボードで入力した文字を入力しないで、キー
ボードを終了する。

スペーススイッチ カーソル位置に空白を入力する。

改行スイッチ 改行する。

変換スイッチ かな入力時、漢字に変換する。

無変換スイッチ かな入力時、ひらがなのままで確定する。

完了スイッチ ソフトウェアキーボードを終了する。
キーボードが表示される前の画面に戻り、文字が入力される。

かな
カナ
英数字
数記号



17

ソフトウェアキーボード

■カタカナ入力時

■英字・数字入力時

■数字・記号入力時
4

■定型文入力時／履歴入力時

スイッチ 働　き

全角／半角スイッチ 半角入力と全角入力を切り替える。

大文字／小文字スイッチ 大文字入力と小文字入力を切り替える。

ページ切り替えスイッチ ページを切り替える。

定型文入力スイッチ／
履歴入力スイッチ

各文字列を入力する。
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ソフトウェアキーボード

1 かな入力状態で、文字を入力する。
2  にタッチ。

3 文字を確定する。
･ そのままの状態でよいとき
�  にタッチ。

･ 変換範囲のみ変換するとき
�希望の候補を選択しタッチ。

･ 変換範囲（文節）が間違っているとき
�  ・  にタッチして変換範囲を
修正する。

･ 漢字を 1文字ずつ変換するとき
�単漢字変換（→18）

4 変換範囲のみ変換する場合は、確定す
ると、次の変換範囲に移動する。
すべての文字の変換が終わるまで、3
の操作を繰り返す。

■入力したい漢字に変換されないとき
リストに入力したい漢字が表示されない
ときは、漢字を１つずつ変換してください。

1  にタッチ。

2 漢字を確定する。
･ そのままの状態でよいとき
�  にタッチ。

･ 入力したい文字でないとき
�希望の候補を選択しタッチ。

･ 候補が複数ページになるとき
�  ・  にタッチ。

･ 変換範囲が間違っているとき
�  ・  にタッチして変換範囲を
修正する。

･ 候補には、音読み・訓読みに対応した単
漢字を表示します。

･ 予測変換候補は最大5候補まで表示されます。
･ 予測変換候補の表示／非表示を切り替える
とき
�「予測変換候補の表示設定」（→21）

1 かな入力状態で、文字を1文字以上入
力する。

2 予測変換候補を選択する。

･ 表示された候補でよいとき
�予測変換候補にタッチ。

･ 希望の候補でないとき
�  にタッチして希望の候補を表
示させ、候補にタッチ。

漢字変換

変換

全確定

▲ ▼

単漢字

全確定

予測変換候補の表示

Ｇ-BOOK 詳細設定の予測変換候補の
表示で「する」を選択しているとき、
予測変換をすることができます。文字
を入力すると、未確定文字の後に続く
文字を予測して、読みの先頭部分が一
致する予測変換候補を画面左下に表示
します。

▲ ▼

▲ ▼

予測変換候補

▼
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ソフトウェアキーボード
ソフトウェアキーボードの設定をする

設定・編集のＧ-BOOK詳細設定画面（→
556）から、次の設定をすることができ
ます。

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

4 単語の編集の  にタッチ。

5  および  にタッチして、そ
れぞれ入力する。
･ ソフトウェアキーボードで入力する。
･ 句読点など読みの先頭に使用できない文
字を入力したときは、メッセージが表示
され、読みを登録できません。

6  にタッチ。

1 単語の編集の  にタッチ。

2 修正したい単語の右側にある 
にタッチ。

3  または  にタッチして修
正する。
･ ソフトウェアキーボードで入力する。
･ 句読点など読みの先頭に使用できない文
字を入力したときは、メッセージが表示
され、読みを修正できません。

4  にタッチ。
･ 単語の最大登録数を超えたときは、登録
済みの不要な単語を削除してください。
（→ 20）
･ 引き続き単語の修正をするとき
�2～ 4の操作を繰り返す。

ソフトウェアキーボードの
設定

項　目 ページ
単語の編集 19
定型文の修正 20
入力履歴の削除 21
予測変換候補の表示設定 21

単語の編集

読みと単語を指定して、車載機の辞書
に変換候補対象となる単語を追加する
ことができます。また、追加した単語
を修正・削除することができます。

単語の追加

設定・編集

G-BOOK

G-BOOK詳細設定

追加

単語の修正

（画面外）→  →
  → Ｇ-BOOK詳細設定

画面

読み 単語

完了

設定・編集 G-BOOK
G-BOOK詳細設定

修正

修正

読み 単語

完了
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ソフトウェアキーボード

1 単語の編集の  にタッチ。

2 削除したい単語の右側にある 
にタッチ。

･ すべての単語を削除するとき
�  にタッチ。

3   にタッチ。

1 定型文の修正の  にタッチ。

2 修正したい定型文にタッチ。

3 定型文を修正する。
･ ソフトウェアキーボードで入力する。

単語の削除

（画面外）→  →
  → Ｇ-BOOK 詳細設定

画面

設定・編集 G-BOOK
G-BOOK詳細設定

削除

削除

全削除

はい

定型文の修正

定型文は、お好みにより内容を変更す
ることができます。
ただし、新規に追加することはできま
せん。

（画面外）→  →
  →Ｇ-BOOK詳細設定

画面

設定・編集 G-BOOK
G-BOOK詳細設定

修正する
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ソフトウェアキーボード

1 入力履歴の削除の  にタッチ。

2 削除したい履歴にタッチ。

･ すべての履歴を削除するとき
�  にタッチ。

3   にタッチ。

予測変換候補の表示の  または
 にタッチし、  にタッチ。

入力履歴の削除

不要な入力履歴を削除することができ
ます。

（画面外）→  →
 → Ｇ-BOOK 詳細設定

画面

設定・編集 Ｇ-BOOK
G-BOOK詳細設定

削除する

全削除

はい

予測変換候補の表示設定

ソフトウェアキーボードを使用すると
き、予測変換候補の表示／非表示を選
択できます。

（画面外）→  →
  → Ｇ-BOOK詳細設定

画面

設定・編集 G-BOOK
G-BOOK詳細設定

する
しない 完了
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リスト画面
リスト画面について

  または  にタッチ。
･ 1項目ずつリストが動きます。

 ・  ・  ・  ・  ・
 ・  ・  ・  ・ 

のいずれかにタッチ。
･「あ行→か行」というようにリストが動きま
す。

･「あ行」の場合、  にタッチするごとに、
「あ→い」というようにリストが動きます。

 または  にタッチ。
･ 次のマークに飛ばして、リストが動きます。

 または  にタッチ。
･ 1 ページずつリストが動きます。

 または  にタッチ。
･ 次の種類に飛ばして、リストが動きます。

リスト画面の切り替え方

地図を呼び出すときなどに複数の候補
（選択項目）がある場合、リスト画面が
表示されます。希望の候補が表示され
ているリストにないときは、リストを
切り替え、希望の候補を選択します。

▲・▼の切り替え表示

行の切り替え表示

▲ ▼

あ行 か行 さ行 た行 な行
は行 ま行 や行 ら行 わ行

あ行

マークの切り替え表示

ページの切り替え表示

種類の切り替え表示

�マーク▲▲ �マーク▼▼

�▲▲ �▼▼

�種類▲▲ �種類▼▼
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リスト画面

 ・  ・  ・  ・
 ・  ・  のいずれかに

タッチ。
･ 地域ごとにリストが動きます。

 ・  ・  ・  ・  ・
 ・  ・  ・  のいずれ

かにタッチ。
･ 施設項目ごとにリストが動きます。

 にタッチ。

･ 先頭に戻すとき�  にタッチ。

地域の切り替え表示

施設項目の切り替え表示

北海道 東北 関東 中部
近畿 中四国 九州

店 車 宿泊 遊び 公共
医療 交通 文化 他

文字の表示範囲の変更

リストに表示されている名称の文字数
が多い場合、すべて表示されないこと
があります。
次の操作をすると、名称をすべて確認
することができます。

▲

▼
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画面の調整・設定
画面の調整・設定をする

（画面外）を押す。

■画質調整画面の表示例
（ライト点灯時の昼画表示）

ナビゲーション画面

･ 画質調整画面を解除するとき
�  にタッチ。
･ 約20秒以上操作しなかったときも解除
されます。

■色合い※

… 緑色を強くする
… 赤色を強くする

■色の濃さ※

… 色を濃くする
… 色を淡くする

■コントラスト
… 強くする
… 弱くする

■明るさ
… 明るくする
… 暗くする

※色合い、色の濃さは、DVDなどの映像を表
示しているときに調整できます。
ナビゲーション画面やオーディオ操作画面
などは、コントラスト、明るさのみ調整で
きます。

画質調整画面の表示
画質・消

完了

画質の調整

（画面外）→ 画質調整画面

知 識

昼画・夜画それぞれ独立して調整することがで
きます。

画質・消

緑
赤

濃
淡

強
弱

明
暗
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画面の調整・設定

■昼画表示と夜画表示の画面例

昼画表示〈ライト消灯時〉

夜画表示〈ライト点灯時〉

夜画表示のとき、  にタッチ。
･ タッチするごとに、昼画表示と夜画表示が
切り替わります。

･ 昼画表示のときは、タッチスイッチの作動
表示灯が点灯します。

 にタッチ。
･ 画面を表示させるとき
�各モードのスイッチを押す。

昼画表示・夜画表示について

夜間など、周囲が暗いと画面が明るす
ぎて映像が見えにくくなることがあり
ます。そのため、画面を見やすくする
ために、ライト（車幅灯、尾灯、番号
灯）の点灯・消灯、周囲の暗さにより
〈昼画表示〉と〈夜画表示〉に切り替わ
りますが、常に〈昼画表示〉にしてお
くこともできます。
･ ライト消灯時 …………〈昼画表示〉
･ ライト点灯時で周囲が暗いとき
…………………………〈夜画表示〉

ライト点灯時の昼画表示

ライト点灯時に、昼画表示にすること
ができます。

（画面外）→ 画質調整画面

知 識

･ ライト消灯時の画質調整画面には「昼画面」
は表示されません。

･ 夜画表示への切り替えは、ライトの点灯と
周囲の暗さの両方を判断して行います。し
たがって、周囲が明るいとき（昼間など）に
ライトを点灯しても、夜画表示には切り替
わりません。

画面を消す

音声を消さずに、画面だけを消すこと
ができます。

（画面外）→ 画質調整画面

知 識

画面を消しても、GPSによる現在地測位は継
続されています。

画質・消

昼画面

画質・消

画面消
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画面の調整・設定

■標準画モード（Normal）
たて3：よこ4の割合の画面（普通のテ
レビ画面の大きさ）で両端が黒く表示さ
れます。

■ワイド1画モード（Wide 1）
たて3：よこ4の割合の画面（普通のテ
レビ画面の大きさ）を左右方向に均等に
拡大して表示します。

■ワイド2画モード（Wide 2）
たて3：よこ4の割合の画面（普通のテ
レビ画面の大きさ）を上下左右方向に均
等に拡大して表示します。

＊お客様が個人的に視聴する限りにおいては
問題ありませんが、営利目的または公衆に
視聴させることを目的として画面の圧縮・
引き伸ばしなどを行うと、著作権法上で保
護されている著作者の権利を侵害する恐れ
がありますので、ご注意ください。

各映像の画面モードの切り替え方法につ
いては、次のページをご覧ください。

画面モードについて

DVDなどの映像は、通常の映像とワイ
ド映像を切り替えることができます。

画面モードの切り替え

映　像 ページ
DVD 188
ビデオ CD 197



27

車載機の設定
車載機の設定をする

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3 各項目の設定をし、  にタッチ。

� 共通設定画面から、次の項目を設定で
きます。

BEEP音通知の  または  に
タッチ。

操作画面継続表示の  または
 にタッチ。

･「しない」に設定すると、約20秒以上操作
しなかった場合、元の画面に戻ります。

希望の色にタッチ。

車載機の設定

項　目 ページ
BEEP音通知の設定 27
操作画面継続表示の設定 27
アクセントカラーの変更 27
個人情報の初期化 28

BEEP音通知の設定

タッチスイッチにタッチしたときの応答
音の出力する／しないを設定できます。

（画面外）→  →
共通設定画面

設定・編集

共通設定

完了

設定・編集 共通設定

する しない

操作画面継続表示の設定

オーディオ操作画面の継続表示のする
／しないを設定することができます。

（画面外）→  →
共通設定画面

知 識

インテリジェントパーキングアシストなどの
割り込み画面が表示されたときは、継続表示さ
れないことがあります。

アクセントカラーの変更

アクセントカラーを変更することがで
きます。

※本書では、青色を使用しています。

（画面外）→  →
共通設定画面

知 識

アクセントカラーを変更すると、タッチスイッ
チを選択しているときの色も同時に変更され
ます。

設定・編集 共通設定

する
しない

アクセントカラー

設定・編集 共通設定
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車載機の設定

次の情報を、削除または初期設定の状態
にすることができます。

※踏切案内、合流案内、カーブ案内、レーン
警告、事故多発地点案内の設定は初期化さ
れません。

1 個人情報初期化の  にタッ
チ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

個人情報の初期化

車載機の設定や保存されている情報を
初期化することができます。

項　目 情　報
ソフトウェア
キーボード

入力履歴
追加した単語
編集した定型文
ソフトウェアキーボード
関連の設定・編集項目

GPSボイス
ナビゲーション

走行軌跡
目的地履歴
メモリ地点
迂回メモリ地点
ユーザーカスタマイズ
安全・快適走行設定の
項目※

メンテナンス機能の各種
設定項目
メンテナンス自動通知の
設定
販売店の設定

オーディオ＆
ビジュアル

サウンドライブラリに録
音している音楽
ラジオ、デジタルテレビで
プリセットスイッチに記
憶した周波数及びチャン
ネル情報

ハンズフリー 電話帳データ
発信履歴および着信履歴
ワンタッチダイヤル
Bluetooth 電話機の
登録情報
ロックNo.
ハンズフリー関連の
設定・編集項目

G-BOOK
オンライン
サービス

ESPO 画面のポイント、
ステータス
G-BOOK 画面の
オペレーター、情報確認
Gメモリ地点
G-BOOK.com
コンテンツで取得した
G情報マーク
メインメニューに
G-BOOK センターが
追加したスイッチ
ブックマーク
閲覧履歴
Myリクエストのメニュー
G-SOUND楽曲の
ライセンス
G-BOOK 関連の
設定・編集項目

（画面外）→  →
共通設定画面

項　目 情　報

設定・編集 共通設定

初期化する

初期化する

はい
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アンテナ
アンテナの位置と取り扱い

インストルメントパネル助手席正面付近
に内蔵されています。

アンテナは下図のように格納することが
できます。
･ ラジオ受信時は節度感のある所まで立てて
使用してください。

取りはずすときは
�アンテナをまわして取りつけ部から取
りはずす。

取りつけるときは
�アンテナを取りつけ部にねじ込み、
しっかりと固定する。

ナビゲーション用アンテナ
（GPSアンテナ）

 注 意
インストルメントパネル上やウインドウガ
ラス面には、次の物を設置しないでくださ
い。ナビゲーションシステム本来の性能が
発揮できないおそれがあります。詳しくは
「GPSについて」（→132）をご覧ください。
･ 金属を含有するウインドウフィルム
･ その他の金属物（トヨタ純正品以外の電
子機器やアンテナなど）

ラジオ用アンテナ

アンテナ

 注 意
･ 自動洗車機にかけるときは、アンテナを
損傷するおそれがあるため、アンテナを
取りはずしてください。

･ 次のようなときは、アンテナを損傷する
おそれがあるため、アンテナを格納して
ください。
･ 車庫の天井などにアンテナが当たると
き

･ カーカバーをかけるとき
･ ルーフラックなどを取りつける場合に
アンテナが当たるとき

･ 洗車時などアンテナを取りはずしたとき
は、アンテナを紛失しないように注意し
てください。また、走行前には必ずアン
テナをもとどおりに取りつけてくださ
い。

取りつけ部

取りはずす

取りつける
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アンテナ

フロントガラスおよびクォーターガラス
に埋め込まれています。

デジタルテレビ用アンテナ

 注 意
･ アンテナ入りガラス（室内側）の清掃は
湿った布で線にそって軽くふいてくださ
い。ガラスクリーナーなどは、アンテナ
をいためますので使用しないでくださ
い。

･ フロントガラスおよびクォーターガラス
のアンテナ線部に次の物を貼りつけない
でください。受信感度が低下したり、ノ
イズ（雑音）がはいるおそれがあります。
･ 金属を含有するウインドウフィルム
･ その他の金属物（トヨタ純正品以外の
アンテナなど）
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 GPSボイスナビゲーション

お使いになる前に  35
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35

お使いになる前に

■走行するときは、実際の交通規制に必ずしたがってください。

■安全のため、走行状態になると操作できなくなる機能があります。

■目的地案内で表示されるルートは、あくまでも目的地周辺までの参考ルートです。
必ずしも最短ルート、渋滞していないルート、早く行けるルートなどではありませ
ん。

■道路・地名・施設情報・料金のデータは、最新状態ではないことや不備な点がある
ことがあります。

■タイヤを交換したときは、自動補正を行ってください。（→ 119）
このシステムは、タイヤの回転などを元にして作動していますので、タイヤを交換
すると精度が悪くなることがあります。

■自車位置マーク は、必ずしも正しい位置を表示するとは限りません。
このシステムは、GPS 情報と各種センサー、道路地図データなどを利用して現在
位置表示を行っていますが、人工衛星からの電波の精度状態が良くないときや、2
個以下の人工衛星からの電波しか捕捉できないときなどには誤差が生じることがあ
ります。この誤差は、補正などによってなくすことはできません。

■実際の現在地と異なる場所に自車位置マーク が表示されている（自車位置マー
ク がずれている）ことがあります。
人工衛星の状態、車両の状態（走行場所や運転条件）などにより、自車位置マーク
がずれることがあります。また、新設道路など、地図データが実際の道路形状

と異なる道路を走行すると、自車位置マーク がずれることがあります。
ただし、地図の自車位置マーク がずれても、しばらく走行すると、マップマッ
チング※やGPS情報が利用されて、現在地が自動的に修正されます。（場合によっ
ては、数分程度かかることがあります。）
･「精度について」もあわせてご覧ください。（→137）
※マップマッチングとは、GPS 情報などを利用して得られた現在地の情報と、今までに走行
してきた道路を比較して、最も適切な道路に自車位置マーク を表示させるシステムで
す。
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ここからはじめましょう
地図を操作してみましょう

地図に現在の車の位置を
表示するには

（画面外）を押す。

現在の車の位置 が表示されます。

＜地図の表示について＞
次のような表示をすることもできま
す。

地図を動かすには

地図にタッチ。

タッチした位置が地図の中央に移動
します。

地図を拡大／縮小するには

…… 拡大する
…… 縮小する

地図の表示 ページ

スイッチを消す 43

地図の向きをかえる 46

進行方向の地図を広く表示する 46

左右2画面で表示する 47

地図を立体的に表示する 48

地図の表示色をかえる 50

市街図を表示する 50

現在地

現在の位置（自車位置マーク）

例えばここに
タッチすると

タッチした位置

詳細
広域
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ここからはじめましょう
自宅を登録してみましょう

自宅を登録してみましょう

例として、自宅「東京都文京区後楽1
丁目4－18」の地図を住所から呼び
出し、登録します。

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3メモリ地点の  にタッチ。

4地図の呼び出す方法を選ぶ。
ここでは、  にタッチ。

5 -1都道府県名から順に、住所を選
択する。まず、  に
タッチ。

-2  にタッチ。

-3  にタッチ。

-4  にタッチ。

-5  にタッチ。

-6番地を入力する。

-7  にタッチ。

6 にタッチして、自宅の位置に
を合わせる。

7  にタッチ。

8  
にタッチ。

9自宅の  にタッチ。

10  にタッチ。

自宅を登録すると、目的地設定で
 にタッチするだけで、

自宅までのルート探索ができます。
自宅に帰る

設定・編集

メモリ地点登録編集

登録

住所

東京23区

文京区

後楽

1丁目

番地指定

完了

セット

自宅・特別メモリに種別変更

未登録

完了
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ここからはじめましょう
ルート案内をさせてみましょう

目的地を決めましょう

例として、「名称」から「上野動物園」
を探して、目的地に設定してみましょ
う。

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3 -1「うえのどうぶつえん」と入力す
る。

-2  にタッチ。

-3  にタッチ。

4 にタッチして、目的地に設定し
たい場所に を合わせる。

5  にタッチ。

6  にタッチ。

■  が表示されない
ときは

 にタッチ。

 の使い方について
�「目的地の設定」（→80）

＜検索方法について＞
次の方法で検索することもできます。

＜全ルート図について＞
案内を開始する前に、全ルート図から
次のことができます。

目的地

名称

完了

上野動物園

目的地セット

案内開始

検索方法 ページ

住所検索 73

施設検索 73

電話番号検索 74

ジャンル検索 74

郵便番号検索 75

マップコード検索 75

Gで設定 530

項　目 ページ

ルート情報を表示する 85

別のルートを表示する 86

探索条件を変更する 102

目的地を追加する 103

目的地を並び替える 103

目的地セット

新規目的地

追加目的地
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ここからはじめましょう

ルート案内を中止したいとき

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

� 案内を再開するとき
�  にタッチ。

目的地を消去したいとき

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

項　目 ページ

目的地を消去する 104

出入口 IC の指定・解除をする 105

通過道路を指定する 105

通過道路を修正する 106

通過道路指定を解除する 107

季節規制区間を迂回するルート
を探索する

107

Gルート探索する 525

ルート案内中に寄り道をしたいとき
などには、ルート案内を中止するこ
とができます。中止しても目的地は
消去されません。

設定・編集

案内中止

案内再開

目的地までの道がわかるときなど、
ルート案内が不要になったときに
は、目的地を消去することができま
す。

目的地

目的地消去

はい
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ここからはじめましょう
GPSボイスナビゲーションとは？

GPSボイスナビゲーションとは

目的地を設定することによって、自動的にルートが探索され、音声と画面表示によ
る目的地案内が行われます。

ナビゲーション画面の見方

目的地案内中の現在地画面

方位マーク（ヘディング
アップ時は  ）

地図の方角を表示する。
･ 地図向きの切り替えについて
�「地図向きの切り替え」（→46）

自車位置マーク 現在位置と車が向いている方角を表示する。

レーン（車線）表示 通過・分岐する交差点の車線を表示する。（地図データに情報
のある交差点のみ）
･ 目的地案内中は走行を推奨する車線が青色で表示。

名称表示 状況により次のものを表示する。（地図データに情報のある地
点のみ）
･ 通過・分岐する交差点の名称
･ 走行している道路の名称
･ 通過する IC・SA・PAの名称（高速道路を走行していると
きのみ）

･ 分岐する IC・JCT の方面名称（高速道路を走行していると
きのみ）

ルート表示 目的地を設定したとき、目的地までのルートを表示する。
（→85）
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ここからはじめましょう

案内ポイント 目的地案内中、通過・分岐する交差点に表示する。（→ 91）

スケール表示 表示させている地図の縮尺を表示する。
･ 詳しくは、「地図縮尺の切り替え」（→ 45）・「地図のスケー
ル表示について」（→ 142）をご覧ください。

GPSマーク 人工衛星からの絶対位置情報が利用されているときに表示す
る。
･ GPS マークが表示されているときでも、人工衛星の状態な
どにより誤差が生じることがあります。（→132）

VICS タイムスタンプ VICS・交通情報が発信されている地域で、VICS・交通情報
が提供された時刻を表示する。
･ ルート上に情報があるときは、情報に応じて、タイムスタ
ンプの色がかわります。（→ 145）

到着予想時刻表示／
目的地方向マーク

状況により次のマークを表示する。

■到着予想時刻表示 

目的地への到着予想時刻を表示する。（→ 94）
･ 到着予想時刻表示の切り替えについて
�「到着予想時刻・残距離表示を切り替えるには」（→99）

■目的地方向マーク 

ルートからはずれたとき、目的地の方向を表示する。

残距離表示 現在地から目的地までの距離を表示する。
･ 表示されているルートを通っての距離を表示する。
（ルートからはずれたときは、直線距離を表示する。）
･ 残距離表示の切り替えについて
�「到着予想時刻・残距離表示を切り替えるには」（→99）

知 識

本書で使用している地図画面は、一部の説明を除き、ノースアップ・1画面・2D表示のフロン
トワイド表示を「しない」に設定している画面です。
また、GPSマーク・VICS タイムスタンプが表示されていない地図画面を使用しています。
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ここからはじめましょう

音声案内について

目的地案内中は、分岐する交差点・目的地などが近づくと、音声が出力されます。
（→ 88）
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地図の操作
地図の表示

（画面外）を押す。
･ 走行中は表示される道路が制限されます。
（幅 5.5m 未満の道路などは表示されませ
ん。）ただし、幅 5.5m 未満の道路を走行し
たときなどは、必要に応じて表示されます。
（→ 85）

� 現在地画面で、 （画面外）を押す
と、画面上部に現在地付近の地名・付近
の路線名・路線番号が表示されます。

 にタッチ。

･  のときに表示するスイッチ類
を設定するとき
�「スイッチ表示設定」（→43）

･ スイッチ類を表示するとき
�  にタッチ。

現在地の表示

地図に現在の車の位置（自車位置）が
表示されます。

現在地以外の地図、または地図以外を表示中

知 識

新車時、および補機バッテリーターミナルを脱
着したあとは、実際の現在地と異なる場所に自
車位置マーク が表示されている（自車位置
マーク がずれている）ことがあります。
ただし、地図の自車位置マーク がずれても、
しばらく走行すると、マップマッチングや
GPS 情報が利用されて、現在地が自動的に修
正されます。（場合によっては、数分程度かか
ることがあります。） 
GPS 情報が利用されず、現在地が自動的に修
正されないときは、安全な場所にいったん停車
して、現在地の修正を行ってください。
（→ 118） 

現在地

現在地

知 識

以下のときは、路線名・路線番号は表示されま
せん。
･ 地図データに情報のないとき
･ 200m 図より広域な地図を表示しているとき
また、高速路線マップ（→ 63）を表示してい
るときは、地名・路線名・路線番号は表示され
ません。

スイッチの表示

地図上のスイッチ類の表示を少なくす
ることができます。

地図表示中

スイッチ表示設定

 にタッチしたときに、表示す
るスイッチ類の設定をすることができ
ます。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

    Off▲ ▲

    Off▲ ▲

    On

▲ ▲

    Off▲ ▲

設定・編集 ナビ詳細設定
その他
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地図の操作

1 スイッチ表示設定の  にタッ
チ。

2 表示設定を変更したいスイッチにタッ
チし、  にタッチ。
･ 文字または記号がうすくなっているス
イッチは  にタッチしたとき表示
されません。

･ 初期設定の状態に戻すとき
�  にタッチ。

3  にタッチ。（1の画面）

地図上にタッチ。
･ タッチし続けると、地図が動く速度が速く
なります。（このとき、 が黄色になりま
す。） 

･ 地図左下に現在地からの直線距離が表示さ
れます。

･ 地図の移動をやめると、約6 秒後自動的に消
去されます。

地図スクロール時に地名の表示／非表示
を設定できます。（→ 123）

地図の移動
（ワンタッチスクロール）

タッチした地点を画面の中心として、
地図を動かすことができます。

地図表示中

変更する

完了

    Off▲ ▲

初期状態

完了

知 識

･ 走行中は安全のため、一定の距離しか移動
しません。また、走行中で市街図（→ 50）
または駐車場マップ（→ 51）を表示してい
るときは、地図を移動することはできませ
ん。

･ ワンタッチスクロールで地図を動かすと、
走行しても地図は動かなくなります。この
場合、 （画面外）を押し現在地の表
示にすると、地図が動くようになります。

･ 地図を移動させたときは、地図向きの切り
替え（→ 46）ができないことがあります。

地図スクロール時の地名表示

地図を移動しているとき、画面上部に画
面中心付近の地名・付近の路線名・路線
番号を表示させることができます。

知 識

以下のときは、路線名・路線番号は表示されま
せん。
･ 地図データに情報のないとき
･ 200m 図より広域な地図を表示していると
き

また、高速路線マップ（→ 63）、50m 図よ
り詳細な地図を表示しているときは、地名・路
線名・路線番号は表示されません。

現在地
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地図の操作

…… 地図の範囲を広くする
…… 地図の範囲を狭くする

･ 13 段階に切り替えることができます。
（→ 142） 
･ タッチするごとに、1 段階ずつ切り替わり
ます。

･  または  にタッチしたあと、
スケールバーの数字にタッチすると、縮
尺が切り替わります。

･  または  を約1 秒以上タッチ
し続けると、縮尺を無段階に切り替える
ことができます。希望の縮尺になったら
手を離します。

縮尺切り替えメッセージの表示／非表示
を設定できます。（→ 124）

地図縮尺の切り替え

地図を1/2048 万図～ 1/5 千図まで
の希望の縮尺（地図の範囲）に切り替
えることができます。

地図表示中

知 識

走行中は安全のため、縮尺を無段階に切り替え
る、またはスケールバーの数字にタッチして縮
尺をかえることはできません。

広域
詳細

スケールバー

広域 詳細

広域 詳細

縮尺切替メッセージ表示

縮尺切替中に『市街図を表示します』
などのメッセージが画面に表示されま
す。

知 識

縮尺切替メッセージ表示を「しない」に設定し
たときは、以下のメッセージは表示されなくな
ります。
･『都市高マップは 200m図より詳細な地図で
は表示できません』

･『都市高マップは 1.6km図より広域な地図で
は表示できません』

･『施設情報 VICS・交通情報は 広域の地図に
は表示されません』

･『施設情報は 800m図より広域の地図には表
示されません』

･『VICS・交通情報は 1.6km 図より広域の地
図には表示されません』

･『市街図を表示します』
･『リアル市街図を表示します』
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地図文字サイズ変更の  ・  ・ 
のいずれかにタッチし、  にタッチ。

フロントワイド表示のする／しないを設
定できます。（→ 123）

地図向きの切り替え

表示させている地図の向きを切り替え
ることができます。
 または  にタッチ。

･ タッチするごとに、ノースアップ表示と
ヘディングアップ表示が切り替わりま
す。

ノースアップ表示　
車の進行方向に関係なく、つねに北が
上になるように地図を表示する。

ヘディングアップ表示　
車の進行方向がつねに上向きになるよ
うに地図を表示する。

知 識

･ ヘディングアップ表示のとき、現在地画面
以外の地図（目的地の設定で呼び出した地
図・全ルート図表示画面など）にするとノー
スアップ表示になりますが、現在地画面に
するとヘディングアップ表示に復帰しま
す。

･ 3D 表示（→ 48）にさせているときは、常
にヘディングアップ表示されるため地図向
きを切り替えることはできません。

地図の文字サイズの変更

地図上に表示される地名などの文字サ
イズを変更することができます。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

フロントワイド表示

通常は自車位置マーク が画面の中
心に表示されますが、フロントワイド
表示にすると、進行方向の地図を広く
表示させることができます。

設定・編集 ナビ詳細設定
地図表示設定

大 中 小
完了
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･ 左画面の操作は、1 画面表示のときと同じで
す。

次の表示をさせることができます。

〔例〕
･ 左右異なる縮尺で表示
･ ヘディングアップ表示とノースアップ
表示
･ 施設表示のON と OFF 
･ 3D 表示のON とOFF 

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3 （通常の2 画面表示）または
（2画面3D表示）にタッチ。

･ 解除するとき
� （通常の表示）または （通常
の3D 表示）にタッチ。

次の2 通りの方法で、右画面の設定をす
ることができます。

■地図画面からの設定方法

1 右画面の地図上にタッチ。

2 右画面の設定をする。

2 画面表示

画面を左右に2 分割して表示させるこ
とができます。

知 識

･ 2 画面表示にさせているときは、左画面のみ
ワンタッチスクロールで地図を動かすことが
できます。

･ 現在地画面以外の地図（目的地の設定で呼び
出した地図・全ルート図表示画面など）は、
2 画面表示が解除されますが、現在地画面に
すると、2 画面表示に復帰します。

･ 一度2 画面表示を解除し、再度2 画面表示に
したときは、前回 2 画面表示していたときの
縮尺で表示されます。

地図表示中

表示変更

右画面の設定

設定方法 ページ
地図画面から設定する 47
設定・編集画面から設定する 48

2 画面表示中（→ 47）

地図表示

2Dツイン
3Dツイン

2D 3D

作動表示灯
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■設定・編集画面からの設定方法

1 右画面設定の  にタッチ。

2 右画面の設定をし、  にタッチ。

3  にタッチ。（1の画面）
� 右画面設定画面から、次の設定を変更
することができます。

＜地図縮尺の切り替え＞（→ 45）

 または  にタッチ。

＜地図向きの切り替え＞（→ 46）

 または  にタッチ。
･ 2 画面表示画面でも、切り替えることができ
ます。

＜ 3D 表示＞（→ 48）

 にタッチ。
･ 3D表示のときは、作動表示灯が点灯します。

＜施設の表示＞（→ 52）
左画面に施設の記号を表示させていると
き、右画面でも施設の記号を表示させる
ことができます。

 にタッチ。
･ 施設が表示されているときは、作動表示灯
が点灯します。

＜ VICS・交通情報の表示＞（→ 144）
左画面に VICS・交通情報を表示させて
いるとき、右画面でも VICS・交通情報
を表示させることができます。

 にタッチ。
･ VICS・交通情報が表示されているときは、
作動表示灯が点灯します。

（通常の3D表示）または
（2画面3D表示）にタッチ。

･ 解除するとき
� （通常の表示）または

（通常の 2 画面表示）に
タッチ。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

設定・編集 ナビ詳細設定
地図表示設定

変更する

完了

完了

詳細 広域

3D表示

周辺施設表示

知 識

施設の表示、VICS・交通情報の表示は、左画
面と同じ表示設定で、右画面にも表示されま
す。

3D表示

地図を立体的に表示させることができ
ます。

知 識

･ 3D 表示は、フロントワイド・ヘディングアッ
プ表示で表示されます。

･ 現在地画面以外の地図（目的地の設定で呼
び出した地図・全ルート図表示画面など）
は、3D 表示が解除されますが、現在地画面
にすると、3D 表示に復帰します。

地図表示中 →  →  →
地図表示画面

VICS 表示

表示変更 地図表示

3D
3Dツイン

2D
2Dツイン
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1 3D 地図表示設定の  にタッ
チ。

2 角度を調整し、  にタッチ。
…… 角度を上げる
…… 角度を下げる

･ 初期設定の状態に戻すとき
�  にタッチ。

3D 表示中、1/2500 市街図表示に切り
替えると、自動的にリアル市街図表示に
なります。

･ 通常の市街図（→ 50）は、表示されません。

■視点の調整
リアル市街図の表示視点を切り替えるこ
とができます。

 …… 視点を上げる
 …… 視点を下げる

･ すぐに手を離したときは 3 段階、そのま
まタッチし続けたときは 9 段階に切り替
えることができます。

･  または  にタッチしたあと、
スケールバーにタッチしても視点を切り
替えることができます。

1 地図上にタッチ。

2 地図を回転する。
…… 時計まわり
…… 反時計まわり

3D表示の角度調整

3D 表示の角度を設定することができ
ます。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

リアル市街図表示

知 識

市街図表示からリアル市街図表示にすると、
（一方通行）の表示が （進入禁止）の表

示にかわります。

設定・編集 ナビ詳細設定
地図表示設定

変更する

セット

初期状態

知 識

最高角度の地図にさせているとき、  に
タッチすると、リアル市街図表示は解除されま
す。

地図の回転

3D 表示中（→ 48）

広域
詳細

スケールバー

広域 詳細

広域
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3D 時ルート方向アップ表示のする／し
ないを設定できます。( → 123) 

･ 3D 時ルート方向アップ表示を「する」に設
定したとき、 （方位マーク）が青色にな
ります。

昼の地図色・夜の地図色それぞれで、希
望の地図色にタッチし、  にタッチ。

1/5 千図を表示させているときに、
 にタッチ。

� 市街図表示には1/5 千市街図と
1/2500 市街図があります。

 または  にタッチして切
り替えます。

知 識

現在地画面にすると、元の表示状態（回転前
の状態）に復帰します。

3D時ルート方向アップ表示

目的地案内中は、ルートを表示してい
る方向の地図を広く表示することがで
きます。

地図の表示色の切り替え

昼画・夜画それぞれの地図色を切り替
える（5 種類）ことができます。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

設定・編集 ナビ詳細設定
地図表示設定

完了

市街図表示

地図データに市街図の情報がある地域
では、市街図表示に切り替えることが
できます。

知 識

･ 市街図のデータがある地域のみ、1/5 千図
を表示すると、「市街図」が表示され、市街
図表示に切り替えることができます。（市街
図がない地域に地図または現在地を移動さ
せると、市街図表示は自動的に解除されま
す。） 

･ 1/2500 市街図にすると （一方通行）を
表示します。

･ 3D 表示中、1/2500 市街図表示に切り替
えると、自動的にリアル市街図表示( → 49)
になります。（通常の市街図は、表示されま
せん。） 

市街図

広域 詳細
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■市街図表示の解除
1/5 千市街図表示中、  にタッチ。

1  にタッチ。

2 にタッチして、内容を表示する施
設がある建物に地図を動かし、

 にタッチ。
･ 選んだ建物の階数・施設の件数が表示さ
れます。

･ 選んだ建物に1つしか施設がないときは、
その施設の内容が表示されます。

3 施設名称にタッチ。

駐車場マップの自動表示のする／しない
を設定できます。( → 124) 

 にタッチ。

� 次の方法でも、駐車場マップ表示を解
除することができます。

 にタッチ。

＜駐車場マップに戻すとき＞

 にタッチ。

施設の内容の表示

市街図表示中

知 識

地図データに情報のない建物は、内容が表示さ
れません。

駐車場マップ表示

地図データに駐車場マップの情報を
もっている駐車場に入ったとき、表示
することができます。

広域

施設

施設情報

知 識

駐車場マップ自動表示を「しない」に設定して
いても、  から駐車場マップを表示
することができます。

駐車場マップ表示の解除

地図表示中 →  →  →
地図表示画面

地図表示中 →  →  →
地図表示画面

表示変更

P解除

表示変更 地図表示

駐車場マップ解除

表示変更 地図表示

駐車場マップ表示
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地図の操作
地図表示画面の設定

次の2 通りの方法で、施設の記号を表示
することができます。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3 施設のジャンルにタッチ。
･ ５つまで選択することができます。
･ 表示されている以外のジャンルを選択す
るとき
�  にタッチ。

�  にタッチしたとき
�施設のジャンル → さらに詳細な施
設のジャンルの順にタッチ。

･ 表示を解除するとき
�  または選択済みの施設の
ジャンルにタッチ。

1 周辺施設表示の  にタッチ。

施設の表示

地図上に施設の記号を表示させること
ができます。

知 識

･ 地図データに情報のない施設は、表示され
ません。

･ 1/8 万図より詳細な地図で表示することが
できます。（全ルート図表示画面を除く） 

･ 表示することができる施設は、 または
から半径約10km 以内にある施設のみで

す。（最大 200 件まで） 
･ 高速路線マップ（→ 63）または駐車場マッ
プ（→ 51）を表示しているときは、施設情
報を表示することはできません。

･ 通常の地図画面での施設表示と、オンルー
トスクロールでの施設の選択（→ 98）は別
の設定のため、通常の地図画面で施設を変
更しても、オンルートスクロールの施設は
変更されません。

表示方法 ページ
地図画面から表示する 52
設定・編集画面から表示する 52

地図画面からの表示方法

地図表示中

表示変更

知 識

 は、G-BOOKオンライン
サービスを利用されているときに使用するこ
とができます。（→ 534）

設定・編集画面からの表示方法

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

周辺施設

全ジャンル

G情報マーク表示

全ジャンル

表示解除

設定・編集 ナビ詳細設定
地図表示設定

変更する
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2 施設のジャンルを選択し、  に
タッチ。
･ 施設のジャンルの選択方法は、「地図画面
からの表示方法」（→ 52）の手順 3 と同
様です。

3  にタッチ。（1 の画面）

■個別に消去
選択済みの施設のジャンルにタッチ。

■すべて消去
 にタッチ。

1  にタッチ。

2 施設名称にタッチ。

･ 選んだ施設を中心にした地図が表示さ
れ、施設の名称と現在地からの距離が表
示されます。

･ 表示されている矢印は、現在の進行方向
からみてどの方向にその施設があるかを
示しています。

･ ワンタッチスクロールで地図を動かした
とき、矢印は表示されません。

3  にタッチ。
･ 施設の内容が表示されます。（→ 77）

施設表示の消去

周辺施設画面（→ 52）または
周辺施設表示設定画面（→ 52） 

近くの施設の検索

地図上に施設の記号を表示させている
ときに、 または の位置の近くに
ある施設の名称と または からの
直線距離・方向を表示させることがで
きます。

知 識

検索することができる施設は、 または か
ら半径約10km 以内にある施設のみです。（最
大200 件まで）

地図表示中 →  →  →
周辺施設画面

完了

完了

表示解除

表示変更 周辺施設

施設検索

知 識

･ 施設によっては、内容が表示されない施設
もあります。

･ 施設のリストは、以下の 2 種類の並べ方を
することができます。

… または から近い施設の順
… 施設の記号の種類順

距離順
種類順

情報
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 にタッチ。

･ 設定しているルートを通っての道なり距
離とルートに対して左右、後ろのどちら
の方向にあるかを表示します。

･ ルートを考慮したリストを表示している
ときは、作動表示灯が点灯します。

1 周辺施設走行中呼出ジャンルの
 にタッチ。

2 変更したい施設のジャンルにタッチ。
･ 初期設定の状態に戻すとき
�  にタッチ。

3 走行中呼出ジャンルに登録したい施設
のジャンル → さらに詳細な施設の
ジャンルの順にタッチ。

4  にタッチ。

5  にタッチ。（1 の画面）

ビジュアルシティマップ表示のする／し
ないを設定できます。（→ 123）

ルートを考慮したリストの表示

目的地が設定されているとき、距離・
方向をルート表示に連動したものにす
ることができます。

地図表示中 →  →  →
 → 周辺施設検索画面

知 識

･ 表示していた地図にルートが表示されてい
ないときは、ルートを考慮したリストは表
示されません。

･ 表示することができる施設は、ルート沿い
にある施設のみです。

周辺施設走行中呼出
ジャンルの変更

走行中に呼び出すことのできる周辺施
設のジャンルを変更することができま
す。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

表示変更 周辺施設
施設検索

ルート沿い考慮
作動表示灯

設定・編集 ナビ詳細設定
その他

ビジュアルシティマップ表示

道路の幅を実際の道路幅の比率と同じ
ように表示させ、地図記号を立体的に
表示させることができます。
･ 地図記号・表示について（→ 142） 

変更する

初期状態

完了

完了



55

地図の操作

立体ランドマークの表示／非表示を設定
できます。（→ 123）

1 立体ランドマークにタッチ。
･ 名称と現在地からの直線距離が表示され
ます。

2  にタッチ。

･ 施設の内容が表示されます。（→ 77）

一時停止案内のする／しないを設定でき
ます。（→ 127）

＜対象一時停止交差点について＞
一時停止案内は、2010年 3月時点の東
京 23 区・政令指定都市※1・中核市※2
における片側2車線以上の道路に進入す
る一時停止交差点が対象です。
＊2011 年 3 月現在のものであり、変
更される場合があります。

※1 京都市、福岡市、静岡市、横浜市、神戸
市、広島市、堺市、大阪市、北九州市、仙
台市、新潟市、名古屋市、札幌市、千葉
市、浜松市、川崎市、さいたま市、岡山
市、相模原市

※2 宇都宮市、長崎市、旭川市、東大阪市、金
沢市、大分市、松山市、富山市、岐阜市、
豊田市、横須賀市、函館市、姫路市、福山
市、奈良市、下関市、高知市、倉敷市、青
森市、熊本市、宮崎市、川越市、鹿児島
市、いわき市、船橋市、秋田市、長野市、
郡山市、豊橋市、岡崎市、和歌山市、高松
市、高槻市、盛岡市、柏市、西宮市、久留
米市、尼崎市、前橋市、大津市

立体ランドマークの表示

地図上に立体的な施設マーク（立体ラ
ンドマーク）を表示させることができ
ます。

知 識

･ 地図データに情報のない施設は、表示され
ません。

･ 1/8 万図より詳細な地図で表示することが
できます。（全ルート図表示画面、リアル市
街図を除く） 

立体ランドマークの内容の表示

地図表示中

立体ランドマーク表示

情報

一時停止案内

一時停止交差点に近づくと、地図右上
に が表示され、音声案内されます。

 警 告
一時停止案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路状況に注意し、安
全運転に心がけてください。
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一時停止注意喚起のする／しないを設定
できます。（→ 127）

■一時停止注意喚起タイミングの設定
一時停止線に対して注意喚起をするタイ
ミングを調整できます。（→ 127）

＜対象一時停止交差点について＞
一時停止注意喚起は、2010年3月時点の
東京23区・政令指定都市※1・中核市※2
における片側 2車線以上の道路に進入す
る一時停止交差点が対象です。対象のエ
リアでも自車走行道路が片側2車線以上
の場合の一時停止交差点を除く。
＊2011 年 3 月現在のものであり、変
更される場合があります。

※1 京都市、福岡市、静岡市、横浜市、神戸
市、広島市、堺市、大阪市、北九州市、仙
台市、新潟市、名古屋市、札幌市、千葉
市、浜松市、川崎市、さいたま市、岡山
市、相模原市

※2 宇都宮市、長崎市、旭川市、東大阪市、金
沢市、大分市、松山市、富山市、岐阜市、
豊田市、横須賀市、函館市、姫路市、福山
市、奈良市、下関市、高知市、倉敷市、青
森市、熊本市、宮崎市、川越市、鹿児島
市、いわき市、船橋市、秋田市、長野市、
郡山市、豊橋市、岡崎市、和歌山市、高松
市、高槻市、盛岡市、柏市、西宮市、久留
米市、尼崎市、前橋市、大津市

知 識

･ 以下のようなときは、一時停止案内が行わ
れない場合があります。
･ 地図データに情報のない地点
･ 自車位置が正確に特定できないとき
･ 進入した道路の一時停止交差点までの距
離が短いとき

･ 以下のようなときは、誤って一時停止案内
を行う場合があります。
･ 自車位置が正確に特定できないとき
･ 地図データと実際の道路状態が変わった
とき（信号機付き交差点に変わったなど）

･ 以下のようなときは、音声案内が行われな
い場合があります。
･ 一時停止交差点が連続するとき
･ 他のナビ音声案内などと重なるとき

一時停止注意喚起

バックカメラを利用して道路上のペイ
ントを認識し、一時停止線までの距離
を把握します。一時停止線に近づいて
も減速行動を開始しないと、音声で注
意喚起します。

知 識

道路上のペイントを認識し一時停止線までの
距離が把握できると 表示に変わります。

 警 告
一時停止注意喚起はあくまでも補助機能で
す。
注意喚起を過信せず、常に道路状況に注意
し、安全運転に心がけてください。
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地図の操作

道路形状案内のする／しないを設定でき
ます。（→ 127）

■道路形状案内マーク

知 識

･ 以下のようなときは、一時停止注意喚起が
行われない場合があります。
･ 地図データに情報のない地点
･ 自車位置が正確に特定できないとき
･ 道路上のペイントを認識できなかったと
き（→ 138）

･ 車両に搭載されているセンサーなどが故
障しているとき

･ 低速度で走行しているとき
･ 一時停止線までの距離がかなり短いとき
･ レーダークルーズコントロールまたはク
ルーズコントロールを使用しているとき

･ 以下のようなときは、誤って一時停止注意
喚起を行う場合があります。
･ 自車位置が正確に特定できないとき
･ 地図データと実際の道路状態が変わった
とき（信号機付き交差点に変わった、道
路工事で道路上のペイント状況が変わっ
たなど）

その他、上り坂の途中に一時停止があると
きは、注意喚起を行いやすくなります。

道路形状案内

踏切・合流道路・急カーブ・レーン数
減少※の道路形状案内地点に近づく
と、地図右上に案内マークが表示され、
音声案内されます。踏切案内マークは
地図上にも表示されます。
※都市高速道路走行中のみ案内されます。

形　状 案内マーク

踏切

合流道路

急カーブ

レーン
レーン数減少

右折・左折専用 なし
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■右折・左折専用レーン案内の例
直進する交差点に右折（左折）専用レー
ンがある場合、その交差点に近づくと「こ
の先 右折（左折）専用レーンがあります」
と音声案内されます。
目的地案内中で、右折（左折）する交差
点では右折・左折専用レーン案内はされ
ません。
（この場合は「ポーン まもなく右方向（左
方向）です」と音声案内されます。）

 警 告
道路形状案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路状況に注意し、安
全運転に心がけてください。

知 識

･ 地図データに情報のない地点では、道路形
状案内は行われません。

･ 以下のようなときは、道路形状案内が行わ
れない場合があります。
･ 目的地案内開始直後
･ 再探索直後
･ 目的地周辺

･ 現在地から道路形状案内地点までの距離が
短い、道路形状案内地点近くで分岐が連続
するなど、周辺の道路状況によっても、案
内が行われない場合があります。

･ 道路形状案内は、遅れたり早くなることが
あります。

･ 次の道路形状案内マークが表示されている
地点が短いときは、続けて道路形状案内が
行われます。
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事故多発地点案内のする／しないを設定
できます。（→ 127）

■事故多発地点案内マーク
� 一般道路上では交通事故が多発してい
る地点に、 が表示されます。

� 高速道路上では交通事故が多発してい
る地点に近づくと、地図右上に が表
示され、音声案内されます。

学校存在案内のする／しないを設定でき
ます。（→ 127）

■案内できる学校について
全国の小学校・中学校・養護学校（聾学
校・盲学校含む）・外国人学校※の小学校・
中学校。
※専有校舎物件のみ。

事故多発地点案内

交通事故が多発している地点を案内さ
せることができます。

知 識

1/5 千図～ 1/8 万図の地図で表示することが
できます。（全ルート図表示画面を除く）

 警 告
事故多発地点案内はあくまでも補助機能で
す。
案内を過信せず、常に道路状況に注意し、安
全運転に心がけてください。

学校存在案内

学校に近づくと、地図右上に が表示
され、音声案内されます。

 警 告
学校存在案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路状況に注意し、安
全運転に心がけてください。

知 識

･ 以下のようなときは、学校存在案内が行わ
れない場合があります。
･ 地図データに情報のない地点
･ 土曜日、日曜日
･ 午後 7 時～午前7 時
･ 自宅登録時の自宅周辺
･ 一部の有料道路や自動車専用道路を走行
中

･ 以下のようなときは、音声案内が行われな
い場合があります。
･ 案内表示中に別の学校に近づいたとき
･ 他のナビ音声案内などと重なるとき
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季節規制区間メッセージの表示／非表示
を設定できます。（→ 125）
･ 季節規制区間を迂回するルートを探索した
いとき
�「季節規制区間の迂回ルートの探索」
（→ 107） 

･ 保存できる距離をこえて走行したとき
�古い軌跡を消去して、新しい軌跡を保存
し直す。 

 にタッチ。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

季節規制区間の表示

長期間に渡り規制される区間（冬期通
行止めになる道路など）を含むルート
が探索されたときは、全ルート図表示
画面にルートが  で表示されま
す。また、このとき、画面にメッセー
ジを表示させることができます。

知 識

地図データに情報のない規制区間では、ルート
の色はかわらず、メッセージも表示されませ
ん。

走行軌跡の表示

走行した道路を約1000km分保存し、
軌跡を表示することができます。

走行軌跡

知 識

･ 1/2500 図 ～ 1/512 万図で表示すること
ができます。

･ リアル市街図（→ 49）または高速路線マッ
プ（→ 63）を表示しているときは、走行軌
跡を表示することはできません。

地図表示中 →  → 表示変更画面

走行軌跡の消去

地図表示中 →  → 表示変更画面

知 識

走行軌跡を表示していないときは、走行軌跡の
情報は保存されません。

表示変更

走行軌跡表示

表示変更

走行軌跡解除

はい
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地図の操作

シーズンレジャーランドマークの表示／
非表示を設定できます。（→ 123）

県境案内のする／しないを設定できま
す。（→ 124）

画面切り替え時の動画表現のする／しな
いを設定できます。（→ 126）

シーズンレジャーランドマーク
の表示

シーズンレジャーランドマーク（桜の
名所や紅葉の名所）を時期に合わせて
表示させることができます。

知 識

･ 地図データに情報のない名所は、表示され
ません。

･ 1/8 万図より詳細な地図で表示することが
できます。（全ルート図表示画面、リアル市
街図を除く） 

･ マークが表示される時期は、名所ごとに異
なります。

内　容 マーク

桜の名所

紅葉の名所

県境案内

都道府県境を通過したとき、地図右上
にその都道府県のマークが表示され、
音声案内されます。

知 識

県境案内は、遅れたり早くなることがありま
す。

画面切り替え時の動画表現

画面の切り替わるタッチスイッチに
タッチしたときや、 （画面外）
を押したとき、アニメーションのよう
に表現されて画面を表示することがで
きます。

知 識

動画表現することのできない画面もあります。

県境案内表示

現在地
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地図の操作
高速道路・都市高速道路表示

 ・  または施設名称（IC・SA・PA）
にタッチ。

･ 選ばれる施設が切り替わります。
･ 施設を選んだとき、  にタッチする
と、現在地から最寄りの施設が選ばれます。

※固有のロゴマークが表示されます。

ハイウェイモード

高速道路（都市高速を除く）にはいる
と、自動的にハイウェイモード表示に
切り替わります。

知 識

目的地案内中は、都市高速にはいっても、自動
的にハイウェイモード表示に切り替わります。

道路名称表示
最寄りまたは選んだ施設の道路の名称
を表示。

施設名称表示
施設の名称を表示。
（目的地案内をさせていないときは、最
大10 カ所まで）

距離表示
現在地からの距離を表示。

▲ ▼

現区間

通過予想時刻表示
選んだ施設への通過予想時刻を表示。

VICS 記号・表示（→ 157）
VICS・交通情報を受信したとき表示。

設備マーク表示
選んだ施設（SA・PA のみ）にある設
備を、ガソリンスタンドを除き最大 6
つまで表示。
･ ガソリンスタンドは先頭に表示されます。
･ ６つ以上の設備があるときは、表示されな
い設備マークがあります。

記号 内容
　　ー※ ガソリンスタンド
　　 レストラン
　　 ドラッグストア
　　 仮眠休憩施設
　　 お風呂
　　 キャッシュコーナー
　　 ハイウェイ情報ターミナル
　　 郵便ポスト
　　 FAX サービス
　　 ショッピングコーナー
　　 休憩所
　　 スナックコーナー
　　 トイレ
　　 ハイウェイオアシス

　　 スマート IC
（ETC 専用インターチェンジ）

知 識

「VICS・交通情報の表示設定」（→ 146） で、
「一般道のみ」に設定しているときでも、
VICS・交通情報を表示できます。
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地図の操作

 にタッチ。

� ハイウェイモードに戻すとき
�   にタッチ。

高速路線マップの自動表示のする／しな
いを設定できます。（→ 124）

知 識

･ 反対車線の情報は表示されません。
･ 通過予想時刻は設定した平均車速（→ 94）
から計算しているため、走行条件などによ
り、多少の誤差が生じることがあります。

･ SA・PA にはいるなど、高速道路の本線か
らはずれたときは、ハイウェイモード表示
が解除されることがあります。

･ 目的地案内中のとき、出口 IC・SA・PA ま
たは分岐する JCT の手前では、高速分岐案
内画面（→ 64）が自動的に表示され、ハイ
ウェイモードが解除されます。（高速分岐模式
図自動表示を「しない」に設定しているとき
は切り替わりません。）JCT のときはその後、
高速分岐案内画面が終了すると、自動的にハ
イウェイモードに復帰します。

ハイウェイモードの解除

地図表示中 →  →  →
地図表示画面

表示変更 地図表示

高速略図解除

高速略図表示

高速路線マップ

高速道路にはいると、左画面に高速路
線マップを表示させることができま
す。
一般道路を走行中でも表示させること
ができます。

高速道路走行中

一般道路走行中

知 識

･ 高速路線マップを表示しているときは、常
にノースアップ表示されるため、3D 表示
（→ 48）に切り替えることはできません。
･ 目的地案内中のとき、出口 IC・SA・PA ま
たは分岐する JCT の手前では、地図の右側
に高速分岐案内画面（→ 64）が表示されま
す。（高速分岐模式図自動表示を「しない」
に設定しているときは表示されません。）
JCT のときはその後、高速分岐案内画面が
終了すると、自動的に元の画面に復帰しま
す。

･ 高速路線マップ自動表示を「しない」に設定
していても、  から高速路線マップ
を表示することができます。

表示変更
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地図の操作

走行している道路の種類により、次のい
ずれかの操作をする。

■高速道路走行中のとき
 にタッチ。

� 高速路線マップを1 画面で表示したい
とき
�   →  →
  の順にタッチ。

� 解除するとき
�   にタッチ。

■一般道路走行中のとき
 にタッチ。

� 解除するとき
�  （画面外）を押す。

……表示範囲を広くする
……表示範囲を狭くする

･ 4 段階に切り替えることができます。
･ タッチするごとに、1 段階ずつ切り替わり
ます。

･  または  にタッチしたあとは、
スケールバーの数字にタッチすると、タッ
チした数字の縮尺に切り替わります。

高速分岐案内の自動表示のする／しない
を設定できます。（→ 124）
 

･ 高速路線マップでは、画面に表示されてい
る道路のみのルートが表示されます。
（一度高速道路から出て再度、高速道路には
いるルートが探索された場合は、ルートが
途切れて表示されます。） 

高速路線マップの表示・解除

地図表示中 →  →  →
地図表示画面

表示変更 地図表示

高速路線マップ表示

表示変更 地図表示
高速略図解除

高速路線マップ解除

高速路線マップ

現在地

高速路線マップの縮尺の切り替え

高速分岐案内

目的地案内中の地図表示画面で、現在
地がルート上にあり、高速道路を走行
しているとき、分岐点（出口 IC・SA・
PA・JCT）が近づくと、高速分岐案内
画面を表示させることができます。

広域
詳細

スケールバー

広域 詳細
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 にタッチ。

� 高速分岐案内画面に戻すとき
�  （画面外）を押す。

都市高速マップの自動表示のする／しな
いを設定できます。（→ 124）

分岐点名称表示
IC の出口名称、SA・PA の名称または
JCT の方面名称を表示。

残距離表示
分岐点までの距離を表示。
（分岐点に近づくとともに  が短くな
ります。） 

知 識

･ 地図データに情報のない分岐点では、高速
分岐案内画面は表示されません。また、高
速分岐案内画面が表示されても、分岐点名
称表示が表示されないことがあります。

･ 分岐点名称表示、車線数が実際の分岐点と
異なることがあります。

･ 以下のようなときは、高速分岐案内が行わ
れない場合があります。
･ 目的地案内開始直後
･ 目的地周辺

･ 高速分岐案内画面は、遅れたり早くなるこ
とがあります。

･ 次の分岐点が近いときは、続けて高速分岐
案内画面が表示されます。

･ 高速分岐模式図自動表示を「しない」に設
定していても、 （画面外）を押すと
高速分岐案内画面を表示することができま
す。

高速分岐案内画面の解除

現在地

拡大解除

現在地

都市高速マップ表示

目的地案内中の現在地画面で、現在地
がルート上にあるとき、都市高速には
いると、都市高速マップを表示させる
ことができます。

知 識

･ 1/2 万図 ～ 1/16 万図の地図で表示するこ
とができます。

･ PA にはいるなど、都市高速道路の本線から
はずれたときは、都市高速マップが解除さ
れることがあります。

･ 2 画面表示（→ 47）しているときは、左画
面に表示されます。

･ 都市高マップ自動表示を「しない」に設定
していても、  から都市高速マッ
プを表示することができます。

･ 高速路線マップ（→ 63）と都市高マップの
自動表示を「する」に設定しているときは、
高速路線マップを優先して表示します。

表示変更
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地図の操作

 にタッチ。

� 都市高速マップに戻すとき
�   にタッチ。

都市高速マップ表示の解除

地図表示中 →  →  →
地図表示画面

表示変更 地図表示

都市高マップ解除

都市高マップ表示
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音声の設定

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3 設定したい音量にタッチし、  に
タッチ。
･ 音声を OFF にするとき
�  にタッチ。

 にタッチし、
 にタッチ。

･ 自動で１段階上がる設定にしているとき
は、作動表示灯が点灯します。

操作説明音声の発声する／しないを設定
できます。（→ 125）

〔ハートフル音声の例〕

■自宅を目的地に設定して、目的地に到
着したとき
「お疲れさまでした」

■ナビゲーション画面が表示されるとき
「今日は○月○日○曜日です」

ハートフル音声の発声する／しないを設
定できます。（→ 125）

音量設定

知 識

インテリジェントパーキングアシストの音量
も、ナビの音量設定に連動しています。ただ
し、インテリジェントパーキングアシストの一
部音声については連動していません。
（→ 312）

高速時の自動音量切替

車速が約80km/h 以上になると、設定
した音量が自動的に 1 段階上がるよう
にすることができます。（車速が約
70km/h 以下になると、元の音量に復
帰します。） 

（画面外）→  →
音量設定画面

設定・編集

音量設定

完了

消音

設定・編集 音量設定

高速時の自動音量切替
完了

操作説明音声

操作の手引きとなる説明音声を出力さ
せることができます。

ハートフル音声

通常の目的地案内中の音声案内・操作
説明音声とは、異なった音声を出力さ
せることができます。

知 識

状況などにより異なった音声が出力されたり、
他のナビ音声案内などと重なったときは、出力
されないことがあります。
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地図の呼び出し方法

表示された画面で、地図の呼び出し方法を選びます。
･ 呼び出し方法の特徴については、表（→ 69）をご覧ください。

� 目的地の設定のとき

� 目的地の追加のとき

� 目的地の設定・追加以外のとき※

地図の呼び出し方法

目的地の設定・目的地の追加・メモリ地点の登録・迂回メモリ地点の登録・販売店
の設定のときには、設定・登録する場所を、さまざまな方法により地図を呼び出し、
表示させることができます。

（画面外）→ 目的地画面（→80）

その他の方法

戻る

ルート変更画面（→102）→ 目的地・通過目的地の  → 目的地追加画面（→103）

その他の方法

戻る

（画面外）→  → メモリ地点の  →
メモリ地点登録画面（→109）

（画面外）→  → 迂回メモリの  →
迂回メモリ登録画面（→116）

（画面外）→  →  → 販売店設定画面（→131）

目的地

追加

設定・編集 メモリ地点登録編集 登録

設定・編集 メモリ地点登録編集 登録

設定・編集 メンテナンス 販売店設定

※画面はメモリ地点の登録時のものです。
迂回メモリ地点の登録・販売店の設定のときも表示
される項目は同じです。



69

地図の操作

項目（タッチスイッチ） 機　能 ページ

名称 名称で検索した施設がある地点の地図を表示する。
入力した地名がある地域の地図を表示する。

70

住所 地名、番地で指定した地点または地域の地図を表示する。 73

施設 さまざまなジャンルから検索した施設がある地点の地図を
表示する。

73

電話番号 電話番号で検索した施設がある地点の地図を表示する。
入力した電話番号が使用されている地域の地図を表示する。

74

メモリ地点 メモリ地点にタッチすると、その地点の地図を表示する。
･ メモリ地点を登録しているときのみ。（→ 109） 

ー

ジャンル 現在地または目的地周辺などの施設がある地点の地図を表
示する。

74

郵便番号 入力した郵便番号が使用されている地域の地図を表示する。 75

先程の地図 地図を呼び出す画面にする前にご覧になっていた地図を表
示する。

ー

マップコード 入力したマップコードが使用されている地域の地図を表示
する。

75

履歴／目的地履歴 目的地履歴（過去に設定した目的地）の地点の地図を表示する。
･ 目的地履歴が登録されているときのみ。（→ 108） 
前回目的地案内を行ったときの出発地点の地図を表示する。
･ 一度目的地案内を行ったときのみ。

76

現在地周辺 現在地周辺の地図を表示する。 ー

自宅に帰る 自宅を目的地としてルート探索を開始する。
･ 自宅を登録していない場合は、ここから登録することがで
きます。（→ 81） 

ー

特別メモリに行く
／ ／ ／ ／

特別メモリ地点を目的地としてルート探索を開始する。
･ 特別メモリ地点を登録しているときのみ。（→ 109）

ー

自宅周辺 自宅周辺の地図を表示する。
･ 自宅を登録しているときのみ。（→ 109）

ー

特別メモリ周辺
／ ／ ／ ／

特別メモリ地点周辺の地図を表示する。
･ 特別メモリ地点を登録しているときのみ。（→ 109）

ー

特別メモリ周辺 ー

前回操作呼出 前回地図を呼び出す操作を途中で終了した場合、その操作を
呼び出すことができます。

ー

G で設定 G-BOOK オンラインサービスを利用されているときに使用す
ることができます。（→ 530）

ー
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■ひらがな入力

名称を入力し、  にタッチ。

･ 入力するごとに、検索される施設名称の
件数が表示されます。

･ 漢字・カタカナ・英数字・記号で入力す
るとき
�  にタッチ。
･ 入力方法について
�「名称文字入力」（→ 70）

･ 間違えたとき �  にタッチ。
･ 検索された施設名称または地名の全国リ
スト画面が表示されます。（→ 71）

･  にタッチすると、入力していた文
字は消去され、「ひらがな入力」（→ 70）の
画面に戻ります。

･ 間違えたとき �  にタッチ。

■ひらがな・漢字入力

1  にタッチし、入力画面を切り替え
る。

2 名称を入力し、  にタッチ。

･ 入力したままの状態で確定したいとき
�  にタッチ。

3 入力したい熟語にタッチ。
･ 変換範囲を修正するとき
�  ・  にタッチ。

･ そのままの状態でよいとき
�  にタッチ。

4  にタッチ。（2の画面）
･ 検索された施設名称または地名の全国リ
スト画面が表示されます。（→ 71）

名称で地図を呼び出す

施設名称または地名を入力し、地図を
呼び出すことができます。
また全国リスト画面（→ 71）に表示さ
れた件数が多い場合は、エリア（→
71）・ジャンル（→ 72）を指定するこ
とにより件数を絞り込むことができま
す。

知 識

入力中に検索先の候補が５件以下になり、約
10 秒以上操作しなかったときは、自動的にそ
の時点で入力した文字から検索された施設名
称の全国施設リスト画面が表示されます。

名称読み入力

地図の呼び出し画面（→68）→  →
名称／読み検索画面

名称

完了

漢字入力

修正

名称文字入力

名称読み入力に比べ、検索する施設名
称または地名の件数を絞り込むことが
できます。

地図の呼び出し画面（→ 68）→  →
 → 名称／文字検索画面

読み入力

修正

名称
漢字入力

かな

変換

無変換

▲ ▼

全確定

完了
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■カタカナ、英数字・記号入力

1  ・  のいずれかにタッチ
し、入力画面を切り替える。

2 名称を入力し、  にタッチ。

カタカナ入力時

･ 検索された施設名称または地名の全国リ
スト画面が表示されます。（→ 71）

表示させる施設名称または地名にタッチ。

･ 選択した施設の地図が表示されます。
･ 同じ施設名称、または施設名称に複数の
店舗（チェーン店など）があるときは、ま
とめてリストに表示されます。この場合、
施設名称の右側に検索された施設の件数
が表示されます。

･ エリア（→ 71）またはジャンル（→ 72）
を指定することにより、リストに表示さ
れている施設名称または地名を絞り込む
ことができます。

� まとめて表示されたリストにタッチし
たとき
�施設名称にタッチ。

■エリア別検索
エリアを指定して、施設名称または地名
を絞り込むことができます。

1  にタッチ。

2 エリアの指定方法を選択する。

� 次の3 通りの方法で、エリアを指定す
ることができます。

全国リスト画面

地図の呼び出し画面（→ 68）→  → 
 →  → 全国リスト画面

カナ 英数字

完了

名称
（名称入力） 完了

知 識

施設名称のリストは、以下の 2 種類の並べ方
をすることができます。

 ※ … から近い施設または地名の
順

…… 50音順
※検索された施設名称または地名の件数が多
い場合は、距離順に並び替えできない場合
があります。

全国リスト画面（→ 71）

スイッチ 項　目 ページ
住所で絞り込む 72
地域で絞り込む 72
周辺で絞り込む 72

距離順

名称順

エリアで絞る

住所
地域
周辺
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＜住所選択時＞

1 都道府県名にタッチ。

･ リスト画面に戻すとき
�  にタッチ。

2 市区町村名にタッチ。
･ 都道府県を指定してリスト画面を表示す
るとき
�  にタッチ。

＜地域選択時＞

地域名にタッチ。

･ リスト画面に戻すとき
�  にタッチ。

＜周辺選択時＞

1  ・  ・
 のいずれかにタッチ。

･ リスト画面に戻すとき
�  にタッチ。

� 目的地を複数設定してある場合、
 にタッチしたとき

�目的地にタッチ。

2  にタッチ。

■施設のジャンル別検索
ジャンルを指定して、施設名称または地
名を絞り込むことができます。

1  にタッチ。

2 施設のジャンル → さらに詳細な施設
のジャンルの順にタッチ。

全国リスト画面（→ 71）→ 
→  → 住所リスト画面

全国リスト画面（→ 71）→ 
→  → 地域リスト画面

エリアで絞る
住所

全エリア

○○全域

エリアで絞る
地域

全エリア

全国リスト画面（→ 71）→ 
→  → 周辺リスト画面

全国リスト画面（→ 71）

エリアで絞る
周辺

現在地周辺 先程の地図
目的地周辺

全エリア

目的地周辺

セット

ジャンルで絞る
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･ リスト画面に戻すとき
�  にタッチ。

･ 地名を入力したときは、  → 
の順にタッチすると、地名のリストが表示
されます。

1 都道府県名・市区町村名・町名・丁目
（字）の順にタッチ。

･  にタッチすると、広域図が表
示されます。

2  にタッチ。

3 番地を入力し、  にタッチ。
･ 入力した番地に、
･ 該当する住所があるときは、その住所
付近の地図が表示されます。

･ 該当する住所がないときは、その丁目
（字）の広域図が表示されます。

･ 間違えたとき �  にタッチ。

1 施設のジャンルにタッチ。

･ 表示されている以外のジャンルを表示す
るとき
�  にタッチ。

�  にタッチしたとき
�施設のジャンルにタッチ。

2 都道府県名（路線名）にタッチ。
･ さらに市区町村名（または路線名・販売
会社名）が表示されることがあります。こ
のとき、同様に市区町村名（または路線
名・販売会社名）にタッチします。

･ 施設のジャンルによっては、全国施設リ
ストがあります。
このとき、全国施設リスト画面から、施
設名称を選び、地図を表示させることが
できます。

 にタッチすると、全国施設
リスト画面になり、全国の施設名称が50
音順に表示されます。

3 施設名称にタッチ。

知 識

施設によっては、表示された地点が必ずしも正
確な所在地となっているとは限らず、所在地の
住所を代表する地点が表示されることがあり
ます。

住所で地図を呼び出す

地図の呼び出し画面（→68）→  →
住所検索画面

全ジャンル
その他 住所

住所

○○主要部

番地指定

完了

修正

施設で地図を呼び出す

地図の呼び出し画面（→68）→  →
施設検索画面

施設

その他

その他

全国の○○
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電話番号を入力し、  にタッチ。

･ 市外局番から入力します。
･ 入力した番号に該当する施設があるとき
は、その施設付近の地図が表示されます。

･ 入力した番号が以下のとき、市外・市内
局番が使用されている地域の地図が表示
されます。
･ 該当する施設がないとき
･ 個人住宅などのとき

･ 間違えたとき �  にタッチ。

� 同じ電話番号で複数の地点があるとき
�施設名称にタッチ。

1 施設のジャンル → さらに詳細な施設の
ジャンルの順にタッチし、  に
タッチ。

電話番号で地図を呼び出す

地図の呼び出し画面（→68）→ 
→ 電話番号検索画面

知 識

･ 同じ名前の施設名称が、複数表示されるこ
とがあります。

･ 施設によっては、表示された地点が必ずしも
正確な所在地となっているとは限りません。
また、以下のようなケースで一般情報誌など
とは異なった検索が行われることがありま
す。
･ デパートの美術館・アミューズメント
パークなどでは、問い合わせ先の場所と
所在地が離れていることがあります。こ
のような施設の電話番号を入力すると、
問い合わせ先の所在地の地図が表示され
ます。

電話番号

完了

修正

･ 一般情報誌などではホール等の電話番号
として、管理会社の電話番号を記載して
いることがあります。このような施設の
電話番号を入力すると、管理会社名が検
索され、その管理会社の所在地の地図が
表示されます。

･ 施設の電話番号や所在地、名前などは 1 年
間で数万件が変化します。この点に留意し
てご利用ください。

･ 地図に表示される住所は、隣接する地名が
表示されることがあります。また、表示さ
れる電話番号は途中で切れていることや省
略されていることがあります。

･ 収録されていない電話番号を入力して表示
させた地図の地点は、目的地の設定などを
した時点で自動的に記憶されます。次回、同
じ番号を入力すると記憶された地図が表示
されます。
記憶できる件数をこえたときは、古いもの
から自動的に消去されます。

ジャンルで地図を呼び出す

現在地または目的地周辺など施設を検
索するエリアを変更し、変更したエリ
ア周辺の施設を検索することができま
す。

地図の呼び出し画面（→ 68）→ 
→ ジャンル検索画面

ジャンル

完了
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･ 5 つまで選択することができます。
･ 間違えたとき
�  または選択済みの施設の
ジャンルにタッチ。

2 施設名称にタッチ。

■エリア別検索
施設を検索するエリアを変更することが
できます。

1  にタッチ。

2 施設を検索したい地域にタッチ。

･  にタッチすると、住所から施設
を検索したい地域を選択することができ
ます。
･ 選択方法について
�「住所で地図を呼び出す」（→ 73）
手順 1 へ。

3  にタッチ。

郵便番号を入力し、  にタッチ。

･ ７桁郵便番号を入力します。
･ 間違えたとき �  にタッチ。

マップコードを入力し、  にタッチ。

･ 間違えたとき �  にタッチ。

知 識

･ 施設のリストは、以下の 2 種類の並べ方を
することができます。

… または から近い施設の順
…施設の記号の種類順

･  にタッチすると、ルート沿
いの施設のみリストに表示されます。
（→ 54） 

地図の呼び出し画面（→68）→ 
→ ジャンル検索画面

選択解除

距離順
種類順
ルート沿い考慮

ジャンル

エリア

住所指定

セット

郵便番号で地図を呼び出す

地図の呼び出し画面（→68）→ 
→ 郵便番号検索画面

マップコードで地図を呼び出す

マップコード※とは、特定の位置の位
置データをコード化し、1 ～ 13 桁の
番号でその場所を特定することができ
るものです。従来は、住所などを使っ
て、特定の場所を表現していましたが、
住所では特定できないところも特定す
ることができるようになります。
※「マップコード」は、株式会社 デンソー
の登録商標です。

地図の呼び出し画面（→68）→
 → マップコード検索画面

郵便番号

完了

修正

マップコード

完了

修正
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希望の目的地履歴にタッチ。

･  にタッチすると、前回目的地
案内させたときの出発地点の地図が表示
されます。

知 識

･ マップコードについては、以下のホーム
ページで紹介されていますので、そちらを
ご覧ください。
http://www.e-mapcode.com 

･ マップコードは、メモリ地点・迂回メモリ
地点を登録すると、位置の名称の下に表示
されます。
･ メモリ地点…………………… → 109 
･ 迂回メモリ地点……………… → 116

履歴で地図を呼び出す

地図の呼び出し画面（→68）→  または
 → 履歴検索画面

知 識

自宅および特別メモリ地点は、目的地履歴に記
憶されません。

履歴
目的地履歴

前回出発地
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呼び出した地図の操作

にタッチして、地図を動かす。

 にタッチ。
･ 呼び出した地図の地点により、表示される
画面が異なります。

■簡易情報表示

■情報付き施設表示

･ 画面をスクロールするとき
�  にタッチ。

･ （  ・  など）にタッチす
ると、それぞれの情報が書かれている部
分に画面を移動します。

ピンポイント検索

地図を呼び出したとき、施設によって
は、ピンポイント検索されます。

ピンポイント検索されたとき

ピンポイント検索されなかったとき

知 識

検索された施設に、詳細な情報があるときは、
検索された施設の地点に が表示されます。

位置の変更

施設の内容の表示

知 識

施設によっては、内容が表示されない施設もあ
ります。

情報

○○ 住所 写真
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1  にタッチ。

2 駐車場名称にタッチ。
･ 選択した駐車場の内容が表示されます。
･ 表示された画面の操作について
�「施設の内容の表示」（→ 77） 

･ それぞれの地点の地図を表示するとき
�  にタッチ。

･ 専用駐車場は  、提携駐車場は  で表
示されます。

■住所一覧検索
次のときに、検索することができます。
�「名称で地図を呼び出す」のリスト画面
で、地名にタッチしたとき

�「郵便番号で地図を呼び出す」とき
�「電話番号で地図を呼び出す」で、該当
する施設がなかったとき

1  にタッチ。

2 地名にタッチ。
･ 選択した地名の地図が表示されます。
･ 詳細がわからないとき
�  にタッチし、広域図を
表示。

■周辺住所検索
次のときに、検索することができます。
�「住所一覧検索」（→ 78）で、該当する
住所がなかったとき

�「住所で地図を呼び出す」で、該当する
住所がなかったとき

1  にタッチ。

2 番地にタッチ。

提携駐車場の検索

検索された施設（デパート・ホテルな
ど）と提携している駐車場を表示させ
ることができます。

知 識

･ 地図データに情報のない駐車場は、検索さ
れません。

･ 施設によっては、駐車場が検索されない施
設もあります。

･ 検索される駐車場は、設定した車両情報（→
95）により異なります。また、車両寸法が
設定されていないときは、車両寸法を考慮
せずに、駐車場が検索されます。

知 識

 にタッチしても、駐車場が検索されな
いことがあります。

提携P

提携P

地図

住所の検索

住所一覧

○○主要部

周辺住所
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目的地案内について

まずはじめに、

①目的地を設定します。

目的地をもう1 カ所追加したいときは、
②目的地の追加をご覧ください。

希望のルートでなかったときは、
③入口 IC の指定・④出口 IC の指定・⑤通過道路の指定をご覧ください。

ルート変更は、他にも方法があります。（→ 102 ～ 107）

目的地案内について

目的地案内では、目的地の設定のしかた、目的地への案内のしかた、ルートの変更
のしかたについて説明しています。

②目的地の追加
（→ 103） ⑤通過道路の指定

（→ 105）

④出口 IC の指定
（→ 105）

①目的地の設定
（→ 80）

③入口 IC の指定
（→ 105）

現在地
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目的地の設定・ルート探索

次の2 通りの方法で、目的地の設定をす
ることができます。

1 （画面外）を押す。

2 地図の呼び出し方法を選び、目的地を
設定する地点の地図を表示する。
（→ 68 、→ 77 ）

3  にタッチ。
･ の位置に目的地が 記号で表示され、
ルート探索が開始されます。（→ 81） 

･ 設定した目的地を消去するとき
�「目的地の消去」（→ 104）

� すでに目的地が設定されているとき
�次のいずれかにタッチ。

……新しく目的地を設定す
る

……目的地を追加する※

※以降の設定方法について
�｢目的地の追加｣（→ 103）手順 4 へ。
･「地図画面からの設定方法」（→ 80）で目
的地を設定した場合は、一番初めの目的
地になり、ルート探索を開始します。

1 地図上にタッチし、  に
タッチ。

2 にタッチして、目的地を設定する
位置に地図を動かし、 
にタッチ。
･ の位置に目的地が 記号で表示され、
ルート探索が開始されます。（→ 81）

目的地の設定
知 識

･ 1/8 万図より詳細な地図で、目的地の設定
をすることができます。

･ 目的地を設定した地図の地点は、自動的に記
憶され、目的地の設定のときなどに、地図を
呼び出すことができます。（最大100 カ所ま
で）100 カ所をこえたときは、古いものから
自動的に消去されますが、不要な目的地は、消
去することもできます。（→ 108） 

設定方法 ページ
目的地画面から設定する 80
地図画面から設定する 80

目的地画面からの設定方法

目的地

目的地セット

地図画面からの設定方法

現在、表示させている地図に目的地を
設定することができます。

新規目的地

追加目的地

目的地セット

目的地セット
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 にタッチ。

■自宅が登録されていないとき

1  にタッチ。

2 自宅の登録方法を選択する。
� 次の3 通りの方法で、地図を呼び出す
ことができます。

3  にタッチ。

4  にタッチ。（目的地画面）

･ ルート探索中に、ほかの画面に切り替えて
も、探索は続けられています。

･ 目的地までの距離が近すぎるときは、ルー
トは表示されません。

･ ルート探索が終了すると、全ルート図表示
画面（現在地から目的地までの全体ルート）
になります。

ルート学習のする／しないを設定できま
す。（→ 125）

自宅を目的地に設定

（画面外）→ 目的地画面

機　能 ページ
現在地周辺 ー
目的地履歴 76
住所指定 73

ルート探索

目的地の設定が終了すると、ルート探
索が開始されます。

目的地

自宅に帰る

はい

セット

自宅に帰る

知 識

高速道路や有料道路の IC・SA・PA 内などで
ルート探索が行われると、その周辺の一般道路
から開始するルートが探索されることがあり
ます。このときは、ルートの再探索（→ 100）
を行ってください。

ルート学習

ルート探索時に、いつも通る道を考慮
したルートで案内させることができま
す。
目的地案内中に、ルートとは異なる道
路を走行した場合にそのルートを学習
します。何度か同じように走行し、学
習が完了すると次のルート探索時に学
習したルートで案内させることができ
ます。

〔ルート学習の例〕
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■ルート学習結果の消去

1 ルート学習結果の消去の  に
タッチ。

2  にタッチ。

知 識

･ ルート学習する区間に、一部でも幅5.5m 未
満の道路が含まれている場合は、ルート学習
をすることができません。（自宅登録時の自宅
周辺を除く） 

･ 学習した道が使われない場合もあります。
･ 自車位置マーク が実際の道路と異なる場
所に表示されているときは、ルート学習が
できない場合があります。（高速道路、また
はバイパスのような高架道路と並行してい
る道路がある場合など。） 

･ ルート学習は、ルート探索時の推奨ルート
に反映されます。

･ 地図データを更新した場合、道路の改良、新
規開通などの変化により、ルート学習が反
映されない場合があります。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

設定・編集 ナビ詳細設定
ルート系設定

消去する

はい



83

目的地案内

･ 全ルート図が表示されたあと、 （画面外）を押す、または走行を開始して約3 秒以上経過
したときは、自動的に目的地案内を開始します。（→ 87）

■表示について
表示はすべて最終の目的地までのものです。

全ルート図表示

ルート探索が終了すると、全ルート図表示画面になります。

表　示 機　能

IC 名称表示 一番最初に一般道路から有料道路に入る IC の名称が下に、一
番最後に有料道路から一般道路に出る IC の名称が上に表示さ
れる。

有料道路距離表示 目的地までに通るすべての有料道路の距離を表示する。

料金案内 目的地までに通るすべての有料道路の料金を表示する。
（有料道路を通らないときは、利用する主な道路の距離が表示
されます。）
･ 目的地案内開始後に全ルート図表示画面を表示したとき
�現在地から目的地までに通る残りの有料道路の料金を表
示する。

距離表示 目的地までの距離を表示する。

IC マーク 一番最初に一般道路から有料道路に入る IC と、一番最後に有
料道路から一般道路に出る IC の位置に表示する。

到着予想時刻表示 目的地への到着予想時刻を表示する。（→ 94） 
･ ルートからはずれたときは、目的地方向マークを表示しま
す。

残距離表示 表示されているルートの自車位置から目的地までの距離を表
示する。
･ ルートからはずれたときは、目的地までの直線距離を表示
します。

現在地
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■タッチスイッチについて
全ルート図表示画面で、次のことができます。

スイッチ 機　能

5 ルート（→ 86） 別のルートを表示して選択する。
･ 目的地案内開始後は表示されません。

ルート変更（→ 102） ルート変更画面を表示する。

案内開始【目的地案内中
は、案内に戻る】（→ 87）

目的地案内またはデモンストレーションを開始する。
目的地案内中は、現在地画面に戻る。

情報（→ 85） 案内道路情報を表示する。

IC 名称（→ 105） 出入口 IC を指定する。

到着予想時刻・残距離表示
（→ 99）

各目的地までの到着予想時刻・残距離に切り替える。
（目的地を複数設定しているとき）

G ルート／元ルート
（→ 525）

G-BOOKオンラインサービスを利用されているときに使用す
ることができます。

知 識

･ 探索されるルートは目的地周辺までの参考ルートです。必ずしも最短ルート・早く行けるルー
ト・渋滞していないルートではありません。

･ 料金は設定した車両情報（→ 95）から計算していますが、通行料金の変更などにより、実際
の料金と異なることがあります。

･ 到着予想時刻は設定した平均車速（→ 94）から計算しているため、走行条件などにより、多
少の誤差が生じることがあります。

･ 交通規制（常時進入禁止、時間による進入禁止など）区間を通らないと目的地に行けないよう
なときは、ルート上の規制箇所に が表示されることがあります。

･ 地図データには中央分離帯の情報が収録されていないものがあります。そのため、探索される
ルートは中央分離帯を考慮したものではないことがあります。

･ 目的地案内開始後にも全ルート図表示画面を表示することができます。（→ 99）
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■ルート表示について

ルートの表示色は、次の4 種類あります。
� 青色（ ） 
目的地を1 カ所、または複数設定して
いるときの現区間（次の目的地まで）
の表示

� 白色（ ） 
目的地を複数設定しているときの現区
間（次の目的地まで）以外の表示

� 水色（ ） 
幅5.5m 未満の道路表示（→ 85） 

� 橙色（ ） 
季節規制区間表示（→ 60） 

＜幅5.5ｍ 未満の道路表示＞ 
現在地または目的地周辺では、幅 5.5ｍ
未満の道路を通るルートも探索します。

1  にタッチ。

2 ルート情報画面が表示される。

･ 入口 IC・出口 IC・JCT・目的地・道路の
種別のかわり目などでルートを分割して
表示します。

･ 分割されたそれぞれのルートは、道路名
称・距離・有料道路の料金・分割された
地点への通過予想時刻が表示されます。
･ それぞれの地点の地図を表示するとき
�  にタッチ。

知 識

交通規制（一方通行など）や道幅が狭いなどの
理由により、通行できないルートが探索される
ことがあります。必ず、実際の交通規制にした
がうとともに、道路状況に即した運転を心がけ
てください。

ルート情報（案内道路情報）

ルート探索終了後、ルート情報（道路
名称・距離・料金・通過予想時刻）を
表示させることができます。

全ルート図表示画面（→ 83）

知 識

･ 現在地がルート上にあるときは、ルート情
報画面に が表示されます。

･ 現在地がルート上にない（ルートからはず
れた）ときは、ルートが表示されている地
点からの情報が表示されます。

･ 料金は設定した車両情報（→ 95）から計算
していますが、通行料金の変更などにより、
実際の料金と異なることがあります。

･ 通過予想時刻は設定した平均車速（→ 94）
から計算しているため、走行条件などによ
り、多少の誤差が生じることがあります。

情報

地図
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1  にタッチ。

･ 5 つのルートが5 色に色分けされて表示
されます。

2 表示したいルート名称にタッチ。
･ 選択したルートの全ルート図表示画面が
表示されます。

■5 ルートの詳細情報

1  にタッチ。

2 全行程一覧表画面が表示される。

･ ルート名称にタッチすると、タッチした
ルートの全ルート図表示画面が表示され
ます。

5 ルート表示

５つのルートから希望のルートを選ぶ
ことができます。

知 識

以下のときは、5 ルートを表示できません。
･ 目的地を複数設定しているとき
･ 通過する地点（IC・通過道路）を指定して
いるとき

･ 目的地案内開始後

全ルート図表示画面（→ 83）

タッチスイッチ 内　容
推奨 一般的なルートで案内で

きます。
有料優先 有料道路を優先して案内

できます。
一般優先 一般道路を優先して案内

できます。
距離優先 距離の短いルートで案内

できます。
別ルート 他の４つのルートとは別

のルートで案内できます。

5ルート

5 つのルートの目的地までの距離・有
料道路の距離・料金・所要時間を確認
することができます。

全ルート図表示画面 ( → 83) → 
→ 5 ルート表示画面

知 識

･ 料金は設定した車両情報（→95）から計算
していますが、通行料金の変更などにより、
実際の料金と異なることがあります。

･ 所要時間は設定した平均車速（→ 94）から
計算しているため、走行条件などにより、多
少の誤差が生じることがあります。

5 ルート

全行程一覧
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目的地案内の開始

 にタッチ。

･ 全ルート図が表示されたあと、 （画
面外）を押す、または走行を開始して約
3 秒以上経過したときは、自動的に目的
地案内を開始します。

 に約3 秒以上タッチ。

� デモを終了するとき
�本体スイッチの （または

 ・  など）を押す。
･ デモ中に走行したときも、デモが終了し、
目的地案内が開始されます。

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

･ 目的地案内を中止しても、目的地は消去
されません。

･ 目的地を消去するとき
�「目的地の消去」（→ 104） 

･ 中止した目的地案内を再開するとき
� （画面外） →  の
順にタッチ。

目的地案内の開始

全ルート図表示画面（→83）

デモンストレーション（デモ）

ルート探索終了後、目的地案内を開始
する前に、目的地案内のデモを見るこ
とができます。

全ルート図表示画面（→83）

案内開始

現在地

案内開始

現在地
設定・編集 目的地

知 識

･ ルート探索終了後、目的地案内を開始した
あとは、デモを見ることはできません。

･ オンルートスクロールを使っても、探索さ
れたルートを確認することができます。
（→ 97）

目的地案内の中止

設定・編集

案内中止

設定・編集 案内再開
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目的地への案内

次のようなときに、音声案内が出力され
ます。

■目的地案内中の音声案内の例

＜分岐交差点手前＞
700m 手前
「ポーン およそ 700m 先 ○○を右方
向です」
300m 手前
「ポーン およそ 300m 先 ○○を右方
向です」
100m 手前
「ポーン まもなく右方向です」
交差点直前
「右方向です」

＊○○（道路名称や交差点名称、目印など） は、
情報のある地点のみ案内されます。

� 信号機案内の例
2010年3月時点の東京23区・政令指定
都市※1・中核市※2における片側3 車線
以上の道路を走行中に音声案内されます。
＊ 2011 年 3月現在のものであり、変更され
る場合があります。

※1 京都市、福岡市、静岡市、横浜市、神戸
市、広島市、堺市、大阪市、北九州市、仙
台市、新潟市、名古屋市、札幌市、千葉
市、浜松市、川崎市、さいたま市、岡山
市、相模原市

※2 宇都宮市、長崎市、旭川市、東大阪市、金
沢市、大分市、松山市、富山市、岐阜市、
豊田市、横須賀市、函館市、姫路市、福山
市、奈良市、下関市、高知市、倉敷市、青
森市、熊本市、宮崎市、川越市、鹿児島
市、いわき市、船橋市、秋田市、長野市、
郡山市、豊橋市、岡崎市、和歌山市、高松
市、高槻市、盛岡市、柏市、西宮市、久留
米市、尼崎市、前橋市、大津市

「ポーン およそ 300m 先 次の信号を
右方向です」
「ポーン 次の信号を右方向です」

� 目印案内の例
リアル交差点（→ 92）を表示したとき
に音声案内されます。
「ポーン まもなく右方向 高架を登りま
す」

＜有料道路への進入時＞ 
「ポーン まもなく右方向です
その先 高速道路です」
「ポーン この先 料金所です」

＜連続車線変更案内時＞
連続車線変更案内（→ 92）を表示した
ときに音声案内されます。
「ポーン この先すぐに 左レーンに移動
が必要です」

＜幅5.5m未満の道路への進入時＞ 
「実際の交通規制や道幅に注意して
走行してください」

■目的地に到着したときの音声案内の例

＜目的地の手前＞
「ポーン まもなく目的地です」

＜目的地の直前＞
「ポーン 目的地は右（左）側にあります」

音声案内はあくまでも参考としてくださ
い。

音声案内

ポーン まもなく
右方向です
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（画面外）を押すと、分岐交差点
までの距離に応じた音声案内が出力され
ます。
･ 自動音声案内を「しない」に設定していて
も出力されます。

自動音声案内のする／しないを設定でき
ます。（→ 125） 細街路での音声案内をする／しないを設

定できます。（→ 125）

他モードに切り替えたときに音声案内の
する／しないを設定できます。（→ 125）

知 識

･ 音声案内の例は一般的なものであり、道路
の接続状況などにより異なった音声案内が
出力されることがあります。

･ 自車位置が正確に特定できないときなど
に、音声案内が出力されなかったり、まれ
に遅れたり、誤った音声案内が出力される
ことがあります。

･ 地図データに情報のある地点で案内されま
す。

･ 音声案内の音量は調節することができま
す。（→67） 

･ 信号機案内は、以下のようなとき出力され
ない場合があります。
･ 信号機のある交差点を走行しているとき
･ 分岐する交差点までの距離が短いとき
･ 分岐する交差点までの間に別の信号機が
あるとき

･ 2010年 3月時点の東京23区・政令指
定都市※1・中核市※2 以外
＊2011年 3月現在のものであり、変更される
場合があります。

※1 京都市、福岡市、静岡市、横浜市、神戸市、
広島市、堺市、大阪市、北九州市、仙台市、
新潟市、名古屋市、札幌市、千葉市、浜松市、
川崎市、さいたま市、岡山市、相模原市

※2 宇都宮市、長崎市、旭川市、東大阪市、金沢
市、大分市、松山市、富山市、岐阜市、豊田
市、横須賀市、函館市、姫路市、福山市、奈
良市、下関市、高知市、倉敷市、青森市、熊
本市、宮崎市、川越市、鹿児島市、いわき市、
船橋市、秋田市、長野市、郡山市、豊橋市、
岡崎市、和歌山市、高松市、高槻市、盛岡市、
柏市、西宮市、久留米市、尼崎市、前橋市、
大津市

現在地 道幅5.5m未満の道路での案内

目的地周辺では、幅5.5m未満の道路
（細街路）を通るルートも音声案内を行
います。

知 識

･ 目的地が幅5.5m未満の道路にある場合、実
際の入り口（玄関、駐車場など）と異なる
場所に案内される場合があります。

･ 出発地点が幅5.5m未満の道路にある場合、
幅 5.5m 以上の道路までは、音声案内を行
いません。

･ 交通規制（一方通行など）や道幅が狭いな
どの理由により、通行できないルートが案
内されることがあります。

他モードでの案内

ナビゲーション画面から他モードの画
面（情報画面など）に切り替えたとき
でも、音声案内を出力させることがで
きます。

知 識

音声案内が出力されていないときも、目的地案
内は継続して行われます。



90

目的地案内

レーンリスト図の自動表示のする／しな
いを設定できます。（→ 124）

� レーンリスト

� 高精度レーンリスト
実際の車線状況に応じたレーンリスト
（右側・左側車線の増減を画面にそのまま
反映したもの）が表示されます。
また、バックカメラを利用して走行して
いるレーンを認識することにより、レー
ンリストに自車位置マークを表示しま
す。

＜高精度レーンリストを表示できる地域
について＞

2010年 3月時点の東京23区・政令指
定都市※1・中核市※2 における片側 3 車
線以上の道路
＊ 2011年 3月現在のものであり、変更され
る場合があります。

※1 京都市、福岡市、静岡市、横浜市、神戸
市、広島市、堺市、大阪市、北九州市、仙
台市、新潟市、名古屋市、札幌市、千葉
市、浜松市、川崎市、さいたま市、岡山
市、相模原市

※2 宇都宮市、長崎市、旭川市、東大阪市、金
沢市、大分市、松山市、富山市、岐阜市、
豊田市、横須賀市、函館市、姫路市、福山
市、奈良市、下関市、高知市、倉敷市、青
森市、熊本市、宮崎市、川越市、鹿児島
市、いわき市、船橋市、秋田市、長野市、
郡山市、豊橋市、岡崎市、和歌山市、高松
市、高槻市、盛岡市、柏市、西宮市、久留
米市、尼崎市、前橋市、大津市

交差点案内

目的地案内中で、現在地がルート上に
あるとき、分岐する交差点に近づくと、
レーンリスト図（→ 90）または交差点
拡大図（→ 91）に切り替わります。ま
た、ターンリスト図（→ 93）を表示さ
せることもできます。

レーン（車線）リスト図表示

分岐する交差点の手前（約700m 以内）
では、レーンリスト図（走行する交差点
の名称とレーン表示）を最大 4 つまで
表示させることができます。

知 識

･ レーンリスト図が表示されていても、分岐
する交差点の約300m 手前では、交差点拡
大図（→91）が自動的に表示されます。
（交差点拡大図自動表示を「しない」に設定
しているときは切り替わりません。） 

･ レーンリスト自動表示を「しない」に設定
していても、  にタッチすると、
レーンリスト図を表示することができま
す。

レーン表示
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目的地案内

■レーンリスト図表示の解除
 にタッチ。

� レーンリスト図に戻すとき
�   にタッチ。

交差点拡大図の自動表示のする／しない
を設定できます。（→ 124）

分岐しない交差点

分岐する交差点（交差点拡大図）

交差点拡大図表示

交差点が近づくと、交差点案内が行わ
れます。また、分岐する交差点が近づ
く（約 300m 以内）と、交差点拡大
図を表示させることができます。

レーン解除

レーン表示

レーン（車線）表示
通過・分岐する交差点の車線が表示され
ます。
･ 走行を推奨する車線が青色で表示されま
す。

交差点名称表示
通過・分岐する交差点の名称が表示され
ます。

残距離表示
交差点までの距離が表示されます。
･ 交差点に近づくとともに  が短くなり
ます。

案内ポイント
通過・分岐する交差点に表示されます。

知 識

･ 地図データに情報のない交差点では、レー
ン表示・交差点名称表示は行われません。

･ レーン表示・交差点名称表示が実際の交差
点と異なることがあります。

･ 目的地案内開始直後は、交差点案内が行わ
れない場合があります。

･ 交差点拡大図表示は、遅れたり早くなるこ
とがあります。

･ 次の分岐する交差点が近いときは、続けて
交差点拡大図が表示されます。

･ 交差点拡大図が表示されているとき、レー
ン表示・交差点名称表示は分岐する交差点
のものが表示され、分岐する交差点より手
前の交差点案内は行われません。

･ 交差点拡大図自動表示を「しない」に設定
していても、 （画面外）を押すと交差
点拡大図を表示することができます。

現在地
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目的地案内

交差点拡大図の 3D 表示する／しないを
設定できます。（→ 124）

都市高速 IC 入口

リアル交差点

 にタッチ。

� 拡大図に戻すとき
�  （画面外）を押す。

3D 交差点拡大図表示

交差点拡大図を立体的（3D）に表示さ
せることができます。

連続車線変更案内

分岐する交差点までの距離が短く、複
数車線変更が必要な場合に表示されま
す。

知 識

地図データに情報のある地点で表示します。

立体的な拡大図表示

目的地案内中の分岐をわかりやすくす
るために、交差点手前の景観にあわせ
た立体的な拡大図が表示されることが
あります。

知 識

地図データに情報のある地点（都市高速 IC 入
口、立体交差点、リアル交差点※、側道案内）
で表示します。
※都市部の交差点で分岐がわかりづらい交差点で表
示されます。

拡大図表示の解除

拡大解除

現在地
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目的地案内

ターンリスト図の自動表示のする／しな
いを設定できます。（→ 124）

■ターンリスト図表示の解除

 にタッチ。

� ターンリスト図に戻すとき
�   にタッチ。

ターンリスト図表示

分岐する交差点・IC・JCT などの名
称、案内方向、距離、路線名、路線番
号を表示させることができます。

案内ポイント
分岐する交差点・IC・JCT 名称が表示
されます。
現在地から次に分岐する交差点・IC・
JCT までは、現在走行中の路線名が表
示されます。

距離表示
案内ポイント区間の距離、案内ポイント
通過後の路線番号が表示されます。

案内方向
案内ポイントでの案内する方向が表示
されます。

知 識

･ 一般道路走行中は、ターンリスト図を表示さ
せていても交差点の約700m 手前では、レー
ンリスト図（→ 90）・交差点の約300m 手
前では、交差点拡大図（→ 91） が自動的に
表示されます。（レーンリスト自動表示・交差
点拡大図自動表示を「しない」に設定してい
るときは切り替わりません。

･ 地図データに情報のない交差点・IC・JCT
名称、路線名、路線番号は表示されません。

･ ターンリスト自動表示を「しない」に設定
していても、  からターンリスト
図を表示することができます。

地図表示中 →  →  → 
地図表示画面

表示変更

表示変更 地図表示

ターンリスト解除

ターンリスト表示
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次の画面を表示したときの、時刻・時間
を計算する基準である平均車速を設定す
ることができます。

1 到着予想時刻表示の  にタッ
チ。

2 それぞれの道路の速度を設定し、
 にタッチ。

･ 速度を上げるときは  、下げるときは 
にタッチ。

3  にタッチ。（1 の画面）

到着予想時刻の表示

全ルート図表示画面（→ 83）と目的地
案内中の現在地画面で、現在地がルー
ト上にあるとき、地図左下に到着予想
時刻を表示させることができます。

知 識

･ 到着予想時刻は設定した平均車速（→ 94）
から計算しているため、走行条件などによ
り、多少の誤差が生じることがあります。

･ ルートからはずれたときは、目的地方向
マーク（ ）になります。

平均車速の設定

表　示 ページ
現在地画面の到着予想時刻 －
全ルート図表示画面の
到着予想時刻

83

ハイウェイモードの
通過予想時刻

62

ルート情報の通過予想時刻 85
全行程一覧表の所要時間 86

到着予想時刻表示

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

知 識

･  にタッチすると、初期設定の状態
（高速道路 80km/ｈ・有料道路 60km/ｈ・
一般道路30km/ｈ）に戻ります。

･  にタッチし作動表示灯が点
灯すると、VICS・交通情報を考慮した到着予
想時刻を表示させることができます。
また、Gルート探索（→525）により、広
域の渋滞予測情報をG-BOOKセンターから
取得した場合も到着予想時刻に反映されま
す。

設定・編集 ナビ詳細設定
案内表示設定

変更する

完了

▼ ▲

完了

初期状態

VICS情報考慮
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目的地案内

■料金所手前での料金案内
目的地案内中の現在地画面で料金所に近
づくと、地図データ情報を利用して、支
払予定料金の表示と音声案内をします。
この地図データ情報を利用した料金案内
は、ETC システムに ETC カードを挿入
していないときに実施されます。

料金案内のする／しないを設定できま
す。（→ 124）

■ETCゲート通過時の料金案内
ETC システムに有効期限内の ETC カー
ドを挿入している場合は、ETC情報を利
用した ETC割込表示により、支払った料
金が ETC ゲート通過時に案内されます。
（→ 388）

次の画面を表示したときの、料金の計算、
および提携駐車場（→ 78）を検索させる
ときの基準である車両情報を設定するこ
とができます。

料金案内

料金案内は、料金所手前または ETC
ゲート通過時のどちらかで実施されま
す。
� ETCシステムが利用できないとき
�料金所手前で支払予定料金の案
内をします。

� ETCシステムが利用できるとき
�ETC ゲート通過時に支払った料
金の案内をします。
料金案内

知 識

･ 地図データに情報のない料金所では、料金
案内は行われません。

･ 料金は設定した車両情報（→ 95）のナン
バープレートの分類番号から計算していま
すが、通行料金の変更などにより、実際の
料金と異なることがあります。

･ 有料道路と一般道路が並行している場合な
どは、有料道路上の自車位置が一般道路へ
ずれることがあります。このとき再探索が
行われると、実際と異なる料金が案内され
ることがあります。

･ 出発した地点がわからないとき（有料道路
内で再探索をしたときなど）、または有料道
路内に目的地を設定したときなどは、「料金
不明」と表示されます。

車両情報の設定

表　示 ページ
現在地画面の料金案内 95
全ルート図表示画面の料金案内 83
ルート情報の料金案内 85
全行程一覧表の料金案内 86

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

設定・編集 ナビ詳細設定
その他
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1 車両情報設定の  にタッチ。

2 次の項目を設定し、  にタッチ。

■ナンバープレートの分類番号
 ・  ・  のいずれかにタッチ。

■車両寸法
長さ・幅・高さを設定する。

…寸法を大きくする
…寸法を小さくする

3  にタッチ。（1 の画面）

･ フェリーターミナルまで音声案内が出力さ
れます。

･ フェリー利用後、しばらく走行すると目的
地案内が再開されます。

知 識

･ 目的地が設定されているときは、車両情報
を設定することはできません。

･ 車両寸法については、車検証をご覧ください。
･  にタッチすると、初期設定の状態
（寸法が設定されていない状態）に戻ります。

フェリー航路の案内

フェリーの航路は ------（破線）で表示
されます。

変更する

完了

1 3 5・7

▼
▲

初期状態

完了
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目的地案内
案内中の操作

･ ルート沿いの施設や VICS・交通情報を確認
することができます。

1  にタッチ。

2 スクロールの項目（  ・  ・
 ・  ）にタッチ。

･ 設定したスクロールの条件により、スク
ロールのしかたが異なります。（→ 97） 

･ スクロールの条件または施設を変更する
とき
�  にタッチ。

■スクロール画面
オンルートスクロール中に、次の操作を
することができます。

…………………… 一時停止
 または …… 早送り

1  にタッチ。

2  または
 にタッチし、  に

タッチ。
オンルートスクロール設定画面

オンルートスクロール

出発した地点または目的地まで、ルー
トに沿って地図を自動で移動させるこ
とができます。

知 識

以下のときは、オンルートスクロールをさせる
ことはできません。
･ 表示していた地図にルートが表示されてい
ないとき

･ 高速路線マップ（→63）を表示しているとき

地図表示中 →  → 表示変更画面表示変更

オンルートスクロール

設定

オンルートスクロールの設定

条件の選択

地図表示中 →  → 
 → 

オンルートスクロール画面

表示変更
オンルートスクロール

設定

次の目的地まで
次の施設まで 完了
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■次の目的地まで
… 次の目的地まで地図を移動
… 出発した地点または前の目的
地まで地図を移動

… 次の目的地の地図を表示
… 出発した地点または前の目的
地の地図を表示

■次の施設まで
施設が選ばれているときのみタッチする
ことができます。

… 目的地方向で、最寄りの施設ま
で地図を移動

… 出発した地点の方向で、最寄り
の施設まで地図を移動

… 目的地方向で、最寄りの施設の
地図を表示

… 出発した地点の方向で、最寄り
の施設の地図を表示

施設のジャンルにタッチし、  に
タッチ。

･ 5 つまで選択することができます。
･ 間違えたとき
�  または選択済みの施設の
ジャンルにタッチ。

･ 表示されている以外のジャンルを選択す
るとき
�  にタッチ。

�  にタッチしたとき
�施設のジャンル → さらに詳細な施
設のジャンルの順にタッチ。

･ 間違えたとき
�  または選択済みの施設の
ジャンルにタッチ。

知 識

1/8 万図より広域の地図を表示していたとき
は、「次の施設まで」のスクロールをさせるこ
とはできません。

施設の選択

地図表示中 →  →
 →   →

オンルートスクロール設定画面

知 識

オンルートスクロールでの施設の選択と、通常
の地図画面での施設表示（→ 52）は別の設定
のため、オンルートスクロールで施設を変更し
ても、通常の地図画面の施設は変更されませ
ん。

表示変更
オンルートスクロール 設定

完了

表示解除

全ジャンル

全ジャンル

表示解除
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目的地案内

 にタッチ。

･ 全ルート図表示画面について
�「全ルート図表示」（→ 83） 

1  または  にタッチ。

2  にタッチ。

1 到着予想時刻・残距離表示にタッチ。

･ 目的地が 2 カ所のときは、タッチするご
とに各目的地までの到着予想時刻・残距
離表示に切り替わります。

2 表示させたい目的地までの到着予想時
刻・残距離表示にタッチ。

全ルート図を表示するには

地図表示中 →  → 表示変更画面

全ルート図表示縮尺切り替え

目的地を設定しているときに、現在地
から目的地までの全ルートを、現在地
を地図表示画面の中心にした縮尺に切
り替えることができます。

地図表示中

知 識

現在地と目的地の位置によっては、全ルートを
表示できないことがあります。

表示変更

全ルート

広域 詳細

到着予想時刻・残距離表示を
切り替えるには

目的地を複数設定しているとき、切り
替えることができます。

地図表示中

知 識

状況により目的地までの表示が異なります。
･ 現在地がルート上にあるとき
�到着予想時刻と表示されているルートを
通っての距離

･ ルートからはずれたとき
�目的地の方向と直線距離

到着予想時刻・残距離表示
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ルートの再探索

自動再探索のする／しないを設定できま
す。（→ 125）

1  にタッチ。

2 再探索する項目にタッチ。自動再探索

ルートからはずれたときに、自動的に
再探索※させることができます。
再探索されるルートは、ルートからは
ずれたときの状況により異なります。
※現在地と次の目的地の間に IC・通過道路
が指定されているときは、現在地から指
定されている IC・通過道路の間で、ルー
トが探索されます。

知 識

自動再探索は、目的地案内中にルートからはず
れたときで、かつ道路を走行していると判断さ
れたときのみ行われます。

ルートの再探索

目的地案内中（ルートからはずれたと
きも含む）の現在地画面を表示させて
いるときに、ルートの再探索をするこ
とができます。
再探索されるルートは、8 つの項目（探
索条件）を選ぶことにより異なります。

（画面外）→ 現在地画面現在地

再探索

知 識

･  にタッチすると、現在地の次
の目的地を消去して、再探索をすることが
できます。

･  にタッチすると現在地の次の
通過道路、  にタッチすると IC
の指定を解除して、再探索をすることがで
きます。

･ 通常のルート探索では、スマート IC を通ら
ないルートが探索されます。

･  ・  は、G-BOOK
オンラインサービスを利用されているとき
に使用することができます。詳しくは、「再
探索でG ルート探索する」（→ 526）をご
覧ください。 

･  にタッチすると、目的地
周辺や現在地周辺に適当なスマート ICがあ
る場合は、スマート IC を通るルートが探索
されます。適当なスマート ICがない場合は、
通常の IC を通るルートが探索されます。

次の    消去

次の    解除
指定解除

Gルート探索 取得中止

スマート    考慮
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目的地案内

※1 ルートからはずれたときは表示されません。
※2 有料道路と一般道路が並行している場所のように、案内可能な別の道路があるときのみ表示

されます。また、ルートからはずれたときは表示されません。
※3 現在地と次の目的地の間に IC・通過道路を指定しているときは、現在地から指定されている

IC・通過道路の間で、ルートを探索します。

項目（タッチスイッチ） 機　能

推奨 現在地から次の目的地※3の間で、一般的なルートを探索する。

有料優先 現在地から次の目的地※3の間で、有料道路を優先してルートを探
索する。

一般優先 現在地から次の目的地※3の間で、一般道路を優先してルートを探
索する。

距離優先 現在地から次の目的地※3の間で、距離の短いルートを探索する。

別ルート 現在地から次の目的地※ 3 の間で、選ばれているルートとは別の
ルートを探索する。

周辺迂回※1 現在地周辺で、探索されたルートの迂回路を探索する。（探索され
たルートが工事中で通れないときなどに使用します。） 
･ 目的地案内開始前にはできません。

有料道から探索／ 
一般道から探索※2

有料道路と並行している一般道路を走行中に、有料道路の方が
ルート表示されている、またはその逆のときに、もう一方の道路
からルートを探索する。
･ 目的地案内開始前にはできません。

G ルート探索／ 
取得中止

G-BOOKオンラインサービスを利用されているときに使用する
ことができます。( → 526)

知 識

･「◯◯優先」というのは、ルート探索のひとつの条件にすぎません。遠まわりになるようなと
きは、  にタッチしても有料道路を利用しないルートが探索されたり、有料道路を通
らないと目的地に行けないようなときは、  にタッチしても有料道路を利用する
ルートが探索されることがあります。

･ 道路形状により再探索されないことや、条件を変更しても同じルートが探索されることがあり
ます。

･ ルートを大きくはずれて走行したときは、走行していたルートへ戻るルートではなく、設定し
ている目的地または指定している IC・通過道路に向かうルートが再探索されます。

有料優先
一般優先
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目的地案内
ルート変更

1  にタッチ。

2 ルート変更画面が表示される。

� ルート変更画面では、次のことができ
ます。

1  にタッチ。

2 それぞれの区間の探索条件（ルート名
称）にタッチし、  にタッチ。

ルート変更画面の表示

（画面外） → 設定・編集画面
または全ルート図表示画面（→ 83）

機　能 ページ
探索条件の変更 102
目的地の追加 103
目的地の並び替え 103
目的地の消去 104
出入口 IC の指定・解除 105
通過道路の指定 105
通過道路の修正 106
通過道路指定の解除 107
季節規制区間の迂回ルート探索 107

知 識

･  にタッチすると、スマート IC を
通らないルートが探索されます。

･  にタッチすると、目
的地周辺や現在地周辺に適当なスマート IC
がある場合は、スマート IC を通るルートが
探索されます。適当なスマート IC がない場
合は、通常の IC を通るルートが探索されま
す。

設定・編集

ルート変更

探索開始

スマート    考慮探索

探索条件の変更

目的地を複数設定、または通過道路を
指定しているときは、それぞれの区間
で探索条件を選択することができま
す。

ルート変更画面（→ 102）

知 識

･ 探索条件の特徴について
�「ルートの再探索」（→ 100） 

･ 最初の目的地までの区間のみ、「別ルート」
が表示されます。

探索条件変更

探索開始
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目的地案内

･ ５カ所まで設定することができます。

1 目的地・通過目的地の  にタッチ。

2 地図の呼び出し方法を選び、追加した
い地点の地図を表示する。
（→ 68 、→ 77）

3  にタッチ。
･ の位置に目的地が 記号で表示され
ます。

･ ここまで（1 ～ 3）の操作は、目的地の
設定と同じ方法で追加することもできま
す。（→ 80）

4 目的地を設定する区間の  にタッ
チ。

5 ルート変更画面に戻ったとき
�   にタッチ。
･ さらに追加して目的地を設定するとき
�  にタッチ。（2の画面へ）

1 目的地・通過目的地の  に
タッチ。

2 現在地の次に行く目的地から順に目的
地にタッチし、  にタッチ。

･ タッチした目的地の左側に、新しい順番
が表示されます。

･ 間違えたとき �  にタッチ。
･ 選択済みの目的地にタッチすると、その
目的地の順番が解除され、以降の順番が
繰り上げられます。

･ 最終目的地の1 つ手前の目的地を選択する
と、  にタッチしなくても、約3 秒後、
自動的に最終目的地が決定され、3 の画面
が表示されます。

目的地の追加

目的地を設定したあと、さらに追加し
て目的地を設定することができます。

知 識

･ 1/8 万図より詳細な地図で、目的地の設定
をすることができます。

･ 目的地を設定した地図の地点は、自動的に
記憶され、目的地の設定のときなどに、地
図を呼び出すことができます。記憶できる
件数をこえると、古いものから自動的に消
去されますが、不要な目的地を選択して消
去することもできます。（→ 108） 

･ IC・通過道路（→ 105）を指定していると
きは、目的地を追加すると、指定されてい
る地点によって、IC・通過道路の指定が解
除されることや、不適切なルートが探索さ
れることがあります。

ルート変更画面（→ 102）

追加

目的地セット

目的地の並び替え

ルート変更画面（→ 102）

知 識

IC・通過道路（→ 105）を指定しているとき
は、メッセージが表示されます。

 にタッチすると、指定されている地点に
よって、IC・通過道路の指定が解除されること
や、不適切なルートが探索されることがありま
す。

設定

探索開始

追加

並び替え

はい

完了

解除

完了
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目的地案内

･ すべての目的地にタッチしないで、 
にタッチしたときは、タッチした目的地の
みが手前になった順番になります。

3  にタッチ。

次の3 通りの方法で、目的地を消去する
ことができます。

1 目的地・通過目的地の  にタッチ。
･ 1 カ所のみ設定されていたとき
� 手順 3 へ

2 消去したい目的地にタッチ。

･ すべての目的地を消去するとき
�  にタッチ。

3  にタッチ。

4 ルート変更画面に戻ったとき
�   にタッチ。

 にタッチ。

･「ルート変更画面からの消去方法」
（→ 104）手順 2 へ。
･ 1 カ所のみ設定されていたとき
�「ルート変更画面からの消去方法」
（→ 104）手順 3 へ。

1 地図上の消去したい目的地にタッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。
･「ルート変更画面からの消去方法」
（→ 104）手順 3 へ。

目的地の消去
知 識

･ すべての目的地を消去すると、目的地案内
を再開させることはできません。目的地案
内を行わせるには再度、目的地を設定して
ください。

･ 複数目的地を設定し、IC・通過道路（→ 105）
を指定しているときは、目的地を消去する
と、指定されている地点によって IC・通過
道路の指定が解除されることや、不適切な
ルートが探索されることがあります。

消去方法 ページ
ルート変更画面から消去する 104
目的地画面から消去する 104
地図画面から消去する 104

ルート変更画面からの消去方法

ルート変更画面（→ 102）

完了

探索開始

消去

目的地画面からの消去方法

（画面外）→ 目的地画面

地図画面からの消去方法

全消去

はい

探索開始

目的地

目的地消去

情報

消去
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目的地案内

1 変更する IC 名称表示にタッチ。

2 次のいずれかの操作をする。

■左画面での操作
指定したい IC 付近に地図を動かし、

 にタッチ。

■右画面での操作
 ・  または  にタッチして

IC を切り替え、指定したい IC名称 →
 の順にタッチ。

･  はJCT があり分岐するときのみ
表示されます。

･ スマートIC（ETC専用インターチェンジ）
を選択することもできます。
このとき、規制情報などは考慮されませ
んので、事前にご確認の上、注意して走
行してください。

3 ルート変更画面に戻ったとき
�   にタッチ。

 または  にタッチ。

･ 2カ所まで指定することができます。

次の2 通りの方法で、通過道路を指定す
ることができます。

出入口 IC（インターチェンジ） 
の指定

目的地を設定したあと、全ルート図表
示画面に表示されている出口 IC・入口
ICを1 カ所ずつ指定することができま
す。

全ルート図表示画面 ( → 83) または
ルート変更画面 ( → 102)

探索開始

▲ ▼ 次路線

探索開始

次路線

探索開始

IC 指定の解除

全ルート図表示画面 ( → 83) または
ルート変更画面 ( → 102) → 
→ 出口（入口）IC 指定画面

通過道路の指定

目的地を設定したあと、通過する道路
を指定することができます。

知 識

IC を指定しているとき（→ 105）、通過道路
を指定すると、指定されている地点によって、
指定が解除されることや、不適切なルートが探
索されることがあります。

指定方法 ページ
ルート変更画面から指定する 106
全ルート図表示画面から
指定する

106

IC 名称表示

出口解除 入口解除
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目的地案内

1 通過点（通過道路指定）の  に
タッチ。

2 通過道路を指定する位置に地図を動か
し、  にタッチ。

3  にタッチ。
･ 通過道路が 記号で指定されます。
･ 希望の通過道路でないとき
�  にタッチ。

4 目的地を複数設定しているとき、また
は IC・通過道路を指定しているとき
�通過道路を指定する区間の 
にタッチ。

5 ルート変更画面に戻ったとき
�   にタッチ。

通過道路を指定する位置に地図を動か
し、  にタッチ。

･ 以降の操作方法について
�「ルート変更画面からの指定方法」
（→ 106）手順 3 へ。

1 通過点（通過道路指定）の  に
タッチ。
･ 1 カ所のみ指定されていたとき
�手順 3 へ

2 道路または地名にタッチ。

3 通過道路を指定する位置に地図を動か
し、  にタッチ。

4  にタッチ。
･ 通過道路が 記号で指定されます。
･ 希望の通過道路でないとき
�  にタッチ。

ルート変更画面からの指定方法

ルート変更画面 ( → 102) 

知 識

表示されている地図に道路情報が少ないとき
は、  にタッチしても、道路が選べない
ことがあります。

指定

通過道路セット

セット

次候補

次候補

設定

探索開始

全ルート図表示画面からの
指定方法

全ルート図表示画面 ( → 99)

通過道路の修正

ルート変更画面 ( → 102)

通過道路指定

修正

通過道路セット

セット

次候補
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目的地案内

5  にタッチ。

1 通過点（通過道路指定）の  に
タッチ。
･ 1 カ所のみ指定されていたとき
�手順 3 へ

2 道路または地名にタッチ。

･ すべての通過道路指定を解除するとき
�  にタッチ。

3  にタッチ。

4  にタッチ。

季節規制区間の迂回ルート探索を開始す
るとき
�  にタッチ。

･ 季節規制区間を通るルートを探索させる
とき
�  にタッチ。

知 識

表示されている地図に道路情報が少ないとき
は、  にタッチしても、道路が選べない
ことがあります。

通過道路指定の解除

ルート変更画面 ( → 102)

次候補

探索開始

解除

全解除

はい

探索開始

季節規制区間の迂回ルートの
探索

ルート変更画面（→ 102）

知 識

･  または  は、
季節規制区間を通るルートが探索されたと
きのみ表示されます。

･ 規制区間を通らないと目的地に行けないよ
うなとき（規制区間内に目的地・通過道路
が設定・指定されているときなど）は、

 にタッチしても、規制区間
を利用するルートが探索されることがあり
ます。

季節規制回避

季節規制通過

季節規制回避 季節規制通過

季節規制回避
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目的地案内
目的地履歴の消去

1 目的地履歴の消去の  に
タッチ。

2 地点名称にタッチ。
･ すべての目的地履歴を消去するとき
�  にタッチ。

3  にタッチ。

目的地履歴の消去

目的地を設定した地図の地点は、自動
的に記憶され、目的地の設定のときな
どに、地図を呼び出すことができます。
（最大 100 カ所まで）100 カ所をこ
えたときは、古いものから自動的に消
去されますが、不要な目的地を選択し
て消去することもできます。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

設定・編集 ナビ詳細設定
その他

消去する

全消去

はい
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地点の登録
メモリ地点の登録

次の2 通りの方法で、メモリ地点の登録
をすることができます。

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3 メモリ地点の  にタッチ。

4 地図の呼び出し方法を選び、登録する
地点の地図を表示する。（→68 、→ 77）

5  にタッチ。

6  にタッチ。
･ 自宅・特別メモリ地点に登録したいとき
�  にタッ
チ。( → 111)

登録したい位置に地図を動かし、
 にタッチ。

･ または の位置にメモリ地点が で
表示されます。

メモリ地点について

メモリ地点を登録しておくと、
� 地図にマークで表示されます。
� 近づいたときに音が鳴るようにする
ことができます。

� 目的地の設定のときなどに、メモリ
地点の地図を呼び出すことができま
す。（→ 68） 

さらに、自宅または特別メモリ地点に
登録しておけば、簡単な操作で地図を
呼び出すことやルート探索を開始する
ことができます。（→ 68）

知 識

･ 1/8 万図より詳細な地図で登録することが
できます。（現在地画面（地図画面）から登
録するときを除く） 

･ 登録する場所、地図の呼び出し方法によっ
ては名称、電話番号も同時に表示されるこ
とがあります。

メモリ地点の登録

登録方法 ページ
設定・編集画面から登録する 109
地図画面から登録する 109

設定・編集画面からの登録方法

設定・編集

メモリ地点登録編集

地図画面からの登録方法

現在、表示させている地図にメモリ地
点を登録することができます。

知 識

高速道路走行中、現在地に登録したときは、
（方向付きメモリ）で表示されます。

登録

セット

完了

自宅・特別メモリに種別変更

地点登録
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地点の登録

次の2 通りの方法で、メモリ地点の修正
をすることができます。

■設定・編集画面からの修正方法

1 メモリ地点の  にタッチ。

2 メモリ地点にタッチ。

3 修正・入力をする。

� 修正・入力方法については次のページ
をご覧ください。

4  にタッチ。（3の画面）

■地図画面からの修正方法

1 地図上の修正したいメモリ地点にタッ
チし、  にタッチ。

2  にタッチ。
･ 以降の操作方法について
�「設定・編集画面からの修正方法」
（→ 110）手順 3 へ。

メモリ地点の修正・入力

修正方法 ページ
設定・編集画面から修正する 110
地図画面から修正する 110

（画面外）→ 
→ メモリ地点画面

知 識

メモリ地点のリストは、以下の 3 種類の並べ
方をすることができます。

 ………自宅、特別メモリ地点、メモ
リ地点、G メモリ地点の順

……マークの種類別
 ………メモリ地点の登録順

設定・編集 メモリ地点登録編集

修正

種別順

マーク順
登録順

項　目 ページ
自宅・特別メモリに種別変更 111
自宅・特別メモリの種別解除 111
マーク 111
名称 112
地図への名称表示 113
名称読み 113
位置 114
電話番号 114

完了

情報

修正
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地点の登録

1  に
タッチ。

2 自宅または特別メモリ1～5 のいずれ
かにタッチ。

� すでに自宅または特別メモリ地点が登
録されているとき
�変更してよければ、  にタッチ。
･ 登録されていた地点は、メモリ地点にな
ります。

■自宅・特別メモリ地点の解除
自宅または特別メモリ地点に登録されて
いる地点を、メモリ地点に変更すること
ができます。

1  に
タッチ。

2  にタッチ。

1  にタッチ。

2  ・  ・  ・
 にタッチし、希望のマーク

を選ぶ。

■音声付き
メモリ地点に約500mまで近づくと音が
鳴るようにすることができます。

音声付き

･ メモリ地点に近づいたときに鳴る音を確
認するとき
�  にタッチ。

自宅・特別メモリ地点に登録

メモリ地点に登録されている地点を自
宅や特別メモリ地点に変更することが
できます。

（画面外）→ 
→ メモリ地点の  →  →
メモリ地点修正画面

（画面外）→ 
→ メモリ地点の  →  →
メモリ地点修正画面

設定・編集 メモリ地点登録編集
修正 （メモリ地点）

自宅・特別メモリに種別変更

はい

設定・編集 メモリ地点登録編集
修正 （メモリ地点）

自宅・特別メモリの種別解除

はい

メモリ地点のマーク変更

（画面外）→ 
→ メモリ地点の  →  →
メモリ地点修正画面

設定・編集 メモリ地点登録編集
修正 （メモリ地点）

マーク

マーク1 マーク2 マーク3
音声付き

音確認
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地点の登録

■方向付きメモリ（音声付き）
設定した方向からメモリ地点に約500m
まで近づいたときのみ音が鳴るようにす
ることができます。

�  にタッチしたとき
�  方向を設定し、  にタッチ。

… 反時計まわり
… 時計まわり

■地図に表示しないときは
 の  にタッチ。

マーク3

 にタッチ。

■ひらがな・漢字入力

1  にタッチし、入力画面を切り替
える。

2 名称を入力し、  にタッチ。

･ 入力したままの状態で確定するとき
�  にタッチ。

･ すでに名称が表示されているときや間違
えたとき
�  にタッチ。

3 入力したい熟語にタッチ。
･ 変換範囲を修正するとき
�  ・  にタッチ。

･ そのままの状態でよいとき
�  にタッチ。

4  にタッチ。（２の画面）

方向付きメモリ
セット

マーク3 マーク無し

メモリ地点の名称入力

（画面外）→ 
→ メモリ地点の  →  →
メモリ地点修正画面

設定・編集 メモリ地点登録編集
修正 （メモリ地点）

名称

かな

変換

無変換

修正

▲ ▼

全確定

完了
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地点の登録

■カタカナ・英数字・数記号入力

1  ・  ・  のいずれ
かにタッチし、入力画面を切り替える。

2 名称を入力し、  にタッチ。

カタカナ入力時

･ 入力する文字の大きさを切り替えるとき
�  または  にタッチ。

･ 英数字入力時、文字の書体を切り替える
とき
�  または  にタッチ。

メモリ地点名称の表示／非表示を選ぶこ
とができます。

地図への名称表示の  にタッチ。

･ 解除するとき �  にタッチ。

1  にタッチ。

2 名称を入力し、  にタッチ。

･ 間違えたとき�  にタッチ。

メモリ地点の名称表示

地図に入力したメモリ地点の名称を表
示させることができます。

知 識

1/8 万図より詳細な地図で表示することがで
きます。

カナ 英数字 数記号

完了

半角 全角

大文字 小文字

名称表示

（画面外）→ 
→ メモリ地点の  →  →
メモリ地点修正画面

メモリ地点の名称読み入力

メモリ地点に名称読みを入力しておく
と、音声操作で地図を呼び出すことが
できます。（→ 265）

（画面外）→ 
→ メモリ地点の  →  →
メモリ地点修正画面

設定・編集 メモリ地点登録編集
修正 （メモリ地点）

する

しない

設定・編集 メモリ地点登録編集
修正 （メモリ地点）

名称読み

完了

修正
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地点の登録

1  にタッチ。

2 にタッチして、メモリ地点を修正
する位置に地図を動かし、  に
タッチ。

･ 表示されている位置の住所とマップコー
ドも修正されます。

1  にタッチ。

2 電話番号を入力し、  にタッチ。

･ 市外局番から入力します。
･ 間違えたとき�  にタッチ。

次の2 通りの方法で、メモリ地点の消去
をすることができます。

1 メモリ地点の  にタッチ。

2 メモリ地点にタッチ。

･ すべてのメモリ地点（自宅、特別メモリ
地点、G メモリ地点を含む）を消去する
とき
�  にタッチ。

3  にタッチ。

メモリ地点の位置修正

（画面外）→ 
→ メモリ地点の  →  →
メモリ地点修正画面

メモリ地点の電話番号入力

メモリ地点に電話番号を入力しておく
と、電話番号で地図を呼び出すことが
できます。（→ 74）

（画面外）→ 
→ メモリ地点の  →  →
メモリ地点修正画面

設定・編集 メモリ地点登録編集
修正 （メモリ地点）

位置

セット

設定・編集 メモリ地点登録編集
修正 （メモリ地点）

電話番号

完了

修正

メモリ地点の消去

消去方法 ページ
設定・編集画面から消去する 114
地図画面から消去する 115

設定・編集画面からの消去方法

（画面外）→ 
→ メモリ地点画面
設定・編集 メモリ地点登録編集

消去

全消去

はい
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地点の登録

1 地図上の消去したいメモリ地点にタッ
チし、  にタッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

地図画面からの消去方法

情報

消去

はい
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地点の登録
迂回メモリ地点の登録

1 迂回メモリの  にタッチ。

2 地図の呼び出し方法を選び、登録する
地点の地図を表示する。（→68 、→ 77）

3  にタッチ。

4 迂回範囲を設定し、  にタッチ。
… 迂回範囲を広くする
… 迂回範囲を狭くする

･  ・  の間にある数値は迂回させる
範囲の一辺の距離になります。

5  にタッチ。

1 迂回メモリの  にタッチ。

2 迂回メモリ地点にタッチ。

3 修正・入力をする。
� 修正・入力方法については次のページ
をご覧ください。

迂回メモリ地点について

迂回メモリ地点を登録しておくと、
ルートを探索させるとき、登録した地
点（エリア）を迂回するルートを探索
させることができます。工事や事故に
よる通行止め・渋滞地点がわかってい
るときなどに便利です。

知 識

･ 1/8 万図より詳細な地図で登録することが
できます。

･ 迂回メモリ地点を通らないと目的地に行け
ないようなときは、迂回メモリ地点を通る
ルートが探索されることがあります。

･ 登録する場所、地図の呼び出し方法によっ
ては名称も同時に表示されることがありま
す。

迂回メモリ地点の登録

（画面外）→ 
→ メモリ地点画面
設定・編集 メモリ地点登録編集

登録

セット

知 識

高速道路（都市高速・有料道路を含む）および
フェリー航路は、迂回範囲内に設定しても迂回
させることはできません。迂回したいときは、
（迂回メモリ地点）を道路上に設定してくだ
さい。

迂回メモリ地点の修正・入力

（画面外）→ 
→ メモリ地点画面

項　目 ページ
名称 112
地図への名称表示 113
位置 114
迂回エリア変更 116

セット
▲
▼

▲ ▼

完了

設定・編集 メモリ地点登録編集

修正
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地点の登録

4  にタッチ。（3の画面）

登録した地点を迂回するルートの探索す
る／しないを設定できます。

… 迂回するルートを探索する
… 迂回するルートを探索しない

1 迂回メモリの  にタッチ。

2 迂回メモリ地点にタッチ。

･ すべての迂回メモリ地点を消去するとき
�  にタッチ。

3  にタッチ。

知 識

迂回メモリ地点は専用のマークで表示され、
マークを変更することはできません。

迂回メモリ地点の設定

迂回メモリ地点の消去

（画面外）→ 
→ メモリ地点画面

完了

有効
無効

設定・編集 メモリ地点登録編集

消去

全消去

はい
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ナビを使いこなすために
補正が必要なとき

1 ナビ補正の  にタッチ。

2  にタッチ。

3 にタッチして現在地を修正し、
 にタッチ。

4 方向を修正し、  にタッチ。
 … 反時計まわり
 … 時計まわり

1   にタッチ。

2 補正をし、  にタッチ。
� 実際より遅く進むとき
�   （進める）にタッチ。

� 実際より早く進むとき
�   （遅らせる）にタッチ。

補正について

地図上の自車位置マーク がずれて
も、しばらく走行すると、マップマッ
チングや GPS 情報が利用されて、現
在地が自動的に修正されます。（場合に
よっては、数分程度かかることがあり
ます。）
GPS 情報が利用されず、現在地が自動
的に修正されないときは、安全な場所に
いったん停車して、現在地の修正を行っ
てください。

知 識

1/8 万図より詳細な地図で補正することがで
きます。

現在地の修正

実際の現在地と異なる場所に自車位置
マーク が表示されている（自車位置
マーク がずれている）とき、自車位
置マーク の位置と向いている方向
を修正することができます。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

設定・編集 ナビ詳細設定
その他

補正する

現在地修正

セット

距離の補正

走行中、地図上の自車位置マーク の
進み方と、実際の車の進み方が全く
違っているとき、自車位置マーク の
進み方を修正することができます。

知 識

･ 自動補正モード中ではないときも、距離補
正の学習機能を持っているため、自車位置
マーク の進み方が走行状態により、変化
することがあります。

･ 自動補正モード中は、補正をすることはで
きません。

（画面外）→  →
 → ナビ補正の  →

ナビ補正画面

セット

設定・編集 ナビ詳細設定
その他 補正する

距離補正

完了

▼

▼

初期状態の位置
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ナビを使いこなすために

 にタッチ。
･ GPS 情報を利用しながら、しばらく走行す
ると、自動的に補正が終了します。

知 識

 にタッチすると、自車位置マーク
を適切な位置に表示できるように自動で補

正します。（ の位置が初期状態（0 の位置）
に戻ります。）

自動補正

タイヤ交換を行ったときは自動補正を
行ってください。

（画面外）→  →
 → ナビ補正の  →
 → 距離補正画面

初期状態

設定・編集 ナビ詳細設定
その他 補正する
距離補正

自動補正
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ナビを使いこなすために
ナビの設定を記憶したいとき

次の設定項目を記憶することができま
す。

※1 ルート学習、車両情報設定は記憶するこ
とができません。

※2 ビーコンユニットを装着したときのみ。
※3 G-BOOKオンラインサービスを利用され

ているときのみ。

1 ユーザーカスタマイズの  に
タッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。
･ 手順２ですでに記憶されている設定を選
んだときは、  にタッチすると上書
きされます。

� 新規で記憶するとき
�名称を入力する。（→ 112）

設定1 ～ 3 のいずれかにタッチ。

各種ナビ設定の記憶

各種ナビ設定の設定状態を3 パターン
まで記憶させておくことができます。

項　目 ページ

地図向きの設定 46

地図表示モードの設定 47 、48

地図表示縮尺の設定 45

周辺施設
走行中呼出ジャンルの設定 54

2画面時の右画面の設定 47

音量設定 67

メンテナンス自動通知の設定 130

ナビ詳細設定一覧の設定※1 122

安全・快適走行設定一覧の設定 127

VICS・交通情報の表示設定 146

VICS 割込情報の表示設定※2 149

ETC の通知設定 390

渋滞増減予測の表示設定※3 521

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

記憶の呼び出し

ご希望の各種ナビ設定を呼び出すこと
により、その設定状態でナビゲーショ
ンを使用することができます。

（画面外）→  →
 → ユーザーカスタマイズの
 → ユーザーカスタマイズ画面

設定・編集 ナビ詳細設定
その他

設定する

記憶

はい

はい

設定・編集 ナビ詳細設定
その他
設定する
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ナビを使いこなすために

1  にタッチ。

2 修正・入力をする。（→ 112）

1  にタッチ。

2  にタッチ。

名称の変更

（画面外）→  →
 → ユーザーカスタマイズの
 → ユーザーカスタマイズ画面

各種ナビ設定の記憶の消去

（画面外）→  →
 → ユーザーカスタマイズの
 → ユーザーカスタマイズ画面

設定・編集 ナビ詳細設定
その他
設定する

名称変更

設定・編集 ナビ詳細設定
その他
設定する

消去

はい
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ナビを使いこなすために
ナビ詳細設定一覧

ナビ詳細設定一覧

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3 設定したい項目にタッチ。

4 各項目を設定する。
� 詳しくは、次の表をご覧ください。
･ 初期設定の状態に戻すとき
�  にタッチ。

5  にタッチ。

設定・編集

ナビ詳細設定

初期状態

完了
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ナビを使いこなすために

設定値の太字は、初期状態で選択されている設定です。

地図表示設定

項目名 設定値 ページ

右画面設定 「変更する」：右画面の地図表示設定を変更する。 47

フロントワイド表示
（ノースアップ時）

「する」 ：進行方向の地図を広く表示する。
「しない」：地図の中心に自車位置マーク を表示する。

46

右画面の地図で表示
（ノースアップ時）

「する」 ：進行方向の地図を広く表示する。
「しない」：地図の中心に自車位置マーク を表示する。

46

フロントワイド表示
（ヘディングアップ時）

「する」 ：進行方向の地図を広く表示する。
「しない」：地図の中心に自車位置マーク を表示する。

46

右画面の地図で表示
（ヘディングアップ時）

「する」 ：進行方向の地図を広く表示する。
「しない」：地図の中心に自車位置マーク を表示する。

46

3D 時のルート方向アップ 「する」 ：ルートが表示されている方向の地図を表示
する。

「しない」：自車位置マーク の向きが画面上向きにな
るように表示する。

50

3D 地図表示設定 「変更する」：3D 表示にしたときの視点を変更する。 49

昼の地図色 昼画の地図表示色を変更する。
「ノーマル」「フレッシュ」「クール」「シック」「ウォーム」

50

夜の地図色 夜画の地図表示色を変更する。
「ノーマル」「フレッシュ」「クール」「シック」「ウォーム」

50

ビジュアルシティマップ
表示

「する」 ：ビジュアルシティマップ表示する。
「しない」：ビジュアルシティマップ表示しない。

54

地図の文字サイズ変更 地図上に表示される地名などの文字サイズを変更する。
「大」「中」「小」

46

周辺施設表示 「変更する」：地図上に表示する施設の記号を変更する。 52

立体ランドマーク表示 「する」 ：立体ランドマークを表示する。
「しない」：立体ランドマークを表示しない。

55

シーズンレジャーランド
マーク表示

「する」 ：シーズンレジャーランドマークを表示する。
「しない」：シーズンレジャーランドマークを表示しな

い。

61

地図スクロール時の地名
表示

「する」 ：地名などを表示する。
「しない」：地名などを表示しない。

44
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ナビを使いこなすために

※G-BOOK オンラインサービスを利用されているときに操作することができます。

自動表示切替設定

項目名 設定値 ページ

交差点拡大図自動表示 「する」 ：交差点拡大図を自動的に表示する。
「しない」：交差点拡大図を自動的に表示しない。

91

高速分岐模式図自動表示 「する」 ：高速分岐案内を自動的に表示する。
「しない」：高速分岐案内を自動的に表示しない。

64

レーンリスト自動表示 「する」 ：レーンリスト図を自動的に表示する。
「しない」：レーンリスト図を自動的に表示しない。

90

ターンリスト自動表示 「する」 ：ターンリスト図を自動的に表示する。
「しない」：ターンリスト図を自動的に表示しない。

93

都市高マップ自動表示 「する」 ：都市高速マップを自動的に表示する。
「しない」：都市高速マップを自動的に表示しない。

65

高速路線マップ自動表示 「する」 ：高速路線マップを自動的に表示する。
「しない」：高速路線マップを自動的に表示しない。

63

駐車場マップ自動表示 「する」 ：駐車場マップを自動的に表示する。
「しない」：駐車場マップを自動的に表示しない。

51

案内表示設定

項目名 設定値 ページ

縮尺切替メッセージ表示 「する」 ：縮尺切替メッセージを表示する。
「しない」：縮尺切替メッセージを表示しない。

45

料金案内 「する」 ：料金案内をする。
「しない」：料金案内をしない。

95

県境案内 「する」 ：県境案内をする。
「しない」：県境案内をしない。

61

3D 交差点拡大図 「する」 ：交差点拡大図を立体的（3D）に表示する。
「しない」：交差点拡大図を立体的（3D）に表示しない。

92

到着予想時刻表示 「変更する」：所要時間を計算する基準である平均車速を
変更する。

94

G 情報マーク
連動サービス※

「する」 ：サービスを利用する。
「しない」：サービスを利用しない。

536
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ナビを使いこなすために

※ルート案内中に設定を変更すると、ルートの再探索が行われます。

※ビーコンユニットを装着したとき、またはG-BOOK オンラインサービスを利用されていると
きに操作することができます。

音声設定

項目名 設定値 ページ

VICS 渋滞・規制音声
自動発声

「する」 ：VICS・交通情報を音声案内する。
「しない」：VICS・交通情報を音声案内しない。

147

自動音声案内 「する」 ：音声案内する。
「しない」：音声案内しない。

88

細街路での音声案内※ 「する」 ：幅 5.5m未満の道路での音声案内をする。
「しない」：幅 5.5m未満の道路での音声案内をしない。

89

他モード時の案内 「する」 ：ナビゲーション以外の画面でも、音声によ
る目的地案内をする。

「しない」：他モードに切り替えたとき、音声案内しない。

89

操作説明音声 「する」 ：操作説明音声を出力する。
「しない」 ：操作説明音声を出力しない。

67

ハートフル音声 「する」 ：ハートフル音声を出力する。
「しない」：ハートフル音声を出力しない。

67

ルート系設定

項目名 設定値 ページ

自動再探索 「する」 ：自動的に再探索する。
「しない」：自動的に再探索しない。

100

ルート学習 「する」 ：ルート学習する。
「しない」：ルート学習しない。

81

ルート学習結果の消去 「消去する」：ルート学習していたルートを消去する。 82

季節規制メッセージ表示 「する」 ：季節規制メッセージを表示する。
「しない」 ：季節規制メッセージを表示しない。

60

渋滞考慮探索設定※ 「変更する」：渋滞考慮探索、新旧ルート比較表示、
G ルート情報自動継続の設定を変更する。

150、
526
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ナビを使いこなすために

※1 目的地が設定されているときは操作することができません。
※2 ビーコンユニットを装着したときのみ操作することができます。

その他

項目名 設定値 ページ

スイッチ表示設定 「変更する」：  にタッチしたときに表示させたい
スイッチ類を変更する。

43

周辺施設走行中呼出
ジャンル

「変更する」：走行中に呼び出すことのできる周辺施設の
ジャンルを変更する。

54

車両情報設定※1 「変更する」：料金の計算、および提携駐車場を検索させ
るときの基準である車両情報を変更する。

95

目的地履歴の消去 「消去する」：目的地履歴を消去する。 108

画面切り替え時の
動画表現

「する」 ：アニメーションのように表現されて画面を
表示する。

「しない」：画面切り替え時のアニメーション表現をし
ない。

61

ナビ補正 「補正する」：現在地の修正、距離の補正をする。 118

VICS 割込設定※2 「変更する」：VICS 自動割込情報表示の設定、自動割込
表示時間を変更する。

149

ユーザーカスタマイズ 「設定する」：各種ナビ設定の記憶・呼び出し・消去をす
る。

120

    Off▲ ▲
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安全・快適走行設定一覧

安全・快適走行設定一覧

項目名 設定値 ページ

一時停止案内 「する」 ：一時停止案内をする。
「しない」：一時停止案内をしない。

55

一時停止注意喚起 「する」 ：一時停止注意喚起をする。
「しない」：一時停止注意喚起をしない。

56

一時停止注意喚起
タイミング

「早い」 ：一時停止注意喚起タイミングを早くする。
「遅い」 ：一時停止注意喚起タイミングを遅くする。

56

踏切案内 「する」 ：踏切案内をする。
「しない」：踏切案内をしない。

57

合流案内 「する」 ：合流案内をする。
「しない」：合流案内をしない。

57

カーブ案内 「する」 ：カーブ案内をする。
「しない」 ：カーブ案内をしない。

57

レーン警告 「する」 ：レーン警告をする。
「しない」：レーン警告をしない。

57

事故多発地点案内 「する」 ：事故多発地点案内をする。
「しない」：事故多発地点案内をしない。

59

学校存在案内 「する」 ：学校存在案内をする。
「しない」：学校存在案内をしない。

59

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

設定・編集

運転支援

安全・快適走行設定

4 各項目を設定する。
� 詳しくは、次の表をご覧ください。

5  にタッチ。完了



128

ナビを使いこなすために
メンテナンス機能

･ メンテナンス機能の内容・時期の設定につ
いては、トヨタ販売店にご相談ください。

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

4 設定する項目にタッチ。
･ （パーソナル項目）にタッチすると、
表示されている項目以外の項目を設定す
ることができます。（→ 128） 

･ すでに設定されているパーソナル項目に
タッチしたときは、5 の画面が表示され
ます。

5  または  に
タッチ。
･ 日付・距離の両方、または日付のみ・距
離のみを設定します。

6 日付・距離を入力し、  にタッチ。
･ 間違えたとき�  にタッチ。
･「日付入力画面」で、一桁の日付を入力す
るときは、  ・  ・  にタッチし
て入力することができます。
･ 2 ～ 9 月と 4 ～ 9 日は  ・ 
にタッチして入力する必要はありませ
ん。

〔例〕2007 年3 月25 日と入力するとき
  ・  ・  ・  ・  ・ 

または  ・  ・  ・  ・ 
の順にタッチします。

7  にタッチ。

■パーソナル項目の設定のしかた

1 （パーソナル項目）にタッチ。

メンテナンス機能について

メンテナンス機能とは、GPS（→ 132）
のカレンダー機能と車速信号を利用し
て、オイルなどの消耗部品の交換時期・
各種点検時期・免許証の更新などのイ
ベント時期の案内を行う機能です。

知 識

車の使用状況により、設定した時期と実際に案
内が行われる時期は誤差が生じることがあり
ます。また、計測された走行距離と実際の走行
距離は誤差が生じることがあります。

メンテナンスの項目設定

メンテナンス時期の設定
知 識

メンテナンス時期の設定をしても、メンテナン
ス詳細設定の自動通知を「する」に設定しない
と、メンテナンス案内は行われません。
（→ 129）

設定・編集

メンテナンス

項目設定

知 識

未設定の項目は （黒色）、すでに設定され
ている項目は （緑色）、メンテナンス案内
が行われる時期の項目は （橙色）で表示さ
れます。

（画面外）→  →
 → メンテナンス画面

お知らせ日 お知らせ距離

完了
修正

年 月 日

月 日

7 年 0 3 2 5
0 7 3 2 5

設定完了

設定・編集 メンテナンス
項目設定
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2 設定する項目にタッチ。

･ （任意文字入力）以外にタッチしたと
き
�「メンテナンス時期の設定」（→ 128）
手順 5 へ。

･ （任意文字入力）にタッチしたとき
� 名称を入力する。（→ 112）

メンテナンスの案内のする／しないを設
定できます。（→ 130）

･ 5つ以上の項目があるときは、 が表示さ
れます。
･ 任意文字入力のときは、入力した名称を
表示します。

･  にタッチすると、次にナ
ビゲーション画面が立ち上がるときは、案
内されません。

･ すべて消去するとき
�「メンテナンス設定をすべて消去」
（→ 130）

1 設定を消去する項目にタッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

･ すべて更新するとき
�「メンテナンス設定をすべて更新」
（→ 130）

1 設定を更新する項目にタッチ。

2  にタッチ。

メンテナンスの案内

設定をした日をすぎる、または設定し
た距離を走行すると、ナビゲーション
画面が表示される（立ち上がる）とき、
同時に4 つまで案内されます。

次回表示しない

メンテナンス設定を個別に消去

（画面外）→  →
 → メンテナンス画面

メンテナンス設定を個別に更新

（画面外）→  →
 → メンテナンス画面

設定・編集 メンテナンス
項目設定

設定消去

はい

設定・編集 メンテナンス
項目設定

自動更新
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3  にタッチ。
･ 距離が更新され、新しい日付・設定した
距離に変更されます。

� パーソナル項目の免許証更新を選択し
たとき
�   または  にタッチ。

4  にタッチ。（2の画面）

1  にタッチ。

2 各項目を設定し、  にタッチ。

� メンテナンス詳細設定画面から、次の
項目を設定できます。

自動通知の  または  にタッ
チ。

･ 個別に消去するとき
�「メンテナンス設定を個別に消去」
（→ 129）

1 設定全消去の  にタッチ。

2  にタッチ。

･ 個別に更新するとき
�「メンテナンス設定を個別に更新」
（→ 129）

1 自動全更新の  にタッチ。

知 識

新しい日付は、メンテナンスの時期を設定した
日と現在の日、または案内する予定だった日か
ら自動的に計算され、変更されます。（項目に
より、計算方法は異なります。）

メンテナンスの詳細設定

（画面外）→  →
設定・編集画面

項　目 ページ

自動通知（メンテナンス案内）
の設定

130

メンテナンス設定をすべて消去 130

メンテナンス設定をすべて更新 130

はい

3年後 5年後

設定完了

設定・編集 メンテナンス

メンテナンス詳細設定

完了

自動通知（メンテナンス案内）
の設定

自動通知のする／しないを設定できま
す。
「する」に設定すると、時期を設定した
項目の案内が行われます。

（画面外）→  →
 → メンテナンス

詳細設定画面

メンテナンス設定をすべて消去

（画面外）→  →
 → メンテナンス

詳細設定画面

メンテナンス設定をすべて更新

（画面外）→  →
 → メンテナンス

詳細設定画面

設定・編集 メンテナンス
メンテナンス詳細設定

する しない

設定・編集 メンテナンス
メンテナンス詳細設定

消去する

はい

設定・編集 メンテナンス
メンテナンス詳細設定

全更新する
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2  にタッチ。
･ パーソナル項目の免許証更新の設定をし
ていたとき
�「メンテナンス設定を個別に更新」
（→ 129）手順 3 へ。

1  にタッチ。

2 地図の呼び出し方法を選び、販売店を
設定する地点の地図を表示する。
（→ 68 、→ 77）

3  にタッチ。
･ の位置に販売店が設定されます。

4   にタッチ。

1 修正・入力をする。

･  にタッチすると、販売店の
地図が表示されます。

� 修正・入力方法については次のページ
をご覧ください。

2  にタッチ。（1 の画面）

1  にタッチ。

2  にタッチ。

販売店の設定

販売店の設定

（画面外）→  →
設定・編集画面

知 識

「施設で地図を呼び出す」（→ 73）でトヨタ・
ダイハツ販売店を呼び出し、地図が表示された
ら、そのまま地図を動かさずに  に
タッチすると、販売店名・電話番号が自動的に
入力されます。

はい

設定・編集 メンテナンス

販売店設定

セット

セット

完了

販売店の修正・入力

（画面外）→  →
 → 販売店設定画面

項　目 ページ
販売店名 112
スタッフ名前 112
位置 114
電話番号 114

販売店の消去

（画面外）→  →
 → 販売店設定画面

設定・編集 メンテナンス
販売店設定

販売店に行く

完了

設定・編集 メンテナンス
販売店設定

販売店の消去

はい
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GPS について

以下のようなときは、GPS 情報を利用できないことがあります。
� ビル・トラック・トンネルなどで人工衛星の電波が遮断されるとき
� GPS アンテナの上に物を置くなどして電波が遮断されるとき
� 人工衛星が電波を出していないとき（米国の追跡管制センターで信号をコントロー
ルしているため改良・修理等で電波が止まることがあります。） 

� デジタル式携帯電話（1.5GHz）をGPS アンテナ付近で使用したとき

このシステムは、GPS 情報と各種センサー、道路地図データなどを利用して現在位置
表示を行っていますが、人工衛星からの電波の精度状態が良くないときや、2 個以下
の人工衛星からの電波しか捕捉できないときなどには誤差が生じることがあります。
この誤差は、補正などによってなくすことはできません。

GPS について

GPS（Global Positioning System：汎地球測位システム）は、米国が開発・運
用しているシステムで、通常4 個以上、場合により3 個の人工衛星を利用して、利
用者の現在位置（緯度・経度など）を知ることができるものです。
このシステムは、GPS 情報と各種センサー、道路地図データなどを利用して、ナ
ビゲーションを行っています。

GPS 情報を利用できないとき

システムの特性上、避けられないズレ
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知っておいていただきたいこと

こんなメッセージが表示されたときは

メッセージ 原　因 処　置

自宅が登録されてい
ません
設定・編集のメモリ地
点から登録できます

自宅が登録されていないとき
に、  にタッチした
ため。

自宅を登録してからお使いくださ
い。（→ 109）

自宅が登録されてい
ません
自宅の登録を行いま
すか？

自宅が登録されていないとき
に、  にタッチし
たため。

自宅の登録をするときは、  に
タッチしてください。（→ 81）
自宅の登録をしないときは、 
にタッチしてください。

特別メモリ地点が登
録されていません
設定・編集のメモリ地
点から登録できます

特別メモリ地点が登録されて
いないときに、特別メモリ周辺
 ～  または特別メモリ

に行く  ～  にタッチし
たため。

特別メモリ地点を登録してからお使
いください。（→ 109） 

該当する電話番号が
検索できません
確認して修正して下
さい

電話番号で地図を呼び出すと
き、入力した番号が登録されて
いないなどの原因で、地図が呼
び出せなかったため。

電話番号を再度入力し直しても地図
が呼び出せないときは、ほかの方法
で地図を呼び出してください。

該当する郵便番号が
収録されていません
確認して修正して下
さい

郵便番号で地図を呼び出すと
き、入力した番号が登録されて
いないなどの原因で、地図が呼
び出せなかったため。

郵便番号を再度入力し直しても地図
が呼び出せないときは、ほかの方法
で地図を呼び出してください。

該当するマップコー
ドが収録されていま
せん
確認して修正して下
さい

マップコードで地図を呼び出
すとき、入力した番号が登録さ
れていないなどの原因で、地図
が呼び出せなかったため。

マップコードを再度入力し直しても
地図が呼び出せないときは、ほかの
方法で地図を呼び出してください。

該当する施設の地点
が特定できません
周辺の地図を表示し
ます

検索された施設の正確な所在
地が特定できず、所在地の住所
を代表する地点を表示したた
め。

実際の施設の所在地をご確認くださ
い。

この縮尺では位置が
特定できません
詳細な地図に切り替
えます

1/8 万図より広域の地図で、
目的地・メモリ地点などを設
定・登録しようとしたため。（現
在地画面（地図画面）から地点
登録するときを除く）

目的地・メモリ地点などの設定・登
録はできるだけ詳細な地図（1/8 万
図以下）で行ってください。

自宅周辺

自宅に帰る
はい

いいえ

1 5
1 5
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付近に案内可能な道
路がありません
移動してから再操作
をお願いします

通過道路を指定するときに、道
路情報などにより、通過道路が
指定されなかったため。

地図を移動して、道路付近に通過道
路を指定してください。

目的地周辺に河川な
どの水域があります
目的地を移動します
か？

目的地を設定するときに、河川
などが近くにあるため。

 にタッチしたあと、地図を道
路付近に移動して、  にタッ
チし、目的地を設定してください。
表示されている位置に目的地を設定
するときは、  にタッチして
ください。

目的地周辺に線路が
あります
目的地を移動します
か？

目的地を設定するときに、線路
が近くにあるため。

メモリ地点が登録さ
れていません
メモリ地点を登録し
てからお使い下さい

メモリ地点が登録されていな
いときに、メモリ地点で地図を
呼び出そうとしたため。

メモリ地点を登録してからお使いく
ださい。（→ 109）

これ以上登録できま
せん
消去してからお使い
下さい

メモリ地点（自宅・特別メモリ
地点含む）400 カ所・G メモ
リ地点100 カ所登録している
ときに、さらに登録しようとし
たため。

不要なメモリ地点を消去してから登
録してください。（→ 114）

セットで を乗降IC
に設定します
次候補で別の出入口
を探します

指定した IC に出口（入口）が
複数あるため。

希望の出口（入口）のときは、
 にタッチしてください。

希望の出口（入口）でないときは、
 にタッチしてください。

指定したICは時間規制
によりご利用できない
場合があります
IC指定を続けますか？

指定した IC に時間規制がある
ため。

指定を続けるとき、  にタッチ
してください。
指定をやめるとき、  にタッ
チしてください。

指定された出入口 IC
は規制があります
ご注意下さい

時間規制のある IC を利用時間
内に通過できないおそれがあ
るため。

指定している前後のICから乗降して
ください。

○○○○上に目的地
を設定しますか？ 
[ 高速道路、有料道路
など ] 

高速道路、有料道路上などで目
的地を設定しようとしたため。

そのまま設定するときは、
 にタッチしてください。

別の道路に設定するときは、
 にタッチしてください。

メッセージ 原　因 処　置

はい
セット

いいえ

セット

次候補

はい

いいえ

設定する

他の道路
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ちょっとした操作のちがいで故障と間違えることがありますので、次の表に基づき、
まず確認してください。
処置をしても直らないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。

指定された区間の前
後に乗降 IC または通
過道路が決定済みで
す
指定を解除します
か？

乗降 IC または通過道路を指定
してある前後に目的地を追加
しようとしたため。

乗降ICまたは通過道路の指定を解除
して目的地の追加を続けるときは、

 にタッチしてください。
乗降ICまたは通過道路の指定を解除
せず目的地の追加を続けるときは、

 にタッチしてください。

ルート沿いに該当す
る施設がありません

ルート沿いの施設を検索する
とき、近くに該当する施設が見
つからないため。

場所を移動するか、ほかの施設で検
索してください。

該当する施設があり
ません

施設を検索するとき、近くに該
当する施設が見つからないた
め。

条件を変更して、再度検索してくだ
さい。

故障とお考えになる前に

症　状 考えられること 処　置

走行しても地図が動
かない。

現在地画面以外になっていま
せんか。

現在地画面を表示させてください。
（→ 43）

自車位置マーク が
表示されない。

GPS マークが表示さ
れない。

GPS 情報を利用できない状態
ではありませんか。

周囲に障害物がない所へ移動する
か、GPS アンテナ上部（→ 29）に
物が置いてあるときは、移動させて
ください。

音声案内が出力され
ない。

案内中止になっていませんか。 目的地案内を中止したときは、目的
地案内を再開させてください。
（→ 87）

案内の音量が小さく（音声OFF
に）なっていませんか。

音量を大きくしてください。（→67）

モニターの画面中に
小さな斑点や輝点が
ある。

液晶パネル特有の現象です。液
晶パネルは非常に精密度の高
い技術でつくられており、
99.99％以上の有効画素があ
りますが、0.01％以下の画素
欠けや常時点灯するものが生
じることがあります。

故障ではありませんので、そのまま
ご使用ください。

メッセージ 原　因 処　置

はい

いいえ
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“ パワー ”スイッチを
ON モードにしたあ
と、しばらく画面にム
ラがある。

寒冷時、液晶パネルのバックラ
イトの特性上、光ムラが発生す
ることがあります。

バックライトが温まれば、数分後に
は解消されます。

画面が見にくい。 画面のコントラスト、明るさ調
整は適正ですか。

コントラスト、明るさを調整してく
ださい。（→ 24）

実際の現在地と異な
る場所に自車位置
マーク が表示され
ている。
（自車位置マーク が
ずれている。）

人工衛星の状態、車両の状態
（走行場所や運転条件）などに
より、自車位置マーク がず
れることがあります。また、新
設道路など、地図データが実際
の道路形状と異なる道路を走
行すると、自車位置マーク
がずれることがあります。

しばらく走行すると、マップマッチ
ングや GPS 情報が利用されて、現
在地が自動的に修正されます。（場合
によっては、数分程度かかることが
あります。） 
GPS 情報が利用されず、現在地が
自動的に修正されないときは、安全
な場所にいったん停車して、現在地
の修正を行ってください。（→ 118）

症　状 考えられること 処　置
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ナビを使いこなすために

次のようなときは、故障ではありません。

■以下のような車両の状態（走行場所や運転条件）のときは、実際の現在地と異なる
場所に自車位置マーク が表示されている（自車位置マーク がずれている）こ
とがあります。

� 角度の小さなY字路を走行しているとき、他方の道に自車位置マーク が表示され
ることがあります。

� 隣の道路に自車位置マーク が表示されることがあります。
� 市街図を表示させているとき、自車位置マーク やルート表示が反対車線や道路
以外の場所に表示されることがあります。

� 市街図から市街図以外の縮尺の地図に切り替えたとき、ほかの道路に自車位置マー
ク が表示されることがあります。

� フェリー、車両運搬車などで移動したあと、自車位置マーク が移動前の位置に
なっていることがあります。

� 自車位置マーク を手動で修正したときに、正しい位置に修正しない状態で走行
したとき

� 補機バッテリーターミナルを脱着したあと
� らせん状の道路を走行しているとき
� 勾配の急な山岳等を走行しているときや急カーブを走行しているとき
� 地下駐車場や立体駐車場などでの切り返しや、ターンテーブルで回転をしたあと、
一般道路に出たとき

� 渋滞・交差点の手前などで、発進・停止を繰り返したときや徐行運転時
� 砂、砂利、雪道などのすべりやすい道路を走行しているとき
� タイヤチェーンを装着して走行しているとき
� タイヤを交換したとき（とくに応急用タイヤ、スタッドレスタイヤ使用時） 
� 指定サイズ以外のタイヤを使用したとき
� タイヤの空気圧が4輪とも指定の空気圧でないとき
� 摩耗したタイヤに交換したとき（2 シーズン目以降のスタッドレスタイヤなど） 
� ビルの近くを走行したとき
� ルーフキャリヤを取りつけたとき
� 高速走行中、長距離のルート探索を行ったとき

以上のようなときでも、しばらく走行すると、マップマッチングや GPS 情報が利用
されて、現在地が自動的に修正されます。（場合によっては、数分程度かかることがあ
ります。）

精度について

知 識

このシステムは、タイヤの回転などを元にして作動していますので、タイヤを交換すると精度
が悪くなることがあります。
タイヤを交換したときは、自動補正を行ってください。（→ 119）
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ナビを使いこなすために

■このシステムは、GPS 情報・各種センサーなどのほかにバックカメラの画像認識機
能を使い、道路上のペイントを認識し、地図データベースの情報と比較することで、
より精度の良い自車位置の特定を行っています。したがって以下のような場合、一
時停止線までの距離や走行しているレーンの位置が正しく認識されないことがあり
ます。

� 明るさ、外乱光や影の影響
･ 街灯などの光源が無く暗い道路を夜間走行するとき
･ 夜間に番号灯の消灯・バルブの切れ・よごれ、光学式ナンバーなどにより、車両後方が暗い
とき

･ 夜間、後続車が接近しているときや、後続車のヘッドライトが上向きになっているとき
･ 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れて光っていたり、水たまりがあるとき
･ 自車・他の車両・ガードレール・街路樹など、道路構造物の陰の中や近くに道路上のペイン
トがあるとき

･ 朝日や夕日など、太陽の光がカメラに入るとき
･ トンネルの出入口など明るさが急激に変化するとき

� 道路上のペイントや路面の状態（カスレ、よごれ、隠れ）の影響
･ 道路上のペイントが存在しない
･ 道路上のペイント周辺に積雪や融雪剤があるとき
･ 道路上のペイント周辺に道路上のペイントを隠す障害物があるとき、路面の色や明るさが一
様でないとき

･ コンクリート路のように道路上のペイントと路面のコントラスト差が少ない道路
･ カスレやよごれにより、はっきり見えないとき
･ 路面補修痕、タイヤのスリップ痕、道路の継ぎ目などがあるとき
･ 道路上のペイントの寸法や形状が規格外のとき
･ マフラーからの煙がカメラ視野に入ってくるとき

� 車両・走行状態の影響
･ 車高が著しくかわったとき
･ タイヤを交換した直後
･ キャンピングカーなどをけん引しているとき
･ 車が停車しているときや、微速走行しているとき
･ 凹凸がある路面の走行や、障害物回避などの動作によりジグザグ走行をしたとき
･ 著しく速度が速いとき

� カメラの状態の影響
･ カメラのレンズがよごれたり、水滴が付着していたり、曇っているとき
･ バックドアが開いたまま走行しているとき
･ 車両後部をぶつけたりして、カメラの位置や方向がずれたとき
･ カメラの視野を遮るものを装着したとき

� その他
･ 地図と現地の状況が合わなくなったとき（道路工事で道路上のペイント状況が変わったな
ど）

･ 測位性能が低下したときや道路上のペイントの種類、配置状況などにより画像認識が困難な
とき
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ナビを使いこなすために

■探索条件や走行場所により、以下のように適切な目的地案内が行われないことがあ
ります。

� 直線道路走行中に、直進の案内が行われることがあります。
� 交差点で曲がるのに、案内が行われないことがあります。
� 案内が行われない交差点があります。
� U ターン禁止の場所で、U ターンするルートの案内が行われることがあります。
� 実際には通行できない道（進入禁止の道路、工事中の道路、道幅が狭い道路など）
の案内が行われることがあります。

� 目的地までの道路がなかったり、細い道路しかないときは、目的地から離れた所ま
でしか目的地案内が行われないことがあります。

� ルートからはずれたとき（手前の交差点などで曲がったときなど）、音声案内が誤っ
て出力されることがあります。

� 実際の現在地と異なる場所に自車位置マーク が表示されている場合、誤った案
内をすることがあります。

■ルート再探索時、以下のようなことがあります。
� 再探索時のルートの表示が、次の右左折までに間に合わないことがあります。
� 高速走行時の再探索時間が長いことがあります。
� 再探索時に、ルートが遠まわり（大まわり）になることがあります。
� 通過するはずの目的地を通らずに最終の目的地に向かうとき、再探索すると、通過
するはずの目的地へ戻るルートが表示されることがあります。

� 再探索しても、ルートがかわらないことがあります。
� ルートが探索されないことがあります。
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地図について
地図について

ハードディスクに収録されているデータベースなどの情報は、使用データ画面で確認
できます。

※装備の有無などにより、実際の画面と異
なることがあります。

地図データについて

道路・地名・施設情報・料金は地図データ作成後、変更されることがありますので、
現場の状況と異なることがあります。※ 
なお、このGPS ボイスナビゲーションシステムの「地図」は国土交通省 国土地理
院発行の地形図、および地勢図をもとに、財団法人 日本デジタル道路地図協会作成
の「全国デジタル道路地図データベース」と株式会社 ゼンリンの地図情報を付加し
て、株式会社 トヨタマップマスターが製作したものです。
※最新の地図データに更新されるかたは、「マップオンデマンド（地図差分更新）」（→ 505）
をご覧ください。

知 識

･ 地図の作成に当たり、できる限り正確なものを提供できるよう道路の改良、新規開通などの情
報収集や現地調査などを行っております。しかしながら、道路・地名・施設情報・料金などは
日々刻々と変化しており、その性質上、道路の抜け、道路形状・道路名称・施設名称・料金の
間違いなどを完全にゼロにすることはできません。この点に留意してご利用ください。

･ 幅が3m 未満の区間を含む道路は、原則として地図データに収録されていません。道路工事や最
新の測量により、幅が3ｍ 未満の区間を含むと判定された道路は、地図データベースの更新時に
削除されることがあります。

地図データの情報を見るには

（画面外）→  → 地図更新画面設定・編集 地図更新

 にタッチ。
･ 使用データ画面に表示される  は、全更新
（→505）時に使用します。
全更新については、トヨタ販売店にご相談ください。

使用データ
地図更新
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地図について

地図データベースについて

いかなる形式においても、著作権者に無断でこの地図の全部、または一部を複製し、
利用することを固く禁じます。

この地図の作成に当たっては、国土交通省 国土地理院発行の2.5 万分の1 地形図、
および5 万分の1 地形図を使用しました。

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2.5万分の1
地形図を使用しました。（測量法 第30条に基づく成果使用承認 平15企指向第2号）

この地図の作成に当たっては、財団法人 日本デジタル道路地図協会の全国デジタル
道路地図データベースを使用しました。
（測量法 第 44条に基づく成果使用承認 06-052T）

2007 財団法人 日本デジタル地図協会
ZENRIN CO.,LTD. ＆（株）トヨタマップマスター ＆（株）昭文社

交通規制データの出典について
この地図に使用している交通規制データは、道路交通法及び警察庁の指導に基
づき全国交通安全活動推進センターが公開している交通規制情報を使用して、
（株）トヨタマップマスターが作成したものを使用しています。
道路交通規制の優先について
このデータが現場の交通規制と違うときは、現場の交通規制標識・標示等にした
がってください。
交通事故多発地点について
地図データに収録されている事故多発地点データは、警察庁及び国土交通省のデー
タを基に作成してあります。
渋滞考慮探索及び周辺迂回路探索について
JARTIC/VICS の情報を基にトヨタメディアサービス株式会社が作成したデータ
を使用しています。
統計交通情報について
統計交通情報データは、JARTIC/VICS 及び独自で収集した交通情報を基にトヨタ
メディアサービス株式会社が統計処理をしたデータを使用しています。
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地図について

･ 地図の縮尺の切り替えについて
�「地図縮尺の切り替え」（→ 45）

･ VICS・交通情報を表示する設定になってい
るときは、道路の表示色は異なります。
（→ 157)

地図のスケール表示について

地図左上に表示される  の 
の長さが約100m であり、表示されて
いる地図が 1/1 万縮尺であることを示
しています。

スケール表示 縮  尺

1/2500

1/5 千

1/1 万

1/2 万

1/4 万

1/8 万

1/16 万

1/32 万

1/64 万

1/128 万

1/256 万

1/512 万

1/1024 万

1/2048 万

知 識

1/2500 図は市街図表示（→ 50）に切り替
えたとき、表示することができます。

地図記号・表示について
表  示 内  容

高速道路
（都市高速道路・有料道路を含む）

国道

主要道

都道府県道

その他の道路（幅5.5m 以上）

その他の道路（幅3.0m 以上）

トンネルまたは整備計画区間
（各道路で表示色は異なります。）

私鉄

JR

水域

都道府県界

緑地

駅舎・敷地

記  号 内  容

官公庁

都道府県庁

市役所・東京23 区役所

町村役場・東京以外の区役所

警察署

消防署

郵便局

IC（インターチェンジ）

SA（サービスエリア）

PA（パーキングエリア）

スマート IC
（ETC専用インターチェンジ）
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地図について

※列車が頻繁に通過するため、通過するのに
時間がかかる踏切。
･ 地図データに収録されているボトルネック踏み
切りデータは、国土交通省の資料を参考に作成
してあります。

･ 表示される記号・表示の位置は実際と異な
ることがあります。また、複数の施設が代
表して 1 つのマークで表示されることがあ
ります。

･ 右側の表示・記号は、ビジュアルシティマッ
プ表示にしたときのものです。（→ 54）

信号機

駐車場

駅

道の駅

フェリーターミナル

港湾

空港・飛行場

学校

幼稚園

病院・医院

電力会社・発電所

電話局

銀行・信用金庫・農協

デパートなど

ホテル・旅館など

ビル

工場

灯台

神社

寺院

教会

霊園・墓地

城・城跡

名所・観光地など

ゴルフ場

スキー場

海水浴場

アイススケート場

記  号 内  容

マリーナ・ヨットハーバー

陸上競技場・体育館

キャンプ場

公園

温泉

山

その他の施設

通常の踏み切り

ボトルネック踏み切り※

トヨタ販売店・トヨタ共販店

ダイハツ販売会社

ネッツ店

トヨタ L ＆ F 

記  号 内  容
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VICS・交通情報
VICS・交通情報の表示

■VICS・交通情報の表示例

通常の地図

VICS・交通情報には、現況情報と統計情
報があります。

■現況情報
現況情報は次の情報です。

＜現況VICS 情報＞
VICS センターから提供される現況の情報

＜現況交通情報＞

G-BOOK センターから提供されるプロー
ブコミュニケーション交通情報（→520） 

■統計情報
過去の交通情報を統計処理した情報で
す。
･ この情報は、地図データに収録されていま
す。現況情報が受信できないときでも、日
時・時間帯に応じた情報を表示できます。

VICS・交通情報の表示

地図上に VICS・交通情報（VICS 記
号・表示）を表示することができます。
（→ 157）

渋滞情報の表示例
渋滞 混雑 空き道

現況情報

統計情報

G-BOOK オンラインサービス利用時

知 識

･ 現況情報は、1/16 万図より詳細な地図で表
示することができます。VICS 記号によって
は、1/16 万図では表示できない記号もあり
ます。

･ 統計情報は、1/8 万図より詳細な地図で表示
することができます。

･ 現況交通情報は、Gルート探索（→525）す
ると取得することができます。

･ 現況情報と統計情報を同時に表示する設定
にしている場合は、現況情報を優先して表
示します。

･ 現況交通情報・統計情報は表示されない地
点があります。また、地図差分更新（→505）
などにより今まで表示されていた地点で
も、表示されなくなることがあります。

･ 提供される現況交通情報・統計情報は、実
際の交通状況と異なる場合がありますの
で、あくまでも参考としてください。

･ 表示する地図の種類によっては、VICS・交
通情報を表示させることができない場合が
あります。
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VICS・交通情報

タイムスタンプにタッチすると、渋滞・
規制音声案内を出力することができま
す。（→ 147）

■時刻表示について
� 現況情報が提供された時刻を示してい
ます。（現況情報が受信された時刻では
ありません。） 

� 現況情報が継続して受信されないと、約
30 分後に自動的に消去され、 
の表示になります。
現況情報が受信されていて、地図に表示
する情報がないときも、表示が 
になります。

�“ パワー ”スイッチをONモードにし
た直後など、現況情報が受信されるま
では  の表示になります。

■色について
目的地案内中で現在地がルート上にある
とき、ルート上（約10km 以内）に現況
情報があると色がかわります。
� 赤色（  ）…… 渋滞情報
� 橙色（  ）…… 混雑情報
� 黄色（  ）…… 交通規制情報

■文字表示について
現況 VICS 情報を受信すると「VICS」、
現況交通情報を受信すると「交通情報」と
表示します。
� 現況 VICS 情報・現況交通情報の両方
が受信されていないときは、「交通情
報」が灰色になります。

� 1/32 万図より広域な地図では「交通
情報」と表示します。

�“ パワー ”スイッチをONモードにし
た直後など、現況情報が受信されるま
では「交通情報」と表示します。

規制情報の記号、または駐車場情報の記
号にタッチ。

タイムスタンプについて

タイムスタンプ

- - : - -

- - : - -

- - : - -

8：00
8：00
8：00

知 識

現況VICS情報と現況交通情報を同時に表示で
きるときは、「VICS」と表示します。

VICS 記号の内容の表示

知 識

VICS 記号によっては、内容が表示されない
VICS 記号もあります。
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VICS・交通情報

1  にタッチ。

2 VICS・交通情報を表示する道路を選
択する。
……………高速道路・一般道路に

表示
……高速道路のみに表示
 ※ … 一般道路のみに表示

※ハイウェイモード（→ 62）では、「一般道
のみ」に設定しているときでも、VICS・交
通情報を表示できます。
･ VICS・交通情報を表示したときは、タイ
ムスタンプが表示されます。

 にタッチ。

･ タイムスタンプも表示されなくなります。

1  にタッチ。

2 表示するVICS・交通情報を選択し、
 にタッチ。
 ※… 渋滞・混雑している道

路の表示
 ※ …… 空いている道路の表示
…… 事象・規制がある道路

の表示
……… 駐車場情報の表示

※渋滞・混雑、空き道は統計情報を表示する
ことができます。また、現況情報と統計情
報を同時に表示することもできます。ただ
し、同じ地点に両方の情報があるときは、現
況情報を優先して表示します。
･ 作動表示灯が点灯している項目が表示さ
れます。

VICS・交通情報の表示設定

VICS・交通情報の表示

地図表示中 →  → 表示変更画面

VICS・交通情報表示の消去

地図表示中 →  →
 → VICS・交通情報画面

表示変更

VICS・交通情報

全て

高速道のみ
一般道のみ

表示変更
VICS・交通情報

非表示

表示するVICS・交通情報の選択

地図表示中 →  →
 → VICS・交通情報画面

表示変更
VICS・交通情報

表示設定

完了
渋滞・混雑

空き道
規制情報

駐車場
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VICS・交通情報の活用

次のようなときに、音声案内が出力され
ます。

■音声案内の例

＜ VICS 表示がある地点＞
「およそ1km 先 渋滞があります」

＜ VICS 記号のある地点＞
「およそ5km 先 電気工事のため 車線
規制中です」

音声案内はあくまでも参考としてくださ
い。

渋滞・規制音声自動発声の出力する／し
ないを設定できます。( → 125)

タイムスタンプにタッチ。

･ 一度音声案内が出力されるとタイムスタ
ンプが灰色（タッチスイッチ）になり操
作することができます。

1  にタッチ。

2  または  にタッチ。

渋滞・規制音声案内

目的地案内中で、現在地がルート上に
あるとき、ルート上（約10km 以内）
の現況情報を音声案内させることがで
きます。

知 識

･ 音声案内の例は一般的なものであり、状況
などにより異なった音声案内が出力される
ことがあります。

･ 自車位置が正確に特定できないときなど
に、音声案内が出力されなかったり、まれ
に遅れたり、誤った音声案内が出力される
ことがあります。

渋滞・規制音声案内の再出力

一度出力された渋滞・規制音声案内を
再度出力させることができます。

地図表示中 

知 識

VICS 渋滞・規制音声自動発声を「しない」に
設定していても、タイムスタンプが灰色になっ
ていれば、タッチすると渋滞・規制音声案内を
出力させることができます。

VICS 図形情報・文字情報の
表示

（画面外）→（  ）→ 情報画面

タイムスタンプ

情報・G 情報

VICS

FM図形 FM文字
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3 情報の番号（  ・  ・  … ）に
タッチ。
･ 文字情報または図形情報に切り替えるとき
�  または  にタッチ。

4  ・  または  にタッチ。
･ 前回情報を表示させたときに「自動送り」
を選択していると、情報を表示すると同
時に自動送りが開始されます。

･ 情報のページを送るとき
�  ・  にタッチ。

･  にタッチすると、情報が自動で
送られます。すべての情報が表示されたあ
とは、最初のページに戻ります。
走行中は自動送りできません。

･ 情報の自動送りを中止するとき
�  にタッチ。

･ 自動送り中に  ・  にタッチして、
情報を送ったときは、自動送りは中止さ
れます。

･ 文字情報または図形情報に切り替えるとき
�  または  にタッチ。

･  にタッチすると、3 の画面が表示
されます。

■割込情報の表示例

■割込情報を切り替えるとき
 ・  にタッチ。

･ 文字情報または図形情報に切り替えるとき
�  または  にタッチ。

･  にタッチする、または約15 秒以上
操作しなかったときは、元の画面に戻ります。
表示時間は調整することができます。
( → 149)

1  にタッチ。

2  ・  にタッチして、割込情報を切
り替える。

※画面は、図形情報を使用しています。文
字情報を表示したときも操作方法は同じ
です。

割込情報（ビーコン即時案内） 
の表示

ビーコンユニットを装着したとき

ビーコンからの現況VICS 情報が受信
されたとき、VICS 文字情報または図
形情報を自動的に表示させることがで
きます。

1 2 3

文字 図形

▲ ▼ 自動送り

▲ ▼
自動送り

停止
▲ ▼

文字 図形
目次

知 識

表示させている画面により、割込情報が表示さ
れないことがあります。

割込情報の呼び出し

割込情報の表示を「しない」に設定し
ているときに、受信された割込情報を
表示させることができます。
また、一度表示された割込情報を再度
表示させることもできます。

（画面外）→（  ）→ 
→ VICS 画面

知 識

提供時刻より約30分以上経過した割込情報は、
表示させることができません。

▲ ▼

文字 図形
表示消

情報・G 情報 VICS

割込情報

▲ ▼
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･ 文字情報または図形情報に切り替えると
き
�  または  にタッチ。

1 VICS 割込設定の  にタッチ。

2 割込設定をし、  にタッチ。

3  にタッチ。（1の画面）

自動割込のする／しないを設定できま
す。

各項目の  または  にタッ
チ。

■注意警戒情報　自動割込
注意警戒情報の表示

■ビーコン文字表示　自動割込
文字情報の表示

■ビーコン図形表示　自動割込
図形情報の表示

割込情報の表示時間を調整できます。
� 長くするとき�  にタッチ。
� 短くするとき�  にタッチ。

割込情報の表示設定
ビーコンユニットを装着したとき

割込情報の表示／非表示の設定、およ
び割込情報の表示時間の調整をするこ
とができます。

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

文字 図形

設定・編集 ナビ詳細設定
その他

変更する

完了

完了

自動割込の設定

知 識

自動割込情報を「しない」に設定していても、
緊急情報が受信されたときは、自動的に文字情
報または図形情報が表示されます。

自動割込表示時間の調整

する しない

▼
▲
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ビーコンからの現況 VICS 情報が受信さ
れたとき、受信された渋滞・規制情報が
考慮されたルート探索ができます。

渋滞予測情報が取得されたときは、取得
された渋滞・規制情報が考慮されたルー
ト探索ができます。( → 525)

■渋滞考慮探索の設定
渋滞考慮探索のする／しないを設定でき
ます。

1 渋滞考慮探索設定の  にタッ
チ。

2 渋滞考慮探索の  または 
にタッチし、  にタッチ。

3  にタッチ。（1の画面）

渋滞考慮探索（→ 150）・新旧ルート比較
表示を「する」に設定したとき、新旧ルー
ト比較表示ができます。

＜新ルートで案内するとき＞

 にタッチ。
･ 約10 秒以上操作しなかったときも、新ルー
トで案内します。

＜元ルートで案内するとき＞

 または  にタッチ。

渋滞考慮探索
ビーコンユニットを装着したとき

知 識

現在地から約10km 以内の渋滞・規制情報が考
慮されます。したがって、遠方の渋滞・規制情
報は考慮されません。

G-BOOK オンラインサービス利用時

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

設定・編集 ナビ詳細設定
ルート系設定

変更する

新旧ルート比較表示

ビーコンまたは G-BOOK センターか
ら提供される現況情報が受信され、渋
滞・規制情報が考慮されたルートが新
たに見つかったとき、右画面に新ルー
トと元ルートの比較と分岐点までの距
離を表示します。

する しない
完了

完了

新ルート

元ルート
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■新旧ルート比較表示の設定
新旧ルート比較表示のする／しないを設
定できます。

1 渋滞考慮探索設定の  にタッ
チ。

2 新旧ルート比較表示の  または
 にタッチし、  にタッチ。

3  にタッチ。（1の画面）

（画面外）→  →
 → ナビ詳細設定画面

知 識

･ 新旧ルート比較表示を「しない」に設定し
ていても、渋滞考慮探索（→150）を「す
る」に設定していて、渋滞を考慮したルー
トが新たに見つかったときは自動的に新し
いルートで案内します。

･ 新旧ルート比較表示では、VICS・交通情報
の表示設定（→146）に関わらず渋滞情報
が表示されます。
ただし、地図の縮尺によっては表示されな
いことがあります。（→ 144）

設定・編集 ナビ詳細設定
ルート系設定

変更する

する
しない 完了

完了
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VICS 放送局の選択

 にタッチ。
･ 表示される画面は、前回選択していたモー
ド（自動選択または手動選択）により異な
ります。

自動選択時

手動選択時

� 通常は、 （自動選択）にしてお
いてください。「オート」で受信されな
いときのみ、 （手動選択）
で放送局または放送エリアを選択して
ください。

 にタッチ。

1  にタッチ。

2 エリア選択時は、受信させる放送局のあ
る都道府県名にタッチ。
周波数選択時は、   ・

 にタッチして、放送局の周
波数を選ぶ。
･ 放送局の電波が受信されると、「受信中」
が表示されます。

3  にタッチ。

放送局の選択

現況VICS 情報を提供している FM 放
送局を選ぶことができます。

（画面外）→（  ）→ 
→ VICS 画面

知 識

新規エリアについては周波数を手動で選択し
ないと受信できない場合があります。

情報・G 情報 VICS

VICS選局

エリア選択 周波数選択

オート

マニュアル

自動選択

現在地がある都道府県の、VICS 提供
FM 放送局が受信され、現在地を移動
すると、自動的に放送局が切り替わり
ます。

（画面外）→（  ）→ 
→  → VICS 選局画面

手動選択

■エリア選択
選んだ都道府県のVICS 提供 FM 放送
局が受信されます。受信状態がかわる
と、選んだ都道府県内で自動的に放送
局が切り替わります。

■周波数選択
選んだ周波数の放送局が受信されま
す。受信状態がかわっても自動的に放
送局は切り替わりません。

（画面外）→（  ）→ 
→  → VICS 選局画面

情報・G 情報 VICS
VICS 選局

オート

情報・G 情報 VICS
VICS 選局

マニュアル

TUNE▲
TUNE▼

完了
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VICS の概要

VICS は大きく分けて「情報収集」、「情報処理・編集」、「情報提供」、「情報活用」の
4 つのブロックから成り立っています。

VICS リンクデータベースの著作権は、財団法人 日本デジタル道路地図協会・財団法
人 日本交通管理技術協会（TMT）が有しています。
VICS、およびこの機器に付与された のロゴマークは財団法人 道路交通情報通
信システムセンターの登録商標です。
※電波ビーコン・光ビーコンは、販売店装着オプションのビーコンユニットを装着したときのみ
受信することができます。

VICS について

VICS（Vehicle Information and Communication System：道路交通情報通信
システム）は、渋滞や事故・工事・所要時間・駐車場混雑状況などの道路交通情報
をリアルタイムに送信し、ナビゲーションなどの車載のモニターに表示するシステ
ムです。また、道路交通情報の提供を通して、安全性の向上・交通の円滑化による
環境の保全などを促進することを目的としています。

VICS サービスの仕組み

情報収集
（管理者システム）

情報処理・編集
（センターシステム）

情報提供
（サブシステム）

情報活用
（ユーザーシステム）

交通管理者（渋滞・事故・工事など） その他の情報源（駐車場など）

（財）日本道路交通情報センター

VICSセンター

FM 多重放送 電波ビーコン※ 光ビーコン※

VICSセンター情報の受信
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VICS は、FM 多重放送・電波ビーコン※・光ビーコン※ の 3 つのメディアを受信す
ることができます。
･ 3 つのメディアはそれぞれ特長が異なります。
※電波ビーコン・光ビーコンは、販売店装着オプションのビーコンユニットを装着したときのみ
受信することができます。

■FM 多重放送
FM 多重放送は、VICS 提供FM 放送局（NHK-FM）から電波の届く範囲の車両にVICS
情報の提供が行われます。

■電波ビーコン
電波ビーコンは、おもに高速道路の路側に設置されており、その地点を通過する車両
にVICS 情報の提供が行われます。

■光ビーコン
光ビーコンは、おもに一般道路の各車線ごとに設置されており、その車線を通過する
車両にVICS 情報の提供が行われます。

24 時間運用されています。
ただし、FM 多重放送は、第1・第3 月曜日のAM1：00 ～ 5：00 の間はメンテナンスの
ため休止する場合があります。
･ 休止時間については、VICS FM 多重放送の「お知らせ」で案内します。
･ VICS の運用時間は予告なく変更・廃止されることがあります。

この車載機は、VICS FM 多重放送以外の FM 多重放送をご覧になっているときは情
報を受信できません。

VICS のメディア

VICS の運用時間

VICS FM 多重放送を受信できないとき

知 識

VICS FM 多重放送を受信できない状態から、VICS 情報を表示できる地図画面、VICS 図形情報、
VICS 文字情報を表示させようとした場合、VICS 情報が表示されない、または地図画面上のVICS
タイムスタンプが更新されない状態になります。
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� 提供されるVICS情報はあくまでも参考としてください。（提供されるVICS情報は、
最新ではないことがあります。） 

� 電波や光の信号がうまく受信されないときは、一部の表示が乱れることがあります
が、新しい信号が正しく受信されれば正しい表示に更新されます。

� VICS の表示内容は、VICS センターが提供していますので、本書の画面と実際の
画面は異なることがあります。

� VICS 情報が発信されている地域により、情報の内容は異なります。
� VICS による交通情報（渋滞や混雑の矢印など）の地図への表示は、毎年、追加・更新・
削除され、その削除された部分は経年により、一部の情報が表示されなくなることがあ
ります。

� FM多重放送は、一定周期で情報が更新されますので、情報が揃うまでに時間がかか
ることがあります。

� 以下のようなときは、VICS 情報が受信されないことがあります。
･ トンネルの中にいるとき
･ 高層ビルの谷間にいるとき
･ 高架道路の下にいるとき
･ 盆地にいるとき
･ 大型車とすれちがったとき

� 電波ビーコンは、直線的にしか電波が届きません。
� 以下のようなときは、VICS情報が受信されないことや誤って受信されることがあり
ます。
･ 電波ビーコンを発信する路側に街路樹が茂っているとき
･ トンネルの中にいるとき
･ 高架道路の下にいるとき
･ 大型車と並んで走行しているとき
･ アンテナ付近に障害物があるとき
･ 高速道路の下の一般道路を走行しているとき、高速道路の電波ビーコンが受信されることが
あります。

� 以下のようなときは、VICS 情報が受信されないことや誤って受信されることがありま
す。
･ 太陽と重なったとき
･ 雪が積もっているときやフロントガラスがよごれているとき
･ アンテナ付近に障害物があるとき

知っておいていただきたいこと

FM多重放送特有の事項

電波ビーコン特有の事項

光ビーコン特有の事項
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より有効にVICS を利用していただくために、以下の用語の説明をご一読ください。

■緊急情報
津波情報などの緊急の伝達が必要とされる情報を受信すると、このシステムでは、ほ
かの情報より優先して提供・表示されます。

■交通情報関連の用語
（1）渋滞：交通の流れが非常に悪い状態を示します。
（2）混雑：交通の流れがやや悪い状態を示します。

■駐車場・SA・PA 関連の用語
（1）空車：駐車場（SA・PA）の利用が可能な状態を示します。
（2）混雑：駐車場（SA・PA）において、利用率が高い状態を示します。
（3）満車：駐車場（SA・PA）において、ほぼ満車の状態を示します。
（4）不明：駐車場（SA・PA）の情報がない状態を示します。
（5）閉鎖：駐車場が閉鎖されている状態を示します。

■以下の内容は、トヨタ販売店にご相談ください。
� VICS 車載機の調子・機能・使用方法・その他に関するもの
� VICS 情報の表示に関するもの
� VICS のサービスエリアに関するもの
� その他上記に類するもの

■以下の内容は、VICS センターにご相談ください。
� VICS 文字情報・VICS 図形情報に関するもの
� VICS の概念・事業計画（サービスエリアの計画）に関するもの

VICS の用語

VICS の問い合わせ先

VICS センター
･ 電話番号（受け付け時間…9：30 ～ 17：45、土曜・日曜・祝日を除く）

0570ー 00ー 8831（全国共通・PHS を除く） 
･ FAX 番号（受け付け時間…24 時間）

03ー 3562ー 1719
･ ホームページ
次のアドレスでも連絡先をご覧いただけます。
http://www.vics.or.jp/

連絡先およびアドレスは、予告なしに変更・休止することがあります。ご了承くだ
さい。
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※夜画のときは白色で表示されます。

･ 表示される記号・表示の位置は実際と異な
ることがあります。また、複数の VICS・交
通情報が代表して 1 つの記号で表示される
ことがあります。

VICS 記号・表示について
表  示 道路の種類

VICS 対象道

VICS 非対象道

通行止めの区間

渋滞している道路

混雑している道路

すいている道路

記　号 駐車場・SA・PA 情報

駐車場（空車）

駐車場（混雑）

駐車場（満車）

駐車場（不明）

駐車場（閉鎖）

SA・PA（空車）

SA・PA（混雑）

SA・PA（満車）

SA・PA（不明）

SA・PA（閉鎖）

記　号 規制情報

事故

故障車

路上障害

注意

地震警戒宣言

工事

火災

雨

※

凍結

雪

作業

通行止め

右折禁止

左折禁止

直進禁止

片側交互通行

チェーン規制

進入禁止

対面通行

車線規制

徐行

入口閉鎖

大型車両通行止め

入口規制

出口規制

速度規制

イベント

記　号 規制情報
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はじめに
はじめに

1 （画面外）を押す。
･ ディスプレイが開きます。

2 ディスクのラベル面を上にして挿入口
に差し込む。

･ ディスクは途中まで差し込むと自動的に引
き込まれます。

3 （画面外）を押す。
･ ディスプレイが閉じます。

ディスクの出し入れ

ディスクの入れかた

▲－ ・ 開 /閉

▲－ ・ 開 /閉

 注 意
･ 8cmCD を使用するときは、アダプター
を使用せずに、そのまま CD を挿入して
ください。アダプターを使用すると CD
を取り出せなくなるおそれがあります。

･ CDまたはDVDを挿入するときは、2枚
以上重ねて挿入しないでください。ディ
スクが取り出せなくなったり、故障の原
因となります。

･ 挿入口に CD または DVD 以外のものを
入れないでください。故障の原因となり
ます。
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はじめに

1 （画面外）を押す。
･ ディスプレイが開き、ディスクが排出され
ます。

2 ディスクを取り出したあと、
（画面外）を押す。

･ ディスプレイが閉じます。

■ディスプレイ開警告ブザー
ディスプレイ部を開いたまま“ パワー ”
スイッチをOFFにすると、“ピッピッピッ
ピッピッ”というブザー音でお知らせし
ます。

■挟み込み防止機能
ディスプレイ部の開閉時、異物の挟み込
みを感知すると、挟み込み防止機能が作
動します。
挟み込み防止機能が作動し、ディスプレ
イ部が途中で止まった場合は、

（画面外）を押して、挟み込
み防止機能の作動を解除してください。

ディスクの取り出しかた

 注 意
･ ディスプレイ部の開閉時は、手などを挟
まないよう注意してください。けがをし
たり、ディスプレイの故障の原因となり
ます。

･ ディスプレイ部を開けたまま走行しない
でください。急ブレーキ時などに開いた
ディスプレイ部に体が当たるなどして思
わぬけがをするおそれがあります。

･ ディスプレイ部を手で閉めないでくださ
い。ディスプレイが損傷するおそれがあ
ります。

･ ディスプレイ部を開けたとき、ディスプ
レイ上にコップや缶など物を置くと、
ディスプレイが損傷するおそれがありま
す。

･ ディスプレイ部の上にジュースなどをこ
ぼしたときは、すぐにふき取ってくださ
い。故障の原因となります。

･ ディスクが押し出された状態でディスプ
レイ部を閉めると、ディスクを傷つける
おそれがあります。

･ 熱やホコリなどからディスプレイ部を守
るため、ディスクを挿入する、または取
り出すとき以外はディスプレイ部を閉め
ておいてください。

▲－ ・ 開 /閉

▲－ ・ 開 /閉

▲－ ・ 開 /閉
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下のマークのついたディスクが使用でき
ます。

■市販ディスク
音楽CD

DVDビデオ

ビデオCD

■記憶されたディスク
CD-R/RW

DVD-R/RW

� ビデオモード（ビデオフォーマット）お
よび VRモード（ビデオレコーディング
フォーマット）で記憶された DVD-R/
RW の再生に対応しています。また、
CPRM対応のDVD-R/RWの再生にも
対応しています。

� コピーコントロール CD などの正式な
CD 規格に準拠していない特殊ディス
クには対応していません。

� CD-R/RW、DVD-R/RWは、記録状態、
記録方法やディスクの特性、キズ、よ
ごれ、長時間の車室内環境における劣
化により再生できない場合がありま
す。また、ファイナライズ処理されて
いないディスクは再生できません。

使用できるディスクについて

CD、DVDについて

 注 意
･ ディスクには指紋、よごれ、キズ等をつ
けないように取り扱ってください。

･ ディスクを扱うときは、中心の穴と端を
挟んで持ち、ラベル面を上にしてくださ
い。

･ ディスクのよごれは、プラスチックレン
ズ用メガネふきなどの柔らかく乾いた布
で軽くふき取ってください。手で強く押
したり、かたい布でこすると表面に傷が
つくことがあります。また、レコードス
プレー・帯電防止剤・アルコール・ベン
ジン・シンナーなどの溶剤や化学ぞうき
んなどを使用すると、ディスクが損傷し、
使用できなくなるおそれがあります。

･ ディスク取り出しスイッチを押して、
ディスクが飛び出た状態のまま長時間放
置しないでください。ディスクがそり、
使用できなくなるおそれがあります。

･ ディスクは直射日光を避けて保管してく
ださい。ディスクがそり、使用できなく
なるおそれがあります。
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 注 意
･ DualDisc には対応していません。機器の故障の原因となりますので、使用しないでくださ
い。

･ レンズクリーナーを使用すると、プレーヤーのピックアップ部の故障の原因となるおそれが
ありますので、使用しないでください。

･ 直径 12cm または 8cm の円形以外のディスクは再
生できません。特殊形状のディスクは、機器の故障の
原因となりますので、使用しないでください。

･ 低品質または変形したディスクは機器の故障の原因
となりますので、使用しないでください。

･ 記録部分に透明または半透明部分があるディスクは、
正常に出し入れや再生ができなくなるおそれがあり
ますので、使用しないでください。

･ セロハンテープ、シール、CD-R 用ラベルなどが貼っ
てあるディスクや、はがしたあとのあるディスクは使
用しないでください。プレーヤーが正常に作動しなく
なったり、ディスクが取り出せなくなるなど、故障の
原因となるおそれがあります。
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� プレーヤー内部を保護するため、異常
が生じたときは自動的にプレーヤーの
機能が停止します。画面に表示された
メッセージにしたがって操作しても、
なお機能が停止しているときは、故障
のおそれがありますのでトヨタ販売店
で点検を受けてください。

� 寒いときや雨降りのときは、車内のガ
ラスが曇るように、プレーヤー内部に
も露（水滴）が生ずることがあります。
この場合、音が飛んだり、再生が停止
したりしますので、しばらくの間、換
気または除湿してからご使用くださ
い。

� 悪路走行などで激しく振動した場合、
音飛びをすることがあります。

各種画面で情報として表示できる文字数
には制限があるため、すべてを表示でき
ないことがあります。また、記録されて
いる内容によっては正しく表示されな
かったり、表示ができないことがありま
す。

プレーヤーについて

文字情報の表示について
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はじめに
基本操作

“ パワー ”スイッチがアクセサリーモードまたはONモードのとき使用できます。

パワースイッチを押す。
･ スイッチを押すごとに、電源がONと OFF
に切り替わります。

･ オーディオモードスイッチを押しても電源
がONになります。

音量調整ツマミをまわす。

� 大きくするとき � 右へまわす。
� 小さくするとき � 左へまわす。

（画面外）を押す。
･ 選択されているモードの操作画面が表示さ
れます。

オーディオモードスイッチ

パワースイッチ／音量調整ツマミオーディオ操作画面

電源のON・OFF

知 識

オーディオを聞いているときに、車内または車
の近くでデジタル式携帯電話を使用した場合、
オーディオのスピーカーからノイズ（雑音）が
聞こえることがありますが、故障ではありませ
ん。

音量を調整する

 注 意
安全運転に支障がないように適度な音量で
お聞きください。

操作画面を表示する

オーディオやテレビの操作は、おもに
操作画面を表示させて行います。

知 識

操作画面を表示したとき、約 20秒以上操作し
ないと自動的に操作画面を表示する前の画面
に戻りますが、自動的に画面が切り替わらない
ように設定することもできます。(→ 27)

オーディオ
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･ オーディオの電源がOFFのときにスイッチ
を押すと電源がONになります。

……… ラジオを受信する
･ スイッチを押すごとに、AM・FMが切り替
わります。

…… サウンドライブラ
リ・外部機器を再生
する

･ スイッチを押すごとに、サウンドライブラ
リ・外部機器が切り替わります。

………… ディスクを再生する
……………… デジタルテレビを受

信する
……………… 交通情報を受信する

1 （画面外）を押す。

2 希望のモードを選択する。

…………… AMラジオを受信する
…………… FMラジオを受信する

…… CD または DVD を再
生する

………… サウンドライブラリを
再生する

………… iPod、USB メモリー
を再生する

………… 外部機器を再生する
…………… デジタルテレビを受信

する

モードの切り替え

オーディオモードスイッチで選択しま
す。

AM・FM

HDD・AUX

DISC
TV

操作画面で切り替える

操作画面を表示しているときは、画面
内のタッチスイッチで選択することも
できます。

知 識

次のようなときは、スイッチを操作しても選択
することができません。
･ ディスクが挿入されていないとき
（DVD・CDモード）
･ 再生するデータのない（録音されていない）
とき（サウンドライブラリモード）

･ iPod、USBメモリーが接続されていないと
き（USB モード）

･ Bluetoothポータブルオーディオプレーヤー
が登録されていない、および AUX 端子に機
器が接続されていないとき（AUXモード）

オーディオ

AM
FM
CD/DVD

HDD

USB

AUX
TV
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1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3 各項目を設定する。
･ 音設定画面には2つの画面があります。
･ 画面を切り替えるとき
�  または  にタッチ。

4 設定が終わったら、  にタッチ。

………… 強調する
………… 弱める

■前後音量バランス
…… 前側音量を強調する
…… うしろ側音量を強調する

■左右音量バランス
………… 右側音量を強調する
………… 左側音量を強調する

※ASL は Automatic Sound Levelizer の略

……… 補正する
……… 補正しない

音の設定をする

項目 ページ
音質の調整 170
音量バランスの調整 170
音量補正（ASL）の設定 170

音質の調整

TREB（高音）、MID（中音）、BASS
（低音）の調整をすることができます。

各オーディオ操作画面 ( → 168) → 
→ 音設定 1画面

知 識

各オーディオモードごとに独立して調整する
ことができます。

オーディオ

音設定

音設定 1 音設定 2

完了

音設定

+
－

音量バランスの調整

前後左右の音量バランスの調整をする
ことができます。

各オーディオ操作画面 (→ 168) → 
→ 音設定 1画面

音量補正（ASL※）の設定

走行時の車速に応じて音質や音量を自
動的に補正し、走行時でも停車時と同
様な音質・音量感で音楽を聞くことが
できます。

各オーディオ操作画面 (→ 168) → 
→  → 音設定 2画面

音設定

FRONT
REAR

R
L

音設定
音設定 2

ON
OFF
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ラジオ
ラジオの操作

ラジオを聞いているときに、 （画面外）を押すと、ラジオ操作画面が表示
されます。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

 （画面外）を押す。
･ ラジオを聞いているときにスイッチを押す
と、AM・FMの切り替えをすることができ
ます。

･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。（→169）

希望の放送局が記憶されているプリセッ
トスイッチにタッチ。
･ プリセットスイッチに放送局を記憶させた
いときや、記憶されている放送局を変更し
たいとき
�「放送局を記憶する」( → 172)

TUNEツマミをまわす。
� 周波数を高い方へ選択するとき
�右側にまわす。

� 周波数を低い方へ選択するとき
�左側にまわす。

オーディオ

SEEKスイッチTUNE ツマミ プリセットスイッチ

ラジオを聞く

知 識

･ ラジオの受信は、アンテナの位置が刻々と
かわるため電波の強さがかわったり、障害
物や電車、信号機などの影響により最良な
受信状態を維持することが困難な場合もあ
ります。

･ 放送を受信できても、放送局名が表示され
ないことがあります。

AM・FM

放送局を選ぶ

プリセットスイッチから選ぶ

ラジオ操作画面表示中（→171）

手動で選ぶ
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（画面外）を押す。
� 周波数を高い方へ選択するとき
�∧ 側を押す。

� 周波数を低い方へ選択するとき
�∨ 側を押す。

･ 途中で止めるとき�再度スイッチを押す。

1 記憶したい放送局の周波数を選択す
る。(→ 171)

2 記憶させたいプリセットスイッチを
“ピー”と音がするまでタッチし続け
る。

･ 記憶された周波数がプリセットスイッチに
表示されます。

 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ 画面に「AUTO.P」の表示が出ます。
･ 周波数の記憶操作が終了すると、“ピッ
ピッ”と音がして記憶した中で一番低い周
波数を受信します。

･ 記憶された周波数がプリセットスイッチに
表示されます。

･ 解除するとき�再度  にタッチ。

■AUTO.Pスイッチで記憶させた周波数
を変更するには

1 記憶したい放送局の周波数を選択す
る。(→ 171)

2 変更したい周波数が記憶されているプ
リセットスイッチを“ピー”と音がす
るまでタッチし続ける。

･ 記憶された周波数がプリセットスイッチに
表示されます。

自動で選ぶ

受信感度が良く、現在受信している周
波数に一番近い周波数を自動で選択し
ます。

知 識

地域や車の向きなどの条件により、すべての周
波数の受信感度が悪い場合、自動で選択できな
いことがあります。

放送局を記憶する

プリセットスイッチに周波数をあらか
じめ記憶させておくことにより、ワン
タッチで選局することができます。
･ 自宅付近などで日頃よくお聞きになる放
送局を記憶させておくと便利です。

ラジオ操作画面表示中（→171）

SEEK  TRACK

自動で放送局を記憶する

自動で受信可能な周波数を、一時的に
プリセットスイッチに記憶させること
ができます。
･ 旅先などで放送局の周波数がわからない
ときなどに便利です。

ラジオ操作画面表示中（→171）

AUTO.P

AUTO.P
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 にタッチ。
･ 画面に「エリア .P」の表示が出ます。
･ 解除するとき�再度  にタッチ。

（画面外）を押す。
･ 解除するとき�再度  を押す。

■記憶されている周波数を変更するには

1 AM放送を選択する。(→ 171)

2 記憶したい放送局の周波数を選択す
る。(→ 171)

3 （画面外）を“ピッ”と音がする
まで押し続ける。

知 識

･ 自動で周波数を記憶させても、  
にタッチする前（「AUTO.P」の表示が出て
いないとき）に記憶させた周波数は消去さ
れません。

･「AUTO.P」を解除すると、  に
タッチする前の周波数がプリセットスイッ
チに表示されます。

･ 受信感度の良い周波数を低い順に 6 局まで
自動的に記憶します。受信周波数が 6 局未
満のときは、残りのプリセットスイッチに
は何も記憶されません。

･ 地域や車の向きなどの条件により、すべて
の周波数の受信感度が悪い場合、自動で記
憶できないことがあります。

･ 同じ放送局からの受信でも、TUNE ツマミ
または SEEK スイッチで選択し、記憶させ
た周波数とAUTO.Pスイッチで記憶させた
周波数は一致しないことがあります。

･ AUTO.P スイッチによる周波数の記憶操作
を同じ場所で繰り返しても、受信感度の状
態によっては、操作ごとに記憶される周波
数が異なることがあります。

エリアスイッチについて

あらかじめナビゲーションがエリアご
とに記憶している放送局を表示させる
ことができます。（GPS の自車位置情
報により、今いる地域で放送されてい
る放送局の局名と周波数がプリセット
スイッチに表示されます。）
･ 旅先などで放送局の周波数がわからない
ときなどに便利です。

ラジオ操作画面表示中（→ 171）

AUTO.P

AUTO.P

エリア

エリア

知 識

･ プリセットスイッチにタッチし続けても、
周波数を記憶させることはできません。

･ AM 放送の場合、昼画表示（ライト消灯時）
と夜画表示（ライト点灯時）で、表示され
る周波数・放送局名が異なることがありま
す。

交通情報放送を受信する

交通情報放送を行っている地域で、あ
らかじめ記憶されている交通情報放送
局を受信することができます。

知 識

･ 新車時には 1620kHz にセットしてありま
す。

･  を押して、ラジオを受信しているとき
は、TUNE ツマミ・SEEK スイッチを操作
しても、周波数は切り替わりません。
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音楽CDの操作

CDを聞いているときに、 （画面外）を押すと、CD操作画面が表示されま
す。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

■CDが挿入されていないとき
CDを挿入する。(→ 163)

■CDが挿入されているとき
（画面外 )を押す。

･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。（→169）

オーディオ

TRACKスイッチ

CDを聞く

DISC

知 識

･ 再生している CD にアーティスト名などの
情報が収録されていなくても、本機のデー
タベースに該当する情報がある場合は表示
されます。

･ ディスク挿入時にディスクの種類を判別し
ているため、再生までに時間がかかります。

･  にタッチすると、現在再生中のCD
をサウンドライブラリに録音します。
( → 205)

･ CD を再生したとき、自動的に録音を開始す
るように設定することもできます。
( → 206)

録音開始
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（画面外）を押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

1  にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。

･ 走行中はリスト表示を切り替えることは
できません。

（画面外）を押し続ける。
� 早送りするとき
�∧ 側を押し続ける。

� 早戻しするとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき�再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき�再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 希望の曲になったら、再度  にタッ
チすると、その曲の再生を続けます。

･ 全曲の再生が終わったら、自動的に解除さ
れます。

聞きたい曲を選ぶ

TRACKスイッチで選ぶ

リスト画面で選ぶ

CD操作画面表示中（→174）

知 識

ハードディスクに録音されている曲には録音
済みアイコンが表示されます。

早送り、早戻しする

SEEK  TRACK

LIST

録音済みアイコン

SEEK  TRACK

同じ曲を繰り返し聞く

選択している曲を繰り返し再生するこ
とができます。

CD操作画面表示中（→ 174）

曲の順番をランダムに聞く

ランダム（無作為）に曲を選択し再生
することができます。

CD操作画面表示中（→ 174）

曲を探す

全曲の始めの部分を約 10 秒間つぎつ
ぎに再生することができます。

CD操作画面表示中（→ 174）

RPT

RPT

RAND

RAND

SCAN

SCAN
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MP3/WMAディスクの操作

MP3/WMA ディスクを聞いているときに、 （画面外）を押すと、MP3/
WMA操作画面が表示されます。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

■ディスクが挿入されていないとき
ディスクを挿入する。(→ 163)

■ディスクが挿入されているとき
（画面外 )を押す。

･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。（→169）

� うしろにあるとき
�FOLDERの  にタッチ。

� 前にあるとき
�FOLDERの  にタッチ。

オーディオ

TRACKスイッチFILE ツマミ

MP3/WMAディスクを聞く

知 識

ディスク挿入時にディスクの種類を判別して
いるため、再生までに時間がかかります。

DISC

聞きたいフォルダを選ぶ

操作画面で選ぶ

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

▲

▼
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1 FOLDERの  にタッチ。

2 聞きたいフォルダにタッチ。

･ 走行中はリスト表示を切り替えることは
できません。

（画面外）を押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

FILE ツマミをまわす。
� うしろにあるとき�右側にまわす。
� 前にあるとき�左側にまわす。

1 FILE の  にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。

･ 走行中はリスト表示を切り替えることは
できません。

（画面外）を押し続ける。
� 早送りするとき
�∧ 側を押し続ける。

� 早戻しするとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき�再度  にタッチ。

リスト画面で選ぶ

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

聞きたい曲（ファイル）を選ぶ

TRACKスイッチで選ぶ

FILE ツマミで選ぶ

LIST

SEEK  TRACK

リスト画面で選ぶ

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

早送り、早戻しする

同じ曲(ファイル)を繰り返し
聞く

選択している曲を繰り返し再生するこ
とができます。

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

LIST

SEEK  TRACK

RPT

RPT
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 に“ピー”と音がするまでタッチ
し続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき�再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき�再度  にタッチ。

 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき�再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 希望の曲になったら、再度  にタッ
チすると、その曲の再生を続けます。

･ 全曲の再生が終わったら、自動的に解除さ
れます。

 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 希望のフォルダになったら、再度 
にタッチすると、そのフォルダの再生を続
けます。

･ 全フォルダの先頭の曲の再生が終わった
ら、自動的に解除されます。

同じフォルダを繰り返し聞く

選択しているフォルダを繰り返し再生
することができます。

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

フォルダの中からランダムに
聞く

選択しているフォルダの中からランダ
ム（無作為）に曲を選択し再生するこ
とができます。

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

全フォルダの中から
ランダムに聞く

全フォルダの中からランダム（無作為）
に曲を選択し再生することができま
す。

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

RPT

RPT

RAND

RAND

RAND

RAND

フォルダの中から
曲（ファイル）を探す

選択しているフォルダの全曲の始めの
部分を約 10 秒間つぎつぎに再生する
ことができます。

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

フォルダを探す

全フォルダの先頭の曲の始めの部分を
約 10 秒間つぎつぎに再生することが
できます。

MP3/WMA操作画面表示中（→176）

SCAN

SCAN

SCAN

SCAN
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MP3（MPEG Audio LAYER3）は音声圧縮技術に関する標準フォーマットです。
MP3を使用すれば、元のファイルを約1/10のサイズに圧縮することができます。

WMA（Windows Media Audio）はマイクロソフト社の音声圧縮フォーマットです。
MP3よりも小さいサイズに圧縮することができます。

使用できるMP3/WMAファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマットに
は制限があります。MP3/WMA ファイルを書き込むときには次のことに注意してく
ださい。

■対応規格
MP3（MPEG1 LAYER3、MPEG2 LSF LAYER3）

■対応サンプリング周波数
MPEG1 LAYER3 ：32、44.1、48（kHz）
MPEG2 LSF LAYER3 ：16、22.05、24（kHz）

■対応ビットレート
MPEG1 LAYER3 ：64、80、96、112、128、160、192、224、256、

320（kbps）
MPEG2 LSF LAYER3 ：64、80、96、112、128、144、160（kbps）
※VBRに対応しています。

■対応チャンネルモード
ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチャンネル、モノラル

■対応規格
WMA Ver.7、8、9

■対応サンプリング周波数
32、44.1、48（kHz）

■対応ビットレート
Ver.7、8 ：CBR 48、64、80、96、128、160、192（kbps）
Ver.9 ：CBR 48、64、80、96、128、160、192、256、320（kbps）
※2ch 再生のみ対応しています。

MP3/WMAについて

再生可能なMP3ファイルの規格について

再生可能なWMAファイルの規格について
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MP3 ファイルには、ID3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することができ、曲の
タイトル、アーティスト名などを保存することができます。
ID3 Ver.1.0、1.1、ID3 Ver.2.2、2.3 の ID3 タグに対応しています。（文字数は
ID3 Ver.1.0、1.1 に準拠します。）

WMAファイルには、WMAタグと呼ばれる付属文字情報を入力することができ、ID3
タグと同様に曲のタイトル、アーティスト名を保存することができます。

MP3/WMAの再生に使用できるメディアはCD-ROMおよびCD-R、CD-RWです。
なお、CD-R、CD-RWは通常の音楽CDに使用されているディスクに比べ高温多湿環
境に弱く、一部の CD-R、CD-RW は再生できない場合があります。また、ディスク
に指紋や傷をつけた場合、再生できないことや、音飛びすることがあります。
一部のCD-R、CD-RWは長時間の車内環境において劣化するものがあります。
なお、CD-R、CD-RWは紫外線に弱いため、光を通さないケースに保管することをお
すすめします。

使用できるメディアのフォーマットは下記のとおりです。
� ディスクフォーマット ：CD-ROM Mode1

：CD-ROM XA Mode2 Form1
� ファイルフォーマット ：ISO9660レベル1、レベル2（ joliet Romeo ）

：UDF 2.01以下

上記フォーマット以外で書き込まれたMP3/WMAファイルは正常に再生できなかっ
たり、ファイル名やフォルダ名などが正しく表示されない場合があります。

規格ならびに制限事項は次のとおりです。
� 最大ディレクトリ階層 ：8階層
� 最大フォルダ名／ファイル名文字数 ：全角16文字。半角のみのときは32文字。
� 最大フォルダ数 ：192（ルート含む）
� ディスク内最大ファイル数 ：255

MP3/WMAと認識し再生するファイルはMP3/WMAの拡張子".mp3"/".wma"がつ
いたものだけです。
MP3/WMAファイルには、".mp3"/".wma" の拡張子をつけて保存してください。

ID3 タグ /WMAタグについて

使用できるメディアについて

使用できるディスクのフォーマットについて

ファイル名について



181

DVDプレーヤー

マルチセッションに対応しており、MP3/WMA ファイルを追記した CD-R および
CD-RWの再生が可能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。

MP3/WMA ファイルが収録されているディスクを挿入すると、最初にディスク内の
すべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックが終わると、最初のMP3/
WMAファイルを再生します。
ディスク内のチェックを早く終わらせるために、MP3/WMA ファイル以外のファイ
ルや必要のないフォルダなどを書き込まないことをおすすめします。
音楽データとMP3またはWMA形式のデータが混在しているディスクは、音楽デー
タのみを再生します。

マルチセッションについて

MP3/WMAの再生について

 注 意
MP3/WMA 以外のファイルに ".mp3"/".wma" の拡張子をつけると、MP3/WMA ファイル
と誤認識して再生してしまい、大きな雑音が出てスピーカーを破損する場合があります。
MP3/WMA以外のファイルに ".mp3"/".wma" の拡張子をつけないでください。

知 識

･ 安定した音質で再生するために、MP3の場合、128kbps の固定ビットレート、44.1kHz の
サンプリング周波数を推奨します。

･ CD-R、CD-RWはディスクの特性により読み取れない場合があります。
･ MP3/WMAは市場にフリーウェア等、多くのエンコーダソフトが存在し、エンコーダの状態
やファイルフォーマットによって、音質の劣化や再生開始時のノイズの発生、また再生できな
い場合もあります。
CD-R、CD-RW への書き込みについても同様にフリーウェア等、多くのライティングソフト
が存在し、ライティングソフト固有の書き込み方やオプションの設定状態などによって、再生
までに時間がかかったり、また再生できない場合もあります。

･ ディスクに MP3/WMA 以外のファイルを記録すると、ディスクの認識に時間がかかったり、
再生できない場合があります。

･ Microsoft、Windows、Windows Media は、米国 Microsoft Corporation の米国及びそ
の他の国における登録商標です。
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DVD（DVD-Video、DVD-VR）の操作

“ パワー ”スイッチがアクセサリーモードまたはONモードのときで、さらに安全上
の配慮から車を完全に停止し、パーキングブレーキをかけたときのみディスクの映像
をご覧になることができます。（走行中は音声だけになります。）
� ディスクの映像が表示されないとき� （画面外 ) を押す。（→183）

この項目では、DVD ビデオ（ビデオ方式で記録した DVD-R/RW 含む）・DVD-VR
（VR方式で記録したDVD-R/RW）の操作方法を説明しています。

DVD を操作する画面には、操作画面と各種切替画面があります。目的に応じていず
れかの画面を表示して操作します。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面や各種切替画面が表示されていないときでも操作する
ことができます。

･ 画面のタッチスイッチにタッチしたとき、画面に が表示されたときは、ディスクがその操
作を禁止していることを示していますので、その操作を行うことはできません。

■操作画面
ディスクを再生しているとき（音声のみを聞いているときを含む）に、 
（画面外）を押す、またはディスクの映像をご覧になっているときに画面にタッチする
と表示されます。

 または映像部分にタッチすると映像を全画面で表示します。

 、  、  は、DVDビデオ再生時のみ表示されます。

DISC

オーディオ

映像

TRACKスイッチ

トップメニュー メニュー
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■各種切替画面
操作画面で、  にタッチすると表示されます。

 または映像部分にタッチすると映像を全画面で表示します。

DVDビデオ再生時

■ディスクが挿入されていないとき
ディスクを挿入する。（→ 163）

■ディスクが挿入されているとき
（画面外 ) を押す。

･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。（→169）

ディスクを挿入する、またはディスクが
挿入されているときに DVD モードにす
ると、次のように表示されます。
� ディスク読込み中の画面が表示され、
その後再生をはじめます。

DVD-VR再生時

 ・  ・  ・  にタッチして、メ
ニュー項目を選択し、  にタッチ。
� ディスクによっては、メニュー項目に
直接タッチして選択できるものもあり
ます。

� 選択したメニュー項目が再生されま
す。

メニュー表示の画面例

･ オートスタートの設定（→ 191）がされて
いるときは、走行を開始すると自動的に再
生されます。

･ 表示されるメニュー項目や操作方法はディ
スクによって異なります。再生させている
ディスクに添付の取扱書をご覧ください。
（上の画面は一例です。）

各種切替
映像

DVDを再生する

DISC

メニュー画面が表示されたとき

DVDビデオ

決定
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1 暗証番号を入力する。
� 暗証番号については「視聴制限レベル
を設定する」（→ 190）をご覧ください。

･ 間違えたとき�  にタッチ。

2  にタッチ。

 にタッチ。
･ 通常再生するとき�  にタッチ。

 にタッチ。
･ 通常再生するとき�  にタッチ。

� 早送りするとき
�   にタッチし続ける。

� 早戻しするとき
�   にタッチし続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

暗証番号入力画面が表示された
とき

DVDビデオ

 警 告
DVDビデオでは、迫力のある効果音を得る
ために、通常の会話シーンの音量を小さく
して録音されているものがあります。この
ようなディスクで、会話シーンのときに音
量調整を行うと、効果音のシーンやDVDビ
デオ以外のモードにしたとき、音量が大き
すぎることがありますので、注意してくだ
さい。
音量が大きすぎると運転の妨げとなり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

知 識

･ ディスクに傷がついていたり、内部が結露
しているときは、画面の一部が表示されな
くなることがあります。

･ ディスクによっては読込み中の画面の表示
時間が長い場合があります。

･ メニュー項目の画面など音声が収録されて
いない場面があります。そのような場面で
は、音声が出力されない状態が継続されま
すので、一度、映像を確認して、再生など
の操作を行ってください。

修正

完了

映像を一時停止する

DVD操作画面表示中（→182）

映像を止める

DVD操作画面表示中（→182）

早送り、早戻しする

操作画面で操作する

DVD操作画面表示中（→182）

▲

■

▲

▲ ▲

▲ ▲
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（画面外）を押し続ける。
� 早送りするとき
�∧ 側を押し続ける。

� 早戻しするとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

1  にタッチ。

2  にタッチ。
� スイッチにタッチしている間、スロー
再生されます。

  にタッチ。
� タッチするごとに静止画が切り替わり
ます。

1  にタッチ。

2 タイトル番号を入力する。

･ 間違えたとき�  にタッチ。

3  にタッチ。

（画面外）を押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

（画面外）を押し続ける。
� うしろにあるとき
�∧ 側を押し続ける。

� 前にあるとき
�∨ 側を押し続ける。

TRACKスイッチで操作する

DVDビデオ

スロー再生する

DVD操作画面表示中（→ 182）

静止画を切り替える
DVD-VR

DVD操作画面（→ 182）→  →
各種切替画面

SEEK  TRACK

▲ ▲
各種切替

ページ送り

見たい場所を選ぶ

タイトルを選ぶ

DVD操作画面（→182）→  →
各種切替画面

チャプターを選ぶ

知 識

ディスクにより、操作できなかったり、異なる
動作をすることがあります。

プログラム（プレイリスト）を
選ぶ

DVD-VR

知 識

ディスクにより、操作できなかったり、異なる
動作をすることがあります。

各種切替

サーチ

修正

完了

SEEK  TRACK

SEEK  TRACK
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1  または  に
タッチ。

� メニュー画面を表示中に、操作スイッ
チが表示されていないとき
�   にタッチ。

2  ・  ・  ・  にタッチして、
メニュー項目を選択し、  にタッ
チ。

� ディスクによっては、メニュー項目に
直接タッチして選択できるものもあり
ます。

� 選択したメニュー項目が再生されま
す。

メニュー表示の画面例

･ 表示されるメニュー項目や操作方法は
ディスクによって異なります。再生させ
ているディスクに添付の取扱書をご覧く
ださい。（上の画面は一例です。）

1  にタッチ。

2  にタッチ。
� タッチするごとに、音声言語が切り替
わります。

メニュー画面を操作する
DVDビデオ

ディスク独自のメニュー項目を操作す
ることができます。

DVD操作画面表示中（→ 182）

メニュー トップメニュー

決定

音声を切り替える

音声が複数収録されているディスクの
場合、音声を切り替えることができま
す。

DVD操作画面（→182）→  →
各種切替画面

知 識

現在選択中の音声はDVDビデオ再生時のみ表
示されます。

各種切替

音声

音声切替
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1  にタッチ。

2  にタッチ。
� タッチするごとに、字幕言語が切り替
わります。

�  にタッチすると、字幕を表示
させないようにすることができます。
再び表示するとき
�再度  にタッチ。

1  にタッチ。

2  にタッチ。
� タッチするごとに、アングルが切り替
わります。

字幕を切り替える

字幕が複数収録されているディスクの
場合、字幕を切り替えることができま
す。

DVD操作画面（→ 182）→  →
各種切替画面

知 識

 および現在選択中の字幕はDVDビ
デオ再生時のみ表示されます。

各種切替

字幕

字幕切替

字幕消し

字幕消し

字幕消し

アングルを切り替える
DVDビデオ

複数のカメラで同時に撮影された映像
が収録されているディスクの場合、カ
メラアングルを切り替えることができ
ます。複数のアングルが収録されてい
るときは、マルチアングルマーク ( →
190) が表示されます。

DVD操作画面（→182）→  →
各種切替画面

各種切替

アングル

アングル切替
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 にタッチ。
� タッチするごとに、以下の順に切り替
わります。

1  にタッチ。

2  にタッチ。
･ プログラムを再生するとき
�  にタッチ。

 にタッチ。

1  にタッチ。

2  ・  ・  のい
ずれかにタッチ。

3  にタッチ。

音声モードを切り替える
DVD-VR

音声多重で収録されているディスクの
場合、主音声 / 副音声を切り替えるこ
とができます。

DVD操作画面（→ 182）→  →
各種切替画面

再生モードを切り替える
DVD-VR

ディスク内にプレイリストが作成され
ているときにプレイリストを再生する
ことができます。

DVD操作画面（→ 182）→  →
各種切替画面

知 識

ディスク内にプレイリストがないときは
 は表示されません。

各種切替

MAIN/SUB

主・副音声 主音声 副音声
MAIN/SUB　　　MAIN　　　SUB　

各種切替

再生モード

プレイリスト

プログラム

再生モード

ディスクで指定された位置まで
戻って見る

DVDビデオ

ディスクのあらかじめ決められた位置
へ移動し、その位置から再生されます。

DVD操作画面（→182）→  →
各種切替画面

知 識

ディスクにより、操作できなかったり、異なる
動作をすることがあります。

画面モードを切り替える

DVD操作画面（→182）→  →
各種切替画面

知 識

画面の表示については「画面モードについて」
（→26）をご覧ください。

各種切替

リターン

各種切替

Wide

Normal Wide 1 Wide 2

完了
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1  にタッチ。

2 各項目を設定する。
初期設定画面

※DVD-VRには反映されません。

3 設定が終わったら、  にタッチ。

1  にタッチ。

2 出力させる音声言語にタッチ。
�  にタッチしたとき
�「言語コードの入力」(→ 192）

3  にタッチ。

1  にタッチ。

プレーヤーの設定をする

あらかじめお好みの設定にしておけ
ば、ディスクを再生するたびに設定す
る必要がありません。

DVD操作画面（→ 182）→  →
各種切替画面

項目 ページ
音声言語の設定※ 189
字幕言語の設定※ 189
ソフトメニュー言語の設定※ 190
マルチアングルマーク表示の
設定※ 190

視聴制限レベルの設定※ 190
オートスタートの設定※ 191
音声ダイナミックレンジの設定 191
ドルビープロロジックの設定 191

知 識

 にタッチすると、視聴制限以外の項
目が初期設定の状態に戻ります。(→ 193)

各種切替

DVD初期設定

完了

初期状態

音声言語を設定する

DVDビデオ

優先して聞きたい音声の言語を設定す
ることができます。

DVD操作画面（→182）→  →
 → 初期設定画面

字幕言語を設定する

DVDビデオ

優先して表示したい字幕の言語を設定
することができます。

DVD操作画面（→182）→  →
 → 初期設定画面

各種切替
DVD初期設定

音声

その他

完了

各種切替
DVD初期設定

字幕
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2 表示させる字幕言語にタッチ。
�  にタッチしたとき
�「言語コードの入力」(→ 192）

3  にタッチ。

1  にタッチ。

2 表示させるソフトメニュー言語にタッ
チ。

�  にタッチしたとき
�「言語コードの入力」(→ 192）

3  にタッチ。

 にタッチ。
� タッチするたびに表示  非表示と切
り替わります。

1  にタッチ。

ソフトメニュー言語を設定する

DVDビデオ

ディスク独自のメニュー項目に表示さ
れる言語を設定することができます。

DVD操作画面（→ 182）→  →
 → 初期設定画面

その他

完了

各種切替
DVD初期設定

ソフトメニュー

その他

完了

マルチアングルマーク表示の設定
をする

DVDビデオ

マルチアングル ( → 200）で記憶され
ているディスクを再生させているとき
に表示されるマルチアングルマークを
「表示」または「非表示」に切り替える
ことができます。

DVD操作画面（→182）→  →
 → 初期設定画面

視聴制限レベルを設定する

DVDビデオ

視聴制限 ( → 200）のレベルを設定す
ることができます。

DVD操作画面（→182）→  →
 → 初期設定画面

各種切替
DVD初期設定

マルチアングル

マルチアングルマーク

各種切替
DVD初期設定

視聴制限
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2 暗証番号を入力する。

･ 暗証番号が未設定のとき（「ーーーー」が表
示されているとき）は、入力した番号が暗
証番号として登録されます。

･ 間違えたとき�  にタッチ。

3  にタッチ。

4 設定したい視聴制限レベルにタッチ。

5  にタッチ。

 にタッチ。
� タッチするたびに ON  OFFと切り
替わります。

 にタッチ。
� タッチするたびに MAX  STD 
MIN  MAXと切り替わります。

MAX：最大ダイナミックレンジ
STD：標準ダイナミックレンジ
MIN：最小ダイナミックレンジ

※ドルビープロロジックについては、「音声に
ついて」（→ 201）をご覧ください。

 にタッチ。
� タッチするたびに ON  OFFと切り
替わります。

知 識

暗証番号入力時、  に連続して10回タッ
チすると、暗証番号を初期化（未設定の状態
に）することができます。

オートスタートの設定をする

DVDビデオ

メニュー画面表示中に走行を開始した
とき、選択されているメニュー項目を
自動的に再生するように設定すること
ができます。

DVD操作画面（→ 182）→  →
 → 初期設定画面

知 識

ディスクにより自動的に再生することができ
ないことがあります。

修正

完了

完了

修正

各種切替
DVD初期設定

オートスタート

音声ダイナミックレンジの設定を
する

音声の最大値と最小値の比を設定する
ことができます。

DVD操作画面（→182）→  →
 → 初期設定画面

ドルビープロロジック※の設定を
する

2 チャンネル音声のとき、ドルビープ
ロロジックを選択することができま
す。

DVD操作画面（→182）→  →
 → 初期設定画面

知 識

ディスクにより  は灰色になり、操
作できないことがあります。

各種切替
DVD初期設定

音声ダイナミックレンジ

各種切替
DVD初期設定

Pro Logic

Pro Logic
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「字幕言語」のコード入力画面 1 言語コードを入力する。
･ 間違えたとき�  にタッチ。

2  にタッチ。

■言語コード一覧

言語コードの入力

音声言語・字幕言語・ソフトメニュー言語の初期設定で、  にタッチしたと
きは、言語コードを入力することにより、言語を選択することができます。

DVD操作画面(→182)→  →  →  （  、  ）
→  → 言語コード入力画面

その他

各種切替 DVD初期設定 音声 字幕 ソフトメニュー
その他

修正

完了

コード 言語名称 コード 言語名称 コード 言語名称 コード 言語名称
1001 日本語 0520 エストニア語 1214 リンガラ語 1911 スロバック語
0514 英語 0521 バスク語 1215 ラオス語 1912 スロベニア語
0618 フランス語 0601 ペルシア語 1220 リトアニア語 1913 サモア語
0405 ドイツ語 0609 フィンランド語 1222 ラトビア語 1914 ショナ語
0920 イタリア語 0610 フィジー語 1307 マダガスカル語 1915 ソマリ語
0519 スペイン語 0615 フェロー語 1309 マオリ語 1917 アルバニア語
1412 オランダ語 0625 フリジア語 1311 マケドニア語 1918 セルビア語
1821 ロシア語 0701 アイルランド語 1312 マラヤーラム語 1919 シスワティ語
2608 中国語 0704 スコットランドゲール語 1314 モンゴル語 1920 セストゥ語
1115 韓国語 0712 ガルシア語 1315 モルダビア語 1921 スンダ語
0512 ギリシャ語 0714 グアラニ語 1318 マラータ語 1922 スウェーデン語
0101 アファル語 0721 グジャラート語 1319 マライ語 1923 スワヒリ語
0102 アブバジア語 0801 ハウサ語 1320 マルタ語 2001 タミル語
0106 アフラカーンス語 0809 ヒンディー語 1325 ビルマ語 2005 テルグ語
0113 アムハラ語 0818 クロアチア語 1401 ナウル語 2007 タジク語
0118 アラビア語 0821 ハンガリー語 1405 ネパ－ル語 2008 タイ語
0119 アッサム語 0825 アルメニア語 1415 ノルウェー語 2009 チグリス語
0125 アイマラ語 0901 国際語 1503 プロバンス語 2011 ツルキ語
0126 アゼルバイジャン語 0905 Interlingue 1513 オロモ語 2012 タガログ語
0201 バシキール語 0911 イヌピアック語 1518 オリヤー語 2014 セツワナ語
0205 ベラルーシ語 0914 インドネシア語 1601 パンジャブ語 2015 トンガ語
0207 ブルガリア語 0919 アイスランド語 1612 ポーランド語 2018 トルコ語
0208 ビハーリー語 0923 ヘブライ語 1619 アフガニスタン語 2019 ツォンガ語
0209 ビスラマ語 1009 イディッシュ語 1620 ポルトガル語 2020 タタール語
0214 ベンガル語 1023 ジャワ語 1721 ケチュア語 2023 トウィ語
0215 チベット語 1101 グルジア語 1813 レートロマン語 2111 ウクライナ語
0218 ブルトン語 1111 カザフ語 1814 キルンディ語 2118 ウルドゥー語
0301 カタロニア語 1112 グリーンランド語 1815 ルーマニア語 2126 ウズベク語
0315 コルシカ語 1113 カンボジア語 1823 キニヤルワンダ語 2209 ベトナム語
0319 チェコ語 1114 カンナダ語 1901 サンスクリット語 2215 ポラピュク語
0325 ウェールズ語 1119 カシミール語 1904 シンド語 2315 ウォルフ語
0401 デンマーク語 1121 クルド語 1907 サンド語 2408 コーサ語
0426 ブータン語 1125 キルギス語 1908 セルボクロアチア語 2515 ユルバ語
0515 エスペラント語 1201 ラテン語 1909 セイロン語 2621 ズールー語
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1  にタッチ。

2  にタッチ。

･ 視聴制限以外の項目が初期設定の状態に
戻ります。

プレーヤーの設定を初期化する

各項目の設定を初期設定の状態に戻す
ことができます。

DVD操作画面（→ 182）→  →
 → 初期設定画面

各種切替
DVD初期設定

初期状態

はい
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ビデオCDの操作

“ パワー ”スイッチがアクセサリーモードまたはONモードのときで、さらに安全上
の配慮から車を完全に停止し、パーキングブレーキをかけたときのみディスクの映像
をご覧になることができます。（走行中は音声だけになります。）
� ディスクの映像が表示されないとき� （画面外 ) を押す。（→195）

ビデオ CD を操作する画面には、操作画面と各種切替画面があります。目的に応じて
いずれかの画面を表示して操作します。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面や各種切替画面が表示されていないときでも操作する
ことができます。

･ 画面のタッチスイッチにタッチしたとき、画面に が表示されたときは、ディスクがその操
作を禁止していることを示していますので、その操作を行うことはできません。

■操作画面
ディスクを再生しているとき（音声のみを聞いているときを含む）に、 
（画面外）を押す、またはディスクの映像をご覧になっているときに画面にタッチする
と表示されます。

 または映像部分にタッチすると映像を全画面で表示します。

DISC

オーディオ

映像

TRACKスイッチ
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■各種切替画面
操作画面で、  にタッチすると表示されます。

 または映像部分にタッチすると映像を全画面で表示します。

■ディスクが挿入されていないとき
ディスクを挿入する。（→ 163）

■ディスクが挿入されているとき
（画面外 ) を押す。

･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。（→169）

ディスクを挿入する、またはディスクが
挿入されているときにビデオ CD モード
にすると、次のように表示されます。
� ディスク読込み中の画面が表示され、
その後再生をはじめます。

各種切替
映像

ビデオ CDを再生する

DISC

知 識

･ ディスクに傷がついていたり、内部が結露
しているときは、画面の一部が表示されな
くなることがあります。

･ ディスクによっては読込み中の画面の表示
時間が長い場合があります。

･ メニュー項目の画面など音声が収録されて
いない場面があります。そのような場面で
は、音声が出力されない状態が継続されま
すので、一度、映像を確認して、再生など
の操作を行ってください。

･ PBC 機能はON固定になります。
･ PBC とは Play Back Control（プレイバッ
クコントロール）の略で、PBCが内蔵され
ているディスクを再生させているときに、
ディスク独自のメニュー項目を表示させ、
操作することができます。
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 にタッチ。
･ 通常再生するとき�  にタッチ。

 にタッチ。
･ 通常再生するとき�  にタッチ。

� 早送りするとき
�   にタッチし続ける。

� 早戻しするとき
�   にタッチし続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

（画面外）を押し続ける。
� 早送りするとき
�∧ 側を押し続ける。

� 早戻しするとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

1  にタッチ。

2  にタッチ。
� スイッチにタッチしている間、スロー
再生されます。

� うしろにあるとき
�   にタッチ。

� 前にあるとき
�   にタッチ。

･ ディスクによっては、メニュー画面を表示
したり、メニュー画面のページを切り替え
ることがあります。

（画面外）を押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

映像を一時停止する

ビデオCD操作画面表示中（→194）

映像を止める

ビデオCD操作画面表示中（→194）

早送り、早戻しする

操作画面で操作する

ビデオCD操作画面表示中（→194）

TRACKスイッチで操作する

▲

■

▲

▲ ▲

▲ ▲

SEEK  TRACK

スロー再生する

ビデオCD操作画面表示中（→194）

見たい場所を選ぶ

トラックを選択することができます。

画面で選ぶ

ビデオCD操作画面（→194）→  →
各種切替画面

TRACKスイッチで選ぶ

知 識

ディスクにより、操作できなかったり、異なる
動作をすることがあります。

▲ ▲

各種切替

ページ送り

ページ戻し

SEEK  TRACK
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1  にタッチ。

2 メニュー番号を入力する。

･ 間違えたとき�  にタッチ。

3  にタッチ。

 にタッチ。
･ ディスクによっては、

 、  を操作すること
により、メニュー画面を表示したり、メ
ニュー画面のページを切り替えることがあ
ります。

･ 操作方法は、再生させているディスクに添
付の取扱書をご覧ください。

 にタッチ。
� タッチするごとに、以下の順に切り替
わります。

1  にタッチ。

2  ・  ・  のい
ずれかにタッチ。

3  にタッチ。

メニュー番号を選ぶ

ビデオCD操作画面（→194）→  →
各種切替画面

知 識

ディスクにより、操作できなかったり、異なる
動作をすることがあります。

メニュー画面を表示する

ビデオCD操作画面（→194）→  →
各種切替画面

各種切替

番号

修正

完了

各種切替

リターン

ページ送り ページ戻し

音声モードを切り替える

ビデオCD操作画面（→194）→  →
各種切替画面

画面モードを切り替える

ビデオCD操作画面（→194）→  →
各種切替画面

知 識

画面の表示については「画面モードについて」
（→26）をご覧ください。

各種切替

MAIN/SUB

主・副音声 主音声 副音声
MAIN/SUB　　　MAIN　　　SUB　

各種切替

Wide

Normal Wide 1 Wide 2

完了
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知っておいていただきたいこと

Manufactured under license from Dolby Laboratories.
“Dolby”,“Pro Logic”and the double-D symbol are trademarks of Dolby
Laboratories.

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
「ドルビー」、「Dolby」、「Pro Logic」及びダブル Ｄ 記号はドルビーラボラトリーズ
の商標です。

Manufactured under license under U.S. Patent #'s: 5,451,942;
5,956,674; 5,974,380; 5,978,762; 6,487,535 & other U.S. and
worldwide patents issued & pending. DTS and the Symbol are registered
trademarks, & DTS Digital Surround and the DTS logos are trademarks of
DTS, Inc. Product includes software.  DTS, Inc. All Rights Reserved.

本機は、ロヴィコーポレーションやその他の権利者が保有する、米国特許権及びその
他の知的所有権によって保護された著作権保護技術を搭載しています。この著作権保
護技術の使用にはロヴィコーポレーションの許諾が必要であり、ロヴィコーポレー
ションが特別に許諾する場合を除いては、一般家庭その他における限られた視聴用以
外に使用してはならないこととされています。改造または分解は禁止されています。

DVD ビデオ・ビデオ CD ではディスクのソフト制作者の意図により、再生状態が決
められていることがあります。この DVD プレーヤーでは、ソフト制作者が意図した
内容にしたがって再生されるため、操作した通りに機能が働かないことがあります。
必ず、再生させるディスクに添付の取扱書もあわせてご覧ください。

� NTSCカラーテレビ方式に対応しています。
NTSC方式以外のカラーテレビ方式（PAL・SECAM）対応のディスクは再生させ
ることができません。

� ドルビーデジタル／DTSデジタルサラウンドデコーダーをアンプに内蔵していて、
DVDビデオのマルチチャンネル再生に対応しています。

DVDビデオ・ビデオCD再生中の操作について

DVDビデオについて
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ディスクには、表示させることができるプレーヤーの地域（国）を表す地域番号（次
ページ）が表示されているものがあります。
地域番号が表示されているディスクでは、その表示の中に「2」（日本を示す番号）が
含まれていない、または「ALL」（全世界向け）と表示されていないディスクは、この
DVDプレーヤーで再生させることができません。
このようなディスクを再生させようとしたときは、「リージョンコードエラー」という
メッセージが画面に表示されます。
また、地域番号の表示がないディスクでも地域が制限されていることがありますので、
その場合は、このDVDプレーヤーで再生させることができないことがあります。

ディスクやパッケージに表示されているマークには、下記のものがあります。

ディスクに記憶されている映像や曲はいくつにも区切られています。
【例】

■タイトル
ディスクに記憶されている映像や曲の区切りの一番大きい単位。通常は、映像ソフト
では映画1作品、音楽ソフトでは、アルバム1枚（あるいは1曲）にあたります。そ
れぞれのタイトルに順につけられた番号をいいます。

再生可能なディスクの地域番号（リージョンコード）について

ディスクに表示されているマークについて

マーク 意味

カラーテレビの方式。

音声のトラック数。
･ 数字が収録されている音声数。

字幕の言語数。
･ 数字が収録されている言語数。

アングルの数。
･ 数字が収録されているアングル数。

選択することができる画面モード。
･「16：9」はワイド画面、「4：3」は標準画面。

再生可能な地域番号。
･ ALLは全世界向け、数字は地域番号。（「2」は日本を示
します。）

ディスクの構成について

タイトル1 タイトル2 タイトル3
チャプター1 チャプター2 チャプター1 チャプター2 チャプター3 チャプター1
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■チャプター
ディスクに記憶されている映像や曲の区切りで、タイトルより小さい単位。1 つのタ
イトルは、複数のチャプターで構成され、それぞれのチャプターに順につけられた番
号をいいます。

より正しく有効に DVD ビデオを利用していただくために、次の用語の説明をご一読
ください。

■DVDビデオ
動画の記憶されている DVD ビデオでは、デジタル圧縮技術の世界標準規格のひとつ
である「MPEG2」（エムペグ 2）が採用され、映像データが平均約 1/40 に圧縮し
て記憶されています。また、画像の形状に合わせて割り当てる情報量を変化させる可
変レート符号化技術も採用されています。音声情報は、PCM のほか、ドルビーデジ
タルを用いて記憶させることができ、より臨場感のある音声を楽しむことができます。
さらに、マルチアングル・マルチランゲージなどさまざまな付加機能も用意されてお
り、より高度に楽しむことができます。

■視聴制限
「国ごとの規制レベルに合わせ、その国の視聴制限に対応し、ディスクの再生を制限す
る。」というDVDビデオの機能の1つです。視聴制限は、ディスクによって異なり、
全く再生されないことや、過激な場面を飛ばしたり、別の場面に差し替えて再生され
ることがあります。
� レベル1…子ども向けのディスクのみを再生させることができます。
（一般向けと成人向けのディスクを再生させることはできません。）
� レベル2～7…子ども向けと一般向けのディスクのみを再生させることができます。
（成人向けのディスクを再生させることはできません。）
� レベル8…すべてのディスクを再生させることができます。

■マルチアングル
DVD ビデオの機能のひとつで、同じ場面が視点をかえて複数のアングル（カメラの
位置）で記憶させることができるため、アングルを自由に選択することができます。

■マルチランゲージ（多言語）
DVD ビデオの機能のひとつで、同じ映像に対して音声や字幕を複数の言語で記憶さ
せることができるため、言語を自由に選択することができます。

知 識

ディスクによっては、再生中にタイトル番号、チャプター番号、再生時間が表示されないものも
あります。

DVDビデオの用語
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■地域番号（リージョンコード）
DVDプレーヤーとディスクは、販売地域ごとに再生可能な地域番号（リージョンコー
ド）が設けられています。
再生させるディスクに表示されている番号に、プレーヤーに設定されている地域番号
が含まれていない場合は、ディスクを再生させることはできません。地域番号につい
ては、「再生可能なディスクの地域番号（リージョンコード）について」をご覧くださ
い。(→ 199）

このDVDプレーヤーでは、ディスク再生時の音声は、リニアPCM・パックドPCM・
ドルビーデジタル・DTS・MPEG オーディオに対応しており、ほかのデコード方式
には対応していません。

■ドルビーデジタル
ドルビー社が開発したデジタル音声の圧縮技術です。音楽信号を最大6chに分解して
記録、再生する（ウーハーchは通常0.1ch で表現するため、5.1ch）完全ディスク
リート（分割）方式です。

■ドルビーサラウンド（ドルビープロロジック）
2ch で記録された信号をドルビープロロジックデコーダーにより 4ch に出力する方
式です。
（サラウンドチャンネルの出力はモノラルとなります。）

■DTS
Digital Theater Systems 社が開発したデジタル音声の圧縮技術です。ドルビーデ
ジタルと同様の音声分割をする方式ですが、圧縮率が低いため、より高品位なサラウ
ンド再生をする事ができます。

■サンプリング周波数、量子化ビット
アナログ信号をデジタル信号に変換する時、一定の時間で信号を区切りデジタル化す
る（サンプリング）という方法が取られています。
1 秒間に区切る回数を表わしたのが、サンプリング周波数でその時のデータ量の大き
さが量子化ビット数です。
これらの数値が大きいほど、アナログの音を精密に再現できます。

■リニアPCM
音楽CDに用いられている信号記録方式です。
音楽CDでは44.1kＨz／ 16bit で記録されているのに対し、DVDビデオでは
48kHz ／ 16bit ～ 96kHz ／ 24bit で記録されているので、音楽CDよりも高音質
の再生が可能です。

音声について
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お使いになる前に

音楽認識テクノロジーおよび関連データは、Gracenote により提供されます。
Gracenote は、音楽認識テクノロジーおよび関連コンテンツ配信の業界標準です。

詳細については、次のWebサイトをご覧ください：www.gracenote.com

GracenoteからのCDおよび音楽関連データ： Copyright 2000-2007 Gracenote.
Gracenote Software： Copyright 2000-2007 Gracenote. 

この製品およびサービスは、以下にあげる米国特許の１つまたは複数を実践している
可能性があります。
#5,987,525、 #6,061,680、 #6,154,773、 #6,161,132、 #6,230,192、
#6,230,207、 #6,240,459、 #6,330,593、およびその他の取得済みまたは申請
中の特許。一部のサービスは、ライセンスの下、米国特許（#6,304,523）用にOpen
Globe,Inc. から提供されました。

Gracenote および CDDB は、Gracenote の登録商標です。Gracenote のロゴと
ロゴタイプ、および「Powered by Gracenote」ロゴはGracenote の商標です。

サウンドライブラリの概要

音楽CDを内蔵のハードディスクに録音することができます。また、録音したアル
バムにアルバム名やアーティスト名、ジャンル名などの情報を自動で付けるので、
聞きたいアルバムをアルバム名やアーティスト名、ジャンルなどから簡単に探し出
し再生することができます。

知 識

･ SCMS（シリアルコピーマネジメントシステム）に対応しているため、音楽CDなどをデジタ
ル録音したCD-R などから録音することはできません。

･ サウンドライブラリには、最大2000曲※録音することができます。（1曲約5分換算）

※録音時間や録音音質、ハードディスクの空き容量によって、2000曲録音できないことがあります。
より多くの曲を録音するには、次の操作をする必要があります。
･ 録音音質を「普通」に設定して録音する。（→206）
･ ハードディスクに保存されているG-SOUNDの楽曲を削除する。（→570）

データベースについて

CD アルバムを再生または録音した場合、ハードディスクに収録されているデータ
ベースの中からアルバム名やアーティスト名、ジャンル、トラック名を検索し、各
情報がデータベースに収録されていると、各情報を自動で付与します。本機に収録
されているデータベース情報は、Gracenote メディアデータベースのデータベー
ス情報を使用しています。

Gracenote  メディアデータベースについて
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Gracenote サービスの使用については、次のWebページをご覧ください：
www.gracenote.com/corporate

この製品を使用する際には、以下の条項に同意しなければなりません。
本アプリケーション製品または本デバイス製品には、カリフォルニア州エメリービル市の
Gracenote, Inc. ( 以下「Gracenote」) のソフトウェアが含まれています。本アプリケー
ション製品または本デバイス製品は、Gracenote 社のソフトウェア (以下「Gracenote
ソフトウェア」）を使用することにより、ディスクやファイルを識別し、さらに名前、
アーティスト、トラック、タイトル情報（以下「Gracenote データ」）などの音楽関
連情報をオンラインサーバーから、或いは製品に実装されたデータベース（以下、総
称して「Gracenote サーバー」）から取得し、さらにその他の機能を実行しています。
お客様は、本アプリケーション製品または本デバイス製品の本来、意図されたエンドユー
ザー向けの機能を使用することによってのみ、Gracenote データを使用することが
できます。
お客様は、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、およびGracenote サー
バーをお客様個人の非営利的目的にのみに使用することに同意するものとします。お
客様は、いかなる第 3 者に対しても、Gracenote ソフトウェアや Gracenote デー
タを、譲渡、コピー、転送、または送信しないことに同意するものとします。お客様
は、ここで明示的に許可されていること以外に、Gracenote データ、Gracenoteソ
フトウェア、または Gracenote サーバーを使用または活用しないことに同意するも
のとします。
お客様は、お客様がこれらの制限に違反した場合、Gracenote データ、Gracenote ソ
フトウェア、および Gracenote サーバーを使用するための非独占的な使用許諾契約
が解除されることに同意するものとします。また、お客様の使用許諾契約が解除され
た場合、お客様はGracenote データ、Gracenote ソフトウェア、およびGracenote
サーバーのあらゆる全ての使用を中止することに同意するものとします。Gracenote
は、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、およびGracenote サーバーの
全ての所有権を含む、全ての権利を保有します。いかなる場合においても、Gracenote
は、お客様に対して、お客様が提供する任意の情報に関して、いかなる支払い義務も
負うことはないものとします。お客様は、Gracenote, Inc. が直接的にお客様に対し
て、本契約上の権利をGracenote として行使できることに同意するものとします。

知 識

･ 自動で付与されたタイトル情報は、実際のタイトル情報と異なる場合があります。
･「Gracenote メディアデータベース」によって提供されたデータについては内容を 100％保
証するものではありません。

Gracenote メディアデータベースのご利用について
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Gracenote のサービスは、統計処理を行う目的で、クエリを調査するために固有の
識別子を使用しています。無作為に割り当てられた数字による識別子を使用すること
により、Gracenote サービスを利用しているお客様を認識、特定しないで、クエリ
を数えられるようにしています。詳細については、Webページ上の、Gracenote の
サービスに関するGracenote プライバシーポリシーを参照してください。
Gracenote ソフトウェアとGracenote データの個々の情報は、お客様に対して「現
状有姿」のままで提供され、使用許諾が行なわれるものとします。Gracenote は、
Gracenote サーバーにおける全てのGracenote データの正確性に関して、明示的ま
たは黙示的にかかわらず、一切の表明や保証を致しません。Gracenote は、妥当な
理由があると判断した場合、Gracenote サーバーからデータを削除したり、データ
のカテゴリを変更したりする権利を保有するものとします。Gracenote ソフトウェ
アまたはGracenote サーバーがエラーのない状態であることや、或いはGracenote
ソフトウェアまたは Gracenote サーバーの機能が中断されないことの保証は致しま
せん。
Gracenote は、Gracenote が将来提供する可能性のある、新しく拡張、追加される
データタイプまたはカテゴリを、お客様に提供する義務を負わないものとします。ま
た、Gracenote は、任意の時点でそのサービスを中止できるものとします。
Gracenote は、市販可能性、特定目的に対する適合性、権利、および非侵害性について、
黙示的な保証を含み、これに限らず、明示的または黙示的ないかなる保証もしないも
のとします。Gracenote は、お客様による Gracenote ソフトウェアまたは任意の
Gracenoteサーバーの使用により得られる結果について保証をしないものとします。
いかなる場合においても、Gracenote は結果的損害または偶発的損害、或いは利益
の損失または収入の損失に対して、一切の責任を負わないものとします。
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サウンドライブラリに録音する

� 本機の故障、誤作動または不具合によ
り録音されなかった録音内容、および
消失した録音データについては保証で
きません。

� お客様が録音したものは、個人として
楽しむなどのほかは、著作権法上、権
利者に無断で使用できません。

1 録音したいCDを挿入する。

2 （画面外）を押す。

3  にタッチ。
･ 再生している CDの録音を開始します。

1 録音設定の自動録音を「する」に設定
する。( → 206)

2 録音したいCDを挿入する。
･ 再生と同時に、自動的に録音を開始します。

1 録音設定の自動録音を「しない」、選ん
で録音を「する」に設定する。( → 206)

2 録音したいCDを挿入する。

3 （画面外）を押す。

4  にタッチ。

5 録音したい曲にタッチ。
･ 走行中は曲を選択することはできませ
ん。

･ リストにあるすべての曲を録音するとき
�  にタッチ。

･ 選択を解除するとき
�選択されている曲にタッチ。

･ すべての選択を解除するとき
�  にタッチ。

6  にタッチ。

録音についての注意

録音する

自動で録音する

CD を再生すると同時に、自動的に録
音を開始することができます。

オーディオ

録音開始

曲を選んで録音する

希望の曲だけを選んで録音することが
できます。

オーディオ

録音開始

全選択

全解除

完了
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1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

4 録音音質、録音方法を選択します。

5   にタッチ。

■録音音質を切り替える
……… 高音質
………… 標準音質

■自動で録音する
自動録音の  にタッチ。

■曲を選んで録音する

1 自動録音の  にタッチ。

2 選んで録音の  にタッチ。

録音を中止する

知 識

･ 通常の速さで再生しながら、最大 4 倍の速
さで録音するため、再生している曲と録音
している曲は異なります。

･ 録音中は、操作画面に「REC」と赤字で表
示されます。

･ 録音中は、  、  、  、
 の各スイッチは操作できません。ま

た、選曲、早送り・早戻しもできません。
･ CD以外のモードに切り替えても、録音は継
続されます。ただし以下のときは、録音を
中止または中断し、録音途中の曲を削除し
ます。
･“ パワー ”スイッチを OFFにしたとき
･ オーディオの電源を OFF にしたとき
･ CDを取り出したとき
･ 操作ガイドを操作したとき
･ 録音した曲数が2000曲になったとき
･ HDDの容量がいっぱいになったとき

･ CDを録音しながら再生しているときに、録
音が終了すると、CDの再生が一瞬途切れる
場合があります。

オーディオ

録音停止

RPT RAND SCAN
LIST

録音設定

CD の再生と同時に自動的に録音を開
始する「自動録音」と、希望の曲を選
んで録音する「選んで録音」の切り替
えや録音音質を切り替えることができ
ます。

知 識

走行中および録音中は、録音設定をすることが
できません。

設定・編集

オーディオ

CD⇒HDD録音設定

完了

高音質
普通

する

しない

する
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サウンドライブラリを聞く

サウンドライブラリを聞いているときに、 （画面外）を押すと、サウンド
ライブラリ操作画面が表示されます。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

（画面外）を押す。
･ サウンドライブラリ以外のモードが再生さ
れたとき
�サウンドライブラリモードが選択される
まで  を押す。

･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。（→169）

� うしろにあるとき
�ALBUMの  にタッチ。

� 前にあるとき
�ALBUMの  にタッチ。

オーディオ

TRACKスイッチFILE ツマミ

サウンドライブラリを聞く

知 識

･ 録音した CD の情報がデータベースにない
場合、アーティスト名には「NO DATA」、
アルバムタイトルには録音した日時、トラッ
クタイトルには TRACK1、TRACK2…と
表示されます。

･  は、マイベスト（オリジナル
で作成した楽曲集）を再生しているときは
表示されません。また、走行中および録音
中は操作できません。

HDD・AUX

HDD・AUX

タイトル入力

聞きたいアルバムを選ぶ

操作画面で選ぶ

サウンドライブラリ操作画面表示中
（→207）

▲

▼
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1 ALBUMの  にタッチ。

2 アルバムリスト画面で、聞きたいアルバムを選択する。
録音日順のリスト画面

･ 走行中はリスト表示を切り替えることはできません。

■アルバムリスト画面について
アルバムリストはアーティストやジャンルでグループ分けして表示したり、録音日順
に表示することができます。また、お気に入りの楽曲集を作成しているときはマイベ
ストから表示、選択します。

リスト画面で選ぶ

サウンドライブラリ操作画面表示中（→207）

選択

アルバムリスト画面

ア
Ｉ
テ
ィ
ス
ト

アーティスト
選択

録
音
日
順

ジ
ャ
ン
ル ジャンル選択

マ
イ
ベ
ス
ト
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（画面外）を押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

FILE ツマミをまわす。
� うしろにあるとき�右側にまわす。
� 前にあるとき�左側にまわす。

1 TRACKの  にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。

･ 走行中はリスト表示を切り替えることは
できません。

知 識

･  は、オリジナルの楽曲集が作成
されていないときは選べません。( → 213)

･ アルバムはリストに表示されている順に再
生されます。そのためリストの表示方法（

 、  、  ）を
変更すると再生順がかわります。

マイベスト

アーティスト 録音日順 ジャンル

聞きたい曲（トラック）を選ぶ

TRACK スイッチで選ぶ

FILE ツマミで選ぶ

リスト画面で選ぶ

サウンドライブラリ操作画面表示中
（→207）

知 識

録音中に音跳びが発生したときはそのトラッ
クの録音をやり直しますが、再び音跳びが発生
したときはそのままの状態で録音されます。音
跳び状態のまま録音されたトラックには、音跳
び録音アイコンが表示されます。

SEEK  TRACK

選択

音跳び録音アイコン
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（画面外）を押し続ける。
� 早送りするとき
�∧ 側を押し続ける。

� 早戻しするとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 に“ピー”と音がするまでタッチ
し続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

早送り、早戻しする

同じ曲（トラック）を繰り返し
聞く

選択している曲を繰り返し再生するこ
とができます。

サウンドライブラリ操作画面表示中
（→207）

同じアルバムを繰り返し聞く

選択しているアルバムを繰り返し再生
することができます。

サウンドライブラリ操作画面表示中
（→207）

SEEK  TRACK

RPT

RPT

RPT

RPT

アルバムの中からランダムに
聞く

選択しているアルバムの中からランダ
ム（無作為）に曲を選択し再生するこ
とができます。

サウンドライブラリ操作画面表示中
（→207）

全アルバムの中からランダム
に聞く

全アルバムの中からランダム（無作為）
に曲を選択し再生することができま
す。

サウンドライブラリ操作画面表示中
（→207）

RAND

RAND

RAND

RAND
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 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 希望の曲になったら、再度  にタッ
チすると、その曲の再生を続けます。

･ 全曲の再生が終わったら、自動的に解除さ
れます。

 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 希望のアルバムになったら、再度 
にタッチすると、そのアルバムの再生を続
けます。

･ 全アルバムの先頭の曲の再生が終わった
ら、自動的に解除されます。

アルバムの中から
曲（トラック）を探す

選択しているアルバムの全曲の始めの
部分を約 10 秒間つぎつぎに再生する
ことができます。

サウンドライブラリ操作画面表示中
（→ 207）

アルバムを探す

全アルバムの先頭の曲の始めの部分を
約 10 秒間つぎつぎに再生することが
できます。

サウンドライブラリ操作画面表示中
（→ 207）

SCAN

SCAN

SCAN

SCAN
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サウンドライブラリの編集

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

サウンドライブラリ編集メニュー画面か
ら次のことができます。

サウンドライブラリに録音すると、アーティスト名やジャンルなどの情報を自動で
付与しグループ分けしますが、お気に入りの楽曲集（マイベスト） を作成すること
もできます。また、アルバム情報の編集などをすることができます。

サウンドライブラリ編集メニュー画面について

サウンドライブラリの編集をするときは、サウンドライブラリ編集メニュー画面か
ら行います。

設定・編集

オーディオ

サウンドライブラリ編集

項目 ページ
マイベストの作成 213
マイベストの編集

214･ マイベストの名称修正
･ トラックの追加
･ トラックの並び替え

215
･ トラックの削除
･ マイベストの削除

216
アルバム情報の編集
･ アルバムタイトル、

アルバム読み修正
217

･ アーティスト名、
アーティスト読み修正

･ ジャンル修正
218･ トラックタイトル、

トラック読み修正
･ タイトル情報の再取得

219
･ アルバムの削除
･ トラックの削除

220
HDD詳細情報の表示

知 識

走行中および録音中は、サウンドライブラリの
編集をすることができません。
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1 マイベストの  にタッチ。

2 マイベストの名称を入力する。

･ ソフトウェアキーボードで入力する。

3 登録したい曲の含まれているアルバム
のアーティストを選択する。

� アルバムはアーティストで絞り込む他
に、次の方法で選択することができま
す。

･ 録音日順のリストから選択するとき
�  にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
�  にタッチ。

･ マイベストから選択するとき
�  にタッチ。

4 登録したい曲の含まれているアルバム
を選択する。

5 登録したい曲にタッチ。
･ リストにあるすべての曲を登録するとき
�  にタッチ。

･ 選択を解除するとき
�選択されている曲にタッチ。

･ すべての選択を解除するとき
�  にタッチ。

6  にタッチ。

7  にタッチ。
･ 続けて曲を追加するとき
�  にタッチ。（手順 3へ）
･ 同様の手順で追加できます。

お気に入りの楽曲集
（マイベスト）を作成する

お気に入りの曲を集めた楽曲集（マイ
ベスト）を作成することができます。
作成した楽曲集は、アルバムリスト画
面のマイベストから簡単に呼び出すこ
とができます。

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

新規作成

録音日順

ジャンル

マイベスト

知 識

･ 同じ名称は重複して登録できません。
･ マイベストは 999 個作成できます。また、
1 つのマイベストには 99 曲まで登録でき
ます。

全選択

全解除

登録

完了

追加
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1 マイベストの  にタッチ。

2 修正したいマイベストにタッチ。

3 名称を入力する。
･ ソフトウェアキーボードで入力する。

1 マイベストの  にタッチ。

2 曲を追加したいマイベストにタッチ。

3  にタッチ。

4 追加したい曲が含まれているアルバム
のアーティストを選択する。

� アルバムはアーティストで絞り込む他
に、次の方法で選択することができま
す。

･ 録音日順のリストから選択するとき
�  にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
�  にタッチ。

･ マイベストから選択するとき
�  にタッチ。

5 追加したい曲が含まれているアルバム
を選択する。

6 追加したい曲にタッチ。
･ すべての曲を追加するとき
�  にタッチ。

･ 選択を解除するとき
�選択されている曲にタッチ。

･ すべての選択を解除するとき
�  にタッチ。

7  にタッチ。

マイベストを編集する

マイベストの名称を修正したり、曲の
追加や順番の並べ替え、削除をするこ
とができます。また、マイベスト自体
を削除することができます。

マイベストの名称を修正する

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

知 識

同じ名称は重複して登録できません。

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

名称修正

曲を追加する

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

編集

トラックを追加

録音日順

ジャンル

マイベスト

全選択

全解除

登録
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8  にタッチ。
･ 続けて曲を追加するとき
�  にタッチ。（手順 4へ） 
･ 同様の手順で追加できます。

1 マイベストの  にタッチ。

2 並べ替えをしたいマイベストにタッ
チ。

3  にタッチ。

4 移動したい曲にタッチ。

5 移動したい場所の  にタッチ。

6  にタッチ。

1 マイベストの  にタッチ。

2 消去したい曲の含まれているマイベス
トにタッチ。

3  にタッチ。

4 削除したい曲にタッチ。
･ すべての曲を削除するとき
�  にタッチ。

･ 選択を解除するとき
�選択されている曲にタッチ。

･ すべての選択を解除するとき
�  にタッチ。

5  にタッチ。

6  にタッチ。

知 識

1 つのマイベストには 99 曲まで登録できま
す。

曲を並べ替える

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

完了

追加

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

編集

トラックを並替

並替

完了

曲を削除する

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

編集

トラックを削除

全選択

全解除

削除

はい
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1 マイベストの  にタッチ。

2 消去したいマイベストにタッチ。

3  にタッチ。

4  にタッチ。

1 アルバムの  にタッチ。

2 編集したいアルバムのアーティストを
選択する。

� アルバムはアーティストで絞り込む他
に、次の方法で選択することができま
す。

･ 録音日順のリストから選択するとき
�  にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
�  にタッチ。

3 編集したいアルバムを選択する。
･ 再生中のアルバムの情報を編集したいとき
は、サウンドライブラリ操作画面（→207 ）
で、  にタッチするとアルバ
ム修正画面を表示することができます。
（  は、マイベストを再生して
いるときは表示されません。）

マイベストを削除する

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

編集

このマイベストを削除

はい

アルバム情報を編集する

アルバム名やアーティスト名、ジャン
ル、トラック名などを変更することが
できます。

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

修正

録音日順

ジャンル

タイトル入力

タイトル入力
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1  または  に
タッチ。

2 アルバムまたはアルバム読みを入力す
る。

･ ソフトウェアキーボードで入力する。

■アーティスト名を変更する

1  にタッチ。

2 編集方法を選択する。

＜マニュアル入力するときは＞

1  にタッチ。

2 アーティスト名を入力する。
･ ソフトウェアキーボードで入力する。

＜リストから選ぶときは＞

1  にタッチ。

2 アーティスト名にタッチ。
･ リストに表示されるアーティストはすで
に登録されているアーティストのみで
す。

アルバムタイトル、アルバム読み
を変更する

（画面外） →  → 
 → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 
アルバム修正画面

知 識

読みは半角カタカナのみ入力できます。

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

修正

アルバム アルバム読み

アーティスト名、アーティスト読
みを変更する

（画面外） →  → 
 → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 
アルバム修正画面

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

修正

アルバムアーティスト

マニュアル入力する

リストから選択する
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■アーティスト読みを変更する

1  にタッチ。

2 アーティスト読みを入力する。

･ ソフトウェアキーボードで入力する。

1  にタッチ。

2 ジャンルにタッチ。

3  にタッチ。

1  にタッチ。

2 修正したいトラックにタッチ。

3  または  に
タッチ。

4 トラックまたはトラック読みを入力す
る。
･ ソフトウェアキーボードで入力する。

（画面外） →  → 
 → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 
アルバム修正画面

知 識

読みは半角カタカナのみ入力できます。

ジャンルを変更する

（画面外） →  → 
 → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 
アルバム修正画面

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

修正

アルバムアーティスト読み

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

修正

ジャンル

完了

トラックタイトル、トラック読み
を変更する

（画面外） →  → 
 → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 
アルバム修正画面

知 識

読みは半角カタカナのみ入力できます。

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

修正

トラック名を修正

トラック トラック読み
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1  にタッチ。

･ CDタイトル検索画面が表示されます。

2 複数候補があるときは、タイトルに
タッチ。
･ CDタイトル検索画面が表示されます。

3  にタッチ。

■CDタイトル検索画面
CDタイトルを検索しているときに表
示されます。

･ 検索が終わると自動的に画面が切り替わ
ります。

･ 中止するとき�  にタッチ。

1 アルバムの  にタッチ。

2 削除したいアルバムのアーティストを
選択する。

� アルバムはアーティストで絞り込む他
に、次の方法で選択することができま
す。

･ 録音日順のリストから選択するとき
�  にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
�  にタッチ。

3 削除したいアルバムを選択する。

タイトル情報を再取得する

録音時に本機のデータベースから付与
されたタイトル情報が、録音に使用し
た CD のタイトル情報と違っていると
きには、再度、データベースを検索し、
該当する情報を付与することができま
す。

（画面外） →  → 
 → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 
アルバム修正画面

知 識

 は、G-BOOK オンラインサービス
を利用されているときに使用することができ
ます。G-BOOK オンラインサービスを利用す
ると、最新のCDタイトル情報をG-BOOK セ
ンター経由で Gracenote メディアデータ
ベースから取得することができます。(→572)

知 識

再生している曲の録音に使用した CD のタイ
トル情報とは、全く異なる候補が表示されるこ
とがあります。登録の前に、必ずタイトル情報
を確認してください。

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

修正

HDDで検索

Gで検索

登録

アルバムを削除する

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

中止

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

削除

録音日順

ジャンル
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4  にタッチ。

5  にタッチ。

1 アルバムの  にタッチ。

2 削除したい曲の含まれているアルバム
のアーティストを選択する。

� アルバムはアーティストで絞り込む他
に、次の方法で選択することができま
す。

･ 録音日順のリストから選択するとき
�  にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
�  にタッチ。

3 削除したい曲の含まれているアルバム
を選択する。

4   にタッチ。

5 削除したい曲にタッチ。
･ すべての曲を削除するとき
�  にタッチ。

･ 選択を解除するとき
�選択されている曲にタッチ。

･ すべての選択を解除するとき
�  にタッチ。

6  にタッチ。

7  にタッチ。

 にタッチ。
� HDD詳細情報画面が表示されます。

HDD詳細情報画面

知 識

削除するアルバム内の曲がマイベストにも登
録されているときは、マイベスト内の曲も同時
に削除されます。

曲（トラック）を削除する

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

このアルバムを削除

はい

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

削除

録音日順

ジャンル

トラックを削除

知 識

削除する曲がマイベストにも登録されている
ときは、マイベスト内の曲も同時に削除されま
す。

HDD詳細情報の表示

CDDBのバージョン情報やHDDの空
き容量を確認することができます。

（画面外） →  → 
 → 

サウンドライブラリ編集メニュー画面

全選択

全解除

削除

はい

設定・編集 オーディオ
サウンドライブラリ編集

HDD詳細情報
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地上デジタルテレビの操作

地上デジタルテレビ放送の著作権保護方式に対応するため、B-CASカードが内蔵され
ています。このカードの所有権は、株式会社ビーエス・コンディショナルアクセスシ
ステムズ（以下「B-CAS 社」）に帰属しており、その使用に関する事項は「使用許諾
契約約款」によります。より詳しい情報は、B-CAS社のホームページ（http://www.b-
cas.co.jp）をご覧ください。
なお、このB-CASカードを取りはずすことはできません。

“ パワー ”スイッチがアクセサリーモードまたはONモードのときで、さらに安全上
の配慮から車を完全に停止し、パーキングブレーキをかけたときのみ地上デジタルテ
レビ放送をご覧になることができます。（走行中は音声だけになります。） 
� 地上デジタルテレビ放送が表示されないとき� （画面外 )を押す。（→ 223）

地上デジタルテレビの操作は、おもに操作画面と放送局名画面から行います。
目的に応じていずれかの画面を表示して操作します。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面や放送局名画面が表示されていないときでも操作する
ことができます。

TV

知 識

･ すべてのプリセットスイッチにチャンネル番号が表示されていない場合、チャンネルの設定が
行われていません。初期スキャンを行ってください。（→ 232）

･ デジタルテレビの画面表示などは、製品の仕様変更などにより、予告なく変更される場合があ
ります。あらかじめご了承ください。
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■操作画面
地上デジタルテレビをご覧になっているとき（音声のみを聞いているときを含む）に、

（画面外）を押す、または映像をご覧になっているときに画面にタッチす
ると表示されます。

 または映像部分にタッチすると操作画面が解除されます。

■放送局名画面
操作画面で、  にタッチすると表示されます。

オーディオ

全画面

プリセットスイッチ SEEKスイッチTUNE ツマミ

放送局名

プリセットスイッチ

知 識

･ 放送局名は車載機内のデータを使用して表示しています。データと実際の受信状態が一致しな
い場合、放送を受信できても放送局名が表示されないことがあります。車載機内のデータは地
図データを全更新することで更新することができます。（→ 505）

･ プリセットスイッチにチャンネルを記憶した地域から移動した場合に、放送局名とチャンネル
番号が一致しない場合があります。
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（画面外）を押す。
･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。（→169）

希望のチャンネルが記憶されているプリ
セットスイッチにタッチ。
･ プリセットスイッチにチャンネルを記憶さ
せたいときや、記憶されているチャンネル
を変更したいとき
�「チャンネルを記憶する」(→ 225)

TUNEツマミをまわす。

（画面外）を押す。
� ∧側または∨側を押しチャンネルを選
びます。

･ 途中で止めるとき� 再度スイッチを押す。

地上デジタルテレビを見る

知 識

･ 車載機での地上デジタルテレビ放送の受信
は受信場所によって、電波の強さがかわっ
たり、障害物などの影響により最良な受信
状態を維持することが困難な場合もありま
す。
この関係の主な例を次に説明します。
･ 電車の架線、高圧線、信号機、ネオンサ
インなどの近くで受信すると、画像が静
止したり音声がとぎれる場合がありま
す。

･ ラジオ放送やアマチュア無線の送信用ア
ンテナの近くで受信すると、画像が静止
したり音声がとぎれる場合があります。

･ 電波の特性上、建物や山などが障害物と
なり受信状態が悪くなることがありま
す。

･ トンネル内にはいったり、放送局から遠
ざかると電波が微弱になり受信状態が悪
くなります。

･ 一部の地域において、テレビやラジオな
どの送信アンテナ塔付近では、受信して
いる周波数以外の電波の影響により、画
像が静止したり音声がとぎれる場合があ
ります。

･ 本機はハイビジョン放送の受信は可能です
が、表示は標準映像となります。
また、双方向通信には対応していません。

TV

チャンネルを選ぶ

プリセットスイッチから選ぶ

デジタルテレビ操作画面または放送局名
画面表示中 ( → 222)

手動で選ぶ

自動で選ぶ

受信感度が良く、現在受信している
チャンネルに一番近いチャンネルを自
動で選択します。

知 識

･ 地域や車の向きなどの条件により、すべて
のチャンネルの受信感度が悪い場合、自動
で選択できないことがあります。

･ （画面外）でチャンネルを
選んだ場合、プリセットスイッチの番号順
にチャンネルは切り替わりません。

･ チャンネルを選んだ直後は、周波数を表す
チャンネル番号が画面上部に灰色で表示さ
れますが、数秒後にプリセットスイッチに
表示されているチャンネル番号が表示され
ます。

SEEK  TRACK

SEEK  TRACK
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1  にタッチ。

2 見たい番組にタッチ。
･ 選択している番組の映像が画面右側に表示
されます。

3  にタッチ。

番組を選ぶ

デジタルテレビ操作画面表示中 ( → 222)

番組

サービス番号

チャンネル番号

完了

知 識

･ ワンセグ放送のサービス番号は、611～728
に割り当てられています。

･ ご覧になっているチャンネルがワンセグ放送
を行っていない場合、ワンセグ放送に切り替
えることができません。

･ ワンセグ自動切替がＯＮ（する）に設定され
ている場合、通常の地上デジタルテレビ放送
が受信可能なときは、ワンセグ放送に切り替
えても自動で通常の地上デジタルテレビ放送
に戻ります。（→227）

･ 地上デジタルテレビ放送では 1 つのチャン
ネル（放送局）で複数の番組（サービス）を
同時に放送することができます。
違うチャンネルの番組に切り替えたい場
合、チャンネルを選択したあと、番組を切
り替えてください。

･ 1 つのチャンネルで、同じ番組を放送してい
る場合があります。

チャンネル（放送局）選択 番組選択

チャンネルA

チャンネルB

チャンネルC

番組1

番組2

番組3

番組4
（ワンセグ放送）

・
・
・
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 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯しワイド画
モードになります。

･ 標準画モードに戻すとき
� 再度  にタッチ。

■標準画モード
たて 9：よこ 16、またはたて 3：よこ
4 の割合の画面（デジタルテレビ映像の
大きさ）で表示されます。

■ワイド画モード
ディスプレイの画面サイズに合わせ、拡
大して表示されます。

1 記憶したいチャンネルを選択する。
(→ 223) 

･ 映像が表示されている状態にしてください。

2 記憶させたいプリセットスイッチを
“ピー”と音がするまでタッチし続け
る。

･ 記憶されたチャンネルがプリセットスイッ
チに表示されます。

 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ 画面に「AUTO.P」の表示が点滅します。
･ チャンネルの記憶操作が終了すると、
“ピッピッ”と音がして記憶した中で一番小
さいチャンネルを受信します。

･ 記憶されたチャンネルがプリセットスイッ
チに表示され、画面の「AUTO.P」表示が
点滅から点灯に切り替わります。

･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

画面モードを切り替える

デジタルテレビの映像を通常の映像と
ディスプレイの画面サイズに合わせた
映像に切り替えることができます。

データ放送画面表示中 ( → 229)

Wide

Wide

チャンネルを記憶する

プリセットスイッチにチャンネルをあ
らかじめ記憶させておくことにより、
ワンタッチで選択することができま
す。
･ 自宅付近などで日頃よくご覧になるチャ
ンネルを記憶させておくと便利です。

デジタルテレビ操作画面または放送局名
画面表示中 ( → 222)

自動でチャンネルを記憶する

自動で受信可能なチャンネルを、一時
的にプリセットスイッチに記憶させる
ことができます。
･ 旅先などで放送局のチャンネルがわから
ないときなどに便利です。

放送局名画面表示中（→222）

AUTO.P

AUTO.P
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■AUTO.Pスイッチで記憶させたチャン
ネルを変更するには

1 記憶したいチャンネルを選択する。
(→ 223)

･ 映像が表示されている状態にしてください。

2 変更したいチャンネルが記憶されてい
るプリセットスイッチを“ピー”と音
がするまでタッチし続ける。

･ 記憶されたチャンネルがプリセットスイッ
チに表示されます。

 にタッチ。
･ 画面に「エリア .P」の表示が出ます。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

知 識

･ 自動でチャンネルを記憶させても、
 にタッチする前（「AUTO.P」の

表示が出ていないとき）に記憶させたチャ
ンネルは消去されません。

･「AUTO.P」を解除すると、  に
タッチする前のチャンネルがプリセットス
イッチに表示されます。

･ 受信感度の良いチャンネルをチャンネル番
号の低い順に 8 局まで自動的に記憶しま
す。受信チャンネルが 8 局未満のときは、
残りのプリセットスイッチには何も記憶さ
れません。

･ 地域や車の向きなどの条件により、すべて
のチャンネルの受信感度が悪い場合、自動
で記憶できないことがあります。

･ 同じ放送局からの受信でも、TUNE ツマミ
または SEEK スイッチで選択し記憶させた
チャンネルとAUTO.Pスイッチで記憶させ
たチャンネルは一致しないことがありま
す。

･ AUTO.P スイッチによるチャンネルの記憶
操作を同じ場所で繰り返しても、受信感度
の状態によっては、操作ごとに記憶される
チャンネルが異なることがあります。

･ AUTO.P スイッチでチャンネルを記憶した
地域から移動して、放送局名とチャンネル
番号が一致しない場合は、再度AUTO.P ス
イッチで記憶し直してください。

･ AUTO.P スイッチによるチャンネルの記憶
操作を行った場合、複数の中継局から電波
を受信したときは、同一のチャンネル番号
が複数登録されることがあります。

AUTO.P

AUTO.P

エリアスイッチについて

あらかじめナビゲーションがエリアご
とに記憶しているチャンネルを表示さ
せることができます。
（GPS の自車位置情報により、今いる
地域で放送されている放送局の局名
とチャンネルがプリセットスイッチ
に表示されます。） 
･ 旅先などで放送局のチャンネルがわから
ないときなどに便利です。

放送局名画面表示中（→ 222）

知 識

プリセットスイッチにタッチし続けても、チャ
ンネルを記憶させることはできません。

エリア

エリア
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 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき
�再度  にタッチ。

 にタッチ。
� タッチするごとに、以下の順に切り替
わります。

1  にタッチ。

2  にタッチ。
･ 番組リスト画面が表示されます。

ワンセグ放送に自動で
切り替える

通常の地上デジタルテレビ放送が受信
できなくなった場合、自動でワンセグ
放送の受信に切り替えることができま
す。（ワンセグ自動切替）
通常の地上デジタルテレビ放送が受信
可能になると、ワンセグ放送から自動
で切り替わります。

デジタルテレビ操作画面表示中 (→ 222)

知 識

･ ワンセグ放送を受信しているときは、画面
左上に「ワンセグ」と表示されます。

･ 自動で切り替わった番組の映像や音声が、
ご覧になっていた番組と異なることがあり
ます。

･ ワンセグ放送を実施していない放送局をご
覧になっている場合、ワンセグ自動切替を
ON（する）にしていても、ワンセグ放送に
切り替わりません。

･ 放送が切り替わるとき、一時的に画像が静
止したり音声がとぎれる場合があります。

ワンセグ自動

ワンセグ自動

音声多重放送の音声モードを
切り替える

放送局名画面表示中（→222）

知 識

副音声または主・副音声を選択している場合、
受信状態によって主音声・副音声がひんぱんに
切り替わることがあります。

EPG( 電子番組表 ) を見る

EPGとは放送局が提供する、画面上で
見ることができるテレビ番組表です。
画面上で番組をさがすことができます。

デジタルテレビ操作画面表示中 ( → 222)

MAIN/SUB

主・副音声 主音声 副音声
MAIN/SUB　　　MAIN　　　SUB　

d操作

番組表
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 または  にタッチ。

� サービスを大きい方へ選択するとき
�   にタッチ。

� サービスを小さい方へ選択するとき
�   にタッチ。

情報が見たい番組にタッチ。
･ 番組の情報が表示されます。

■前後の時間帯の番組情報に切り替える
時間の  または  にタッチ。
� 前の放送時間帯の番組を表示するとき
�   にタッチ。

� 次の放送時間帯の番組を表示するとき
�   にタッチ。

■サービスを切り替える
サービスの  または  にタッチ。
� サービスを大きい方へ選択するとき
�   にタッチ。

� サービスを小さい方へ選択するとき
�   にタッチ。

1  にタッチ。

2  にタッチ。
･ データ放送画面が表示されます。

知 識

･ 番組リスト画面からお好みの地上デジタル
テレビ映像（番組）に切り替えることはで
きません。

･ 番組リスト画面は現在から最大 3 日分表示
することができます。

見たい番組を探す（別のサービス
の番組表に切り替える）

表示しているサービスの番組表を別の
サービスの番組表に切り替えることが
できます。

デジタルテレビ操作画面 ( → 222) →
 →  → 番組リスト画面

番組の情報を見る

デジタルテレビ操作画面 ( → 222) →
 →  → 番組リスト画面

ｄ操作 番組表

▼

▼

▼

▼

ｄ操作 番組表

データ放送を見る

データ放送とはデジタルテレビ映像の
他に、絵や文字の情報を付加した放送
です。受信するデータ放送により、番
組の内容と関係ないニュースや天気、
交通情報などの独立した情報や番組に
連動した情報を見ることができます。

デジタルテレビ操作画面表示中 (→ 222)

▲ ▼

▲

▼

▼

▼

▼

▼

d 操作

ｄ
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1 （画面外）を押す、または
映像（画面）にタッチ。

2  にタッチ。
･ データ放送操作画面が表示されます。

･ スイッチを消すとき
�  にタッチ。

･ データ放送画面を解除するとき
�  にタッチ。

■色ボタン、カーソルの操作

1  にタッチ。

2 色ボタンまたはカーソル（  ・  ・
 ・  ）にタッチ。

･  （または  ）にタッチする
と、色ボタン・カーソルの表示位置を左（ま
たは右）に移動することができます。

3 カーソル（  ・  ・  ・  ）
を操作して選択するときは、  に
タッチ。

知 識

･ 本機はワンセグ放送のデータ放送には対応
していません。

･ データ放送を受信可能な場合、デジタルテ
レビ操作画面に  が表示されます。

データ放送を操作する

データ放送操作画面を表示する

データ放送を操作するときは、データ
放送操作画面を表示して行います。

データ放送画面表示中 ( → 229)

ｄ

オーディオ

d操作

ボタン消

ｄ

データ放送を操作する

画面に表示される説明の順に操作する
と、さまざまな情報を見ることができ
ます。受信したデータ放送は色ボタン、
カーソル、10 キー（テンキー）など
で操作します。
操作方法は受信したデータ放送により
異なります。

データ放送を操作するときに、色ボタ
ンとカーソルを使用します。

データ放送操作画面表示中 (→ 229)

△ ▽▽

▽

色ボタン

カーソル

<<移動 移動>>

△ ▽

▽

▽

決定
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■10キー（テンキー）の操作

1  にタッチ。

2 数字を入力する。

･  （または  ）にタッチする
と、10キーの表示位置を左（または右）に
移動することができます。

3  にタッチ。

■前の画面に戻る操作

 にタッチ。

1  にタッチ。

2  にタッチ。
� タッチするごとに、映像および映像表
示が切り替わります。

数字を入力するときに使用します。

データ放送操作画面表示中 (→ 229)

知 識

･ データ放送の操作は、画面に表示される指
示の順に行ってください。

･ データ放送には双方向サービス（クイズや
テレビショッピングなどに視聴者がリアル
タイムで参加できるサービス）を行ってい
る番組がありますが、本機は対応していま
せん。

データ放送画面を、ひとつ前に表示さ
せていた画面に戻りたいときに使用し
ます。

データ放送操作画面表示中 (→ 229)

数字

10キー

<<移動 移動>>

決定

戻る

画面表示・音声の切り替え

ご覧になっている番組が提供している
映像・音声・字幕をお好みに合わせて
切り替えることができます。

映像を切り替える

ご覧になっている番組が複数の映像を
提供するマルチビュー放送を行ってい
る場合、お好みに合わせて映像を切り
替えることができます。

デジタルテレビ操作画面表示中 (→ 222)

知 識

･ ご覧になっている番組が複数の映像を提供
している場合、デジタルテレビ操作画面に

 が表示されます。
･ 映像を切り替えると同時に、音声と字幕も
切り替わることがあります。

d 操作

映像

映像表示

MV
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1  にタッチ。

2  にタッチ。
� タッチするごとに、音声および音声表
示が切り替わります。

1  にタッチ。

2  にタッチ。
� タッチするごとに、字幕および字幕言
語が以下の順に切り替わります。

放送局からお知らせを受信すると、画面
にメッセージが表示されます。

 にタッチ。
･ お知らせの内容が表示されます。

･ 元の映像に戻すとき
�  にタッチ。

音声を切り替える

ご覧になっている番組が複数の音声を
提供している場合、お好みに合わせて
音声を切り替えることができます。

デジタルテレビ操作画面表示中 (→ 222)

字幕を切り替える

ご覧になっている番組が字幕（日本語、
英語）を提供している場合、お好みに
合わせて字幕を切り替えることができ
ます。

デジタルテレビ操作画面表示中 (→ 222)

d 操作

音声

音声表示

d操作

知 識

ご覧になっている番組が字幕を提供している
場合、デジタルテレビ操作画面に  が表示
されます。

放送局からのお知らせについて

番組をご覧になっているときに放送局
からお知らせを受信することがありま
す。

字幕

OFF 日本語 英語

字幕言語

字

表示

消去
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緊急警報放送(EWS:Emergency Warning
System) は、緊急警報信号を送信し、地
震や津波などの情報をお知らせする放送
です。緊急警報放送は、警戒宣言、津波
警報、知事からの要請があったときに放
送されます。

緊急警報放送を受信した場合、自動で放
送内容が表示されます。放送が終了する
と、自動的に元の番組に戻ります。

 にタッチ。
･ 初期設定画面が表示されます。

初期設定画面から以下の項目を設定する
ことができます。

 にタッチ。
･ チャンネルの設定が開始します。
･ 設定が終了すると初期設定画面に戻りま
す。

知 識

受信したお知らせによっては消去できないこ
とがあります。

緊急警報放送（EWS) について

緊急警報放送を受信したときは

初期設定をする

各種機能設定やメールの閲覧などを行
うことができます。

放送局名画面表示中 (→ 222)

初期設定

項目 ページ
チャンネルの設定 232
文字スーパーの設定 233
居住地域の設定 233
イベントリレーの設定 234
メールの閲覧 234
IC（B-CAS）カードの情報の閲覧 235
IC（B-CAS）カードの動作テスト 235

チャンネルを設定する

プリセットスイッチにチャンネル番号
が表示されていないときや、地域を移
動したとき、現在地で受信可能なチャ
ンネルを自動で設定することができま
す。

放送局名画面 (→ 222) →  →
初期設定画面

知 識

初期スキャンによるチャンネル設定を行った
場合、複数の中継局から電波を受信したとき
は、同一のチャンネル番号が複数登録されるこ
とがあります。

初期設定

初期スキャン
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1  にタッチ。

2 文字スーパーの表示の  に
タッチ。

3 お好みの言語にタッチ。
� 表示しないとき
�   にタッチ。

4  にタッチ。

■県域から設定する

1  にタッチ。

2 居住地域の登録の  にタッ
チ。

3  にタッチ。

4 地域を選択する。
5 都道府県を選択する。

■郵便番号から設定する

1  にタッチ。

2 居住地域の登録の  にタッ
チ。

3  にタッチ。

4 郵便番号を入力する。
･ 間違えたとき�  にタッチ。

5  にタッチ。

文字スーパーを設定する

地上デジタルテレビ放送では、映像や
音声などとは別に、放送と独立した文
字スーパー（天気予報やニュースなど
を字幕で放送するサービス）を行って
います。
文字スーパーは日本語または英語で表
示することができます。また、表示し
ないように設定することもできます。

放送局名画面 (→ 222) →  →
初期設定画面

居住地域を設定する

データ放送で地域情報を受信するため
に、居住地域を設定する必要がありま
す。
初めて起動したときや、引越したとき
は必ず設定してください。

初期設定

機能設定

設定する

表示しない

完了

放送局名画面 (→ 222) →  →
初期設定画面

放送局名画面 (→ 222) →  →
初期設定画面

初期設定

機能設定

設定する

県域設定

初期設定

機能設定

設定する

郵便番号設定

修正

完了
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1  にタッチ。

2 イベントリレーの受信の  また
は  にタッチ。

3  にタッチ。

1  にタッチ。

2 見たいメールにタッチ。
･ メール詳細画面が表示されます。

■メールリストの表示について
リストはタイトル名と受信日時の2 種類
の表示をさせることができます。
タイトル名でリストを表示したいときは

 、受信した日時で表示したい
ときは  にタッチします。

タイトル画面

知 識

･ 東京都島部（伊豆・小笠原諸島）または鹿
児島県島部（南西諸島の鹿児島県域）にお
住まいの場合は、  にタッ
チしてください。

･ 郵便番号は7桁で入力してください。

イベントリレーを設定する

イベントリレーとは、視聴中の番組か
ら、異なるイベント（番組） や臨時サー
ビスに自動で切り替える機能です。
例えば、野球の延長放送を、視聴中の
番組とは異なるサービス番号で放送す
るときに、自動で切り替えます。

放送局名画面 (→ 222) →  →
初期設定画面

知 識

･ 地域によっては、同じ番組を放送している
放送局に切り替わらない場合があります。

･ 受信電波の弱い地域では放送局が切り替わ
らない場合があります。

･ 山を境に放送区域がかわる所では、トンネ
ルを出ても放送局が切り替わらない場合が
あります。

･ ご覧になっている放送局と移動先の放送局
の受信状態が同じようなときは、頻繁に切
り替わることがあります。

沖縄地方・その他

初期設定

機能設定

する
しない

完了

受信したメールを見る

放送局から受信したメールを見ること
ができます。

放送局名画面 (→ 222) →  →
初期設定画面

初期設定

メールインフォメーション

開封済みマーク

未開封マーク

タイトル
受信日時
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 にタッチ。
･ IC カード情報画面が表示されます。

IC カード情報画面

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。
� 異常を検出したときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

知 識

･ 受信したメールのタイトルは、受信メール
の先頭から全角18文字（メール詳細画面で
は14文字）をタイトルとして表示します。

･ メールの保存件数は最大 7 件です。7 件を
超えたときは、一番古いメールが自動で削
除されます。（未読メール含む） 

･ メールを見たかどうかは、開封済みマーク、
未開封マークの表示で確認することができ
ます。

IC（B-CAS）カードの情報を
見る

放送局名画面 (→ 222) →  →
初期設定画面

初期設定

ICカード情報

IC（B-CAS）カードの動作確認
をする

放送局名画面 (→ 222) →  →
初期設定画面

初期設定

ICカード情報

カードテスト

OK
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知っておいていただきたいこと

こんなメッセージが表示されたときは

メッセージ 原　因 処　置

正常に動作しませんでした
正しく装着されていないか、
故障しています
販売店へお問い合わせ下さ
い

IC（B-CAS）カードの動作確
認（→235）で、異常を検出
したため。受信機の故障が考
えられます。

トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

IC カードが正常に動作しま
せんでした
販売店へお問い合わせ下さ
い

IC（B-CAS）カードとの通信
で異常を検出したため。受信
機の故障が考えられます。

トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

放送を受信できません 地上デジタル放送の受信エリ
ア外にいるため。

地上デジタル放送を受信でき
るエリアに移動してくださ
い。

データを受信できませんで
した

データ放送を正常に受信でき
なかったため。

もう一度、操作し直してくだ
さい。

データを表示できませんで
した

本機で対応していないデータ
を受信したため。

故障ではありません。
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ちょっとした操作のちがいで故障と間違えることがありますので、次の表に基づき、
まず確認してください。
処置をしても直らないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。

故障とお考えになる前に

症　状 考えられること 処　置

地上デジタル放送が受信で
きない。

地上デジタル放送の受信エリ
ア外で使用していませんか。

地上デジタル放送を受信でき
るエリアに移動してくださ
い。

映像は出るが、音が出ない。 音量が小さくなっていません
か。

音量を大きくしてください。
（→168）

映像が止まって、音が出な
い。

地上デジタル放送の受信状態
が良くない。

受信エリア内でも環境により
受信できない場合がありま
す。（→ 223）
受信できる場所に移動してく
ださい。

画面上部のチャンネル番号
の表示が 13 ～ 62 のまま
で、プリセットスイッチに
チャンネル番号が表示され
ない。
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AUXの操作

AUX端子（→ 13）に接続したポータブルオーディオプレーヤーなどの音声を車両の
スピーカーで聴くことができます。

“ パワー ”スイッチがアクセサリーモードまたはONモードのときに聴くことができ
ます。

再生しているときに、 （画面外）を押すと次の画面が表示されます。

 にタッチするとBluetoothオーディオモードに切り替ります。（Bluetoothポー
タブルオーディオプレーヤー登録時のみスイッチを操作できます。）

1 市販のミニプラグケーブルを使用して
接続する。

2 接続した機器の電源をいれる。

3 （画面外）を押す。
･ AUX以外のモードが再生されたとき
�AUXモードが選択されるまで

 を押す。
･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。( → 169)

オーディオ

BT

再生する

HDD・AUX

HDD・AUX

知 識

AUX モード中に AUX 端子側のミニプラグを
抜いたり、接続する機器側のミニプラグを抜き
差ししたりすると、雑音が出ることがありま
す。
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はじめに

USB端子（→ 13）に接続した iPod や USBメモリーを再生することができます。
“ パワー ”スイッチがアクセサリーモードまたはONモードのときに使用することが
できます。

iPod やUSBメモリーを再生しているときに、 （画面外）を押すと、iPod
／ USBメモリー操作画面が表示されます。
ただし、「USB メモリーについて」（→ 244）に該当していても、ご利用の USB メ
モリーによっては、本機で再生できない場合がありますので、あらかじめご了承くだ
さい。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

■iPod 操作画面

■USBメモリー操作画面

オーディオ

TRACKスイッチFILE ツマミ

 警 告
安全のため、運転者は運転中に USB メモ
リーまたは iPod を操作しないでください。

 注 意
･ USBメモリーまたは iPodを車室内に放
置しないでください。炎天下など、車室
内が高温となり、故障の原因となります。

･ USBメモリーまたは iPodが接続されて
いるときに、USB メモリーまたは iPod
の上に乗ったり、物を上に置かないでく
ださい。故障の原因になります。

･ USBメモリーまたは iPod端末の差込口
にUSBメモリーまたはiPod端末以外の
ものを入れないでください。故障の原因
となります。
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iPod の操作

1 iPod を接続する。
･ iPod の電源が入らない場合は、電源を入れ
ます。

2 （画面外）を押す。
･ USB以外のモードが再生されたとき
�USBモードが選択されるまで

 を押す。
･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。( → 169)

1  にタッチ。

2 リスト画面で、プレイモードを選択す
る。

（画面外）を押す。
� うしろにあるとき
�∧ 側を押す。

� 前にあるとき
�∨ 側を押す。

FILE ツマミをまわす。
� うしろにあるとき
�右側にまわす。

� 前にあるとき
�左側にまわす。

1 TRACKの  にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。
･ 走行中はリスト表示を切り替えることはで
きません。

 にタッチ。
･ 通常再生するとき�  にタッチ。

（画面外）を押し続ける。
� 早送りするとき
�∧ 側を押し続ける。

� 早戻しするとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

再生する

知 識

･ USB モード中に USB 端子を抜いたり、接
続する機器を抜き差ししたりすると、雑音
が出ることがあります。

･ iPod が接続されている状態で、他モードよ
り iPod モードに切り替えたとき、前回、最
後に再生していた曲から再生されます。

プレイモードを選ぶ

iPod 操作画面表示中（→239）

聞きたい曲（トラック）を
選ぶ

TRACKスイッチで選ぶ

HDD・AUX

HDD・AUX

Menu

SEEK  TRACK

FILE ツマミで選ぶ

リスト画面で選ぶ

iPod 操作画面表示中（→ 239）

一時停止をする

iPod 操作画面表示中（→ 239）

早送り、早戻しする

選択

▲

SEEK  TRACK
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 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

本機で使用できる互換性確認済みの
iPod のモデル、世代、およびその世代の
中でのソフトウェアバージョンは下記の
とおりです。

使用できるモデルに該当していても、機
種やソフトウェアバージョン、個体差な
どにより使用できない場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。
iPod 第 4 世代以前には互換性がありま
せん。
iPhone、iPod mini、iPod shuffle 、
iPod photo には互換性がありません。

同じ曲（トラック）を
繰り返し聞く

選択している曲を繰り返し再生するこ
とができます。

iPod 操作画面表示中（→239）

アルバムの中からランダムに
聞く

選択しているアルバムの中からランダ
ム（無作為）に曲を選択し再生するこ
とができます。

iPod 操作画面表示中（→239）

全アルバムの中からランダム
に聞く

全アルバムの中からランダム（無作為）
に曲を選択し再生することができます。

iPod 操作画面表示中（→239）

知 識

接続した iPod の状態によっては、異なる動作
をすることがあります。

RPT

RPT

RAND

RAND

RAND

RAND

iPod について

� アップルは、本製品の機能および安
全および規格への適合について一切
の責任を負いません。

� iPod は、米国およびその他の国々で
登録された Apple, Inc. の登録商標
です。

モデル 世代 ソフトウェア
バージョン

iPod 第 5 世代 Ver. 1.2.0 以上
iPod nano 第 1 世代 Ver. 1.3.0 以上

第 2世代 Ver. 1.1.2 以上
第 3世代 Ver. 1.0.0 以上

iPod touch 第 1 世代 Ver. 1.1.0 以上
iPod classic 第 1 世代 Ver. 1.0.0 以上
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USBメモリーの操作

1 USBメモリーを接続する。
･ 接続した機器の電源が入らない場合は、電
源を入れます。

2 （画面外）を押す。
･ USB以外のモードが再生されたとき
�USBモードが選択されるまで

 を押す。
･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。( → 169)

� うしろにあるとき
�FOLDERの ∧ にタッチ。

� 前にあるとき
�FOLDERの ∨ にタッチ。

1 FOLDERの  にタッチ。

2 聞きたいフォルダにタッチ。
･ 走行中はリスト表示を切り替えることはで
きません。

再生する

知 識

･ USB モード中に USB 端子を抜いたり、接
続する機器を抜き差ししたりすると、雑音
が出ることがあります。

･ USBメモリーが接続されている状態で、他
モードよりUSBメモリーモードに切り替え
たとき、最初のファイルが再生されます。も
し、同じUSBメモリー（内容が変更されて
いないもの）が再び差し込まれたときは、前
回、最後に再生していた曲から再生されま
す。

HDD・AUX

HDD・AUX

聞きたいフォルダを選ぶ

操作画面で選ぶ

USB メモリー操作画面表示中（→239）

リスト画面で選ぶ

USB メモリー操作画面表示中（→239）

選択
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（画面外）を押す。
� うしろにあるとき
�∧ 側を押す。

� 前にあるとき
�∨ 側を押す。

FILE ツマミをまわす。
� うしろにあるとき
�右側にまわす。

� 前にあるとき
�左側にまわす。

1 FILE の  にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。
･ 走行中はリスト表示を切り替えることはで
きません。

（画面外）を押し続ける。
� 早送りするとき
�∧ 側を押し続ける。

� 早戻しするとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 に“ピー”と音がするまでタッチ
し続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

聞きたい曲（ファイル）を
選ぶ

TRACKスイッチで選ぶ

FILE ツマミで選ぶ

リストから選ぶ

USBメモリー操作画面表示中（→ 239）

早送り、早戻しする

SEEK  TRACK

選択

SEEK  TRACK

同じ曲（ファイル）を
繰り返し聞く

選択している曲を繰り返し再生するこ
とができます。

USBメモリー操作画面表示中（→239）

同じフォルダを繰り返し聞く

選択しているフォルダを繰り返し再生
することができます。

USBメモリー操作画面表示中（→239）

フォルダの中からランダムに
聞く

選択しているフォルダの中からランダ
ム（無作為）に曲を選択し再生するこ
とができます。

USBメモリー操作画面表示中（→239）

RPT

RPT

RPT

RPT

RAND

RAND
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 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 希望の曲になったら、再度  にタッ
チすると、その曲の再生を続けます。

･ 全曲の再生が終わったら、自動的に解除さ
れます。

 に“ピー”と音がするまでタッ
チし続ける。
･ スイッチの作動表示灯が点灯します。
･ 希望の曲になったら、再度  にタッ
チすると、その曲の再生を続けます。

･ 全曲の再生が終わったら、自動的に解除さ
れます。

使用できる USB メモリーのフォーマッ
トは下記のとおりです。
･ USB コミュニケーションフォーマッ
ト : USB 2.0FS (12MBPS)
･ ファイルフォーマット : FAT 16/32
(Windows )
･ 通信クラス : Mass storage class
上記フォーマット以外のファイルは正常
に再生できなかったり、ファイル名や
フォルダ名などが正しく表示されない場
合があります。
規格ならびに制限事項は次のとおりで
す。
･ 最大フォルダ数 : 999( ルート含む）
･ 最大ファイル数 : 65,025(1 フォルダ
につき、最大255ファイル )

全フォルダの中からランダム
に聞く

全フォルダの中からランダム（無作為）
に曲を選択し再生することができま
す。

USBメモリー操作画面表示中（→ 239）

フォルダの中から
曲（ファイル）を探す

選択しているフォルダの全曲の始めの
部分を約 10 秒間つぎつぎに再生する
ことができます。

USBメモリー操作画面表示中（→ 239）

RAND

RAND

SCAN

SCAN

フォルダを探す

全フォルダの先頭の曲の始めの部分を
約 10 秒間つぎつぎに再生することが
できます。

USBメモリー操作画面表示中（→239）

USBメモリーについて

SCAN

SCAN
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MP3（MPEG Audio LAYER3）は音声圧縮技術に関する標準フォーマットです。
MP3を使用すれば、元のファイルを約1/10のサイズに圧縮することができます。

WMA（Windows Media Audio）はマイクロソフト社の音声圧縮フォーマットです。
MP3よりも小さいサイズに圧縮することができます。

使用できるMP3/WMAファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマットに
は制限があります。MP3/WMA ファイルを書き込むときには次のことに注意してく
ださい。

■対応規格
MP3（MPEG1 AUDIO LAYER2、MPEG1 AUDIO LAYER3、MPEG2 AUDIO
LAYER2、MPEG2 AUDIO LAYER3、MPEG2.5）

■対応サンプリング周波数
MPEG1 AUDIO LAYER2、3 : 32、44.1、48 (kHz)
MPEG2 AUDIO LAYER2、3 : 16、22.05、24(kHz)
MPEG 2.5 : 8、11.025、12 (kHz)

■対応ビットレート
MPEG1 AUDIO LAYER2、3 : 32、64、80、96、112、128、160、

192、224、256、320 (kbps)
MPEG2 AUDIO LAYER2、3 : 32、64、80、96、112、128、144、

160 (kbps)
MPEG 2.5 : 32、64、80、96、112、128、144、

160 (kbps)

■対応規格
WMA Ver.9

■対応サンプリング周波数
HIGH PROFILE 32、44.1、48（kHz）

■対応ビットレート
CBR 32、48、64、80、96、128、160、192、256、320（kbps）

MP3/WMAについて

再生可能なMP3ファイルの規格について

再生可能なWMAファイルの規格について
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MP3 ファイルには、ID3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することができ、曲の
タイトル、アーティスト名などを保存することができます。
ID3 Ver.1.0、1.1、2.2、2.3、2.4 の ID3タグに対応しています。（文字数は ID3
Ver.1.0、1.1に準拠します。）

WMAファイルには、WMAタグと呼ばれる付属文字情報を入力することができ、ID3
タグと同様に曲のタイトル、アーティスト名を保存することができます。

MP3/WMAと認識し再生するファイルはMP3/WMAの拡張子".mp3"/".wma"がつ
いたものだけです。
MP3/WMAファイルには、".mp3"/".wma" の拡張子をつけて保存してください。

MP3/WMAファイルが収録されているUSBメモリーを接続すると、最初にUSBメ
モリー内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックが終わると、最
初のMP3/WMAファイルを再生します。
USB メモリー内のチェックを早く終わらせるために、MP3/WMA ファイル以外の
ファイルや必要のないフォルダなどを書き込まないことをおすすめします。
音楽データとMP3またはWMA形式のデータが混在しているディスクは、音楽デー
タのみを再生します。

ID3 タグ /WMAタグについて

ファイル名について

MP3/WMAの再生について

 注 意
MP3/WMA 以外のファイルに ".mp3"/".wma" の拡張子をつけると、MP3/WMA ファイル
と誤認識して再生してしまい、大きな雑音が出てスピーカーを破損する場合があります。
MP3/WMA以外のファイルに ".mp3"/".wma" の拡張子をつけないでください。

知 識

･ 安定した音質で再生するために、MP3の場合、128kbps の固定ビットレート、44.1kHz の
サンプリング周波数を推奨します。

･ MP3/WMAは市場にフリーウェア等、多くのエンコーダソフトが存在し、エンコーダの状態
やファイルフォーマットによって、音質の劣化や再生開始時のノイズの発生、また再生できな
い場合もあります。

･ USB メモリーに MP3/WMA 以外のファイルを記録すると、USB メモリーの認識に時間が
かかったり、再生できない場合があります。

･ Microsoft、Windows、Windows Media は、米国 Microsoft Corporation の米国及びそ
の他の国における登録商標です。
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はじめに

本システムに接続するポータブル機は、
次の仕様に対応している必要がありま
す。ただし、ポータブル機の機種により、
一部機能が制限される場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。

■対応Bluetooth 仕様
Bluetooth Specification Ver.1.1 以
上（Ver.2.0+EDR以上を推奨）

■対応Profile
･ A2DP（Advanced Audio Distribution
Profile）
Ver.1.0以上
･ AVRCP（Audio/Video Remote Control
Profile）
Ver.1.0以上（Ver.1.3 以上を推奨）

Bluetooth オーディオとは

動作確認済の Bluetooth ポータブル
オーディオプレーヤー※（以下「ポータ
ブル機」）を車載機に接続することで、
ポータブル機を直接操作することなく
使用できます。
※携帯電話のオーディオプレーヤーを含
む。
Bluetoothオーディオ対応のアダプター
については、動作確認を実施していませ
ん。
本機で動作確認済みの携帯電話の機種に
ついては、トヨタ販売店または http://
toyota.jp でご確認ください。

Bluetooth は Bluetooth SIG,Inc. の
登録商標です。

 警 告
安全のため、運転者は運転中にポータブル
機本体の操作をしないでください。

 注 意
･ ポータブル機は車室内に放置しないでく
ださい。
炎天下など、車室内が高温となり、故障
の原因となります。

･ ポータブル機を車載機に近づけて使用し
ないでください。近づけすぎると、音質
が劣化したり、接続状態が悪化すること
があります。

知 識

･ 他の無線機器と同時に使用すると、それぞ
れの通信に悪影響をおよぼすことがありま
す。

･ Bluetooth 接続により、ポータブル機の電
池が早く消耗します。
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･ 接続した機器によっては、電池残量の表示
ができないことがあります。

･ 電池残量表示はポータブル機の表示と一致
しないことがあります。

･ 外部電源が接続されているときは残量表示
は  で表示されます。

各種表示について

電池残量表示

ポータブル機の電池残量の目安を表示
します。

Bluetooth 接続状態表示

ポータブル機のBluetooth接続状態を
表示します。

電池残量表示

表示

残量 無 少 多

Bluetooth 接続状態表示

表示 接続状態
Bluetooth接続の状態が良好である
ことを示しています。この状態でご
使用ください。

この状態では再生時に音質が劣化す
ることがあります。表示が青色にな
る位置まで、ポータブル機を移動し
てご使用ください。

Bluetooth接続されていない状態を
示しています。
この状態では使用できませんので、
再度、ポータブル機の選択をご確認
ください。（→257）
ポータブル機の登録がされていない
場合は、登録を行ってからご使用く
ださい。（→254）

知 識

Bluetooth 通信用の車両側アンテナがディス
プレイ内に内蔵されています。
次のような場所や状態でポータブル機を使用
すると、Bluetooth 接続状態表示が黄色にな
ることや、Bluetooth 接続ができないことが
あります。
･ ディスプレイから隠れる場所にあるとき
（シートのうしろや下にあるとき、またはグ
ローブボックス内やコンソールボックス
内にあるときなど）

･ 金属製のものに接したり、覆われていると
き

ポータブル機を使用するときは、青色の表示が
出るように、ポータブル機の場所を移動させて
ください。
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■ペースメーカーやその他の医療用電気
機器をお使いの方は

Bluetooth 通信時の電波について、次の
点にご注意ください。

Bluetooth 機器使用上の注意
事項

この機器の使用周波数帯では、電子レ
ンジ等の産業・科学・医療用機器のほ
か、工場の製造ライン等で使用されて
いる移動体識別用の構内無線局（免許
を要する無線局）及び特定小電力無線
局（免許を要しない無線局）並びにア
マチュア無線局（免許を要する無線局）
が運用されています。
（上記 3 種の無線局を以下「他の無線
局」と略します）

この機器を使用する前に、近くで「他
の無線局」が運用されていないことを
確認してください。
万一、この機器から「他の無線局」に
対して有害な電波干渉事例が発生した
場合には、速やかに使用場所を変更し
て電波干渉を回避してください。

この機器の使用周波数帯は2.4GHz 帯
です。
変調方式として FH-SS 変調方式を採
用しています。
想定与干渉距離は10m以下です。
この機器は全帯域を使用し、かつ移動
体識別装置の帯域を回避可能です。

知 識

･ 本製品は、電波法および電気通信事業法の
基準に適合しています。製品に貼り付けて
あるシールはその証明です。
シールをはがさないでください。

･ 本製品を分解・改造すると、法律により罰
せられることがあります。

 警 告
･ Bluetooth通信用の車両側アンテナは車
載機内に内蔵されています。
植込み型心臓ペースメーカー、植込み型
両心室ペーシングパルスジェネレータお
よび植込み型除細動器を装着されている
方は、アンテナから約 22cm以内に近づ
かないようにしてください。電波により
植込み型心臓ペースメーカー、植込み型
両心室ペーシングパルスジェネレータお
よび植込み型除細動器の作動に影響を与
えるおそれがあります。

･ 植込み型心臓ペースメーカー、植込み型
両心室ペーシングパルスジェネレータお
よび植込み型除細動器以外の医療用電気
機器を使用される場合は、電波による影
響について医療用電気機器製造業者など
に事前に確認してください。電波により
医療用電気機器の動作に影響を与えるお
それがあります。
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� Bluetoothオーディオとハンズフリー
で異なるBluetooth 対応機器（携帯電
話）を使用するときは、次のようにな
ります。
･ ポータブル機のBluetooth接続が切
断されることがあります。
･ ポータブル機の再生音声にノイズが
発生することがあります。
･ ポータブル機の動作が遅くなること
があります。

� 再生中にハンズフリーで使用する通信
機器の選択を変更した場合、再生音声
が途切れることがあります。

� ハンズフリーの電話帳データ転送中
は、ポータブル機の接続が切断されま
す。
この場合、転送が終了すると再接続さ
れます。（機種によっては、再接続でき
ないことがあります。）

� ハンズフリー接続とオーディオ接続の
両方に対応している携帯電話でも、ハ
ンズフリー接続とオーディオ接続を同
時に接続できない場合があります。

ハンズフリーと同時に使用するとき
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Bluetooth オーディオの操作

ポータブル機を接続したときに、接続した機器を再生することができます。
Bluetooth オーディオを使用するためには、まず車載機にポータブル機を登録するこ
とが必要です。(→ 254)

Bluetooth オーディオモードを選択しているときに、 （画面外）を押すと、
Bluetooth オーディオ操作画面が表示されます。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

 にタッチするとAUXモードに切り替わります。

■操作画面について
接続した機器によっては、アーティスト
名、アルバム名、トラック名、電池残量な
どの表示やALBUMの  ・  などの
スイッチが表示されない画面が表示され
ることがあります。

オーディオ

AUX

TRACKスイッチ

▲ ▼
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1 車載機にポータブル機を登録する。
(→ 254)

2  （画面外）を押す。
･ Bluetooth オーディオ以外のモードが再生
されたとき
�Bluetooth オーディオモードが選択され
るまで  を押す。

･ オーディオ操作画面からモードを選択する
こともできます。（→169）

 にタッチ。
･ 通常再生するとき�  にタッチ。

� うしろにあるとき
�ALBUMの  にタッチ。

� 前にあるとき
�ALBUMの  にタッチ。

Bluetooth オーディオを聞く

知 識

接続した機器によっては、次のような場合があ
ります。
･ 車載機で操作できない。
･ 動作や音量が異なる。
･ 車載機とポータブル機で曲情報や時間表示
などの表示が異なる。

･ 再生を停止すると、接続が切断される。
この場合、手動で接続してください。
（→ 256）
また、車載機との接続状態によっては、車載機
で操作できない場合があります。そのときは、
接続状態表示が良好であることを確認してか
ら再度操作してください。（→248）

HDD・AUX

HDD・AUX

一時停止する

Bluetooth オーディオ操作画面表示中
（→251）

知 識

接続した機器によっては、一時停止時に 
にタッチすることで、再生する場合がありま
す。また、再生中に  にタッチすることで、
一時停止する場合があります。

聞きたいアルバムを選ぶ
対応ポータブル機接続時

Bluetooth オーディオ操作画面表示中
（→251）

知 識

接続した機器によっては機能に対応していない
ため、スイッチが表示されない場合があります。

▲
▲

▲

▼
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（画面外）を押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

（画面外）を押し続ける。
� 早送りするとき
�∧ 側を押し続ける。

� 早戻しするとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

 にタッチ。
･ 画面上部に「RPT」と表示されます。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

 にタッチ。
･ 画面上部に「RAND」と表示されます。
･ 解除するとき� 再度  にタッチ。

聞きたい曲を選ぶ
対応ポータブル機接続時

早送り、早戻しする
対応ポータブル機接続時

知 識

接続した機器によっては、手を離したあとも早
送り、早戻しが継続される場合があります。
この場合、再度 （画面外）を
押すことで、再生が再開されます。

SEEK  TRACK

SEEK  TRACK

SEEK  TRACK

同じ曲を繰り返し聞く
対応ポータブル機接続時

選択している曲を繰り返し再生するこ
とができます。

Bluetooth オーディオ操作画面表示中
（→251）

曲の順番をランダムに聞く
対応ポータブル機接続時

ランダム（無作為）に曲を選択し再生
することができます。

Bluetooth オーディオ操作画面表示中
（→251）

RPT

RPT

RAND

RAND
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Bluetooth オーディオの設定

･ ポータブル機は、車載機に最大2台まで登録
することができます。

･ ポータブル機側の操作については、ポータブ
ル機に添付の取扱説明書をご覧ください。

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  に
タッチ。

4 Bluetooth オーディオ設定の  
にタッチ。

･ 他のポータブル機がBluetooth接続中のと
きは、確認のメッセージが表示されます。
切断してよければ、  にタッチします。

･ すでに 2 台登録されているときは、いずれ
かの登録を削除してから登録してください。

5 ポータブル機を登録する。
� ポータブル機本体で車載機に表示され
ている機器名称を選択し、パスキーを
入力する。

･ ポータブル機側の登録操作は、必ずこの
Bluetooth オーディオ接続中画面を表示さ
せて行ってください。

･ 中止するとき�  にタッチ。

■ポータブル機でパスキー入力できない
とき

操作スイッチがないなど、パスキーを入
力することのできないポータブル機の場
合は、あらかじめ車載機のパスキーを
ポータブル機のパスキーに変更し 1～ 4
の操作を行ってください。
･ パスキーの変更について
�「車載機の Bluetooth 設定を変更する」
（→259）

･ ポータブル機のパスキーについては、ポー
タブル機に添付の取扱説明書をご確認くだ
さい。

6 登録が完了したとき
�メッセージが表示され、ポータブル
機の登録が完了する。

･ 使用するポータブル機を追加する場合は、
同様に登録します。

ポータブル機を登録する

Bluetoothオーディオを使用するため
には、まず次の手順で車載機にポータ
ブル機を登録することが必要です。

設定・編集

オーディオ

Bluetooth オーディオ設定

登録

はい

知 識

･ 一番新しく登録したポータブル機が車載機
で使用するポータブル機として選択されま
す。

･ パスキーとは、ポータブル機を車載機に登
録する際のパスワードです。任意の数字に
変更することもできます。（→259）

･ 登録操作と接続操作が分かれているポータ
ブル機の場合、パスキー入力後にポータブ
ル機からの接続操作が必要になる場合があ
ります。

中止
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■登録失敗画面が表示されたとき
「登録が出来ませんでした」のメッセージ
が表示されたときは、画面の案内にした
がってやり直してください。

･ ポータブル機側の操作については、ポータブ
ル機に添付の取扱説明書をご覧ください。

1 自動 Bluetooth 接続の  にタッ
チ。

･ 解除するとき�  にタッチ。

2  にタッチ。
･ 通常は自動接続「する」の状態で使用して
ください。

･ ポータブル機はBluetooth接続可能な状態
にしておいてください。

■Bluetooth 接続確認表示
Bluetooth 接続されると、接続完了の表
示が画面上部に表示されます。
使用するときは、この表示をご確認くだ
さい。

･ Bluetooth接続状態表示でも確認できます。
（→248）

ポータブル機を接続する

ポータブル機の車載機への接続は、自
動と手動の2通りの方法があります。

自動で接続する

“ パワー ”スイッチを OFF からアク
セサリーモードまたはONモードにす
るたびに、車載機は登録（選択）した
ポータブル機と自動的にBluetooth接
続します。

（画面外） →  → 
 → 

Bluetooth オーディオ設定画面

設定・編集 オーディオ
Bluetooth オーディオ設定

する

しない

知 識

･「接続方法を変更する」（→259）で「ポー
タブル機から接続」に設定している場合は、
自動Bluetooth 接続の設定はできません。

･ 接続完了の表示は、“ パワー ”スイッチを
OFF からアクセサリーモードまたは ON
モードにしたあと、初めて Bluetooth 接続
完了したときに 1回のみ表示されます。

･ ポータブル機の機種によっては、次のよう
な場合があります。
･ 自動接続しない。
この場合、手動で接続してください。
（→ 256）
･“ パワー ”スイッチがアクセサリーモー
ドまたは ON モードのときに表示部の照
明がついたままになる。
この場合、ポータブル機本体で照明を
OFF に設定してください。
（設定については、ポータブル機に添付の
取扱説明書をご覧ください。）

･「外部からの接続」、「ポータブル機からの
接続」などの切り替え設定がある場合が
あります。ポータブル機の設定をご確認
ください。

完了

Bluetooth 接続確認表示
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■自動接続できなかった場合
自動接続動作は約60秒行います。
その間に接続できなかった場合は、手動
で接続操作を行ってください。（→ 256）

1 ポータブル機を Bluetooth 接続可能
な状態にする。

2  にタッチ。

� Bluetooth 接続状態表示を確認します。
良好な状態であれば使用できます。

■ポータブル機から接続するとき
ポータブル機側からBluetooth接続をす
るように設定しているとき ( → 259) は、
ポータブル機を操作して接続します。

･ ポータブル機側の接続操作は、必ずこの
Bluetooth オーディオ接続中画面を表示さ
せて行ってください。

･ 中止するとき�  にタッチ。

“ パワー ”スイッチがアクセサリーモー
ドまたは ON モードのときに、一度接続
が成立したBluetooth接続がBluetooth
ネットワーク電波状況などで切断された
場合は、自動接続の設定に関わらず、自
動的に再接続処理を行います。

■Bluetooth接続が意図的に切断された
場合

ポータブル機側から Bluetooth 接続を
OFF にするなど、一度接続が成立した
Bluetooth接続が意図的に切断された場
合は、再接続処理は行いません。

手動で接続する

自動接続が失敗したときや自動接続
OFF状態にしているときにBluetooth
接続するときは、手動でBluetooth 接
続操作をします。

Bluetooth オーディオ操作画面表示中
（→251）

知 識

ポータブル機の状態によっては、一度で接続で
きないことがあります。その場合、しばらくし
てから再度接続操作を行ってください。

接続

Bluetooth 接続の再接続について

知 識

再接続処理は一定時間行われます。その間に接
続できなかった場合は、手動で接続操作を行っ
てください。（→256）ポータブル機の機種に
よっては、自動的に再接続しない場合がありま
す。

中止
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この場合は、次のいずれかの方法で再接
続してください。

･ ポータブル機の登録について
�「ポータブル機を登録する」（→254）

･ ポータブル機は車載機に最大 2 台まで登録
することができますが、本機で使用できる
のはオーディオプレイヤー切替で選択され
た機器のみです。

1  に
タッチ。

2 ポータブル機を Bluetooth 接続可能
状態にする。

3 使用するポータブル機を選択しタッ
チ。

4  にタッチ。
･ Bluetooth 接続中のポータブル機がある場
合は、確認のメッセージが表示されます。
切断してよければ、  にタッチします。

■ポータブル機から接続するとき
ポータブル機側からBluetooth接続をす
るように設定しているとき ( → 259) は、
ポータブル機を操作して接続します。

･ ポータブル機側の接続操作は、必ずこの
Bluetooth オーディオ接続中画面を表示さ
せて行ってください。

･ 中止するとき�  にタッチ。

項目 ページ
手動で接続する 256
改めてポータブル機を選択する 257

使用するポータブル機を選択
する

一番新しく登録したポータブル機が車
載機で使用する機器として選択されま
す。
複数のポータブル機を使用するとき
は、必要に応じて機器を選択します。

（画面外） →  → 
設定・編集画面
設定・編集 オーディオ

オーディオプレイヤー切替

知 識

Bluetooth 接続中のポータブル機には、
Bluetooth マークが表示されます。

Bluetooth マーク

完了

はい

中止
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情報は、次の項目が表示されます。

1 詳細情報を表示したいポータブル機を
選択し、  にタッチ。

2 各項目を確認する。
� この画面で、以下の変更を行うことが
できます。

3 確認および変更が終わったら、  
にタッチ。

･ 車載機で機器名称を変更しても、ポータブ
ル機に登録されている機器名称は変更され
ません。

1  にタッチ。

2 名称を入力する。
･ ソフトウェアキーボードで入力する。

ポータブル機の詳細情報を
表示する

車載機に登録されているポータブル機
に関する情報の表示と機器名称や、車
載機との接続方法を変更することがで
きます。

機器名称

車載機に表示されるポータブル機の名称
です。任意の名称に変更することができま
す。

機器アドレス

機器固有のアドレスで、変更することはで
きません。

接続方法

ポータブル機と車載機との接続方法で、
「車載機から接続」と「ポータブル機から
接続」を切り替えることができます。

（画面外） →  → 
 → 

オーディオプレイヤー切替画面

設定・編集 オーディオ
オーディオプレイヤー切替

詳細情報表示

項目 ページ
機器名称の変更 258
接続方法の変更 259

ポータブル機の名称を変更する

車載機に表示されるポータブル機の名
称を、任意の名称に変更することがで
きます。

（画面外） →  → 
 → 

名称を変更したいポータブル機器名称 →
 → Bluetooth オーディオ詳

細情報画面

完了

設定・編集 オーディオ
オーディオプレイヤー切替

詳細情報表示

変更
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1  または
 にタッチ。

2  にタッチ。

情報は、次の項目が表示されます。

接続方法を変更する

車載機にポータブル機を接続するとき
の方法を選択することができます。

（画面外） →  → 
 → 

接続方法を変更したいポータブル機器名称
→  → Bluetooth オーディオ
詳細情報画面

知 識

･「車載機から接続」か「ポータブル機から接
続」のどちらで接続すればいいかは、接続
するポータブル機により異なります。
接続方法についてはポータブル機に添付の
取扱説明書をご覧ください。

･ 接続方法を「ポータブル機から接続」に設
定した場合、「自動で接続する」（→ 255）
で「する」にしていても自動接続は行いま
せん。

設定・編集 オーディオ
オーディオプレイヤー切替

詳細情報表示

車載機から接続
ポータブル機から接続

完了

車載機の Bluetooth 設定を
変更する

Bluetooth 設定は、車載機に関する
Bluetooth設定情報の表示と設定の変
更をすることができます。

機器名称

Bluetooth ネットワーク内での車載機の
名称です。任意の名称に変更することがで
きます。

パスキー

ポータブル機を車載機に登録する際のパ
スワードです。4 ～ 8 桁の任意の数字に
変更することができます。

機器アドレス

車載機に登録されている機器固有のアド
レスで、変更することはできません。
機器名称やパスキーを他の Bluetooth 機
器と同じにしてしまい、ネットワーク内で
の車載機の区別がつけられなくなってし
まった場合に参考にすることができます。
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機器名称またはパスキーを変更したいと
きは、次の手順で行ってください。

1 機器名称またはパスキーの  に
タッチ。

･ この画面でBluetooth設定情報が確認でき
ます。

2 各項目を変更する。
■機器名称
ソフトウェアキーボードで入力する。

■パスキー
4～ 8桁の範囲で任意の数字を入力
し、  にタッチ。

･ 修正するとき�  にタッチ。

3 設定が終わったら、  にタッチ。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

（画面外） →  → 
 → Bluetooth

オーディオ設定画面

設定・編集 オーディオ
Bluetooth オーディオ設定

変更

完了

修正

知 識

機器名称を変更した場合、ハンズフリーの
Bluetooth 設定の機器名称も同時に変更され
ます。
パスキーについては、それぞれ別の数字を設定
することができます。

Bluetooth 設定を初期化する

各設定を初期設定の状態に戻すことが
できます。

（画面外） →  → 
 → Bluetooth

オーディオ設定画面

完了

設定・編集 オーディオ
Bluetooth オーディオ設定

初期状態

はい
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1 Bluetooth オーディオ設定の 
にタッチ。

2 削除するポータブル機を選択し、
 にタッチ。

3  にタッチ。
･ 削除するポータブル機がBluetooth接続中
のときは、確認のメッセージが表示されま
す。切断してよければ、  にタッチしま
す。

ポータブル機の登録を削除
する

（画面外） →  → 
 → Bluetooth

オーディオ設定画面

設定・編集 オーディオ
Bluetooth オーディオ設定

削除

完了

はい

はい
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ステアリングオーディオスイッチ
ステアリングスイッチでの操作

ハンドルの左側にあります。

MODE（モード切り替え）スイッチを押
す。
･ 電源が ONのときは、スイッチを“ピッ” と
音がするまで押し続けると電源がOFFにな
ります。

音量調整スイッチを押す。
� 大きくするとき�＋側を押す。
� 小さくするとき�－側を押す。
･ スイッチを 1 秒以上押し続けると、音量を
連続して調整できます。

MODE（モード切り替え）スイッチを押
す。
� スイッチを押すごとに、「FM→（DVD
プレーヤー）→（サウンドライブラリ）
→ （USB） → デジタル TV →
（Bluetooth オーディオ）→（AUX）
→ AM → FM」の順にモードが切り替
わります。

ステアリングオーディオ
スイッチ

電源を入れる

音量を調整する

 注 意
安全運転に支障がないように適度な音量で
お聞きください。

音量調整スイッチ TUNE・TRACKスイッチ

MODE（モード切り替え）スイッチ

モードを切り替える

知 識

（　）内のモードは、次のようなときは選択で
きません。
･ ディスクが挿入されていないとき
（DVDプレーヤーモード）
･ 再生するデータがない（録音されていない）
とき
（サウンドライブラリモード）
･ Bluetoothポータブルオーディオプレーヤー
が登録されていないとき
（Bluetooth オーディオモード）
･ AUX 端子、USB 端子に機器が接続されて
いないとき
（AUX・USBモード）
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ステアリングオーディオスイッチ

■プリセットスイッチに登録されている
放送局から選ぶ

TUNE・TRACKスイッチを押す。
� 高い（大きい）方へ選択するとき
�∧ 側を押す。

� 低い（小さい）方へ選択するとき
�∨ 側を押す。

■自動で選ぶ
TUNE・TRACK スイッチを“ピッ” と
音がするまで押し続ける。
� 高い（大きい）方へ選択するとき
�∧ 側を押し続ける。

� 低い（小さい）方へ選択するとき
�∨ 側を押し続ける。

･ 受信感度が良く、現在受信している周波数
（チャンネル）に一番近い周波数（チャンネ
ル）を自動で選択します。

･ 途中で止めるとき�再度スイッチを押す。

■聞きたい曲を選ぶ
TUNE・TRACKスイッチを押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

■聞きたいフォルダを選ぶ

TUNE・TRACK スイッチを“ピッ” と
音がするまで押し続ける。
� うしろにあるとき
�∧ 側を押し続ける。

� 前にあるとき
�∨ 側を押し続ける。

TUNE・TRACKスイッチを押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

ラジオ・テレビ受信時に
放送局を選ぶ

放送局の周波数（チャンネル）を選択
することができます。

知 識

地域や車の向きなどの条件により、すべての周
波数（チャンネル）の受信感度が悪い場合、自
動で選択できないことがあります。

音楽CD・MP3/WMA
ディスク再生時に選曲する

MP3/WMAディスク再生時

DVD・ビデオCD再生時に見
たい場所を選ぶ

見たいチャプターやトラックなどを選
択することができます。

知 識

ディスクにより、操作できなかったり、異なる
動作をすることがあります。
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ステアリングオーディオスイッチ

■聞きたい曲を選ぶ
TUNE・TRACKスイッチを押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

■聞きたいアルバムを選ぶ
TUNE・TRACK スイッチを“ピッ” と
音がするまで押し続ける。
� うしろにあるとき
�∧ 側を押し続ける。

� 前にあるとき
�∨ 側を押し続ける。

■聞きたい曲（トラック）を選ぶ
TUNE・TRACKスイッチを押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

■聞きたい曲（ファイル）を選ぶ
TUNE・TRACKスイッチを押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

■聞きたいフォルダを選ぶ
TUNE・TRACKスイッチを押し続ける。
� うしろにあるとき
�∧ 側を押し続ける。

� 前にあるとき
�∨ 側を押し続ける。

■聞きたい曲を選ぶ
TUNE・TRACKスイッチを押す。
� うしろにあるとき�∧ 側を押す。
� 前にあるとき�∨ 側を押す。

■聞きたいアルバムを選ぶ
TUNE・TRACK スイッチを“ピッ” と
音がするまで押し続ける。
� うしろにあるとき
�∧ 側を押し続ける。

� 前にあるとき
�∨ 側を押し続ける。

サウンドライブラリ再生時に
選曲する

iPod 再生時に選曲する

USBメモリー再生時に
選曲する

Bluetooth オーディオ
再生時に選曲する

知 識

接続した機器により、操作できなかったり、異
なる動作をすることがあります。
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音声操作システムについて
はじめに

音声操作システムについて

音声操作システム（音声認識用マイク＆トークスイッチ）を使用することにより、
音声認識コマンドを発声して、ナビゲーションやオーディオなどの操作を行うこと
ができます。

音声操作システムは、正しく発声しないと認識されないことがありますので、以下
の点にご留意の上、ご使用ください。
� 音声操作を開始するときは、必ずトークスイッチを短く押してください。
�“ピッ”という音のあとにお話しください。“ピッ”という音の前または同時に発
声した場合は、正しく認識されません。

� ハッキリと発声してください。
� 声色によっては、認識されづらいこともあります。
� 騒音（風切り音・外部の音）などにより正しく認識されないことがあるため、発
声するときは、できるだけ窓を閉めておいてください。また、エアコンのファン
の音が大きいときも、正しく認識されないことがあります。

� 方言や言い方の違いには対応していません。必ず指定された読みで発声してくだ
さい。

� 地名や施設名称などは、通称名や略称には対応していません。必ず正式名称の読
みで発声してください。
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音声操作システムについて
各部の名称

■音声認識用マイク 
音声認識コマンドを発声するときに使用します。

■トークスイッチ 
スイッチを操作することにより、音声認識モードの開始／中止ができます。

各部の名称

パノラマルーフ装着車

音声認識用
マイク

パノラマルーフ非装着車

音声認識用
マイク

トークスイッチ
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音声操作システムについて

音声操作画面

コマンドリスト 発声可能なコマンドが、認識中アイコンと同じ緑色で表示さ
れる。
･「その他のコマンドリスト」では、「音声認識コマンド一覧」
（→281）のコマンドが使用できます。

認識中アイコン 音声認識中に表示される。

認識結果 認識結果が表示される。

候補 認識結果に他の候補がある場合に表示される。
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ハンズフリーの設定
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基本操作
基本操作を覚える

1 トークスイッチを押し、すぐにスイッ
チから指を離す。

� 音声操作画面に切り替わり、「ピッと
鳴ったら、お話しください」という音
声ガイドのあと、＜ピッ＞と音がしま
す。

2 認識中アイコンが表示されたら、希望
のコマンドを発声する。

� ＜ピッ＞と音がしてから約5秒以内に
発声してください。

� コマンドが認識されると、音声ガイド
が出力され、実行されます。

表示された画面により、次の操作をしま
す。
� 候補に希望の結果が表示されていると
き 
�「候補1」または「候補2」と発声する。 

� 候補に希望の結果が表示されていない
とき、候補が表示されないとき 
�「戻る」と発声する、または  に
タッチ。 

目的地検索など、連続して音声操作をす
る場合があります。（→273）

次のような場合は、音声認識モードを中
断します。 
� コマンドを認識できなかったとき。 
�  または  にタッチしたとき。 
この場合、トークスイッチを押すと再開
できます。

音声ガイド出力時にトークスイッチを押
すと、音声ガイドが途中でも次の動作に
移ることができます。

音声認識モードを開始する

基本的な操作の流れを見ながら、音声
操作を開始する方法と、音声認識モー
ド中の基本操作を覚えましょう。

知 識

トークスイッチを押した後の音声ガイドは、上
記と異なる音声ガイドが出力されることがあ
ります。

認識中アイコン

認識結果が違うとき

連続して音声操作をする

音声操作を再開する

音声ガイドを省略する

▲▲ ▼▼
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基本操作

次のいずれかの操作をする。 
� トークスイッチを押し続ける。 
� コマンドリストに「中止」が表示され
ているとき 
�「中止」と発声する、または  に
タッチ。

音声認識モードを中止する

中止
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代表的な音声操作
音声操作の使用例

� ここで紹介するのは、主に連続して音
声操作をする場合の例です。
説明にないコマンドの使い方は、「音声
認識コマンド一覧」（→281）をご覧く
ださい。

自宅を目的地に設定して、ルートを探索
してみましょう。

以上で、自宅を目的地に設定して、ルー
トが探索されます。

使用例の見方

ここでは、音声操作の具体的な使い方
を説明します。
例にしたがって、同じように操作して
みてください。

文中の表記は次のようになっていま
す。

�（○○○）……スイッチの操作
�「○○○」……車載機から出力され

る音声ガイド
� ＜○○○＞ …車載機から出力され

る操作音
�「○○○」……発声するコマンド

自宅を目的地に設定する

お客様 ：（トークスイッチを押す）
車載機 ：「ピッと鳴ったら、お話しく

ださい」＜ピッ＞
お客様 ：「自宅に帰る」

車載機：「自宅を表示します」
車載機：「新規目的地とお話しくださ

い」＜ピッ＞
お客様：「新規目的地」
車載機：「新規で自宅を目的地にセッ

トします」

知 識

自宅が登録されていない場合は、使用すること
ができません。自宅を登録してから使用してく
ださい。（→109）
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代表的な音声操作

� 検索できる住所は、画面操作の住所検
索（→73）から検索できる住所です。

� コマンドを発声するときは、次の点に
注意して発声してください。
･ 住所は、すべての地名を一度に発声
しても、途中で区切って発声しても
かまいません。
･ 郡・大字・字・番地・号は省略して
発声してください。
･「ー」は「の」または「はいふん」と
発声してください。

例）「東京都文京区後楽一丁目1ー2」を
目的地に設定します。

以上で、この住所を目的地に設定して、
ルートが探索されます。

■地図を表示させたいとき
住所で検索中、コマンドリストに「地図
表示」が表示されているときは、最後に
発声した地名の広域図を表示させること
ができます。

「地図表示」と発声する。

色々な方法で目的地を設定
する

色々な検索方法で目的地を設定するこ
とができます。
ここでは代表して、「住所」から探す場
合で説明します。

住所から探す

お客様 ：（トークスイッチを押す）
車載機 ：「ピッと鳴ったら、お話しく

ださい」＜ピッ＞
お客様 ：「目的地検索」

車載機 ：「目的地を探します」

車載機：「検索方法をお話しくださ
い」＜ピッ＞

お客様：「住所」
車載機：「住所から探します」
車載機：「住所を都道府県からお話し

ください」＜ピッ＞
お客様：「東京都」
車載機：「東京都」
車載機：「続きの住所をお話しくださ

い」＜ピッ＞
お客様：「文京区」
車載機：「東京都文京区」
車載機：「続きの住所をお話しくださ

い」＜ピッ＞
お客様：「後楽」
車載機：「東京都文京区後楽」
車載機：「続きの住所をお話しくださ

い」＜ピッ＞
お客様：「一丁目」
車載機：「東京都文京区後楽一丁目」
車載機：「続きの住所をお話しくださ

い」＜ピッ＞
お客様：「1ー2」
車載機：「東京都文京区後楽一丁目

1ー2」
車載機：「地図表示、または目的地

セットとお話しください」
＜ピッ＞

お客様：「目的地セット」
車載機：「新規でここを目的地にセッ

トします」
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代表的な音声操作

■コマンドを言い直すとき

直前に発声した内容によって言い直す範
囲が異なります。

例）住所検索で、東京都文京区を検索し
たとき

� 都道府県名と市区町村名を一度に発声
した場合
「東京都文京区」と都道府県名から言い
直す。

� 都道府県名と市区町村名を分けて発声
し、直前に発声したのが市区町村名の
場合
「文京区」と市区町村名のみ言い直す。

■目的地設定について
設定した目的地の条件により、設定方法
を選択する必要があります。
� 音声操作・タッチスイッチのどちらで
も操作できます。

＜すでに目的地が設定されているとき＞
追加目的地… 検索結果を一番手前の目

的地として追加
新規目的地… 設定済みの目的地を削除

して、検索結果を新規に目
的地に設定

� 目的地は最大5カ所まで設定できます。

＜高速道路などの付近を目的地に設定し
たとき＞
セット……… 高速道路などを目的地に

設定する
他の道路…… 他の場所を目的地に設定

する

■施設名で探す
� 検索できる施設は、画面操作の施設検
索（→73）から検索できる施設です。

� 原則として「都道府県名＋施設名」を
発声します。
･ 都道府県名と施設名は、都道府県名・
施設名の順に続けて発声しても、都
道府県名だけ発声して、次の音声ガ
イドのあとに施設名を発声するとい
うように分けて発声してもかまいま
せん。
･ 次の施設は、都道府県名が分からな
いとき、他の名称で指定することも
できます。

その他の検索方法について

検索方法を発声するときに次のコマン
ドを発声すると、希望の方法で検索で
きます。
操作方法は「住所」と同様です。ここ
では、それぞれの検索方法を使用する
ときの注意点を説明します。

検索方法
機能

コマンド

施設名で探す 施設名から目的地を検
索する（→274）「施設」

電話番号で探す 電話番号から目的地を
検索する（→ 275）「電話番号」

特別メモリで探す 特別メモリから目的地
を検索する（→275）「特別メモリ」

検索履歴で探す 検索した履歴から目的
地を検索する（→ 275）「履歴」



275

代表的な音声操作

系列名＋店名
例）トヨタ○○　△△店
※ジェームスの場合、系列名は「ジェーム
ス」になります。

鉄道会社名＋路線名＋駅名
例）JR　東海道新幹線　東京駅

道路名＋施設名
例）東名高速道路　東京インター

■電話番号で探す
� 数字は一度にすべて発声しても、分け
て発声してもかまいません。
発声するときは、以下の例を参照の上、
局番単位の区切る位置に注意して発声
してください。
例）「03 － 1234 － 5678」を発声

する場合
･ 一度にすべて発声するとき
「ゼロ、サン、イチ、ニ、サン、ヨン、
ゴ、ロク、ナナ、ハチ」
･ 分けて発声するとき
「ゼロ、サン」＋「イチ、ニ、サン、
ヨン」＋「ゴ、ロク、ナナ、ハチ」

� 市内局番については、桁読みで発声す
ることができます。
例）「03 － 1234 － 5678」の市内
局番を桁読みで発声する場合
「センニヒャクサンジュウヨン」

�「－」は「の」または「はいふん」と発
声しても、省略してもかまいません。

■特別メモリで探す
� 検索できる施設は、特別メモリ（→
109）に登録してある施設です。

� 特別メモリを指定するときは、コマン
ドリストに表示されている「番号」を
発声します。

■履歴で探す
� 検索できる施設は、履歴（→76）に登
録されている施設です。

� 目的地履歴を指定するときは、コマン
ドリストに表示されている「番号」を
発声します。

販売店、レンタリース、ジェームス

駅

高速 IC・SA・PA、有料 IC

知 識

･ 現在地の都道府県の施設を認識させるとき
は、都道府県名を発声する必要はありませ
ん。また、立体ランドマークが表示される
施設を認識させるときも、都道府県名を発
声する必要はありません。

･ 都道府県名・政令指定都市名で開始される
施設名は、施設名のみで認識されます。ま
た、施設名の最初の名称と実際に存在する
都道府県（政令指定都市）名が一致しなく
ても、認識されます。
例）千葉県にある東京ディズニーランドは、
「東京ディズニーランド」と発声すれば
認識され、“千葉県”を発声する必要は
ありません。

･ 音声操作で検索できる施設は、次の操作で
表示することができる施設になります。
･「立体ランドマークの表示」（→55）
･「施設で地図を呼び出す」（→73）
発声する施設名は、上記方法で表示される
施設名をそのまま発声してください。

知 識

特別メモリが登録されていない番号は、コマン
ドリストに表示されません。
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代表的な音声操作

� ジャンルを選択するときは、「ジャンル
名」または「番号」を発声します。

･ 走行中呼び出しジャンルの設定を変更する
と、利用できる施設を変更できます。

例）最寄の「コンビニエンスストア」を
目的地に設定します。

以上で、最寄のコンビニエンスストアを
目的地に設定して、ルートが探索されま
す。

� コンテンツを選択するときは、「コンテ
ンツ名」または「番号」を発声します。

例）「道路交通情報：一般道」をリクエス
トします。

最寄の施設を目的地に設定
する

走行中呼出ジャンル（→54）に表示さ
れる施設を最大5件まで検索し、目的
地に設定できます。

お客様 ：（トークスイッチを押す）
車載機 ：「ピッと鳴ったら、お話しく

ださい」＜ピッ＞
お客様 ：「最寄検索」

車載機 ：「最寄の施設を探します」
車載機 ：「表示されているジャンル

名、または番号をお話しくだ
さい」＜ピッ＞

お客様 ：「コンビニ」
車載機 ：「周辺の施設を目的地にセッ

トできます」
車載機 ：「施設の番号を選択してお話

しください」＜ピッ＞
お客様 ：「2」
車載機 ：「最寄の施設2を表示します」
車載機 ：「新規目的地とお話しくださ

い」＜ピッ＞
お客様 ：「新規目的地」
車載機 ：「新規でここを目的地にセッ

トします」

Myリクエストを使う
G-BOOKオンラインサービス利用時

Myリクエストに登録されているコンテ
ンツをリクエストできます。

 注 意
G-BOOKオンラインサービスを携帯電話接
続でご使用の場合、音声操作の前に携帯電
話が接続されていることを確認してくださ
い。
携帯電話が接続されていないと接続確認
メッセージが表示され、画面上での操作が
必要になるため、音声操作だけで操作でき
ません。

お客様：（トークスイッチを押す）
車載機：「ピッと鳴ったら、お話しく

ださい」＜ピッ＞
お客様：「マイリクエスト」

車載機：「マイリクエストを表示しま
す」
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他のページに登録してあるコンテンツを
リクエストしたいときは、次のいずれか
の操作を行います。

■音声操作でページを切り替える

1「前のページ」または「次のページ」と
発声する。

2「コンテンツ名」または「番号」を発声
する。

■タッチスイッチでページを切り替える

1  または  にタッチ。

2 トークスイッチを押し、「コンテンツ
名」または「番号」を発声する。

� アーティスト名と曲名は、サウンドラ
イブラリ画面で表示される読みを発声
します。
･ アーティスト名…アーティスト読み
･ 曲名………………トラック読み

� アーティスト名と曲名は、一度に発声
しても、分けて発声してもかまいませ
ん。

例）○○○（アーティスト名）の△△△
（曲名）を再生します。
ここではアーティスト名と曲名を
別々に発声する場合で説明します。

車載機 ：「表示されているコンテンツ
名、または番号をお話しくだ
さい」＜ピッ＞

お客様 ：「道路交通情報一般道」
車載機 ：「交通情報一般をリクエスト

します」

他のページのコンテンツを
リクエストする

▲▲ ▼▼

サウンドライブラリの楽曲を
検索する

サウンドライブラリ内の楽曲を、音声
認識で検索して再生できます。

お客様：（トークスイッチを押す）
車載機：「ピッと鳴ったら、お話しく

ださい」＜ピッ＞
お客様：「曲を探す」

車載機：「ハードディスクの曲を探し
ます」

車載機：「アーティスト名と曲名をお
話しください」＜ピッ＞

お客様：「○○○（アーティスト名）」※
車載機：「○○○（アーティスト名）の

曲を探します」
車載機：「曲名をお話しください」

＜ピッ＞
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■アーティスト名と曲名を続けて発声す
るとき

※で「○○○（アーティスト名）の△△
△（曲名）」と発声する。

■検索したアーティストの曲をすべて聴
きたいとき

「△△△（曲名）」を発声する代わりに、
「曲を聴く」と発声する。

� 電話番号を発声するときの注意点につ
いては、「電話番号で探す」（→ 275）
と同様です。

例）「03ー1234ー5678」に電話をか
けます。

お客様 ：「△△△（曲名）」
車載機 ：「○○○（アーティスト名）の

△△△（曲名）が検索されま
した」

車載機 ：「この曲を聴く場合は曲を聴
くとお話しください」
＜ピッ＞

お客様 ：「曲を聴く」
車載機 ：「この曲を再生します」

知 識

･ 一部の楽曲では、アーティスト読み（アーティ
スト名）、トラック読み（曲名）が付与されな
かったり、表示用のアーティスト、トラック
の名称と読みが異なることがあります。
この場合、サウンドライブラリ画面で表示
されるアーティスト名、トラック名を発声
しても読みが異なるため、音声操作で楽曲
の検索ができません。
サウンドライブラリ画面で、それぞれの読
みをご確認ください。

･ サウンドライブラリ画面を確認し、ご希望
のアーティスト読み（アーティスト名）、ト
ラック読み（曲名）でない場合は、次のい
ずれかの操作をしてください。
･「タイトル情報を再取得する」の操作で、
再度、該当する情報を付与し、情報が更
新されないか確認する。（→219）

･「アーティスト名、アーティスト読みを変
更する」の操作で、希望の読みに変更す
る。（→217）

･「トラックタイトル、トラック読みを変更
する」の操作で、希望の読みに変更する。
（→ 218）

電話をかける

いろいろな方法で電話をかけることが
できます。
ここでは代表して、「番号でかける（ダ
イヤル発信）」場合で説明します。

知 識

･ 音声操作で電話をかける場合、携帯電話の
機種によっては、発信後電話画面に切り替
わるまでに時間がかかることがあります。
この場合、切り替え中は現在地画面が表示
されますので、電話画面に切り替わるまで
はナビの操作をしないでお待ちください。

･ データ通信中に音声操作で電話をかける
と、データ通信は強制終了されます。

番号でかける（ダイヤル発信）

お客様：（トークスイッチを押す）
車載機：「ピッと鳴ったら、お話しく

ださい」＜ピッ＞
お客様：「電話をかける」

車載機：「電話をかけます」
車載機：「電話をかける方法をお話し

ください」＜ピッ＞
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■ワンタッチ発信
� 発信できる電話番号は、ワンタッチダ
イヤル（→418）の 1ページ目に登録
してある電話番号です。

� ワンタッチダイヤルを指定するとき
は、コマンドリストに表示されている
「番号」を発声します。

■電話帳発信
� 発信できる電話番号は、電話帳（→
431）に登録してある電話番号の内、次
の設定をしてある電話番号です。
･ 認識読み（→434）
･ 音声認識の設定（→435）

� 電話帳に登録されている名称は、「認識
読み」を発声します。

■着信履歴発信／発信履歴発信
� 発信できる電話番号は、着信履歴・発
信履歴（→ 417）に記憶されている電
話番号です。

� 履歴を指定するときは、コマンドリス
トに表示されている「番号」を発声し
ます。

お客様 ：「番号」
車載機 ：「番号でかけます」
車載機 ：「電話番号を市外局番からお

話しください」＜ピッ＞
お客様 ：「03－ 1234－ 5678」
車載機 ：「03－ 1234－ 5678」
車載機 ：「続きの番号、または発信と

お話しください」＜ピッ＞
お客様 ：「発信」
車載機 ：「発信します」

その他の発信方法について

電話をかける方法を発声するときに次
のコマンドを発声すると、希望の方法
で発信できます。操作方法は「番号」
と同様です。
ここでは、それぞれの発信方法を使用
するときの注意点を説明します。

発信方法
機能

コマンド

ワンタッチ発信 ワンタッチダイヤルで
電話をかける（→279）「ワンタッチ

ダイヤル」
電話帳発信 車載機の電話帳から電

話をかける（→279）「電話帳」

着信履歴発信 着信履歴から電話をか
ける（→279）「着信履歴」

発信履歴発信 発信履歴から電話をか
ける（→279）「発信履歴」

知 識

ワンタッチダイヤルが登録されていない番号
は、コマンドリストに表示されません。
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� コマンドを発声したときの動作につい
ては、「音声認識コマンド一覧」（→
281）をご覧ください。

� オーディオなどの操作に関するコマン
ドは、該当のモードに切り替わってい
ないと使用できません。

例）オーディオの電源が OFF のときに、
電源をONにします。

その他のコマンドリストは、複数ページ
にわたります。
他のページのコマンドを発声するとき
は、次の操作を行います。

1  または  にタッチ。

2 トークスイッチを押し、コマンドを発
声する。

その他のコマンドリストの
コマンドを実行する

その他のコマンドリストでは、これま
で説明した以外のコマンドを使用でき
ます。
ここでは、その他のコマンドリストの
コマンドの使い方を説明します。

お客様 ：（トークスイッチを押す）
車載機 ：「ピッと鳴ったら、お話しく

ださい」＜ピッ＞
お客様 ：「その他のコマンドリスト」

車載機 ：「コマンドリストを表示しま
す」

車載機 ：「コマンドを直接お話しくだ
さい」＜ピッ＞

お客様 ：「オーディオ」
車載機 ：「オーディオをオンします」

コマンドリストを切り替える

▲▲ ▼▼
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音声認識コマンド一覧

その他のコマンドリストで表示されるコマンドについて、発声する認識語とそのとき
の動作をまとめてあります。
� 表はコマンドリストに合わせて作成してあります。
� 表ではすべてのコマンドを紹介しています。
� 次のコマンドは使用することができないため、コマンドリストには表示されません。
･ 車両に装着されていない機器のコマンド
･ 現在利用できないコマンド
例）AMラジオの放送局コマンドは、オーディオがAMラジオモードになってい
ないと表示されません。

音声認識コマンド一覧のコマンドは、画面にコマンドリストを表示させなくても、使
用することができます。
「音声認識モードを開始する」（→270）の手順で、コマンドを発声します。

施設表示コマンドは、走行中呼出ジャンルの施設のみ対応しています。表示する施設
を変更したい場合は、走行中呼出ジャンルの設定を変更してください。

■オーディオ操作コマンド

音声認識コマンド一覧について

音声認識コマンド一覧

コマンド名称 認識語 動作

TV（テレビ） てれび デジタルテレビに切り替える。

ラジオ らじお ラジオに切り替える。

AM（エイエム）ラジオ えーえむらじお AMラジオに切り替える。

FM（エフエム）ラジオ えふえむらじお FMラジオに切り替える。

交通情報 こーつーじょーほー （OFF 時）交通情報に切り替える。

（ON時）交通情報を終了する。

CD（シーディー） しーでぃー DVDプレーヤーに切り替える。

DVD
（ディーブイディー）

でぃーぶいでぃー DVDプレーヤーに切り替える。

デジタル TV（テレビ） でじたるてれび デジタルテレビに切り替える。

HDD（ハードディスク）
オーディオ

･ はーどでぃすくおーでぃお サウンドライブラリに切り替える。

･ さうんどらいぶらり

AUX（エーユーエックス） えーゆーえっくす 外部機器に切り替える。

iPod（アイポッド） あいぽっど iPod に切り替える。
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USB（ユーエスビー）
オーディオ

ゆーえすびーおーでぃお USB メモリーに切り替える。

前の曲 ･ まえのきょく 前の曲を頭出しする。

･ いっきょくまえ

トラックアップ ･ とらっくあっぷ 次の曲を頭出しする。

･ つぎのきょく

トラックダウン ･ とらっくだうん 再生中の曲を頭出しする。

･ あたまだし

シークアップ しーくあっぷ 周波数またはチャンネルが高い方
へ、自動で受信可能な放送局を選
局する。

シークダウン しーくだうん 周波数またはチャンネルが低い方
へ、自動で受信可能な放送局を選
局する。

オーディオ おーでぃお （OFF時）オーディオをONにする。

（ON時）オーディオをOFFにする。

コマンド名称 認識語 動作
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■G-BOOKコマンド
G-BOOKセンターから設定されたコマンドを利用できます。

■放送局（AMラジオ）コマンド

■放送局（FMラジオ）コマンド

■放送局（テレビ）コマンド

■周辺施設表示コマンド

コマンド名称 認識語 動作

○○○
(AMラジオ局のリスト )

○○○（放送局名称） ○○○を選局する。

コマンド名称 認識語 動作

○○○
(FMラジオ局のリスト )

○○○（放送局名称） ○○○を選局する。

コマンド名称 認識語 動作

○○○
(テレビ局のリスト )

○○○（放送局名称） ○○○を選局する。

コマンド名称 認識語 動作

○○○ ( 施設ジャンル ) ○○○（施設ジャンル） 指定されたジャンルの施設の記号を
地図上に表示する。
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■地図操作コマンド

コマンド名称 認識語 動作

現在地 げんざいち 現在地の地図画面を呼び出す。

市街図 しがいず 地図を市街図に切り替える。

リアル市街図 ･ りあるしがいず 地図をリアル市街図に切り替える。

･ すりーでぃーしがいず

2画面表示 にがめんひょーじ 地図を2画面表示に切り替える。

2画面表示解除 にがめんひょーじかいじょ 地図を1画面表示に切り替える。

1画面表示 いちがめんひょーじ

2D（ツーディー） つーでぃー 地図を2D表示に切り替える。

3D（スリーディー） すりーでぃー 地図を3D表示に切り替える。

2D（ツーディー）ツイン つーでぃーついん 地図を2Dツイン表示に切り替える。

3D（スリーディー）
ツイン

すりーでぃーついん 地図を3Dツイン表示に切り替える。

ノースアップ のーすあっぷ 地図の向きをノースアップに切り
替える。北向き きたむき

ヘディングアップ へでぃんぐあっぷ 地図の向きをヘディングアップに
切り替える。進行方向 しんこーほーこー

地図向き変更 ちずむきへんこー 地図の向きを切り替える。

右画面 2D（ツーディー） みぎがめんつーでぃー 右画面地図を2D表示に切り替え
る。右画面 3D解除 みぎがめんすりーでぃー

かいじょ

右画面 3D
（スリーディー）

みぎがめんすりーでぃー 右画面地図を3D表示に切り替え
る。

右画面市街図 みぎがめんしがいず 右画面地図を市街図に切り替える。

右画面リアル市街図 ･ みぎがめんりあるしがいず 右画面地図をリアル市街図に切り
替える。･ みぎがめんすりーでぃー

しがいず

右画面ノースアップ みぎがめんのーすあっぷ 右画面地図の向きをノースアップ
に切り替える。右画面北向き みぎがめんきたむき

右画面ヘディングアップ みぎがめんへでぃんぐあっぷ 右画面地図の向きをヘディング
アップに切り替える。右画面進行方向 みぎがめんしんこーほーこー

右画面地図向き変更 みぎがめんちずむきへんこー 右画面地図の向きを切り替える。
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■縮尺操作コマンド

■ルート探索コマンド

コマンド名称 認識語 動作

広域 こーいき 地図を1段階広域に切り替える。

詳細 しょーさい 地図を1段階詳細に切り替える。

右画面広域 みぎがめんこーいき 右画面地図を1段階広域に切り替
える。

右画面詳細 みぎがめんしょーさい 右画面地図を1段階詳細に切り替
える。

○メートルスケール
（○は50，100，200，
400，800）

○めーとるすけーる 地図を○ m スケールに切り替え
る。

○キロメートルスケール
（○は 1.6，3，7，13，
26，50，100，200）

○きろめーとるすけーる 地図を○ kmスケールに切り替え
る。

右画面○メートル
スケール
（○は50，100，200，
400，800）

みぎがめん○めーとる
すけーる

右画面地図を○mスケールに切り
替える。

右画面○キロメートル
スケール
（○は 1.6，3，7，13，
26，50，100，200）

みぎがめん○きろめーとる
すけーる

右画面地図を○ km スケールに切
り替える。

コマンド名称 認識語 動作

推奨ルート ･ すいしょーるーと 推奨ルートでルートを探索する。

･ すいしょー

距離優先 きょりゆーせん 距離優先でルートを探索する。

有料優先 ･ ゆうりょーゆーせん 有料道優先でルートを探索する。

･ こーそくゆーせん

一般優先 いっぱんゆーせん 一般道優先でルートを探索する。

別ルート べつるーと 別ルートでルートを探索する。
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■案内設定コマンド

■目的地設定コマンド

■案内中止・再開コマンド

コマンド名称 認識語 動作

高速略図表示 こーそくりゃくずひょーじ ハイウェイモードを表示する。

都市高マップ表示 としこーまっぷひょーじ 都市高速マップ表示モードにする。

都市高マップ表示解除 としこーまっぷひょーじ
かいじょ

都市高速マップ表示モードを解除
する。

ターンリスト たーんりすと ターンリスト図を表示する。

全ルート図 ぜんるーとず 全ルート図を表示する。

ルート全体図 るーとぜんたいず

コマンド名称 認識語 動作

目的地○（○は1～ 5） もくてきち○ ○番目に設定されている目的地を
表示する。

次の目的地 つぎのもくてきち 次の目的地を表示する。

最終目的地 さいしゅーもくてきち 最終目的地を表示する。

次の目的地削除 つぎのもくてきちさくじょ 次の目的地を削除する。

最終目的地削除 さいしゅーもくてきち
さくじょ

最終目的地を削除する。

全ての目的地削除 すべてのもくてきち
さくじょ

すべての目的地を削除する。

○○○（メモリ地点名称） ○○○（メモリ地点名称読み） 登録されたメモリ地点を検索す
る。

コマンド名称 認識語 動作

案内中止 あんないちゅーし ルート案内を中止する。

案内再開 あんないさいかい ルート案内を再開する。
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■地点登録コマンド

■音声操作コマンド

■VICS設定コマンド

コマンド名称 認識語 動作

方向付きメモリ地点 ほーこーつきめもりちてん 地図画面の中心位置に、方向付き
メモリ地点を登録する。

音声付きメモリ地点 おんせーつきめもりちてん 地図画面の中心位置に、音声付きメ
モリ地点を登録する。

地点登録 ちてんとーろく 地図画面の中心位置に、メモリ地
点を登録する。メモリ地点 めもりちてん

ここを登録 ここおとーろく

コマンド名称 認識語 動作

ナビ音量アップ ･ なびおんりょーあっぷ ナビゲーションのナビ音量設定を
１段階アップする。･ なびぼりゅーむあっぷ

ナビ音量ダウン ･ なびおんりょーだうん ナビゲーションのナビ音量設定を
１段階ダウンする。･ なびぼりゅーむだうん

案内音声 あんないおんせー 案内音声を出力する。

コマンド名称 認識語 動作

VICS（ビックス）表示 びっくすひょーじ 地図上にVICSレベル3情報を表
示するよう設定を切り替える。

VICS（ビックス）表示消去 びっくすひょーじ
しょーきょ

地図上に表示しているVICSレベル
3情報を消去する。

VICS（ビックス）全て表示 びっくすすべてひょーじ 地図上にVICSレベル3情報を全
道路に表示するよう設定を切り替
える。

VICS（ビックス）高速道
表示

びっくすこーそくどー
ひょーじ

地図上にVICSレベル3情報を高
速道のみ表示するよう設定を切り
替える。

VICS（ビックス）一般道
表示

びっくすいっぱんどー
ひょーじ

地図上にVICSレベル3情報を一
般道のみ表示するよう設定を切り
替える。

割込情報 わりこみじょーほー 最新の割り込み図形表示画面に切
り替える。
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ビーコン文字情報 びーこんもじじょーほー VICS 割込設定の“ビーコン文字
情報自動割込”を“する”に切り
替える。

ビーコン文字情報解除 びーこんもじじょーほー
かいじょ

VICS 割込設定の“ビーコン文字
情報自動割込”を“しない”に切
り替える。

ビーコン図形情報 びーこんずけーじょーほー VICS 割込設定の“ビーコン図形
情報自動割込”を“する”に切り
替える。

ビーコン図形情報解除 びーこんずけーじょーほー
かいじょ

VICS 割込設定の“ビーコン図形
情報自動割込”を“しない”に切
り替える。

注意警戒情報 ちゅーいけーかい
じょーほー

VICS 割込設定の“注意警戒情報
自動割込”を“する”に切り替える。

注意警戒情報解除 ちゅーいけーかい
じょーほーかいじょ

VICS 割込設定の“注意警戒情報
自動割込”を“しない”に切り替
える。

FM文字 えふえむもじ VICS FM 文字情報表示画面に切
り替える。

FM図形 えふえむずけー VICS FM 図形情報表示画面に切
り替える。

渋滞考慮探索 じゅーたいこーりょたんさく 渋滞考慮探索設定の“渋滞考慮探
索”を“する”に切り替える。

渋滞考慮探索解除 じゅーたいこーりょたんさく
かいじょ

渋滞考慮探索設定の“渋滞考慮探
索”を“しない”に切り替える。

右画面 VICS（ビックス）
表示

みぎがめんびっくすひょーじ 右画面地図上にVICS レベル３情
報を表示するよう設定を切り替え
る。

右画面 VICS（ビックス）
表示消去

みぎがめんびっくすひょーじ
しょーきょ

右画面地図上に表示している
VICSレベル３情報を消去する。

VICS（ビックス）
渋滞混雑表示

びっくすじゅーたいこんざつ
ひょーじ

表示設定の“渋滞・混雑”を“ON”
に切り替える。

VICS（ビックス）
渋滞混雑表示解除

びっくすじゅーたいこんざつ
ひょーじかいじょ

表示設定の“渋滞・混雑”を“OFF”
に切り替える。

VICS（ビックス）
空き道表示

びっくすあきみちひょーじ 表示設定の“空き道”を“ON”に
切り替える。

コマンド名称 認識語 動作
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■施設表示コマンド

■知りたインフォコマンド

VICS（ビックス）
空き道表示解除

びっくすあきみちひょーじ
かいじょ

表示設定の“空き道”を“OFF”
に切り替える。

VICS（ビックス）
規制情報表示

びっくすきせーじょーほー
ひょーじ

表示設定の“規制情報”を“ON”
に切り替える。

VICS（ビックス）
規制情報表示解除

びっくすきせーじょーほー
ひょーじかいじょ

表示設定の“規制情報”を“OFF”
に切り替える。

VICS（ビックス）
駐車場表示

びっくすちゅーしゃじょー
ひょーじ

表示設定の“駐車場”を“ON”に
切り替える。

VICS（ビックス）
駐車場表示解除

びっくすちゅーしゃじょー
ひょーじかいじょ

表示設定の“駐車場”を“OFF”
に切り替える。

コマンド名称 認識語 動作

施設表示消去 しせつひょーじしょーきょ 地図画面上の周辺施設表示を消去
する。

右画面施設表示 みぎがめんしせつひょーじ 右画面地図上に周辺施設を表示す
る。

右画面施設表示消去 みぎがめんしせつひょーじ
しょーきょ

右画面地図上の周辺施設表示を消
去する。

コマンド名称 認識語 動作

今日は何日？ きょーわなんにち 今日の日付を音声で案内する。

今日は何曜日？ きょーわなんよーび

今日は何の日？ きょーわなんのひ 地図データベースに登録されてい
る今日の記念日を音声で案内す
る。

今走っている道路は？ いまはしっているどーろわ 現在走っている道路名を音声で案
内する。

どっち向いているの？ どっちむいているの 現在走っている方向を音声で案内
する。

あとどれくらい？ あとどれくらい 現在地から最終目的地までの残距
離と到着予想残り時間を音声で案
内する。

あと何キロ？ あとなんきろ 現在地から最終目的地までの残距
離を音声で案内する。

コマンド名称 認識語 動作
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あと何分？ あとなんぷん 現在地から最終目的地までの到着
予想残り時間を音声で案内する。あと何時間？ あとなんじかん

何時に着くの？ ･ なんじにつくの 最終目的地の到着予想時刻を音声
で案内する。･ なんじにつきますか

次の目的地まであとどれ
くらい？

つぎのもくてきちまであと
どれくらい

現在地から次の目的地までの残距
離と到着予想残り時間を音声で案
内する。

次の目的地まで
あと何キロ？

つぎのもくてきちまであと
なんきろ

現在地から次の目的地までの残距
離を音声で案内する。

次の目的地まで
あと何分？

つぎのもくてきちまであと
なんぷん

現在地から次の目的地までの到着
予想残り時間を音声で案内する。

次の目的地まであと
何時間？

つぎのもくてきちまであと
なんじかん

次の目的地に何時に
着くの？

･ つぎのもくてきちになん
じにつくの

次の目的地の到着予想時刻を音声
で案内する。

･ つぎのもくてきちにいつ
つきますか

どこから乗るの？ どこからのるの 現在地が高速道路以外のときに、
目的地までのルート上にある次に
乗る高速道路の IC 名と、IC まで
の到着予想残り時間および残距離
を音声で案内する。

どこのインターチェンジ
から乗るの？

どこのいんたーちぇんじ
からのるの

どこで降りるの？ どこでおりるの 目的地までのルート上にある次に
降りる高速道路の IC 名と、IC ま
での到着予想残り時間および残距
離を音声で案内する。

どこのインターチェンジ
で降りるの？

どこのいんたーちぇんじで
おりるの

この先の渋滞情報は？ こ の さ き の じ ゅ ー た い
じょーほわ

現在地から目的地までのルート上
の渋滞・規制情報を音声で案内す
る。この先の規制情報は？ このさきのきせーじょーほわ

次に通る施設は？ つぎにとおるしせつわ 現在地から目的地までのルート上
にある、次に経由するSA/PA/IC
までの残距離を、次々に音声で案
内する。

次のサービスエリアは？ つぎのさーびすえりあわ 現在地から目的地までのルート上
にある、次に経由するSA/PA名
と、SA/PA までの残距離を、次々
に音声で案内する。

次のパーキングエリア
は？

つぎのぱーきんぐえりあわ

コマンド名称 認識語 動作
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情報画面

情報画面から次の操作を行うことができます。

※1 G-BOOK オンラインサービスを利用されているときに操作することができます。
※2 ビーコンユニットを装着したときのみ操作することができます。

情報画面の表示

（画面外）を押す。
� G-BOOK画面が表示されたとき
�   にタッチ。

表示順序／
項目（タッチスイッチ） 機　能 ページ

1 電話 交通・ナビ関連情報の表示 293

ハンズフリー画面の表示 415
2 エコ情報 エコ情報画面の表示 294

3 渋滞予測※1 渋滞予測情報の表示 521

4 VICS VICS 図形情報、文字情報の表示 147

割込情報の表示※2 148

VICS 提供放送局の選択 152

5 ETC ETC画面の表示 388

6 カレンダー カレンダーの表示 302

7 操作ガイド アプリケーションの操作説明の表示 14

情報・G

情報
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交通・ナビ関連情報

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3 項目にタッチ。
･ 目的地が1カ所のみ設定されているとき
�  にタッチすると、名称と電話
番号を表示する。

4 選択した項目により、次のいずれかの
操作をする。

■  または 
を選択したとき

都道府県名 → 施設名称の順にタッチ。

■  を選択したとき
メモリ地点にタッチ。

･ 地図を表示するとき
�  にタッチ。

･ リストの並べ方をかえるとき
�「設定・編集画面からの修正方法」
（→ 110）手順 2へ。

■  を選択したとき

目的地にタッチ。

交通・ナビ関連情報の表示

JAFや道路交通情報センターなどの電
話番号を表示することができます。
また、登録されているメモリ地点（→
109）や設定されている目的地（→80）
に電話番号が入力されていれば、その
地点の電話番号を表示することができ
ます。

（画面外）→（  ） → 情報画面情報・G 情報

電話

交通・ナビ

目的地

JAF 道路交通情報センター

目的地が複数設定されているとき

メモリ地点

地図

目的地
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エコ情報

1  にタッチ。

2 エコ情報画面が表示される。

エコ情報画面の表示

エコ情報画面を表示します。
画面内の各スイッチにタッチすると、
ESPO画面、エネルギーモニター画面、
燃費画面に切り替えることができま
す。

（画面外）→（  ） → 情報画面

ESPO画面

エネルギーモニター画面

情報・G 情報

エコ情報

区間燃費画面

毎分燃費画面
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 にタッチ。
･ エネルギーモニター画面または燃費画面が表示されたとき �  にタッチ。

■表示について

※G-BOOK オンラインサービスを利用されているときに表示されます。

ESPO画面

現在のエコ運転の状況やアドバイスを表示します。G-BOOK センターと通信を行
うことで、ポイントやステータスを獲得することができます。

（画面外）→（  ） → 情報画面情報・G 情報

エコ情報
ESPO

表　示 機　能
ステータス／ポイント
表示※

エコ運転の採点結果や走行情報を G-BOOK センターに送信
し、計算されたポイントやステータスを表示する。
ステータスはエコ運転を継続することでブロンズ、シルバー、
ゴールドの順にランクがアップします。

エコレベル平均値 エコレベルメーターの平均値を表示する。
エコレベルメーター エコドライブインジケーターランプの点灯を継続させること

などでメーターが増加します。
エコドライブインジケーターランプについては別冊プリウスα
取扱書をご覧ください。

エコレベル
インジケーター

エコレベルメーターのレベルに応じてGood・Excellent が表
示されます。レベルが低い場合は表示されません。

毎分燃費（前回“ パワー ”
スイッチ ONモード時）

１分ごとの平均燃費を最大15分前までグラフ表示する。
･ 今回と前回の平均燃費を色分けして表示します。

毎分燃費（今回“ パワー ”
スイッチONモード～
現在）
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■タッチスイッチについて

※G-BOOKオンラインサービスを利用されているときに操作することができます。

スイッチ 機　能

燃費スイッチ 燃費画面を表示する。

エネルギースイッチ エネルギーモニター画面を表示する。

アドバイススイッチ 診断アイコンが表示されている場合は、ドライバーの運転操
作についてエコ運転の観点で診断した結果を表示します。よ
いところを確認したり、さらによくするにはどうしたらよい
かを知ることが出来ます。
診断アイコンが表示されていない場合は、エコ運転や環境に
関する豆知識が表示されます。

更新スイッチ※ 走行情報等を G-BOOKセンターへ送信し、ステータス／ポイ
ント表示を更新します。

診断アイコン
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各情報は、“ パワー ”スイッチがON モードのときに更新されます。

 にタッチ。
･ ESPO画面または燃費画面が表示されたとき �  にタッチ。

■表示について

エネルギーモニター画面

車両駆動状況、ハイブリッドシステム動作状況およびエネルギーの回収状況を表示
します。

（画面外）→（  ） → 情報画面情報・G 情報

エコ情報
エネルギー

表　示 機　能
エネルギーの流れ 次のように色分けして、エネルギーの流れる方向を矢印で表

示する。
橙色：ガソリンエンジンのエネルギー
黄色：電気モーターのエネルギー
緑色：エネルギーを回収

バッテリー 駆動用電池の残量を8 段階で表示する。
・残量に応じて次のように色が変わります。
　・通常（3 ～ 8）：青色
　・少ない（1、2）：紫色

タイヤ タイヤの回転方向を表示する。

知 識

画面の表示は、実際の状況とはかならずしも一致しないことがあります。
表示されるエネルギーの流れ、電池の残量などは、そのときの走行状況により異なります。
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■タッチスイッチについて

スイッチ 機　能

ESPOスイッチ ESPO画面を表示する。

燃費スイッチ 燃費画面を表示する。
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各情報は、“ パワー”スイッチがON モードのときに更新されます。

 にタッチ。
･ ESPO画面またはエネルギーモニター画面が表示されたとき �  にタッチ。

■表示について

燃費画面

（画面外）→（  ） → 情報画面

毎分燃費画面

毎分の燃費情報やエネルギー回収量を表示します。

区間燃費画面

メーター内のドライブモニターの燃費表示をリセットするごとの燃費情報を表示
します。
･ 過去の燃費情報を5 つまで表示できるので、区間ごとの平均燃費を比較すること
ができます。
･ ドライブモニターについては、別冊のプリウス α取扱書をご覧ください。

表　示 機　能

毎分燃費（前回“ パワー ”
スイッチ　ON モード時）
毎分燃費（今回“ パワー ”
スイッチ　ON ～現在）

1分ごとの平均燃費を最大30分前までグラフ表示する。
･ 今回と前回の平均燃費を色分けして表示します。

情報・G 情報

エコ情報
燃費

毎分燃費画面 区間燃費画面
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区間燃費（過去）
区間燃費
（リセット～現在）

メーター内のドライブモニターの平均燃費表示をリセットす
るごとの平均燃費を最大6 個までグラフ表示する。
･ リセット時に、現在の平均燃費が過去の最高平均燃費を上
まわっている場合は、 最高燃費が更新されます。

･ 現在と過去の平均燃費を色分けして表示します。
･ 日付は、メーター内のドライブモニターの平均燃費表示を
リセットしたときの日付です。

航続可能距離 現在の燃料残量で走行できるおよその距離を、過去の燃費か
ら推定して表示する。

最高燃費 区間燃費の履歴を消去してから現在までの過去最高区間燃費
を表示する。

エネルギー回収量 1 分ごとのエネルギー回収量を、30Wh ごとに 1 つの割合
で、マークを表示する。

知 識

･ 30Wh は、30W の電球を 1 時間点灯できるエネルギーのことです。
･ 航続可能距離は推定値で、実際に走行できるとは限りません。燃料残量警告灯が点灯したとき
は、すみやかに給油してください。燃料残量警告灯については、別冊のプリウス α 取扱書を
ご覧ください。

･ 給油時に、メーター内のドライブモニターの平均燃費表示をリセットすると、 区間燃費（リ
セット～現在）が給油後平均燃費になります。

表　示 機　能
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情報

■タッチスイッチについて

スイッチ 機　能

区間燃費スイッチ 区間燃費画面を表示する。

履歴消去スイッチ
（毎分燃費）

毎分燃費の履歴グラフが消去される。

毎分燃費スイッチ 毎分燃費画面を表示する。

履歴消去スイッチ
（区間燃費）

過去の区間燃費の履歴グラフと最高燃費が消去される。

ESPOスイッチ ESPO 画面を表示する。

エネルギースイッチ エネルギーモニター画面を表示する。

毎分燃費画面 区間燃費画面
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情報
カレンダー機能

1  にタッチ。

2 カレンダー画面が表示される。

･  ・  にタッチすると、月が切り
替わります。

･  ・  にタッチすると、年が切り
替わります。

･ 月または年を切り替えたときに  に
タッチすると、今月のカレンダーを表示
します。

カレンダー画面

カレンダーは、2007 年から 2026
年まで表示することができます。また、
GPS（→ 132）の時刻情報（GPS 時
計）を利用して、日時を表示します。

（画面外）→（  ）→ 情報画面

知 識

･ GPSからの時刻情報を受信しているときは、
「GPS」が表示されます。
･ 表示される時刻は、数秒程度の誤差が生じ
ることがあります。

情報・G 情報

カレンダー

▲月 ▼月

　年▲▲ 　年▼▼

今月
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ハンズフリーの設定
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ハンズフリーの設定



305

ハンズフリーの設定
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ハンズフリーの設定
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 インテリジェントパーキングアシスト
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知っておいて
いただきたいこと  356

� こんなときは  356
こんなメッセージが
表示されたときは .......................  356

アシストモードで赤枠が
表示されたときは .......................  359

� 使用上の注意点  364
運転時の注意 ...................................  364
画面に映る範囲 ...............................  366
カメラ...............................................  367
画面と実際の路面との誤差............  368
立体物が近くにあるとき................  369
センサー...........................................  370
補機バッテリーの脱着後やシステム
初期化中画面がでたときは........  373

※本文中で使用している画面のイラストは例であり、イラストと実際に映し出される映像では車
両の映り込みなどが異なることがあります。
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インテリジェントパーキングアシストとは
はじめに

� 設定した目標駐車位置付近へアシストするシステムのため、駐車時の路面や自車の
状況・目標駐車位置までの距離などにより、設定した目標駐車位置にアシストでき
ない場合があります。（→ 364）

インテリジェントパーキングアシストについて

車両後方の映像に後退操作の参考になるガイド線を合成して表示することにより、
後退駐車を補助するシステムです。
アシストモードでは、ハンドルを自動で操作することにより、画面上で設定した目
標駐車位置付近への後退駐車を補助します。
（自動で後退、および速度調整は行いません。）

インテリジェントパーキングアシストは自動駐車装置ではありません。後退駐車を
行うための補助装置です。

 警 告
･ 後退するときは、必ず後方および周辺の安全を直接確認し、ブレーキペダルを踏んで速度調
整しながら、ゆっくり後退してください。（→364）

･ 周辺の車両や障害物、人などに接触しそうなときは、ブレーキペダルを踏んで停車し、画面
の  にタッチしてシステムを解除してください。

･ カメラのレンズの特性により、画面に映る人や障害物は、実際の位置や距離と異なります。
（→368、369）

中止
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インテリジェントパーキングアシストとは

ハンドルの右側にあります。
プレサポート機能（→ 324、346）のON
とOFF、およびアシストモード（車庫入
れ／縦列駐車）の切り替えをします。

�“ パワー ”スイッチがONモード、ア
シストモードが ON、シフトポジショ
ンが  、  以外で車速が約15km/h
以下のとき、スイッチを押すごとに、
次のように画面が切り替わります。

� プレサポート機能が使用できないとき
は、「“ピピッ”」という音が出力されま
す。（アシストモードが OFF のときは
出力されません。）

IPA（インテリジェントパー
キングアシスト）プレサポー
トスイッチ

IPA プレサポートスイッチ

車庫入れアシストモード
プレサポート画面

縦列駐車アシストモード
プレサポート画面

ナビ画面など
（プレサポート機能OFF）
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インテリジェントパーキングアシストとは
ガイド画面の出し方

“ パワー ”スイッチがONモードのとき、シフトポジションを  にする。

下の画面は、予想進路線を表示しているときの画面例です。

アシストモードON画面 アシストモード OFF 画面

ガイド画面の出し方

車の前方

アシストモードスイッチ アシストモードのON／OFF を切り替える。
･ ONのときは作動表示灯が点灯します。

車庫入れスイッチ 車庫入れアシストモード（→324）に切り替える。

縦列駐車スイッチ 縦列駐車アシストモード（→346）に切り替える。

カメラ方向確認線 カメラの向きを確認する線です。

注意メッセージ 画面が表示されてからしばらくの間点滅する。

表示モード切り替え
スイッチ

表示モードを切り替える。

駐車モード切り替え
スイッチ

駐車モードを切り替える。

 注 意
画面に映っているバンパーの端がカメラ方向確認線と一致していないときは、カメラの向きが
ずれています。トヨタ販売店で点検を受けてください。

�
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インテリジェントパーキングアシストとは

■音量設定について
音声案内の音量はナビの音量設定に連動しています。
� 音量を調整したいとき�「音量設定」（→67）
� 次の音声は  に設定しても出力されます。
･「アシストを開始できません」
･「アシストを開始します」
･「目標位置に到達しました アシストを終了します」
･「“ピピッ”アシストを中止します」

� ハンズフリー通話中は、次の音声以外は出力されません。
･「アシストを開始できません」
･「“ピピッ”アシストを中止します」

消音



313

インテリジェントパーキングアシストとは

シフトポジションを  以外にすると、システムは解除されます。

■システムが解除されるとき
� 車庫入れアシストモード、縦列駐車アシストモードでは、シフトポジションが  で
も、次のときにインテリジェントパーキングアシストは解除されます。
･ パーキングブレーキをかけたとき
･ 画面を切り替えたとき
･ ブレーキペダルから足を離したときに車両前方にずり下がったり、停車している
とき

･ タイヤの磨耗や空気圧の低下などにより、正常にアシストできないとき
･ システムの温度保護機能が働いたとき
･ 目標駐車位置設定画面で目標駐車位置を確定せずに後退したとき
･ システムが異常のとき

� 後退中にシステムが解除されたときは、ハンドルをしっかり持って、ブレーキペダ
ルを踏んで車両を停車してください。すでにシステムは解除されていますので、は
じめからやり直すか、引き続き駐車するときは通常どおりハンドルを操作してくだ
さい。

■システムが中断されるとき
� 車庫入れアシストモード、縦列駐車アシストモードでは、次のときにインテリジェ
ントパーキングアシストは中断されます。（3 回くり返すとシステムは解除されま
す。）
･ ハンドルを操作したとき
･ アクセルを操作したとき
･ 後退速度が速すぎるとき

� 後退中、システムが中断されたときは、一旦車両を停車し、目標駐車位置を設定し
てください。その際、枠が緑の場合は、後方の安全を確認したのち、  にタッチ
してください。システムが再開します。
なお、枠が赤の場合はシステムを再開できませんので、  にタッチしてシステム
を解除してください。

システムの解除

知 識

･ シフトポジションを  にしていても、画面外の  など各モードのスイッチを押すと、
インテリジェントパーキングアシストは解除され、押したスイッチのモード画面に切り替わり
ます。

･ インテリジェントパーキングアシストを使用中、 （画面外）を押して画質調整画面を
表示した場合、画質調整画面を解除するとインテリジェントパーキングアシスト画面に戻りま
す。なお車庫入れアシストモード、縦列駐車アシストモードを使用中に （画面外）を
押すと、アシストは解除されます。この場合、画質調整画面を解除すると、最初（シフトポジ
ションを  にして、アシストモードがONのとき→311）の画面に戻ります。

現在地

画質・消

画質・消

OK

中止
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インテリジェントパーキングアシストとは
モードの選び方

■進路表示モード（→319）

ハンドル操作に連動した予想進路線など
が表示されるモードです。

■駐車ガイド線表示モード（→322）

ハンドルの切り返し点（駐車ガイド線）が
表示されるモードです。
･ 車両感覚に慣れた方（進路表示モードや車
庫入れアシストモードを必要とせずに駐車
できる方）はご使用ください。

■距離目安線表示モード

距離目安線のみ表示されるモードです。
･ ガイドを必要としない方はご使用くださ
い。

■車庫入れアシストモード（→324）

画面上で設定した目標駐車位置付近に駐
車できるように、ハンドル操作を自動で
行うことにより、車庫入れ駐車を補助す
るモードです。

並列駐車（車庫入れ）時に
使用するとき

車庫入れなど並列駐車をするときは、
次のいずれかのモードを使用します。
･ 車庫入れアシストモードのみ、ハンドル
の自動操作を行います。
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インテリジェントパーキングアシストとは

■表示モードの切り替え

1 アシストモードスイッチを OFF にす
る。
･ 作動表示灯が消灯した状態にします。

2 表示モード切り替えスイッチにタッ
チ。

� タッチするごとに、次のようにモード
が切り替わります。

■車庫入れアシストモードへの切り替え

1 アシストモードスイッチを ON にす
る。
･ 作動表示灯が点灯した状態にします。

2 車庫入れスイッチにタッチ。

モードの切り替え方

表示モード切り替えスイッチ

アシストモードスイッチ

進路表示モード

駐車ガイド線表示モード

距離目安線表示モード

車庫入れスイッチ

アシストモードスイッチ
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インテリジェントパーキングアシストとは

■縦列ガイドモード（→336）

画面表示と音声案内により、縦列駐車を
補助するモードです。

■駐車ガイド線表示モード (→ 344)

ハンドルの切り返し点（駐車ガイド線）が
表示されるモードです。
･ 車両感覚に慣れた方（縦列ガイドモードや
縦列駐車アシストモードを必要とせずに駐
車できる方）はご使用ください。

■距離目安線表示モード

距離目安線のみ表示されるモードです。
･ ガイドを必要としない方はご使用くださ
い。

■縦列駐車アシストモード（→346）

画面上で設定した目標駐車位置付近に駐
車できるように、ハンドル操作を自動で
行うことにより、縦列駐車を補助する
モードです。

縦列駐車時に使用するとき

縦列駐車をするときは、次のいずれか
のモードを使用します。
･ 縦列駐車アシストモードのみ、ハンドル
の自動操作を行います。
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インテリジェントパーキングアシストとは

■縦列ガイドモードへの切り替え

1 アシストモードスイッチを OFF にす
る。
･ 作動表示灯が消灯した状態にします。

2 駐車モード切り替えスイッチにタッ
チ。

� タッチするごとに、次のようにモード
が切り替わります。

■駐車ガイド線表示モード、距離目安線
表示モードへの切り替え

1 アシストモードスイッチを OFF にす
る。
･ 作動表示灯が消灯した状態にします。

2 表示モード切り替えスイッチにタッチ
し、希望のモードにする。

■縦列駐車アシストモードへの切り替え

1 アシストモードスイッチを ON にす
る。
･ 作動表示灯が点灯した状態にします。

2 縦列駐車スイッチにタッチ。

モードの切り替え方

駐車モード切り替えスイッチ

アシストモードスイッチ

縦列駐車モード
（縦列ガイドモード）

並列駐車モード

表示モード切り替えスイッチ

アシストモードスイッチ

縦列駐車スイッチ

アシストモードスイッチ
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インテリジェントパーキングアシストとは
ヘルプ画面の使い方

1  にタッチ。

2 次ページを表示するには  にタッ
チ。

3 確認できたら、  にタッチ。

ヘルプ画面の使い方

アシストモードを使用するときは、ヘ
ルプ画面で操作方法を確認することが
できます。

？

→

OK
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並列駐車のしかた
進路表示モード

アシストモードのON／OFFに関係なく、使用することができます。
2

※アシストモードOFF 画面を使用して説明しています。

画面の見方

予想進路線（黄色） 車が後退していく進路の目安を示す。
･ ハンドル操作と連動します。

車幅延長線（緑色） 車をまっすぐ後退させたときの進路の目安を示す。
･ 実際の車幅より広く表示しています。
･ ハンドルがまっすぐ（直進状態）になっているときは、予
想進路線と重なります。

距離目安線 
（緑色 約 0.5m）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示す。
･ 約 0.5m先を示します。

距離目安線
（赤色 約 0.5m）
（黄色 約 1m）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示す。
･ ハンドル操作と連動します。予想進路線とともに動きます。
･ それぞれの中心位置で、約 0.5m 先（赤色）・約 1m 先
（黄色）を示します。
･ ハンドルがまっすぐ（直進状態）になっていないときは
誤差が生じます。
上の画面では、距離目安線が示す実際の距離（赤色：約
0.5m先、黄色：約1m先）より、右側は近くの位置に、
左側は遠くの位置に表示されます。

 警 告
･ 道路の状況（段差・勾配など）や乗車人数・積載量により、画面のガイド線の表示位置は変
化します。必ず後方および周辺の安全を直接確認しながら運転してください。

･ ハンドルがまっすぐ（直進状態）になっているときに車幅延長線と予想進路線がずれる場
合、初期化が正しく行われていないことが考えられます。トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

･ 車幅延長線は、実際の車幅より広く表示されます。後退するときは、必ず後方や周囲の安全
を直接確認しながら運転してください。

バンパー後端

車の前方 
�
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並列駐車のしかた

操作手順はあくまでも一例であり、駐車
時の道路事情・路面状況・自車の状況な
どにより、ハンドル操作のタイミング・
操作量は異なります。
以上のことを十分理解したうえでご使用
ください。
� 以下の手順と逆方向の駐車スペースに
駐車するときは、ハンドル操作がすべ
て左右逆になります。

1 シフトポジションを  にする。

2 進路表示モードにする。

3 予想進路線が駐車スペースの中に入る
ようにハンドルを操作して、ゆっくり
後退する。

操作のしかた

駐車場の区画線 予想進路線

駐車スペース
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並列駐車のしかた

4 車の後部が駐車スペースの中に入った
ら、車幅延長線と駐車スペース左右の
区画線との間隔が、車の近くの位置で
同じくらいになるようにハンドルを操
作する。

5 車幅延長線と駐車場の区画線が平行に
なったら、ハンドルをまっすぐ（直進
状態）にして、車が駐車スペースに全
部入るまで、ゆっくり後退する。

駐車場の区画線
車幅延長線

同じくらいにする

知 識

駐車するときは、画面の映像と実際の状況は異
なることがありますので、必ず直接確認してく
ださい。
･ 距離目安線と駐車スペースの後端が画面で
は平行に見えても、実際には平行ではない
ことがあります。

･ 駐車場の区画線が片側しかないときは、車
幅延長線と駐車スぺースの左端（右端）が
画面では平行に見えても（下図参照）、実際
には平行ではないことがあります。

駐車場の区画線



322

並列駐車のしかた
駐車ガイド線表示モード

アシストモードのON／OFFに関係なく、使用することができます。

※アシストモードOFF 画面を使用して説明しています。

画面の見方

車幅延長線（緑色） 車をまっすぐ後退させたときの進路の目安を示す。
･ 実際の車幅より広く表示しています。

距離目安線 約 0.5ｍ先
（赤色）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示す。
･ 約 0.5m先を示します。

駐車ガイド線（緑色） ハンドルをいっぱいまでまわして後退（もっとも小まわり）
したときの進路の目安を示す。
･ 駐車時にハンドルを操作する位置の目安となります。

 警 告
･ 道路の状況（段差・勾配など）や乗車人数・積載量により、画面のガイド線の表示位置は変
化します。必ず後方および周辺の安全を直接確認しながら運転してください。

･ 車幅延長線は、実際の車幅より広く表示されます。後退するときは、必ず後方や周囲の安全
を直接確認しながら運転してください。

バンパー後端

車の前方 
�
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操作手順はあくまでも一例であり、駐車
時の道路事情・路面状況・自車の状況な
どにより、ハンドル操作のタイミング・
操作量は異なります。
以上のことを十分理解したうえでご使用
ください。
� 以下の手順と逆方向の駐車スペースに
駐車するときは、ハンドル操作がすべ
て左右逆になります。

1 シフトポジションを  にする。
2 駐車ガイド線表示モードにする。
3 駐車ガイド線が駐車スペースの左端の
区画線に合うまで後退したら止まる。

4 ハンドルを右いっぱいにまわして、
ゆっくり後退する。

5 車が駐車スペースと平行になったら、ハ
ンドルをまっすぐ（直進状態）にする。
画面を参考に最適な位置まで後退し、
駐車を終える。

操作のしかた

知 識

画面のように駐車ガイド線と区画線に合わせ
て後退すると、駐車スペースの幅が約 2.2m
の場合にほぼ中央に進入します。駐車スペース
の幅に応じて止まる位置を調整してください。

駐車場の区画線

駐車ガイド線
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車庫入れアシストモード

アシストモードが ON のとき、使用する
ことができます。

駐車スペースの手前側に駐車車両がある
場合、プレサポート機能を使用すること
ができます。
この機能は、
①駐車スペースを検出したら
②ハンドルを切るタイミングと
③後退開始位置に着いたことを
音により案内し、アシスト可能な位置へ
車両を誘導します。
� 検出したスペースが狭い場合は案内さ
れません。

■駐車車両の奥に駐車する場合

■駐車車両2台の間に駐車する場合

プレサポート機能

駐車スペース

IPA プレサポー
トスイッチを１
回押す

① 駐車スペース検出③

②

知 識

･ プレサポート機能を正しく動作させるため
に、できるだけゆっくり（すぐに停車でき
る速度で）走行してください。

･ 駐車車両が 1 台しかない場合、その手前の
駐車スペースではプレサポート機能を使用
することができません。（下図参照）

･ シフトポジションが  、  、または車速が
約 15km/h 以上のときは、使用することが
できません。

･ フロントバンパー両側にあるセンサーによ
り駐車車両を検出し、駐車位置を特定して
いるため、検出できない場合（→372）は、
案内されません。

･ 車速が約 15km/h 以上になる、またはハン
ドル右側の IPA プレサポートスイッチによ
りプレサポート機能をOFF にするまで、駐
車スペースの探索と案内が継続されます。

②

駐車スペース

IPA プレサポー
トスイッチを
１回押す

① 駐車スペース検出③

駐車スペース

IPA プレサポー
トスイッチを１
回押す

案内音は出力されません



325

並列駐車のしかた

プレサポート機能を使用しない場合に、
イージーセット機能を使用することがで
きます。
駐車スペースに駐車枠（白線）がある場
合、イージーセット機能を使用して目標
駐車位置の調整をすることなく、駐車を
開始できます。
この機能は、
①シフトポジションを  にしたときに
駐車枠（白線）を検出できた場合、目
標駐車位置の調整操作を省略できま
す。
②上記①で駐車枠（白線）を検出できな
かった場合、駐車したい方向にハンド
ルを切ることで、その方向にある駐車
枠（白線）を検出し目標駐車位置を設
定することができます。

イージーセット機能

知 識

･ 以下のときは、イージーセット機能は作動
しません。
･ アシストモードがOFF のとき
･ 駐車ガイド線表示モードのとき
･ 距離目安線表示モードのとき
･ プレサポート機能を使用しているとき
･ 縦列駐車をしているとき

② 駐車したい方向に
ハンドルを切る

･ 以下のような状況では、路面の駐車枠を検
出することができず、イージーセット機能
が作動しない場合があります。
･ 白線のない駐車場（駐車枠がロープ、ブ
ロック等でつくられている場合）

･ 白線がかすれやよごれ等によってはっき
り見えないとき

･ 路面が白っぽく白線とのコントラスト差
が小さいとき（コンクリート路面に黄色
線等）

･ 路面の駐車枠線が黄色など白以外の色の
とき

･ 夜間や地下、立体駐車場など周囲が暗い
とき

･ 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れて
光っていたり、水たまりがあるとき

･ 朝日や夕日など、太陽の光がカメラに入
るとき

･ 積雪や融雪剤があるとき
･ 路面補修痕、路面表示等やポール等の障
害物があるとき

･ 路面の色や明るさが一様でないとき
･ カメラにお湯や水をかけたとき等、レン
ズが曇っているとき

･ カメラのレンズがよごれたり、水滴が付
着しているとき

･ 以下のような状況では、目標駐車位置を誤
認識する場合があります。
･ 路面補修痕、路面表示等やポール等の障
害物があるとき

･ 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れて
光っていたり、水たまりがあるとき

･ 路面の色や明るさが一様でないとき
･ 勾配がついている駐車場
･ 駐車車両の影響を受けてしまった場合
（駐車車両の影、駐車車両のグリルやサイ
ドステップ等）

･ 白線がかすれやよごれ等によってはっき
り見えないとき

･ イージーセット機能が使用できない環境
（駐車枠のない場所、駐車枠の検出が難しい
場所）でも、車庫入れスイッチにタッチし
て目標駐車位置を設定できます。
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設定した目標駐車位置付近へアシストす
るシステムのため、駐車時の路面や自車
の状況・目標駐車位置までの距離などに
より、設定した目標駐車位置にアシスト
できない場合があります。
以上のことを十分理解したうえで、ご使
用ください。
操作中、画面にメッセージが表示された
ときは、「こんなメッセージが表示された
ときは」（→ 356）の処置にしたがってく
ださい。
操作のしかたは、プレサポート機能を使
用する場合（→ 326）と使用しない場合
（→328）で異なります。

1 アシストモードスイッチがONになっ
ていることを確認する。

2 車速が約15km/h以下で、駐車スペー
スの手前でIPAプレサポートスイッチ
を1回押し、画面が切り替わったこと
を確認する。

※画面は左側の駐車スペースを検出したと
きのものです。

操作のしかた

 警 告
･ 後退するときは、必ず後方および周辺の
安全を直接確認し、ブレーキペダルを踏
んで速度調整しながら、ゆっくり後退し
てください。

･ 周辺の車両や障害物、人などに接触しそ
うなときは、ブレーキペダルを踏んで停
車し、画面の  にタッチしてシステ
ムを解除してください。

中止

プレサポート機能を使用する場合

知 識

･ IPA プレサポートスイッチは、押すごとに
モードが切り替わります。（→310）

･ シフトポジションが  、  、または車速が
約 15km/h 以上のときは、IPAプレサポー
トスイッチを押しても画面は切り替わら
ず、「“ピピッ”」という音が出力されます。
（アシストモードが OFF 、 シフトポジショ
ンが  のときは出力されません。）

駐車スペース

IPAプレ
サポート
スイッチ
を1回押
す
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3 駐車スペースに垂直で、駐車車両にで
きるだけ接近した位置に車両を移動さ
せ、まっすぐ前進する。

4「“ポン”」という音が出力されたら、ハ
ンドルを半～1回転切って前進する。

※画面は左側の駐車スペースを検出したと
きのものです。

5「“ポンポン”」という音が出力されたら
停車し、ハンドルをまっすぐにする。

6 シフトポジションを  にする。
�  にしたあとの操作は
�「プレサポート機能を使用しない場
合」の手順 7へ（→330）

知 識

･「“ポン”」という音が出力されたらすぐにハ
ンドルを切れるよう、できるだけゆっくり
前進してください。

･ 案内機能を中止する場合は、IPAプレサポー
トスイッチを 2 回押して、プレサポート機
能をOFF にしてください。

駐車スペース

知 識

駐車スペースの中央がほぼ真横に見える位置
で「“ポン”」という音が出力されます。

知 識

･「“ポンポン”」という音が出力されたらすぐ
に停車できるよう、ハンドルを切ったあと
はできるだけゆっくり走行してください。

･ ハンドルを切ったあと、後退開始位置に着
かなかった場合、「“ポンポン”」という音は
出力されません。「“ポンポン”」という音が
出力される前に停車しシフトポジションを
 にした場合は、「プレサポート機能を使用

しない場合」の手順 6 の画面が表示されま
す。（→329）

ハンドルまっすぐ
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1 アシストモードスイッチがONになっ
ていることを確認する。

2 駐車スペースに垂直で、駐車車両にで
きるだけ接近した位置に車両を移動さ
せる。

3 駐車スペースの中央が真横に見える位
置まで車両を移動させる。

■駐車スペースの片側、または両側の隣
に、駐車車両がある場合

駐車スペースの中央が真横に見える位置
でハンドルを切り始める。

■駐車スペースの隣に、駐車車両がない
場合

駐車スペースの中央が真横に見える位置
でハンドルをほぼまっすぐにして一旦停
止する。

プレサポート機能を使用しない
場合

駐車スペース

駐車スペース中央

知 識

･ 駐車スペースに対し車両を垂直にすること
で、駐車位置の角度を特定しやすくなりま
す。

･ できるだけ駐車スペースに寄せ、前述のタ
イミングでハンドルを切り始めると、セン
サー（→370）が駐車車両を検出しやすい
ため、駐車位置を特定しやすくなります。

知 識

･ 一旦停止することで、駐車位置をほぼ特定
できるため、目標駐車位置の設定（7 の操
作）を簡略にできます。

･ 一旦停止時はハンドルをまっすぐにしてく
ださい。ハンドルを切っていると駐車位置
を特定できません。

･ 一旦停止しなかったときは、駐車したい場
所に対する自車の角度を参考に、前回車庫
入れアシストモードを使用して駐車したと
きの設定位置付近に目標駐車位置（緑の枠）
が表示されます。

駐車スペース中央

一旦停止
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4 駐車スペースに車両を入れられるよう
に車両を移動させ、ハンドルをまっす
ぐにして止まる。

� より正確に駐車するために、角度を大
きめに車両を移動させてください。

5 シフトポジションを  にする。

6 次の操作をする。
■イージーセット機能により、駐車位置
を特定できた場合

緑の枠が駐車したい場所に合っている
ことを確認して、  にタッチ。

�  にタッチしたあとの操作は
�手順 8へ（→331）

� 駐車位置を変更したいとき
�  → の順にタッチして、手
順 7へ（→330）

ハンドルまっすぐ

角度を大きく

OK
回避ポール

緑の枠

 注 意
緑の枠や回避ポールが駐車車両にかかって
いる等、目標駐車位置を誤認識している場
合は、  にタッチして中止し、駐車位置
を変更してください。

回避ポール、緑の枠については、手順
7 の「警告」、「注意」を合わせてご覧
ください。

×

車両にかかっている

OK

×
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■イージーセット機能により、駐車位置
を特定できなかった場合

駐車したい方向にハンドルを切る。

� 駐車位置を特定できれば、手順 6 の
「イージーセット機能により、駐車位置
を特定できた場合」（→329）の画面に
切り替わります。

� 駐車位置を特定できず、画面が切り替
わらない場合は、 にタッチして、
手順 7へ（→ 330）

※画面は進路表示モード時の画面例です。

7 矢印にタッチして、緑の枠を駐車した
い場所に合わせ、  にタッチ。

� 画面（矢印以外の場所）をタッチする
ことによっても緑の枠を移動すること
ができます。

� 緑の枠を合わせるにはコツがありま
す。「目標駐車位置設定時のコツ」（→
332）をご覧ください。

� 表示された枠が、駐車したい場所とは
反対側に表示されたとき
�   にタッチ。

� 駐車不可能なエリアは赤く表示されま
す。

� 枠が赤く表示されているときは、その
位置へアシストモードを使用して駐車
することはできません。「アシストモー
ドで赤枠が表示されたときは」（→
359）をご覧ください。

� 緑の枠が表示されているとき、  に
タッチせずに後退すると、音声案内「駐
車位置が確定されていません」が出力
されます。そのまま後退を続けると、
音声案内「アシストを開始できません」
が出力され、システムが解除されます。
枠が赤く表示されているときは、後退
しても案内されません。

音声案内 「矢印を操作して、枠を駐車したい位
置に合わせます」

OK

左右切替

緑の枠

回避ポール

OK
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8 通常の後退操作の姿勢をとり、ハンド
ルに力を加えないように軽く手を添
え、後方および周辺の安全を直接確認
し、ブレーキペダルを踏んで速度調整
しながら、ゆっくり後退する。

� ハンドルが回転するときは、音声案内
「ハンドルが右（左）にまわります」が
出力されます。手などを巻き込まない
よう注意してください。

�  にタッチするとアシストを中止
します。

� 後退速度が速すぎると、警告音「ピィ
ピィ」が出力されます。そのまま後退
を続けるとシステムが解除されます。
警告音が鳴らないような速度で後退し
てください。

� 音声案内「アシストを開始します」が
出力されても後退を始めないと、音声
案内「車両周辺を確認しながらバック
します」が出力されます。

 警 告
回避ポールは目安です。必ず後方や周囲の
安全を直接確認しながら、慎重に後退して
ください。

 注 意
･ 緑の枠の中や自車と駐車スペースとの間
に障害物がなく、回避ポールが駐車車両
や壁などにかかっていないことを必ず確
認してください。
緑の枠の中や自車と駐車スペースの間に
障害物がある、または回避ポールが駐車
車両や壁などにかかっている場合は、接
触するため車庫入れアシストモードは使
用しないでください。

･ 路面に段差や勾配があると正しい位置に
目標駐車位置を設定できないため、駐車
位置がずれたり、車両が傾くことがあり
ます。このような場所では、車庫入れア
シストモードは使用しないでください。

･ 駐車不可能な範囲を示す赤色のエリアが
路面の駐車枠にかかると、その駐車枠が
駐車不可能な範囲と判断されるため駐車
できません。路面の駐車枠にかからない
位置まで前進してください。

車両にかかっている

知 識

･ 画像の歪みのため、緑の枠が路面の駐車枠
に一致しない場合があります。このような
場合には、回避ポールが駐車車両や障害物
に重ならない範囲でおおよその位置に合わ
せてください。

･ アシストを開始したあとでも目標駐車位置
の修正をすることができます。（→332）

音声案内 「アシストを開始します」

中止
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� 画面に表示されている緑の枠は自車の
大きさとほぼ同じサイズで表示されま
す。（目標駐車位置設定時に表示される
緑の枠は、一般的な路面の駐車枠の大
きさで表示されます。）

9 車両がほぼ目標駐車位置に入ったら、
音声案内「目標位置に到達しました。
アシストを終了します」が出力され、
車庫入れアシストモードが終了する。

� 音声案内は安全のため、目標駐車位置
より若干手前で出力されます。また、
その時点でシステムの作動も終了する
ため、ハンドルをしっかり持ち、ブレー
キペダルを踏んで速度調整しながら
ゆっくり後退し、希望の位置に駐車し
ます。

� 距離目安線（→ 319）を参考に、必ず
目視やミラーで車両の前後を確認しな
がら後退してください。

目標駐車位置（緑の枠）を設定するとき
に知っておくと便利です。

■駐車スペースの片側、または両側の隣
に、駐車車両がある場合

緑の枠が最初に表示される位置は、セン
サーによる隣の駐車車両の検出と、カメ
ラの映像から駐車スペースの白線を検出
することにより、駐車位置を特定し、表
示する位置を決めています。

センサーにより駐車車両が正しく認識さ
れると、緑の枠はほぼ駐車スペースに表
示されます。表示された枠が駐車スペー
スとずれてしまうときは、ハンドルを切
り始める位置を調整します。

 警 告
･ 後退するときは、必ず後方および周辺の
安全を直接確認し、ブレーキペダルを踏
んで速度調整しながら、ゆっくり後退し
てください。

･ 周辺の車両や障害物、人などに接触しそ
うなときは、ブレーキペダルを踏んで停
車し、画面の  にタッチしてシステ
ムを解除してください。

知 識

 にタッチすると目標駐車位置を変
更できます。（後退中や、すでに目標駐車位置
に近づいているときはスイッチが灰色になり、
タッチしても変更できません。）矢印にタッチ
して、目標駐車位置を変更し、  にタッチ
します。

中止

目標変更

OK

目標駐車位置設定時のコツ

緑の枠の表示位置について

知 識

･ 駐車スペースに対し車両を垂直にすること
で、駐車位置の角度を特定しやすくなりま
す。

･ できるだけ駐車スペースに寄せ、駐車ス
ペースの中央が真横に見える位置でハンド
ルを切り始めると、センサーが駐車車両を
検出しやすいため、駐車位置を特定しやす
くなります。

ハンドルを
切り始めた位置

表示された枠

真横に見える位置

次回はこれだけ分前進した
位置でハンドルを切り始める
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■駐車スペースの隣に、駐車車両がない
場合

緑の枠が最初に表示される位置は、一旦
停止した位置と、カメラの映像から駐車
スペースの白線を検出することにより、
駐車位置を特定し、表示する位置を決め
ています。

一旦停止が正しく認識されると、緑の枠
はほぼ駐車スペースに表示されます。駐
車区画の白線が正しく検出できないとき
に、一旦停止したにもかかわらず、表示
された枠が駐車スペースとずれてしまう
ときは、一旦停止位置を調整します。

知 識

･ 一旦停止することにより、駐車位置をほぼ
特定し、その付近で白線を検出します。そ
のため、一旦停止すると目的の駐車位置の
白線を検出しやすくなります。

･ 白線の形状により、白線を正しく検出でき
ないことがあります。

･ 以下のような状況では、路面の駐車枠を検
出できないことがあります。
･ 白線がかすれやよごれによってはっきり
見えないとき

･ 路面が白っぽく白線とのコントラスト差
が小さいとき

･ 路面の駐車枠線が黄色など白以外の色の
とき

･ 夜間や地下、立体駐車場など周囲が暗い
とき

･ 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れて
光っていたり、水たまりがあるとき

･ 朝日や夕日など、太陽の光がカメラに入
るとき

･ 積雪や融雪剤があるとき
･ 路面補修痕、路面表示等があるとき
･ 路面の色や明るさが一様でないとき
･ カメラにお湯や水をかけたとき等、レン
ズが曇っているとき

･ カメラのレンズがよごれたり、水滴が付
着しているとき

一旦停止した位置
表示された枠

真横に見える位置

次回はこれだけ分前進
した位置で一旦停止する
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緑の枠を駐車スペースに合わせるには、
矢印にタッチして合わせる方法と、画面
（矢印以外の場所）をタッチして合わせる
方法があります。

■矢印にタッチして合わせる
画面に表示されている矢印にタッチする
と、以下のように緑の枠が移動します。

タッチする矢印

緑の枠の動き（前後左右）

緑の枠の動き（回転）

■合わせたい場所に直接タッチして合わ
せる

移動したい場所にタッチすると、以下の
ように緑の枠が移動します。

緑の枠の合わせかた

回転の中心

知 識

次の範囲はタッチしても、緑の枠を移動するこ
とはできません。
･ 矢印スイッチ周辺
･ 画面下のメッセージ、スイッチ周辺
･ 距離が遠く駐車できない範囲

移動したい場所の前端にタッチ

ここがタッチした場所に移動
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路面の駐車枠の幅が画面に表示された緑
の枠と合わないときは、路面の駐車枠と
緑の枠のずれが左右均等になるように合
わせてください。

路面に傾斜がついているときは、手順 4
（→329）で車を止める際、角度を大きめ
に移動してください。

また、緑の枠を合わせるときは、手前の
線で合わせた方が駐車角度は正確になり
ます。

駐車区画と緑の枠が合わないとき

均等になるように

路面に傾斜がついているとき

角度を大きく

手前の線で合わせる
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縦列駐車のしかた
縦列ガイドモード

アシストモードがOFFのとき、使用することができます。

〈車の動き〉 〈操作内容〉

車の動きと画面・音声案内の流れ

道路と平行で、駐車している車との間隔が約
1ｍの位置で止まる。

緑の縦線が隣に駐車している車の後端に合
うまで後退したら止まる。（画面①）

車を止めたままハンドルを操作し、緑の枠を
駐車したい場所に合わせたら、ハンドルをそ
のままにして後退する。（画面②）

緑の曲線が表示されて、緑の曲線が駐車した
い位置の左端に合うまでハンドルをそのま
まにして後退する。（画面③）

駐車したい位置の左端に合ったら止まり、ハ
ンドルを逆方向にいっぱいまで操作する。
（画面④）

ハンドルをそのままにして、距離目安線など
を参考に目視やミラーで周辺を確認し後退
する。（画面⑤）

車がほぼまっすぐになったら、縦列ガイド
モードが終了する。（画面⑥）

約1ｍ
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■画面・音声案内の流れ

画
面
① ▼

音声案内 「緑の縦線が隣の車のうしろに合う
までバックして止まります。」

画
面
② ▼

音声案内
「止まったままハンドルをまわして、
緑の枠を駐車スペースに合わせま
す。」

音声案内
「枠を合わせたらハンドルをそのま
まに車両周辺を確認しながらバック
します。」

画
面
③ ▼

画
面
④

音声案内
「緑の線が車を寄せたい位置に合っ
たら、止まってハンドルを右いっぱ
いに切り返します。」

画
面
⑤ ▼

画
面
⑥

音声案内 「ハンドルをそのままに車両周辺を
確認しながらバックします。」 音声案内 「縦列ガイドを終了します。」

緑の縦線が、隣に駐車している車
の後端に合うまで後退する。

ここまで後退する。

緑の枠を駐車したい場所に
合わせる。

緑の曲線が駐車したい場所
の左端に合うまで後退する。

距離目安線などを参考に、目視や
ミラーで周辺を確認し後退する。
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以下の手順は、左側の駐車スペースに駐
車するときの例を示しています。
右側の駐車スペースに駐車するときは、
ハンドル操作などがすべて左右逆になり
ます。

1 道路（または路肩）と平行で、駐車し
ている車との間隔が約1mの位置に止
まり、ハンドルをまっすぐ（直進状態）
にする。

� 前後の位置は、駐車している車より車
半分ほど前の位置にします。

2 シフトポジションを  にする。

3 アシストモードスイッチを OFF にす
る。

 警 告
･ カーブや坂道など平坦・まっすぐではな
い道路では正しく表示されないため、使
用しないでください。

･ ハンドル操作は、必ず車を止めた状態で
行ってください。

知 識

･ ガイドを中止したいときは、 にタッチ
すると、最初（シフトポジションを  にし
て、アシストモードがOFF のとき→311）
の画面に戻ります。

･ 音声案内をもう一度聞きたいときは、
にタッチします。

･ 音声案内は運転席側スピーカーより出力さ
れます。

操作のしかた

自車

ほぼ車半分駐車している車

駐車したい位置

約1m
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縦列駐車のしかた

4 車の位置を確認し、画面の に
タッチ。

･ 画面で、駐車している車のリヤタイヤより
うしろの部分が映っていることを確認して
ください。
映っていないときは、車を正しい位置まで
前進させ、操作をやり直します。

5 音声で案内されたら、ハンドルをまっ
すぐ（直進状態）にしたまま、緑の縦
線が隣に駐車している車の後端に合う
位置まで後退し、止まる。

▼

音声案内 「緑の縦線が隣の車のうしろに合う
までバックして止まります。」

緑の縦線

車をここまで後退させる

知 識

･ ハンドルをまっすぐ（直進状態）にしない
で後退すると、次の音声案内まで進んでし
まうことがあります。
その場合は、最初に車を止めた位置まで車
を前進させ、やり直してください。

･ シフトポジションを  以外にしても、約
10秒以内に  に戻せば、この画面に戻り
ます。

緑の縦線
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6 音声で案内され、緑の枠が表示される。
止まったままハンドルを左にまわし
て、緑の枠を駐車したい位置に合わせ
る。

▼

･ 緑の枠の中に障害物がないことを必ず確認
してください。
緑の枠の中に障害物がある場合は、縦列ガ
イドモードを使用することはできません。
（→342）
･ 画面の中にメッセージが表示されることが
あります。（→343）

7 緑の枠を合わせ、音声で案内されたら、
ハンドルをそのままの状態にして後退
する。

音声案内
「止まったままハンドルをまわし
て、緑の枠を駐車スペースに合わせ
ます。」

緑の縦線 緑の枠

緑の縦線

ハンドルを
左にまわす

緑の枠

音声案内
「枠を合わせたらハンドルをそのま
まに車両周辺を確認しながらバッ
クします。」

 注 意
車の右前端を前方の障害物にぶつけないよ
うに注意して、ゆっくり後退してください。

知 識

･ 後退中にハンドルを操作してしまうと、ガ
イドされなくなります。
その場合は、シフトポジションを  以外に
してから、再度  にして最初からやり直し
てください。

･ ごく低速で後退すると、次の案内が行われ
ないことがあります。

･ 後退を開始すると、ガイド線が表示されな
くなります。
必ず後方や周囲の安全を直接確認しながら
運転してください。
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8 音声で案内され緑の曲線が表示された
ら、ハンドルをそのままの状態にして
後退する。
緑の曲線が、駐車したい位置の左端の
地点に合ったら止まる。

▼

9 車を止めたまま、ハンドルを右いっぱ
いまでまわす。

� 必ず車を止めた状態でハンドルを操作
してください。

10画面が切り替わり音声で案内された
ら、ハンドルをそのままの状態にして
後退する。

音声案内
「緑の線が車を寄せたい位置に合っ
たら、止まってハンドルを右いっぱ
いに切り返します。」

緑の曲線

ハンドルをその
ままにして後退
する緑の曲線

緑の曲線
をここに
合わせる

知 識

後退の速度が速すぎると、案内が間に合わない
ことがあります。

音声案内 「ハンドルをそのままに車両周辺を
確認しながらバックします。」

 注 意
車の左前端を前方に駐車している車にぶつ
けないよう注意して、ゆっくり後退してく
ださい。
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11車が道路（または路肩）と平行になっ
たら、ハンドルをまっすぐ（直進状態）
に戻す。
距離目安線を参考に、必ず目視やミ
ラーで車の前後を確認して、ゆっくり
後退し止まる。

･ 車がほぼまっすぐになったら、音声で案内
され、縦列ガイドモードが終了します。

音声案内 「縦列ガイドを終了します。」

 注 意
･ 手順 6（→ 340）のときに緑の枠の中に
障害物がないことを必ず確認してくださ
い。
緑の枠の中に障害物がある場合は、縦列
ガイドモードを使用することはできませ
ん。

･ 緑の枠を駐車したい位置に合わせるとき
は、必ず手前に延びている緑の線が前方
に駐車している車のタイヤにかからない
ようにしてください。
緑の枠を駐車したい位置に合わせると前
方に駐車している車にかかってしまう場
合は、かからない範囲で合わせてくださ
い。

延長線がタイヤにかかっている



343

縦列駐車のしかた

知 識

･ 手順 6（→340）のときに枠が赤くなって、
「ガイドできません ハンドルを戻して下さ
い」というメッセージが表示されたら、ガ
イドすることができませんので、ハンドル
を戻してください。

･ 枠が正しい駐車位置に合っている場合で
も、「ガイドできません ハンドルを戻して下
さい」というメッセージが表示されること
があります。
この場合、車が路肩から離れすぎているこ
とが考えられますので、隣に駐車している
車との間隔（約1m）を確認してください。
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駐車ガイド線表示モード

アシストモードのON／OFFに関係なく、使用することができます。

※アシストモードOFF 画面を使用して説明しています。

画面の見方

車幅延長線（緑色） 車をまっすぐ後退させたときの進路の目安を示す。
･ 実際の車幅より広く表示しています。

距離目安線 約 0.5ｍ先
（赤色）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示す。
･ 約 0.5m先を示します。

駐車ガイド線（緑色） ハンドルをいっぱいまでまわして後退（もっとも小まわり）
したときの進路の目安を示す。
･ 駐車時にハンドルを操作する位置の目安となります。

 警 告
･ 道路の状況（段差・勾配など）や乗車人数・積載量により、画面のガイド線の表示位置は変
化します。必ず後方および周辺の安全を直接確認しながら運転してください。

･ 車幅延長線は、実際の車幅より広く表示されます。後退するときは、必ず後方や周囲の安全
を直接確認しながら運転してください。

バンパー後端

車の前方 
�
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縦列駐車のしかた

操作手順はあくまでも一例であり、駐車
時の道路事情・路面状況・自車の状況な
どにより、ハンドル操作のタイミング・
操作量は異なります。
以上のことを十分理解したうえでご使用
ください。
� 以下の手順と逆方向の駐車スペースに
駐車するときは、ハンドル操作がすべ
て左右逆になります。

1 シフトポジションを  にする。

2 駐車ガイド線表示モードにする。

3 駐車ガイド線が駐車したい位置の左端
に合うまで後退したら止まる。

4 ハンドルを右いっぱいにまわして、
ゆっくり後退する。

5 車が路肩と平行になったら、ハンドル
をまっすぐ（直進状態）にする。
画面を参考に最適な位置まで後退し、
駐車を終える。

操作のしかた

駐車したい位置

 注 意
車の左前端を前方に駐車している車にぶつ
けないよう注意して、ゆっくり後退してく
ださい。
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縦列駐車アシストモード

アシストモードが ON のとき、使用する
ことができます。

駐車車両2台の間に駐車スペースがある
場合、プレサポート機能を使用すること
ができます。
この機能は、
①駐車スペースを検出したら
②後退開始位置に着いたことを
音により案内し、アシスト可能な位置へ
車両を誘導します。
� 検出したスペースが狭い場合は案内さ
れません。

■駐車車両2台の間に駐車する場合

プレサポート機能

IPAプレサポート
スイッチを2回押
す

① 駐車スペース
 検出

②

駐車スペース

知 識

･ プレサポート機能を正しく動作させるため
に、できるだけゆっくり（すぐに停車でき
る速度で）走行してください。

･ 駐車車両が 1 台しかない場合、その手前ま
たは奥の駐車スペースではプレサポート機
能を使用することができません。（下図参
照）

案内音は出力
されません

IPAプレサポー
トスイッチを2
回押す

案内音は出力
されません
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設定した目標駐車位置付近へアシストす
るシステムのため、駐車時の路面や自車
の状況・目標駐車位置までの距離などに
より、設定した目標駐車位置にアシスト
できない場合があります。
以上のことを十分理解したうえで、ご使
用ください。
操作中、画面にメッセージが表示された
ときは、「こんなメッセージが表示された
ときは」（→ 356）の処置にしたがってく
ださい。
操作のしかたは、プレサポート機能を使
用する場合（→ 347）と使用しない場合
（→ 349）で異なります。

1 アシストモードスイッチがONになっ
ていることを確認する。

2 車速が約15km/h以下で、駐車スペー
スの手前でIPAプレサポートスイッチ
を2回押し、画面が切り替わったこと
を確認する。

※画面は左側の駐車スペースを検出したと
きのものです。

知 識

･ シフトポジションが  、  、または車速が
約15km/h 以上のときは、使用することが
できません。

･ フロントバンパー両側にあるセンサーによ
り駐車車両を検出し、駐車位置を特定して
いるため、検出できない場合（→ 372）は、
案内されません。

･ 車速が約15km/h 以上になる、またはハン
ドル右側の IPA プレサポートスイッチによ
りプレサポート機能をOFFにするまで、駐
車スペースの案内が継続されます。

操作のしかた

 警 告
･ 後退するときは、必ず後方および周辺の
安全を直接確認し、ブレーキペダルを踏
んで速度調整しながら、ゆっくり後退し
てください。

･ 周辺の車両や障害物、人などに接触しそ
うなときは、ブレーキペダルを踏んで停
車し、画面の  にタッチしてシステ
ムを解除してください。

中止

プレサポート機能を使用する場合

駐車スペース

IPAプレサポートスイッチを
2回押す
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3 道路（または路肩）と平行で、駐車車
両との間隔が約1mの位置に車両を移
動させ、まっすぐ前進する。

4「“ポンポン”」という音が出力されたら
停車する。

※画面は左側の駐車スペースを検出したと
きのものです。

知 識

･ IPA プレサポートスイッチは、押すごとに
モードが切り替わります。（→ 310）

･ シフトポジションが  、  、または車速が
約15km/h 以上のときは、IPAプレサポー
トスイッチを押しても画面は切り替わら
ず、「“ピピッ”」という音が出力されます。
（アシストモードがOFF、 シフトポジション
が  のときは出力されません。）

知 識

案内機能を中止する場合は、IPA プレサポート
スイッチを 1 回押して、プレサポート機能を
OFFにしてください。

約1ｍ

駐車スペース
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5 シフトポジションを  にする。
�  にしたあとの操作は
�「プレサポート機能を使用しない場
合」の手順 6へ（→351）

1 アシストモードスイッチがONになっ
ていることを確認する。

2 道路（または路肩）と平行で、駐車車
両との間隔が約1ｍの位置に車両を移
動させる。

知 識

･ 前方の駐車車両の前端がほぼ真横に見える
位置で「“ポンポン”」という音が出力され
ます。

･「“ポンポン”」という音が出力されたらすぐ
に停車できるよう、できるだけゆっくり前
進してください。

･ 後退開始位置に着かなかった場合、「“ポン
ポン”」という音は出力されません。「“ポン
ポン”」という音が出力される前に停車しシ
フトポジションを  にした場合は、「プレ
サポート機能を使用しない場合」の手順 5
の画面が表示されます。（→351）

駐車車両前端

プレサポート機能を使用しない
場合

約1ｍ

駐車スペース
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3 前方の駐車車両の前端が真横に見える
位置でハンドルをほぼまっすぐにして
止まる。

駐車車両前端

 注 意
車両は道路（または路肩）と平行に止めて
ください。車両前方が道路中央方向に斜め
になっていると、アシストされる位置が路
肩に接近します。
接触、脱輪しそうなときはブレーキペダル
を踏んで停車し、画面の  にタッチし
てシステムを解除してください。

知 識

･ 前進時および停止時はハンドルをまっすぐ
にしてください。ハンドルを切っていると
駐車位置を特定できません。

･ センサー ( → 370) により、駐車スペース
前後の駐車車両を検出して、駐車位置を特
定しやすくします。

･ 駐車車両を検出できない場合は、駐車した
い場所に対する自車の位置を参考に、前回
縦列駐車アシストモードを使用して駐車し
たときの設定位置付近に目標駐車位置（緑
の枠）が表示されます。

中止

アシストされる位置
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4 シフトポジションを  にする。

5 にタッチ。

※画面は進路表示モード時の画面例です。

6 矢印にタッチして、緑の枠を駐車した
い場所に合わせ、  にタッチ。

� 画面（矢印以外の場所）をタッチする
ことによっても緑の枠を移動すること
ができます。

� 緑の枠を合わせるにはコツがありま
す。「目標駐車位置設定時のコツ」（→
332）をご覧ください。

� 表示された枠が、駐車したい場所とは
反対側に表示されたとき
�   にタッチ。

� 枠が赤く表示されているときは、その
位置へアシストモードを使用して駐車
することはできません。「アシストモー
ドで赤枠が表示されたときは」（→
359）をご覧ください。

� 緑の枠が表示されているとき、  に
タッチせずに後退すると、音声案内「駐
車位置が確定されていません」が出力
されます。そのまま後退を続けると、
音声案内「アシストを開始できません」
が出力され、システムが解除されます。
枠が赤く表示されているときは、後退
しても案内されません。

音声案内 「矢印を操作して、枠を駐車したい
位置に合わせます」

OK

左右切替
緑の枠回避ポール

OK



352

縦列駐車のしかた

7 通常の後退操作の姿勢をとり、ハンド
ルに力を加えないように軽く手を添
え、後方および周辺の安全を直接確認
し、ブレーキペダルを踏んで速度調整
しながら、ゆっくり後退する。

� ハンドルが回転するときは、音声案内
「ハンドルが右（左）にまわります」が
出力されます。手などを巻き込まない
よう注意してください。

�  にタッチするとアシストを中止
します。

� 後退速度が速すぎると、警告音「ピィ
ピィ」が出力されます。そのまま後退
を続けるとシステムが解除されます。
警告音が鳴らないような速度で後退し
てください。

� 音声案内「アシストを開始します」が
出力されても後退を始めないと、音声
案内「車両周辺を確認しながらバック
します」が出力されます。

� 画面に表示されている緑の枠は自車の
大きさとほぼ同じサイズで表示されま
す。（目標駐車位置設定時に表示される
緑の枠は、一般的な路面の駐車枠の大
きさで表示されます。）

 警 告
回避ポールは目安です。必ず後方や周囲の
安全を直接確認しながら、慎重に後退して
ください。

 注 意
･ 緑の枠の中や自車と駐車スペースの間に
障害物がなく、回避ポールや手前に延びて
いる緑の延長線が駐車車両などにかかっ
ていないことを必ず確認してください。
緑の枠の中や自車と駐車スペースの間に
障害物がある、または回避ポールや手前
に延びている緑の延長線が駐車車両など
にかかっている場合は、接触するため縦
列駐車アシストモードは使用しないでく
ださい。また、緑の枠が路肩にかかって
いるときも同様です。

･ 路面に段差や勾配があると正しい位置に
目標駐車位置を設定できないため、駐車
位置がずれたり、車両が傾くことがあり
ます。このような場所では、縦列駐車ア
シストモードは使用しないでください。

･「プレサポート機能を使用しない場合」の
手順 4 でシフトポジションを  にした
ときに、イージーセット機能により車庫
入れの画面表示（→329）に切り替わっ
た場合は、  にタッチして中止してく
ださい。

車両にかかっている

路肩にかかっている

タイヤにかかっている

×

知 識

･ 画像の歪みのため、緑の枠が路面の駐車枠
に一致しない場合があります。このような
場合には、回避ポールと緑の延長線を用い
て目標駐車位置を設定してください。（→
354）

･ アシストを開始したあとでも目標駐車位置
の修正をすることができます。（→353）

音声案内 「アシストを開始します」

中止
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8 車両がほぼ目標駐車位置に入ったら、
音声案内「目標位置に到達しました。
アシストを終了します」が出力され、
縦列駐車アシストモードが終了する。

� 音声案内は安全のため、目標駐車位置
より若干手前で出力されます。また、
その時点でシステムの作動も終了する
ため、ハンドルをしっかり持ち、ブレー
キペダルを踏んで速度調整しながら
ゆっくり後退し、希望の位置に駐車し
ます。

� 距離目安線（→ 319）を参考に、必ず
目視やミラーで車両の前後を確認しな
がら後退してください。

目標駐車位置（緑の枠）を設定するとき
に知っておくと便利です。

緑の枠を駐車スペースに合わせるには、
矢印にタッチして合わせる方法と、画面
（矢印以外の場所）をタッチして合わせる
方法があります。

■矢印にタッチして合わせる
画面に表示されている矢印にタッチする
と、以下のように緑の枠が移動します。
･ 横方向を先に合わせると、合わせやす
くなります。

タッチする矢印

緑の枠の動き

 警 告
･ 後退するときは、必ず後方および周辺の
安全を直接確認し、ブレーキペダルを踏
んで速度調整しながら、ゆっくり後退し
てください。

･ 周辺の車両や障害物、人などに接触しそ
うなときは、ブレーキペダルを踏んで停
車し、画面の  にタッチしてシステ
ムを解除してください。

知 識

 にタッチすると目標駐車位置を変
更できます。（後退中や、すでに目標駐車位置
に近づいているときはスイッチが灰色になり、
タッチしても変更できません。）
矢印にタッチして、目標駐車位置を変更し、
 にタッチします。

左右方向のみ変更することができます。目標駐
車位置を変更しても、回避ポールの位置は移動
しません。

中止

目標変更

OK

目標駐車位置設定時のコツ

緑の枠の合わせかた



354

縦列駐車のしかた

■合わせたい場所に直接タッチして合わ
せる

移動したい場所にタッチすると、以下の
ように緑の枠が移動します。

路面に傾斜がついているときは、アシス
トされる位置が画面で設定した目標駐車
位置よりも道路中央寄り（路肩から離れ
た位置）になります。

このような場合は、目標駐車位置を設定
する際、回避ポールを駐車車両の後端、緑
の延長線を駐車車両の後輪の下端に合わ
せると、駐車車両の右側と自車の右側が
ほぼ並んだ位置にアシストされます。
（道路の反対側に縦列駐車するときは左
右逆になります。）

知 識

次の範囲はタッチしても、緑の枠を移動するこ
とはできません。
・矢印スイッチ周辺
・画面下のメッセージ、スイッチ周辺
・距離が遠く駐車できない範囲

移動したい場所の前端にタッチ

ここがタッチした場所に移動

路面に傾斜がついているとき

目標駐車位置 アシスト
される位置
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車両後端に合わせる

車両後輪の下端に合わせる

前方駐車車両の右側と
ほぼ並んだ位置

 注 意
駐車車両の車幅が狭いときや駐車車両が路
肩側に極端に近いときは、駐車をアシスト
する位置も路肩に接近します。接触、脱輪
しそうなときはブレーキペダルを踏んで停
車し、画面の  にタッチしてシステム
を解除してください。

中止

狭い
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こんなときは

こんなメッセージが表示されたときは

メッセージ 原　因 処　置

「目標設定できま
せん」

システムの使用可能範囲外
です。

ヘルプを参考に車両の位置を移動して
ください。（→ 360）

「IPA システム
チェック
販売店で点検を受
けて下さい」

システムになんらかの異常
が発生しているおそれがあ
ります。

トヨタ販売店で点検を受けてください。

「平坦な場所でご
使用下さい」

･ 坂道で前方向にずりさ
がったため。

･ ブレーキペダルから足を
離しても停止しているた
め。

このような環境では使用しないでくだ
さい。

「この環境では使
用できません」

システム作動中だけに表示
されるときは、タイヤの磨
耗、空気圧の低下のおそれが
あります。

タイヤの磨耗、空気圧を確認してくださ
い。

常に表示されるときは、故障
のおそれがあります。

“ パワー ”スイッチを一度OFF にして
から、再度ハイブリッドシステムを始動
してみてください。それでも表示される
ときは、トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

「IPA 現在使用で
きません」

パワーステアリング装置の
一時的な過熱のため。

“ パワー ”スイッチを一度OFF にして
から、再度ハイブリッドシステムを始動
し、しばらくしてからお使いください。

ハイブリッドシステムが始
動していないため。

ハイブリッドシステムを始動してくだ
さい。

関連システムになんらかの
異常が発生しているおそれ
があります。

トヨタ販売店で点検を受けてください。

「システム初期化
中」

補機バッテリー脱着のとき
などにシステムが初期化さ
れていないため。

システムを初期化してください。
（→373）

「パ ー キ ン グ ブ
レーキが解除され
ていません」

パーキングブレーキがか
かっているため。

パーキングブレーキを解除してくださ
い。

「ハンドルに力が
加わっています」

ハンドルを持っている力が
強いため。

ハンドルを持っている力を抜いてくだ
さい。
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「ハンドルを左（右）
に回して直進状態
に戻して下さい」

ハンドルが直進状態でない
ため。

ハンドルを直進状態にしてください。

「枠が緑になるまで
ハンドルを左（右）
に回して下さい」

表示されている方向にハン
ドルをまわせば、駐車できる
可能性があるため。

枠が緑色になるまで（「ハンドルに力が
加わっています」の表示がでるまで）、表
示された方向にハンドルをまわしてく
ださい。（タイヤのねじれのため少し多
めにまわしてください。）
ハンドルをまわしたあとは目標駐車位
置を変更することはできません。必ず先
に枠を合わせてください。

「駐車位置が確定
されていません」

 にタッチせず後退をは
じめたため。

車両を停車し  にタッチしてくださ
い。

「速度が速すぎま
す」

後退速度が速いため。 ブレーキペダルを踏みながら、警告音が
鳴らない速度で、ゆっくり後退してくだ
さい。速度が速すぎると、システムが解
除されます。

「ハンドルが操作
されました」

アシストモード作動中にハ
ンドルを操作したため。

システムが解除されますので、最初から
やり直してください。

「アクセルが操作
されました」

アシストモード作動中にア
クセルを操作したため。

システムが解除されますので、最初から
やり直してください。

作動中に画面が黒
くなり、音声案内
「アシストを中止
します」が出力さ
れた

無線の電波による影響を受
けているか、システムになん
らかの異常が発生している
おそれがあります。

無線のアンテナをカメラの近くに設置
している場合は、できるだけ離して設置
してください。
無線のアンテナがカメラの近くになく、
“ パワー ”スイッチを一度OFF にして
から、再度ハイブリッドシステムを始動
しても画面が正常に表示されない場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

メッセージ 原　因 処　置

OK OK
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アシストモードで駐車位置を設定中のときやハンドル制御中に以下のメッセージが表
示されたときは、表示と同時に音声案内（警告音）が出力されます。（メッセージが表
示された原因によっては、出力されないこともあります。）

メッセージと音声案内

メッセージ
音声案内（警告音）

設定中 ハンドル制御中

「IPA システム
チェック
販売店で点検を受
けて下さい」

「アシストを開始できません」 「“ピピッ”アシストを中止します」

「この環境では使
用できません」 －－－－ 「“ピピッ”アシストを中止します」

「IPA 現在使用で
きません」

「アシストを開始できません」 「“ピピッ”アシストを中止します」

「パ ー キ ン グ ブ
レーキが解除され
ていません」

「アシストを開始できません」 「“ピピッ”アシストを中止します」

「駐車位置が確定
されていません」

「駐車位置が確定されていません」 －－－－

「速度が速すぎま
す」 －－－－ 「ピィピィ」

「“ピピッ”アシストを中止します」

「ハンドルが操作
されました」 －－－－ 「“ピピッ”アシストを中止します」

「アクセルが操作
されました」 －－－－ 「“ピピッ”アシストを中止します」



359

知っておいていただきたいこと

目標駐車位置を設定する際、枠が赤く
なって、「目標設定できません」という
メッセージが表示されたときは、アシス
トモードを使用できません。
目標駐車位置を移動するか、車両の位置
を移動してください。

次の条件によっては、枠が赤く表示され
ることがあります。
� ハンドルを切り始めた位置
� 一旦停止した位置
� シフトポジションを  にしたときの
位置や角度（車庫入れアシストモード
のみ）

� 前回アシストモードで駐車したときに
設定した目標駐車位置

また、緑の枠が表示されていても、アシ
ストモードを使用して駐車できない位置
に枠を移動させると、枠が赤く表示され
ます。

車庫入れアシストモード

縦列駐車アシストモード

車庫入れアシストモードで、「枠が緑にな
るまでハンドルを右（左）に回して下さ
い」というメッセージが表示されている
ときは、ハンドルを操作することにより、
アシストモードを使用できる可能性があ
ります。

1 枠を目標駐車位置に合わせる。

2 車両を停止したままの状態で、枠が緑
色になり、「ハンドルに力が加わってい
ます」と表示されるまで、右（左）に
ハンドルをまわす。

� タイヤにねじれがあるため、少し多め
にまわしてください。

� ハンドルをまわし過ぎると、表示され
ている回転方向が逆向きになります。

3  にタッチ。

アシストモードで赤枠が
表示されたときは

知 識

ハンドルをまわしたあとは、目標駐車位置の変
更はできません。必ず先に枠を合わせてから、
ハンドルをまわしてください。

OK
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 にタッチすると、赤枠が表示されて
いる原因が表示されます。画面を参考に
車両を移動してください。

1  にタッチ。

2 表示されたメッセージにしたがい車両
を移動する。

� メッセージについては、次項目をご覧
ください。

� アシストモードが使用できる位置まで
移動すると、「“ポン”」という音が出力
されます。

3 車両を前進させたときは、シフトポジ
ションを  にする。

4 枠が緑になっていることを確認し、そ
の位置が正しければ、  にタッチ。

※画面は車庫入れアシストモード時の画面
例です。

■車庫入れアシストモード時の
メッセージと車両位置

･ 駐車スペースから離れすぎているとき

メッセージ： 
「もう少し駐車スペースの近くから
開始して下さい」

ヘルプ機能

OK

OK

OK

正しい位置
離れすぎ

正しい位置

離れすぎ
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･ 車の傾きが小さすぎるとき

メッセージ： 
「もう少し車の傾きを大きくして
開始して下さい」

･ 駐車スペースの正面すぎるときや駐車
スペースに近すぎるとき

メッセージ： 
「もう少し駐車スペースから離れて
開始して下さい」

傾きが小さすぎ

正しい位置

正しい位置 正面すぎ

近すぎ

正しい位置
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■縦列駐車アシストモード時の
メッセージと車両位置

･ 駐車車両から離れすぎているとき

メッセージ： 
「もう少し隣の車に寄せて
開始して下さい」

･ 駐車車両に近すぎるとき

メッセージ： 
「もう少し隣の車から離れて
開始して下さい」

離れすぎ

正しい位置

近すぎ

正しい位置
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･ 車の位置が前すぎるとき

メッセージ： 
「もう少し後退して開始して下さい」

･ 車の位置がうしろすぎるとき

メッセージ： 
「もう少し前進して開始して下さい」

前すぎ

正しい位置

うしろすぎ正しい位置
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使用上の注意点

運転時の注意

 警 告
･ インテリジェントパーキングアシストを過信しないでください。
一般の車と同様、必ず後方や周辺の安全を直接確認しながら慎重に後退してください。

･ 画面だけを見ながら後退することは絶対にしないでください。
画面に映っている映像と実際の状況は異なることがあり、画面だけを見て後退すると車をぶ
つけたり、思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。後退するときは、必ず目視やミラー
などで後方や周辺の安全を直接確認してください。

･ 後退するときは、ブレーキペダルを踏んで速度調整しながら、ゆっくり後退してください。
･ 周辺の車両や障害物、人などに接触しそうなときは、ブレーキペダルを踏んで停車し、画面
の  にタッチしてシステムを解除してください。

･ 駐車区画のある平坦な駐車場で使用してください。
･ 使用中はハンドルが自動的に回転するため、以下の点に注意してください。
･ ネクタイ、スカーフ、腕などを巻き込むおそれがあります。上体をハンドルに近づけな
いでください。また、お子様がハンドルに近づかないよう注意してください。

･ 爪が長いとハンドルが回転する際にけがをするおそれがあります。
万一のときは、ブレーキペダルを踏んで停車し、画面の  にタッチしてシステムを解
除してください。

･ 駐車するときは、必ず駐車スペースに車を駐車できるかを確認してから操作を行ってくださ
い。

･ 以下のような状況では、使用しないでください。
･ 駐車場以外の場所
･ 砂地、砂利地のような駐車枠のない整備されていない駐車場
･ 傾斜、段差のある平坦でない駐車場
･ 凍結したり、すべりやすい路面、または雪道
･ 真夏の炎天下でアスファルトがとけているようなとき
･ 目標駐車位置（緑の枠の中）や自車と目標駐車位置との間に障害物があるとき
･ 人や車両などの通行量の多いとき
･ 駐車不可能な場所（車両が入らない程狭い。崖など。）
･ カメラのレンズのよごれ、西日、影、雪などで画面が見にくいとき
･ タイヤチェーン、応急用タイヤを使用しているとき
･ バックドアが完全に閉まっていないとき

･ メーカー出荷時装着タイヤ以外のタイヤは使用しないでください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
また、タイヤを交換すると、画面に表示される線や枠の表示位置に誤差が生じることがあり
ます。タイヤを交換するときは、トヨタ販売店にご相談ください。

中止

中止
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 警 告
･ 以下のような状況では、設定した位置にアシストできない場合があります。
･ タイヤが極端に磨耗していたり、空気圧が低いとき
･ 極端に重いものを積んでいるとき
･ 車両の片側にだけ荷物等を積んで車両が傾いているとき
･ 駐車場にロードヒーター（路面凍結防止用のヒーター）が設置されているとき
･ タイヤを縁石などに強く当てて、ホイールアライメントが正常でないとき
上記の場合以外で設定位置と車両の位置が大きくずれる場合は、トヨタ販売店で点検を受け
てください。

･ 外気温が低い場合、画面が暗くなったり、映像が薄れることがあります。とくに動いている
ものの映像が歪む、または画面から見えなくなることがあるため、必ず周囲の安全を直接目
で確認しながら運転してください。
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バンパー後端から車の後方（下図の範囲）
が映ります。

■画面

■映る範囲

画面に映る範囲

知 識

･ 車や路面の状況により、映る範囲は異なる
ことがあります。

･ カメラに映る範囲には限度があり、バン
パーの両端付近やバンパーの下にあるもの
は映りません。

･ インテリジェントパーキングアシストのカ
メラは特殊なレンズを使用しているため、
画面に映る映像の距離感覚は実際の距離と
は異なります。

バンパーの両端付近は映りません

･ 次のようなときは、画面が見づらくなるこ
とがありますが、異常ではありません。
･ 暗いところ（夜間など）
･ レンズ付近の温度が高い、または低いと
き

･ カメラに水滴がついたときや、湿度が高
いとき（雨天時など）

･ カメラ付近に異物（泥など）がついたとき
･ カメラに擦り傷や土がついているとき
･ 太陽やヘッドライトの光が直接カメラの
レンズに当たったとき

･ 高輝度の点（車体に反射した太陽等）が
カメラに映ると、CCDカメラ特有のスミ
ヤ現象※が発生することがあります。

※スミヤ現象：高輝度の点（車体に反射した
太陽等）がカメラに映るとそ
の点の上下（縦方向）に尾を
引く現象。

･ 蛍光灯・ナトリウム灯・水銀灯などの照明
下でインテリジェントパーキングアシスト
を使用すると、照明および照明の照らされ
ている部分がちらついて見えることがあり
ます。（フリッカー現象）

･ 無線機のアンテナをカメラの近くに取りつ
けると、画面の映像に電波の影響を受ける
などシステムが正常に作動しなくなる場合
があります。
アンテナを取りつけるときはカメラから離
して取りつけてください。

･ インテリジェントパーキングアシストの画
質調整の方法は、ナビゲーション画面の調
整と同じです。（→ 24）

高輝度の点
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ナンバープレートの上側に取りつけられ
ています。

カメラ

 警 告
インテリジェントパーキングアシストが正
常に作動しなくなり、思わぬ事故につなが
るおそれがありますので、以下のことにご
注意ください。
･ カメラ部を強くたたいたり、物をぶつけ
るなど、強い衝撃を与えないでください。
カメラの位置、取りつけ角度がずれるお
それがあります。

･ カメラ部は防水構造となっていますの
で、取りはずし・分解・改造をしないで
ください。

･ カメラのレンズを強くこすったり、硬い
ブラシや研磨剤などでみがいたりすると
レンズが傷つき、映像に悪影響をおよぼ
すおそれがあります。

･ カメラ部に有機溶剤・ボディワックス・
油膜取り剤・ガラスコート剤などを付着
させないでください。付着したときは、
すぐにふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急激な
温度変化を与えないでください。

･ カメラ部をぶつけたときや、画面に表示
されるカメラ方向確認線（→311）がバ
ンパー端に一致していないときは、カメ
ラの位置、取りつけ角度がずれているお
それがあります。早めにトヨタ販売店で
点検を受けてください。

 警 告
･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメラ周
辺に直接水を当てないでください。高水
圧のためカメラの故障の原因となること
があります。

知 識

カメラのレンズがよごれていると、鮮明な画像
が得られません。
水滴、雪、泥などのよごれが付着したときは水
洗いし、柔らかい布でふき取ってください。よ
ごれがひどい場合は、中性洗剤で洗い流してく
ださい。
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距離目安線は、平らな路面に対しての距
離の目安を示しています。そのため、以
下の状態のときは、画面で設定した目標
駐車位置や、画面のガイドと実際の路面
上の距離・進路に誤差が生じます。

■上り坂が後方にあるとき

実際の距離より手前に距離目安線が表示
されます。そのため、上り坂に障害物が
あった場合には、実際より遠くにあるよ
うに見えます。
同様にガイド線と実際の路面上の進路や
目標駐車位置にも誤差が生じます。

■下り坂が後方にあるとき

実際の距離よりうしろに距離目安線が表
示されます。そのため、下り坂に障害物
があった場合には、実際より近くにある
ように見えます。
同様にガイド線と実際の路面上の進路や
目標駐車位置にも誤差が生じます。

画面と実際の路面との誤差

距離目安線

誤差

実際の距離

誤差

誤差 誤差
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画面のガイドは平面物（道路など）を対
象にしています。
張り出しのある立体物（トラックの荷台
のような障害物）が近くにあるときは、以
下のことに注意して、ぶつからないよう
にしてください。

■予想進路線
予想進路線は路面に対して表示されてい
るため、立体物の位置を判断することは
できません。

画面では、トラックの荷台が予想進路線
の外側にあり、ぶつからないように見え
ますが、実際には荷台が進路上に張り出
しているためぶつかることがあります。
このように予想進路線が障害物の近くを
通るときは、後方や周辺の安全を直接確
認してください。

■距離目安線
距離目安線は路面に対して表示されてい
るため、立体物との距離を判断すること
はできません。

A、B、Cの位置

画面では、距離目安線により約1m先（B
の位置）にトラックが駐車してあるよう
に見えますが、実際にはAの位置まで後
退すると、ぶつかります。
画面では A、B、C の順に近く見えます
が、実際の距離は A と C は同じ距離で、
BはA、Cより遠い距離にあります。

立体物が近くにあるとき

予想進路線

C
B
A

約 1ｍ
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フロントバンパーの両側にあるセンサー
により駐車車両を検出して、駐車位置を
特定しやすくします。

■車庫入れアシストモード時のセンサー
感知範囲

■縦列駐車アシストモード時のセンサー
感知範囲

センサー

センサー

目標駐車位置

目標駐車位置
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 警 告
･ センサーが正常に作動しなくなり、思わ
ぬ事故につながるおそれがありますの
で、以下のことにご注意ください。
･ センサー部付近を強くたたいたり、物
をぶつけるなど、強い衝撃を与えない
でください。装置が正常に作動しなく
なるおそれがあります。

･ 高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水を当てないで
ください。強い水圧により衝撃が加わ
り、装置が正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

･ バンパーをぶつけたときは、センサー
の故障などにより装置が正常に作動
しなくなっているおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

･ センサーに氷、雪、泥などが付着した
ときは、画面に「ソナー汚れ　センサ
を拭いて下さい」と表示されることが
あります。センサー部についた異物を
取り除いてください。

 警 告
･ 次の場合、装置が正常に作動しないこと
があり、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
･ センサー部が凍結したとき（溶ければ、
正常に復帰します。）
とくに低温時には凍結などにより異常
表示が出たり、駐車車両があっても感
知しないことがあります。

･ センサーを手でふさいだとき
･ 車両姿勢が大きく傾いたとき
･ 炎天下や寒冷時
･ 凸凹道、坂道、砂利道、草むら走行時
など

･ 他車のホーン、オートバイのエンジン
音、大型車のエアブレーキ音、他車の
センサーなどの超音波を発生するもの
が近づいたとき

･ 雨や水しぶきがかかったとき
･ 市販のフェンダーポール、無線機用ア
ンテナを車に付けたとき

･ センサーに駐車車両が近づきすぎたと
き

･ 目標駐車位置の隣に駐車車両があるにも
関わらず、駐車枠が目標駐車位置から大
きくずれた位置に表示されるときは、セ
ンサーの角度がずれているおそれがあり
ます。トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

･ センサーが感知する範囲には、アクセサ
リー用品などを取りつけないでくださ
い。
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知 識

･ 駐車車両が駐車スペースの奥にある場合
は、距離が遠くなるため検出できないこと
があります。また、駐車車両の形状や条件
によっては検出距離が短くなったり、検出
できないことがあります。

･ センサーの感知範囲は、最大で約 1.6m で
す。

駐車車両 最大約1.6m

･ 柱や壁など駐車車両以外は検出できないこ
とがあります。また、検出できても目標駐
車位置がずれることがあります。

･ 歩行者などを検出して目標駐車位置がずれ
ることがあります。

柱

壁

歩行者
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以下の場合には、必ず初期化作業を行っ
てください。
･ 補機バッテリーを脱着したとき
･ シフトポジションを  にして、システ
ム初期化中画面が表示されたとき（補
機バッテリー能力の低下など）

システム初期化中画面

■初期化作業
車を止めた状態で、ハンドルを左いっぱ
いにまわしたあと、右いっぱいにまわし
ます。（左右どちらが先でも可）
通常の画面に戻れば、設定終了です。

補機バッテリーの脱着後やシ
ステム初期化中画面がでたと
きは

 注 意
･ 上記操作を行っても、画面が切り替わら
ないときは、トヨタ販売店で点検を受け
てください。

･ 上記操作を行って、通常の画面に戻った
ときは、一度アシストモードを使用して、
目標駐車位置に以前と同じようにアシス
トされることを確認してください。平坦
路で使用しても、以前より斜めになった
り、横方向にずれる場合は、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

知 識

システム初期化中画面で、  にタッチする
と、操作方法を表示することができます。

画面に表示された操作をして通常の画面に戻
れば設定終了です。
システム初期化中画面、またはヘルプ画面が表
示されたままのときは、トヨタ販売店で点検を
受けてください。
 にタッチすると、元の画面に戻ります。

？

OK
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ETCシステム
ETCシステムについて

ETCシステムの概要

ETC（Electronic Toll Collection）システムは、有料道路の通過をスムーズに行
うために、自動で料金を精算するシステムです。
路側無線装置と車両の ETC ユニットとの間で通信を行い、料金はお客様が登録さ
れた ETCカードの引き落とし口座から後日引き落とされます。

路側表示器 料金所の ETC レーンに設置されている。
･ 進入車両に対し、メッセージを表示します。

発進制御装置
（開閉バー）

料金所の ETC レーンに必要に応じて設置されている。
･ 通過車両の発進・停止を制御するもので、通信が正常に行われ
ると開きます。

路側無線装置 料金所の ETC レーンに設置されている。
･ 料金精算のため、車両の ETC ユニットとの通信を行うための
アンテナです。

ETCユニット ETC カードに格納されている料金精算に必要なデータを路側無線装
置と通信するための機器。

ETCカード ETC ユニットに装着する IC チップを搭載した ETC ユニット用
カード。
･ IC チップに料金精算に必要なデータを保持します。

 ／ 
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ETCシステムを利用する際には、次の点
に注意してください。

ETC を利用する前に

 警 告
安全のため、運転者は走行中に ETC カード
の抜き差し、および ETCユニットの操作を
極力しないでください。
走行中の操作はハンドル操作を誤るなど思
わぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。車を停車させてから操作をしてくださ
い。

 注 意
その他、ETC ユニットを用いたサービス
（スマート IC など）には、様々な制約があ
ります。サービス提供者が案内する利用方
法をご確認ください。

ETCカードを挿入する前

 注 意
ETCカードの有効期限切れにご注意くださ
い。ETCカードの有効期限が切れていると、
開閉バーが開かず、思わぬ事故につながる
おそれがあります。お手持ちの ETC カード
に記載された有効期限を、あらかじめ確認
してください。

ETCカードを挿入した後

 注 意
･ ETC を利用する際は、あらかじめ ETC
カードが確実にETCユニットに挿入され
ていることと、ETCユニットが正常に作
動していることを確認してください。開
閉バーが開かず、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

･ ETC ユニットが ETC カードを認証する
までには数秒かかりますので、料金所手
前でのETCカードの挿入はエラーの原因
となる場合があります。

･ ETCカード接点に手の脂や化粧品等の汚
れが付着していると、ETC ユニットが
ETCカードを認証できない場合がありま
す。ETCカード接点のクリーニング方法
についてはトヨタ販売店にお問い合わせ
下さい。

料金所を通過するときは

 注 意
･ ETCレーンに設置されている開閉バーは、
ETC ユニットと路側無線装置の間の通
信、あるいは ETCユニットと ETCカー
ドとの通信が正常に行われなかった場合
は、開閉バーが開かず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

･ 通行料金の請求を受ける料金所で、ETC
車線が閉鎖されている場合は、係員のい
る車線（一般車線又は混在車線）で ETC
カードでの支払いが可能です。無理な車
線変更は危険ですので、おやめください。

※ETC車線の機器の点検等により、ETC車
線を閉鎖している場合がありますのでご
注意ください。
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 注 意
･ ETCレーンの進入は、十分な車間距離を
とり、約20km/h 以下の安全な速度で進
入してください。

･ ETCレーンを通行するときは、前車との
車間距離を保持した上で、開閉バーの手
前で安全に停止できるように十分に減速
し、開閉バーが開いたことを確認してか
ら通行してください。

･ ETCレーンで、開閉バーが開かない等の
理由で停止された場合には、危険ですの
で絶対に車をバックさせないでくださ
い。料金所での案内、または係員へお知
らせした後、その案内にしたがってくだ
さい。

･ うっかり ETCカードを ETCユニットに
挿入し忘れてETC車線を通過された場合
などは、速やかに、当該道路を管理する
道路事業者（高速道路会社など）にご通
行の状況を連絡してください。

･ もし、入口料金所の ETC 車線で通信エ
ラー等により、通行券を受け取られた場
合には、出口料金所での料金のお支払い
は、係員のいる車線（一般車線又は混在
車線）で、一旦停車して、ETCカードと
通行券を係員にお渡しください。

･ 料金をお支払いいただく料金所で異常が
発生した場合は、料金所での案内、又は
係員へお知らせ後、その案内に従ってく
ださい。

･ 入口料金所を ETCで通行した場合で、出
口料金所でETC車線がご利用できないと
き、あるいは設置されていないときは、
一旦停車してETCカードを係員にお渡し
ください。

･ 有料道路の利用開始から利用終了まで
は、同一の ETCカードを継続してご使用
ください。
料金所以外にもETCアンテナが設置され
ている箇所があり、ETCカードには走行
中、通行料金の計算に必要な情報が記録
されます。途中でカードを入れかえると
正しく料金が計算されない場合がありま
す。

知 識

･ 領収書はその場では発行されません。通行
時、その場で証明が必要な場合は係員のい
る車線（一般車線又は混在車線）で一旦停
止のうえ、ETC カードで料金清算し通常の
利用明細書をもらってください。
現在、ETC で無線走行されたときの利用証
明書を、インターネットによりお客様のプ
リンタから印刷できます。詳細は道路事業
者にお問い合わせ下さい。

･ 均一料金制の有料道路では、出口部に設置
された路側無線装置（フリーフローシステ
ム）との通信により料金が払い戻される場
合があるため、出口通過まで ETCユニット
にETCカードを挿入しておく必要がありま
す。

スマート IC について

 注 意
･ スマート IC は、ETC 専用インターチェ
ンジです。
所定の方法で車両に取り付け・セット
アップされた ETC ユニットに、有効な
ETC カードを確実に挿入し、ETC シス
テムをご利用可能な場合に通行すること
ができます。

･ 運営時間、出入方向及び対象車種等に制
約がありますのでご注意ください。

･ スマート ICでは、車が停止した状態で通
信のやりとりが行われ、開閉バーが開く
システムとなっておりますので、必ず開
閉バーの手前で一旦停止してください。
なお、一旦停止してもバーが開かない場
合には、車線に設置されたインターホン
等で係員を呼び、案内に従ってください。

･ 通行止めなどが実施された場合や道路を
管理するうえで必要な場合、やむを得ず、
予告なく出入口が閉鎖されることがあり
ます。この場合、最寄りの IC をご利用く
ださい。
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車載器管理番号シールを貼って大切に保管してください。

車載器管理番号について

 注 意
･ 車載器管理番号は、19 桁の固有の番号で、ETC の各種割引サービスを受ける場合、ある
いは今後の新たなサービスを受けるにあたって必要な番号です。『ETC車載器セットアップ
申込書・証明書（お客様保存用）』を大切に保管していただくとともに、車載器管理番号シー
ルを下記に貼り、保管してください。

車載器管理番号シール

障害者割引制度について

 注 意
･ ETC 無線走行で障害者割引の適用を受けるには、事前に福祉事務所等での手続きと、併せ
て有料道路事業者が設置する窓口への登録が必要になります。両方の手続きがなされていな
い場合、ETC無線走行での障害者割引適用がされません。
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ETCユニットの使い方

運転席右下にあります。
“ パワー ”スイッチをアクセサリーモー
ドまたは ON モードにすると、ETC ユ
ニットの電源が入ります。
初めてETCシステムをご利用される前に、
ETC ユニットのセットアップ手続きが必
要です。トヨタ販売店にご相談ください。
（セットアップ手続きには別途費用が発生
します。）

ETCユニット

ETCユニット

利用履歴確認
スイッチ スピーカー部

橙ランプ緑ランプ

ETCカード挿入口 音量調整
スイッチ

イジェクト
スイッチ

 注 意
･ 路側無線装置との通信の妨げにならない
よう、ETCユニットのアンテナ（インス
トルメントパネル助手席正面付近に内蔵
されています。）上方には物を置かないで
ください。

･ ETCユニットの内部に異物などを入れな
いでください。ETCユニットが故障する
おそれがあります。

･ ETCユニットに衝撃を与えないでくださ
い。ETCユニットが、故障・破損するお
それがあります。

･ 濡れた手で ETC ユニットに触れたり、水
（液体など）を付着させないでください。
ETC ユニット内部に水が入り、故障・破
損するおそれがあります。

･ よごれたときは、柔らかい乾いた布でよ
ごれをふき取ってください。ワックス、
シンナー、アルコールなどは絶対に使用
しないでください。ETC ユニットが変
形・故障する場合があります。

･ 車両 1 台に対して複数の ETC ユニット
を取りつけると、ゲートの開閉バーが開
かないことがあります。

知 識

･ 本製品は電波法の基準に適合しています。
製品に貼りつけられているシールはその証
明ですので、はがさないでください。
また、本製品を分解・改造すると、法律に
より罰せられることがあります。

･ お車のナンバープレートが変更になった場
合は、再度 ETC ユニットのセットアップ手
続きが必要になりますので、トヨタ販売店
にご相談ください。

･ フロントガラスのよごれや積雪がひどい場
合は、それらを取り除いてください。
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ETCカードはお客様にて、別途お申し込
みが必要です。 1 ハイブリッドシステムを始動する。

･ ETC ユニットの電源が入り、緑ランプと
橙ランプが同時に点灯し、しばらくする
と消灯します。

2 図のように正しい挿入方向で、ETC
カードを ETC ユニットにしっかり差
し込む。

･「ピッ」とブザー音が出力され、緑ランプ
が点滅します。

3 ETCカードが認証される。
［正しく認証された場合］
音声案内
･ ETCカードの有効期限内のとき
「ポーン　ETC カードが挿入されま
した」
･ ETCカードの有効期限が当月のとき
「ポーン　ETCカードの有効期限は
今月末です　カードをお確かめくだ
さい」

ETC カード

 注 意
･ ETCカードの取り扱いについては、ETC
カード発行会社の提示する注意事項にし
たがってください。

･ ETCカードには有効期限があります。
有効期限内のETCカードをご利用くださ
い。

･ セロハンテープ・シールなどが貼ってあ
る ETC カードや金属端子（IC チップ）が
よごれているETCカードは使用しないで
ください。
ETCユニットが正常に作動しなくなった
り、ETCカードが取り出せなくなるなど、
故障の原因となるおそれがあります。

金属端子（ICチップ）

ETCカード

ETCカードを挿入するには

ETCカード

金属端子（ICチップ）
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画面表示
･ ETCカードの有効期限内のとき
「ETC カードが挿入されました」
･ ETC カードの有効期限が当月のとき
「ETCカードの有効期限は今月末です
カードをお確かめください」
ETCユニット
緑ランプが点灯したまま。
＊ETC システムを利用するときは、この状態
でご利用ください。
ハイブリッドシステム始動後、すぐに ETC
カードを挿入すると音声案内および画面表
示がされないことがあります。

［正しく認証されなかった場合］
橙ランプが点滅し、統一エラーコードが
画面に表示されます。（→ 391）

 注 意
ETC カードの有効期限案内機能は、ETC
カードの有効期限を確認するための補助手
段として使用してください。ETC を使用す
る前は、必ず ETC カードに記載されている
有効期限を確認してください。
･ 緑ランプが点滅中はETCカードを抜かな
いでください。ETCカード内のデータが
破損するおそれがあります。

･ ETC ユニットや ETC カードにエラーが
発生した場合は、橙ランプが点滅します。
状況に応じて、次のように対応してくだ
さい。
･ 統一エラーコード〔01～ 07〕が画面
に表示された場合は、「統一エラーコー
ド一覧」（→ 391）に記載されている
対応方法にしたがってください。

･ ハイブリッドシステム始動時にエラー
が発生した場合は、いったんハイブ
リッドシステムを停止させ、再度始動
してみてください。それでもエラー表
示が続くときは、トヨタ販売店で点検
を受けてください。

･ ETCカード挿入時にエラーが発生した
場合は、いったん ETC カードを抜き、
挿入方向を確認して再度差し込んでみ
てください。それでもエラー表示が続
くときは、トヨタ販売店で点検を受け
てください。

知 識

･ 橙ランプが点灯しているときは、ETCユニッ
トのセットアップ手続きができていないので
使用できません。

･ 有効期限切れや解約済みの ETC カードを
ETC ユニットに挿入してもエラー表示はさ
れませんが、開閉バーは開きません。

･ ETCカードを挿入すると、情報画面・
G-BOOK画面にETCマークが表示されます。
（→389）
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1 車を停車し、ハイブリッドシステムを
停止させる前に ETC ユニットのイ
ジェクトスイッチを押す。

･ ETC カードを抜く前に、ハイブリッドシ
ステムを停止すると、カード抜き忘れを
お知らせする音声案内が、ETC ユニット
より出力されます。（→ 383）

2 ETCユニットからETCカードを抜く。

ETCカードを抜く前に、ハイブリッドシ
ステムを停止すると、ETCユニットから
「ピー カードが残っています」と音声が
出力されます。

音声案内
「ポーン ETCカードの有効期限が切れて
います」
画面表示
「ETCカードの有効期限が切れています」
＊ハイブリッドシステム始動後、すぐに ETC
カードを挿入すると音声案内および画面表
示がされないことがあります。

ETC カードを抜くには

 注 意
ETCカードを放置してお車から離れないで
ください。車内の温度上昇により、ETCカー
ドが変形したり、ETC カード内のデータが
破損するおそれがあります。

知 識

ETC カードを放置してお車から離れないでく
ださい。ETC カードが盗難にあうおそれがあ
ります。

カード抜き忘れ警告

イジェクトスイッチ

知 識

カード抜き忘れ警告は、する／しないを選択す
ることができます。
設定する場合は、車を停車し、ETC ユニット
にETCカードが挿入され、緑ランプが点灯し
ている状態で、利用履歴確認スイッチと音量
調整スイッチを同時に約 2 秒間押し続けま
す。操作をするごとにする／しないが切り替
わり（する／しないの切り替え設定後に設定
内容が音声にて通知されます。）、以後選択
した設定が保持されます。
なお、この設定は通知設定画面（→ 390）で
も行えます。

有効期限切れ通知

ETC カードを挿入したとき、または
ETCカード挿入状態で、“ パワー ”ス
イッチをアクセサリーモードまたは
ON モードにすると、次のように有効
期限切れ通知が行われます。

 警 告
有効期限切れETCカードでは開閉バーは開
きません。有効期限内の ETCカードをご利
用ください。
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走行中は、次のように ETCユニットのラ
ンプ表示と通知が行われます。ただし、運
転者は走行中にランプ表示を見ないでく
ださい。

■ETC ゲート（入口）、検札所、予告ア
ンテナ、ETCカード未挿入お知らせア
ンテナを通過したとき

［通信が正常に行われた場合］
■ ETCユニット
ランプ表示 ：緑ランプ点灯したまま
通知音※ ：「ピンポン」
※ETC カード未挿入お知らせアンテナを通過
したときは通知されません。

［通信が正常に行われなかった場合］
橙ランプが点滅し、統一エラーコードが
画面に表示されます。（→ 391）

■ETCゲート（出口／精算用）を通過し
たとき

［通信が正常に行われた場合］
■ ETCユニット
ランプ表示 ：緑ランプ点灯したまま
通知音 ：「ピンポン」

通行料金が画面表示と音声で案内されま
す。

［通信が正常に行われなかった場合］
橙ランプが点滅し、統一エラーコードが
画面に表示されます。（→391）

車両走行中の ETCユニット
の表示と音声案内について

進行方向

開閉バー

予告アンテナ／
ETCカード未挿入お知らせアンテナ

車両 車両

進行方向

開閉バー

車両

 注 意
･ ETC ゲート進入時は、十分減速してくだ
さい。進入速度が速すぎると、ETC レー
ンに設置されている開閉バーが開かず、
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ ETC ゲート通過時は、ETC ゲート付近
に表示されている案内にしたがって走行
してください。

･ ETCゲートの開閉バーが開かない場合は、
料金所係員の指示にしたがってください。

･ その他、道路事業者の発行する利用方法
にしたがってください。

･ ETC ゲート、検札所、予告アンテナ、ETC
カード未挿入お知らせアンテナ付近で
は、ETC カードを抜かないでください。
ETCカード内のデータが破損するおそれ
があります。

･ 必ず、ETC ゲート（入口）で使用した
ETC カードで、ETC ゲート（出口／精
算用）または検札所を通過してください。
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利用履歴確認スイッチを押す。

･ 最新の利用履歴が音声で案内されます。
･ 押すごとに、古い利用履歴に切り替わりま
す。なお、最も古い利用履歴の次は、最新
の利用履歴に切り替わります。
利用履歴発話中は、緑ランプが点滅します。

･ 案内終了後、約 1 秒以上たってからスイッ
チを押した場合は、最新の利用履歴から案
内されます。

知 識

･ 道路側システムにより通信が正常に行われ
た場合、１つの ETC ゲートで２回通知され
ることがあります。

･ 予告アンテナは、料金所の手前に設置され、
ETC ユニットと通信し、ETCゲートを利用
できるかどうかをETCユニットを通じて運
転者にあらかじめ通知するためのアンテナ
です。

･ ETC カード未挿入お知らせアンテナは、料
金所の手前に設置され、ETC ユニットと通
信し、ETC ユニットに正しく ETC カード
が挿入されていない場合に、ETC ユニット
を通じて運転者にあらかじめ通知するため
のアンテナです。

･ 予告アンテナ・ETC カード未挿入お知らせ
アンテナは、道路側のシステムにより、設
置されている場合と設置されていない場合
があります。

･ ETC カードを挿入していないときに予告ア
ンテナや、ETC カード未挿入お知らせアン
テナを通過した場合は、橙ランプが点滅し、
「ポーン ETC ゲートを通過できません」ま
たは「ポーン ETCカードが挿入されていま
せん」と案内されます。
これはETCシステムが利用できないことを
お知らせするもので、ETC ユニットが故障
したわけではありません。

･ 通行料金の画面表示と音声による案内は、
割り引きなどにより実際と異なる場合があ
ります。
また、他のナビ案内などと重なったときは、
通行料金の画面表示・音声による案内は行
われない場合があります。

ETCユニットでの利用履歴
の確認

有料道路の利用日および通行料金を音
声で確認できます。
ETCカードが挿入され、緑ランプが点
灯している状態で停車中に利用できま
す。

 注 意
ETC ゲート付近では、利用履歴の確認を行
わないでください。路側無線装置と通信が
できなくなるなど、ETCレーンに設置され
ている開閉バーが開かず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

利用履歴確認スイッチ
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音量調整スイッチを押す。
･ 音量 1 ～ 4 に調整したとき
　音声案内：「音量○○です」
･ 音量 0（消音）に調整したとき
　音声案内：「音声案内を中止します」
･ ETC ユニットの音量調整は以下のような案
内に有効です。
･ 未セットアップ状態の通知
･ エラー発生時のブザー音
･ カード抜き忘れ警告
･ ETC ユニットでの利用履歴の確認
･ ETC ユニットの音量調整時の案内

知 識

･ 利用履歴は ETC カードに記録されるため、
記録件数は使用するETCカードにより異な
ります。（最大100 件）

･ 利用履歴は消去することができません。た
だし、利用履歴の最大記録件数を超えた場
合は、最も古い利用履歴が消去されます。

･ 利用履歴がない場合は、「利用履歴はありま
せん」と案内されます。

･ 利用日の情報が正しくない場合は、「利用日
付は不明です」と案内されます。

･ 通行料金の情報が正しくない場合は、「料金
は不明です」と案内されます。

･ 利用履歴は画面でも確認することができま
す。（→389）

ETCユニットの音量調整

ETCユニットから出力される音声案内
の音量を調整することができます。

知 識

･ 音声案内を中止（音量0）に設定してあって
も、エラー発生時には音量1で出力されます。

･ ETC ユニットが未セットアップ状態（セッ
トアップ手続きをしていない状態）の通知
は、ETC ユニットを消音（音量 0）にする
と出力されません。

音量調整スイッチ

音量0  　音量 1  　音量 2  　音量 3  　音量 4
（消音）
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･ カード未挿入状態でETCユニットの電源を
入れ、緑ランプと橙ランプが点灯中利用履
歴確認スイッチを押し続けると、セット
アップ情報通知モードが起動します。

･ セットアップ情報通知モードに入ると車載
器管理番号を通知します。その後、利用履
歴確認スイッチを押す毎に型式登録番号、
型式、セットアップカード発行年月日を順
に通知します。セットアップカード発行年
月日の通知の後に利用履歴確認スイッチを
押すと車載器管理番号の通知に戻ります。

･ セットアップ情報通知モード起動後は、以
下の操作を行うことによりモード状態を抜
け、ETCユニットは通常の動作となります。
･ ETC カード挿入
･“ パワー ”スイッチの操作
･ セットアップ情報通知の発話終了から
1分後

ETCユニットでのセット
アップ情報の確認

ETCユニットのセットアップ情報を音
声で確認できます。



388

ETCシステム
ETC画面の使い方

1  にタッチ。

2 ETC画面が表示される。

ETC画面の表示

（画面外）→（  ）→ 情報画面

ETCカードメッセージ

現在のETCシステムの状態が表示され
ます。

メッセージ 状　態
ETCカード
確認中

ETC カードを読み込んで
います。

ETCカード
挿入済み

ETC カードが挿入されて
いることを確認しました。

システム異常 ETC システムに何らかの
異常が発生しています。

ETCカード
異常

ETCカードを読み込むこと
ができませんでした。

ETCカード
未挿入

ETCカードが挿入されてい
ません。

未セットアップ ETCユニットがセットアッ
プされていません。

情報・G 情報

ETC

ETC カードメッセージ

セットアップ
完了

ETCユニットがセットアッ
プされました。

ETC割込表示

ETC カードを挿入したときや、ETC
ゲートを通ったときおよびエラーが発
生したときに表示されます。

知 識

･ 通知設定画面の ETC割込表示（→ 390）を
「しない」に設定しても、ナビ詳細設定の料
金案内（→ 124）を「する」設定してある
と、料金所手前での料金案内は実施されま
す。

･ 表示される通行料金は道路事業者の割り引
きなどにより実際と異なる場合がありま
す。
また、他のナビ案内などと重なったときは、
通行料金の割込表示・音声による案内は行
われない場合があります。

メッセージ 状　態

割込表示
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1  にタッチ。

2 履歴表示を切り替える。
…最新の履歴にもどる
…利用区間を表示する

エラー発生時、  にタッ
チ。

 にタッチ。
･ エラー発生時は最後に発生した統一エラー
コードも表示されます。

ETC マーク表示

ETC カードを挿入すると、情報画面・
G-BOOK画面に ETCマークが表示さ
れます。

知 識

･ ETC マーク表示はカード挿入状態を表して
おり、必ずしも ETC ゲートを通過できるこ
とを表してはいません。

･ ETCカードの有効期限が切れている場合は、
ETC マークは表示されません。

履歴表示

（画面外）→（  ）→  
→ ETC 画面

ETCマーク表示

情報・G 情報 ETC

履歴情報表示

最新
詳細

 注 意
ETC ゲート付近で履歴を表示させると、路
側無線装置との通信ができなくなるなど、
ETCレーンに設置されている開閉バーが開
かず、思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

知 識

･ 表示させることができる履歴は、ETC カー
ドに記録されるため、記録件数は使用する
ETC カードにより異なります。（最大 100
件）

･ 道路事業者の設定する料金所情報に追加・
変更があった場合、利用区間が正しく表示
されないことがあります。

統一エラーコードの表示

最後に発生した統一エラーコードが確
認できます。

（画面外）→（  ）→  
→ ETC 画面

ETC登録情報の表示

お客様の車のETCユニットに登録され
た情報が表示されます。

（画面外）→（  ）→  
→ ETC 画面

情報・G 情報 ETC

登録情報表示

情報・G 情報 ETC

登録情報表示
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1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

4 各項目の  または  に
タッチし、  にタッチ。

次の設定を変更することができます。ETCの通知設定

設定・編集

ETC

通知設定

する しない
完了

■ETC 割込表示

「ETC割込表示」（→388）

■ETC 音声案内

ETC システムを利用するときに、音声を
出力する。

■ACCオン時警告表示

“ パワー ”スイッチを OFF からアクセサ
リーモードまたはONモードにしてから約
20秒以上経過したとき、カードの差し忘
れなどを画面に表示して警告する。

■ACCオン時警告音声案内

“ パワー ”スイッチを OFF からアクセサ
リーモードまたは ON モードしてから約
20秒以上経過したとき、カードの差し忘
れなどを音声で警告する。

■カード抜き忘れ警告

ETCカードが挿入されている状態で、“ パ
ワー ”スイッチをOFF にしたとき、カー
ドの抜き忘れを ETC ユニットからの音声
で警告します。なお、ETC ユニットの音
声案内を中止（音量 0）に設定した場合
は、「ピー」とブザー音のみで警告します。

知 識

通知設定画面で ETC割込表示を「しない」に
設定すると、エラー発生時に統一エラーコード
が画面表示されません。
ETC画面の  で確認してくださ
い。（→389）

登録情報表示
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エラーコードについて

エラーが発生すると、統一エラーコードが画面に表示されます。
この場合は、次の表に元づき、処置をしてください。
（例）エラー01が発生したときは、次のように音声で案内されると同時に、統一エラー

コードが画面に表示されます。
音声案内：「ポーン ETCカードが挿入されていません」
画面表示：「ETCカードが挿入されていません〔01〕」

統一エラーコード一覧

統一エラーコード 異常状態 想定される要因 処　置

01
ETCカード
挿入異常

･ ETCカードが通信時に挿入さ
れていない

･ ETCカードの挿入状態が悪い

ETC カードの挿入状態をご確
認のうえ、再度挿入してくださ
い。

02

データ処理
異常

･ ETCカードへの読出し、書込
みエラー

･ ETCカードとETCユニット
の接点不良（ETC カードア
クセス中の瞬断）

･ 読出し中、書込み中カードの
イジェクト

［ETC カード挿入時］
挿入された ETC カードのデー
タが読み出せませんでした。再
度挿入してください。それでも
異常のときは、トヨタ販売店へ
お問い合わせください。
［ETC ゲート通過前］
料金所にて車両の停止が案内
（表示）されることがあります。
車両停止後、料金所係員の指示
にしたがってください。
［ETC ゲート通過後］
次の料金所にて車両の停止が
案内（表示）されることがあり
ます。料金所係員のいる一般
レーン（ETC/ 一般 共用レーン
を含む）へ進入してください。

03

ETCカード
異常

･ ETCカードが故障している
･ ETCカード以外のカードが挿
入され、通信しない

･ ETCカードの誤挿入
（裏面、挿入方向違い）

挿入されたカードが ETC カー
ドであると認識できませんで
した。正しい ETC カードであ
ること、および挿入方向などを
ご確認のうえ、再度挿入してく
ださい。
それでも異常のときは、トヨタ
販売店へお問い合わせくださ
い。
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04

ETCユニット
故障

自己診断結果により、ETC ユ
ニットが故障している

再度ハイブリッドシステムを
始動してみてください。それで
も異常のときは、トヨタ販売店
へお問い合わせください。

05

ETCカード
情報の異常

･ ETCカードとの認証エラー
･ ETCカード以外の ICカード
が挿入

･ 認証中 ETC カードのイジェ
クト

･ 未セットアップ状態での
ETCカードの挿入

挿入されたカードが ETC カー
ドであると認識できませんで
した。正しい ETC カードであ
ること、および挿入方向などを
ご確認のうえ、再度挿入してく
ださい。
それでも異常のときは、トヨタ
販売店へお問い合わせくださ
い。

06 ETC ユニット
情報の異常

路側無線装置との認証エラー ETC ユニットと料金所間にお
けるデータ処理にエラーが発
生しました。料金所係員の指示
にしたがってください。

07

通信異常 路側無線装置との通信が途中
で終了

アンテナ接続
異常

ETCアンテナの結線が外れて
いる場合

カードを抜くと異常警告が止
まります。ETC の利用を中止し
てトヨタ販売店へお問い合わ
せください。

知 識

･ 以下の設定にした場合は、エラーが発生しても音声案内は出力されません。ETCユニットから
ブザー音のみが出力されます。
･ 通知設定画面で、ETC音声案内（→ 390）を「しない」に設定したとき
･ ナビゲーションの音量設定画面（→67）で、「消音」に設定したとき

･ ETC カード未挿入お知らせアンテナなどと通信した際に、統一エラーコード〔07〕と通知さ
れることがありますが、ETCユニットの故障ではありません。

･ ETCユニットの無線通信を利用して、駐車場管理システムが運用されています。有料道路の料金
支払いと異なる通信を行った場合、画面表示・  で確認できる統一エラーコードが
〔01〕もしくは〔07〕と表示されることがありますが、ETCユニットの故障ではありません。
･ ETC ゲート通過後にエラーが発生した場合、ETCカードを抜くとエラー音が停止します。
この場合、再度 ETCカードを挿入すると、「ポーン ETC カードが挿入されました」の音声と
同時に緑ランプが点灯しますが、次の料金所にて車両の停止が案内（表示）されることがあり
ます。

統一エラーコード 異常状態 想定される要因 処　置

登録情報表示
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1 ETC カードが挿入されている場合は、
ETCカードを抜く。

2 利用履歴確認スイッチを約2秒以上押
す。

･ 最後に案内された統一エラーコードが音
声で案内されます。
なお、統一エラーコードの確認は、ETC
画面でも行うことができます。
(→ 389)

記録されている統一エラー
コードの確認方法

ETCユニットは、最後に発生した統一
エラーコードを記録しています。

利用履歴確認スイッチ
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ハンズフリーについて

本システムに接続する携帯電話は、次の
仕様に対応した携帯電話である必要があ
ります。ただし、携帯電話の機種により、
一部機能が制限される場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。

■対応Bluetooth 仕様
Bluetooth Specification Ver.1.1以上
（Ver.2.0 ＋ EDR以上を推奨）

■対応Profile
･ HFP（Hands Free Profile）
Ver.1.0 以上
･ OPP（Object Push Profile） Ver.1.1
･ DUN（Dial-up Networking Profile）
Ver.1.1

ハンズフリーとは

動作確認済の Bluetooth 携帯電話※
（以下「携帯電話」）を車載機に接続す
ることで、携帯電話を直接操作するこ
となく、｢電話をかける｣「電話を受け
る」という電話機能を使用できます。
これをハンズフリー機能と呼びます。
また、通信モジュールを装着され、さ
らにオプションの自動車専用ハンズフ
リー電話を契約された場合は、携帯電
話がなくても、通信モジュールを使用
してハンズフリー機能が利用できま
す。
※本機で動作確認済みの機種については、
トヨタ販売店またはhttp://toyota.jpで
ご確認ください。

Bluetooth は Bluetooth SIG,Inc. の
登録商標です。

 警 告
･ ハンズフリーを携帯電話で使用する場
合、安全のため、運転者は運転中に携帯
電話本体の操作をしないでください。

･ 運転中は電話をかけないでください。ま
た、運転中にかかってきたときには、あ
わてずに安全な場所に停車してから受け
てください。どうしても受けなければいけ
ないときは、ハンズフリーで「かけ直す」
ことを伝え、安全な場所に停車してから
かけ直してください。

 注 意
携帯電話は車室内に放置しないでくださ
い。
炎天下など、車室内が高温となり、故障の
原因となります。
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Bluetooth 接続の携帯電話

有線（ケーブル）接続の携帯電話

※本システムでは、有線（ケーブル）接続の
携帯電話はご利用になれません。

Bluetooth 携帯電話について

Bluetooth 携帯電話は、車載機と携帯
電話との間の通信を無線（Bluetooth）
を使用して行う携帯電話です。

従来の携帯電話では、ハンズフリーを
利用するために、別途ハンズフリー
キットなどのケーブルを用意して、接
続する必要がありました。これに対し、
Bluetooth 携帯電話では、どこにも接
続することなく、ハンズフリーを利用
することができます。
例えば、胸ポケットに携帯電話を入れ
たままでも、そのままの状態でハンズ
フリーがご利用いただけます。

車載機

Bluetooth
携帯電話

無線
（Bluetooth）

従来の
携帯電話

ケーブル

車載機

 注 意
Bluetooth 携帯電話を車載機に近づけて使
用しないでください。近づけすぎると、音
質が劣化したり、接続状態が悪化すること
があります。

知 識

･ Bluetooth 携帯電話と他の無線機器を同時
に使用すると、それぞれの通信に悪影響を
およぼすことがあります。

･ Bluetooth 携帯電話は、Bluetooth 接続に
より、携帯電話の電池が早く消耗します。
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次の場合は、ハンズフリーを使用するこ
とができません。
� 通話エリア外のとき
� 回線が混雑しているなど、発信規制中
のとき

� 緊急通報中のとき

また、ハンズフリーを携帯電話で使用す
るときは、次の場合もハンズフリーを使
用することができません。
� 携帯電話から電話帳データを転送中の
とき

� 携帯電話がダイヤルロックされている
とき

� データ通信中など、携帯電話が使用中
のとき

� 携帯電話が故障しているとき
� 携帯電話が車載機に接続されていない
とき

� 携帯電話のバッテリー残量が不足して
いるとき

� 携帯電話の電源がOFFのとき
� 車載機側でデータ通信や電話帳転送か
らハンズフリー通話に切り替えている
とき
（切り替え中は車載機の Bluetooth 接
続状態表示が表示されません。）

� その他、携帯電話自体が使えないとき

ハンズフリーが使用できないとき 知 識

･ ハンズフリーを携帯電話で使用する場合、
割込通話（キャッチホン）や三者通話を契
約しているときは、携帯電話本体で割込通
話（キャッチホン）や三者通話を解除して
からお使いください。

･ ヘルプネットをご利用の場合は、次のよう
な制限があります。
･ ヘルプネット動作中はハンズフリーを使
用できません。
また、ワンタッチタイプヘルプネットを
携帯電話でご利用の場合、ヘルプネット
動作中は電話を切る操作による回線切断
ができません。ただし、呼び返し待機中
は、ハンズフリーで発信できます。

･ 着信中、応答保留中または通話中画面表
示中にヘルプネットが起動すると、ハン
ズフリーは強制終了されて、ハンズフ
リー画面が解除されます。
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■車載機
画面に表示されるタッチスイッチを操作
することで、ハンズフリーのさまざまな
機能の操作をする。

■ステアリングスイッチ

電話スイッチ
…… 電話を受ける、切るなど。

音量調整スイッチ
…… ハンズフリーの各音量を調整す

る。

トークスイッチ
…… 音声操作で電話をかける。

■マイク
通話時に使用する。

各部の名称

車載機

電話スイッチ

トークスイッチ

音量調整スイッチ

パノラマルーフ装着車

パノラマルーフ非装着車

マイク

マイク
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� 発信後および着信後は、マイクおよび
スピーカーを通して通話できます。

� 着信通知や通話時などの音声出力は、
前席両側のスピーカーから出力されま
す。

� ハンズフリーで音声や呼び出し音など
が出力されると、オーディオ音声やナ
ビ案内音声などはミュート（消音）さ
れます。

･「圏外」の表示が出ているときは、サービス
エリア外または電波の届かない場所にいま
す。この場合は、携帯電話本体も使用でき
ません。「圏外」の表示が消えるところまで
移動してください。

･ ハンズフリーを携帯電話で使用する場合
は、次の点にも注意してください。
･ 受信レベルは携帯電話の表示と一致しな
いことがあります。

･ 機種によっては、受信レベルの表示がで
きないことがあります。

･「未接続」の表示が出ているときは、携帯
電話が車載機に接続されていません。ハン
ズフリーを利用する場合は、Bluetooth
接続してからご利用ください。

.

.

.

音声について

知 識

･ 通話時は通話相手と交互にお話しくださ
い。通話相手と同時に話した場合、こちら
の音声が相手に、相手の音声がこちらに聞
こえにくくなることがあります。（故障では
ありません。）

･ 受話音量はできるだけ小さく調整してくだ
さい。音量が大きい場合、次のようになる
ことがあります。
･ 通話相手の音声が車外にもれる。
･ 通話相手側にエコーが聞こえる。
また、音声は大きくはっきりとお話しくだ
さい。

･ 次のような場合は、通話相手側にこちらの
音声が聞こえにくくなることがあります。
･ 悪路走行時
･ 高速走行時
･ 窓を開けているとき
･ エアコンの吹き出し口をマイクの方に向
けたとき

･ エアコンのファンの音が大きいとき
･ 携帯電話をマイクに近づけたとき

･ 使用する携帯電話やネットワークの影響に
より、音質が悪化（ノイズ、エコーなど）す
ることがあります。

･ 他のBluetooth対応機器（ポータブル機）が
同時に接続されている場合、ハンズフリー
の音声にノイズが発生することがありま
す。

各種表示について

受信レベル表示

電波の受信レベルの目安を表示しま
す。ただし、携帯電話を使用する場合、
データ通信中および電話帳データの転
送中は表示されません。

携帯電話使用時

表示

レベル 圏外 弱 強

通信モジュール使用時

表示

レベル 圏外 弱 強

受信レベル表示
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･ 電池残量表示は携帯電話の表示と一致しな
いことがあります。また、機種によっては、
電池残量の表示ができないことがありま
す。

･ 本システムには携帯電話の充電機能はあり
ません。

電池残量表示

携帯電話使用時

携帯電話の電池残量の目安を表示しま
す。ただし、データ通信中および電話
帳データの転送中は表示されません。

表示

残量 無 少 多

Bluetooth 接続状態表示

携帯電話使用時

携帯電話のBluetooth接続状態を表示
します。

電池残量表示

Bluetooth 接続状態表示

表示 接続状態

Bluetooth 接続の状態が良好で
あることを示しています。この
状態で携帯電話をご使用くださ
い。

この状態では通話時に音質が劣
化することがあります。表示が
青色になる位置まで、携帯電話
を移動してご使用ください。

携帯電話がBluetooth接続され
ていない状態を示しています。
この状態では携帯電話でのハン
ズフリーは使用できませんの
で、再度、携帯電話の選択をご
確認ください。（→428）
携帯電話の登録がされていない
場合は、登録を行ってからご使
用ください。（→ 405）

知 識

･ Bluetooth 通信用の車両側アンテナがディ
スプレイ内に内蔵されています。
次のような場所や状態でBluetooth携帯電
話を使用すると、Bluetooth 接続状態表示
が黄色になることや、Bluetooth 接続がで
きないことがあります。
･ 携帯電話がディスプレイから隠れる場所
にあるとき
（携帯電話がシートのうしろや下にある
とき、またはグローブボックス内やコン
ソールボックス内にあるときなど）

･ 携帯電話が金属製のものに接したり、覆
われているとき

Bluetooth 携帯電話を使用するときは、青
色の表示が出るように、携帯電話の場所を
移動させてください。

･ 携帯電話を省電力モードに設定している
と、自動的に Bluetooth 接続が切断されて
しまうことがあります。この場合は、携帯
電話の省電力モードを解除してください。
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ハンズフリーでは、次の情報が初期化さ
れます。
� 電話帳データ
� 発信履歴および着信履歴
� ワンタッチダイヤル
� Bluetooth電話機の登録情報
� ロックNo.
� ハンズフリー関連の設定・編集項目

お車を手放すとき

ハンズフリーを使用すると、多数の個
人情報が登録されます。

お車を手放すときには、個人情報の初
期化を行ってください。（→28）

なお、個人情報の初期化を行うと、二
度と元の状態に戻すことはできませ
ん。
間違えて初期化してしまわないよう、
ご注意ください。

Bluetooth 機器使用上の
注意事項

この機器の使用周波数帯では、電子レ
ンジ等の産業・科学・医療用機器のほ
か、工場の製造ライン等で使用されて
いる移動体識別用の構内無線局（免許
を要する無線局）及び特定小電力無線
局（免許を要しない無線局）並びにア
マチュア無線局（免許を要する無線
局）が運用されています。
（上記 3 種の無線局を以下「他の無線
局」と略します）
この機器を使用する前に、近くで「他
の無線局」が運用されていないことを
確認してください。
万一、この機器から「他の無線局」に
対して有害な電波干渉事例が発生し
た場合には、速やかに使用場所を変更
して電波干渉を回避してください。

この機器の使用周波数帯は2.4GHz帯
です。
変調方式として FH-SS 変調方式を採
用しています。
想定与干渉距離は10m以下です。
この機器は全帯域を使用し、かつ移動
体識別装置の帯域を回避可能です。

知 識

･ 本製品は、電波法および電気通信事業法の
基準に適合しています。製品に貼り付けて
あるシールはその証明です。シールをはが
さないでください。

･ 本製品を分解・改造すると、法律により罰
せられることがあります。
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■ペースメーカーやその他の医療用電気
機器をお使いの方は

Bluetooth 通信時の電波について、次の
点にご注意ください。 � Bluetoothオーディオとハンズフリー

で異なるBluetooth 対応機器（携帯電
話）を同時に使用するときは、次のよ
うになります。
･ 携帯電話のBluetooth接続が切断さ
れることがあります。
･ ハンズフリーの音声にノイズが発生
することがあります。
･ ハンズフリーの動作が遅くなること
があります。

� Bluetoothオーディオを再生中にハン
ズフリーで使用する通信機器の選択を
変更した場合、再生音声が途切れるこ
とがあります。

� 電話帳データ転送中は、ポータブル機
の接続が切断されます。
この場合、転送が終了すると再接続さ
れます。（機種によっては、再接続でき
ないことがあります。）

� ハンズフリー接続とオーディオ接続の
両方に対応している携帯電話でも、ハ
ンズフリー接続とオーディオ接続を同
時にできない場合があります。

� 本機で携帯電話を利用する際には、必
ず動作確認済携帯電話をトヨタ販売店
またはhttp://g-book.com/でご確認
ください。

 警 告
･ Bluetooth通信用の車両側アンテナは車
載機内に内蔵されています。
植込み型心臓ペースメーカー、植込み型
両心室ペーシングパルスジェネレータお
よび植込み型除細動器を装着されている
方は、アンテナから約 22cm以内に近づ
かないようにしてください。電波により
植込み型心臓ペースメーカー、植込み型
両心室ペーシングパルスジェネレータお
よび植込み型除細動器の作動に影響を与
えるおそれがあります。

･ 植込み型心臓ペースメーカー、植込み型
両心室ペーシングパルスジェネレータお
よび植込み型除細動器以外の医療用電気
機器を使用される場合は、電波による影
響について医療用電気機器製造業者など
に事前に確認してください。電波により
医療用電気機器の動作に影響を与えるお
それがあります。

Bluetooth オーディオと同時に
使用するとき
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ハンズフリーの準備をする

ハンズフリーを使用する前に、まず使用
する通信機器の設定をします。
本システムは携帯電話を接続して使用し
ますが、通信モジュールを装着し、さら
にオプションの自動車専用ハンズフリー
電話を契約された場合は、通信モジュー
ルを使用してハンズフリー機能が利用で
きます。

…… →405

　　　　　　　　　　　　…… →408

･ 携帯電話は、車載機に最大 5 台まで登録す
ることができます。

･ 携帯電話側の操作については、携帯電話に
添付の取扱説明書をご覧ください。

･ 携帯電話をBluetoothオーディオとして使
用するには、別途登録が必要です。（→254）

1  にタッチ。

2 Bluetooth電話設定の  にタッチ。
･ 複数の携帯電話を使用する場合は、メッ
セージが表示されることがあります。画
面の案内にしたがって操作してくださ
い。

3 Bluetooth 接続画面が表示されたら、
携帯電話からBluetooth 登録する。

･ 携帯電話側の登録操作は、必ずこの
Bluetooth 接続画面を表示させて行って
ください。

･ 中止するとき�  にタッチ。

4 携帯電話本体で、車載機に表示されて
いる機器名称を選択し、パスキーを入
力する。

ハンズフリーの準備をする

ここでは、ハンズフリーを使用するた
めの基本的な操作について説明してい
ます。
初めてハンズフリーを使われる方やす
ぐにハンズフリーを使いたいという方
は、まずこの章をご覧の上、操作して
みてください。

携帯電話を登録する

Bluetooth携帯電話を使用するために
は、まず次の手順で車載機に登録をす
ることが必要です。

携帯電話を使用するとき

通信モジュールを使用するとき

（画面外）→  →
設定・編集画面

知 識

パスキーとは、Bluetooth 携帯電話を車載機
に登録する際のパスワードです。任意の数字に
変更することもできます。（→438）

設定・編集 電話

Bluetooth 設定

登録

中止
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5 接続が完了したとき
�メッセージが表示され、携帯電話の
登録が完了する。

･ 複数の携帯電話を使用する場合は、携帯
電話の数だけ登録を繰り返します。

■G-BOOKオンラインサービスを携帯電
話で利用するとき

携帯電話の登録後、ご利用の携帯電話に
合わせて、使用する携帯電話の設定をし
てください。（→ 555）

■接続失敗画面が表示されたとき
「接続できませんでした」のメッセージが
表示されたときは、画面の案内にした
がってやり直してください。

･ 携帯電話側の操作については、携帯電話に
添付の取扱説明書をご覧ください。

“ パワー ”スイッチをOFFからアクセサ
リーモードまたは ON モードにするたび
に、車載機は選択されている携帯電話と
自動的にBluetooth 接続します。

■Bluetooth 接続確認表示
電話詳細設定のACC-ON時のBluetooth
接続確認表示（→ 443）で「する」を選
択しているときは、Bluetooth 接続され
ると、接続完了の表示が画面上部に表示
されます。

知 識

･ 携帯電話の登録をすると、一番新しく登録
した携帯電話が車載機で使用する携帯電話
として選択されます。

･ 携帯電話の設定によっては、接続後にダイ
ヤルロックがかかることがあります。携帯
電話のオートロック機能を解除してご使用
ください。

･ HFP に対応していない携帯電話は、車載機
に登録ができません。また、そのような携
帯電話では、DUN、OPP のみのサービス
は利用できません。

･ 接続する携帯電話により、動作や音量が異
なることがあります。

･ Bluetooth オーディオ再生中に携帯電話を
登録する場合、Bluetooth オーディオの音
声が途切れることがあります。

･ 登録時、携帯電話側に登録完了が表示され
ても、車載機側の登録が完了しない場合が
あります。
その場合、携帯電話側からBluetooth の接
続を行ってください。

携帯電話を接続する

Bluetooth携帯電話の車載機への接続
は、自動と手動の2通りの方法があり
ます。

知 識

･ Bluetoothオーディオの再生中に接続動作
を行った場合、音声が途切れることがあり
ます。

･ Bluetooth オーディオの操作後に携帯電話
の接続を行った場合、接続できないことが
あります。また、携帯電話の接続動作中に
Bluetoothオーディオの操作を行った場合、
接続が中断されます。これらの場合、しばら
くしてから手動で接続を行ってください。

携帯電話を自動で接続する

電話詳細設定の自動電話機接続（→
444）を「する」に設定すると、自動
でBluetooth 接続できます。
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ハンズフリーを携帯電話で使用するとき
は、この表示をご確認ください。

･ Bluetooth 接続状態表示でも確認できま
す。（→402）

■自動接続できなかった場合
自動接続動作は約 60 秒行います。その
間に接続できなかった場合は、手動で接
続操作を行ってください。（→ 407）

1 携帯電話を Bluetooth 接続可能な状
態にする。

2  にタッチ。

3 Bluetooth 接続画面が表示される。
･ 中止するとき�  にタッチ。

4 再びダイヤル画面が表示されたら、
Bluetooth 接続状態表示を確認する。

� 良好な状態であれば携帯電話が使用で
きます。

知 識

･ 接続完了の表示は、“ パワー ”スイッチを
OFF からアクセサリーモードまたは ON
モードにしたあと、初めて携帯電話と
Bluetooth接続完了したときに1回のみ表
示されます。
（ヘルプネット動作後に再接続した場合は
表示されません。）

･ 携帯電話の機種によっては、“ パワー ”ス
イッチがアクセサリーモードまたは ON
モードのときに表示部の照明がついたまま
になることがあります。この場合、携帯電
話本体で照明をOFFに設定してください。
（設定については、携帯電話の取扱説明書を
ご覧ください。）

Bluetooth 接続確認表示

携帯電話を手動で接続する

携帯電話の自動接続が失敗したときや
自動接続 OFF 状態にしているときに
Bluetooth 接続するときは、手動で
Bluetooth接続操作をします。

ダイヤル画面表示中（→415）

知 識

携帯電話の状態によっては、一度で接続できな
い場合があります。その場合、しばらくしてか
ら再度接続操作を行ってください。

接続

中止
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ハンズフリーの基本操作

“ パワー ”スイッチがアクセサリーモー
ドまたは ON モードのときに、一度接続
が成立したBluetooth接続がBluetooth
ネットワーク電波状況などで切断された
場合は、自動接続の設定に関わらず、再
接続処理を一定時間、自動的に行います。
この場合、接続完了しても表示はありま
せん。

■Bluetooth接続が意図的に切断された
場合

携帯電話側から Bluetooth 接続を OFF
に するなど、一度接続が成立した
Bluetooth接続が意図的に切断された場
合は、再接続処理は行いません。
この場合は、次のいずれかの方法で再接
続してください。

･ 通信モジュールでのハンズフリーを選択し
た場合は、次に電話機選択で携帯電話を選
択するまで通信モジュールでのハンズフ
リーとなり、携帯電話でのハンズフリーが
使用できなくなります。

通信モジュールを使用する場合は、次の
手順で通信モジュールを選択します。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

･ 携帯電話を Bluetooth 接続しているとき
は、メッセージが表示されることがありま
す。画面の案内にしたがって操作してくだ
さい。

Bluetooth 接続の再接続に
ついて

知 識

再接続処理は一定時間行われます。その間に接
続できなかった場合は、手動で接続操作を行っ
てください。（→407）

項目 ページ

手動で接続する 407

改めて携帯電話を選択する 428

通信モジュールを選択する
通信モジュール装着車

通信モジュールを装着し、さらにオプ
ションの自動車専用ハンズフリー電話
を契約された場合は、通信モジュール
を使用してハンズフリーを利用するこ
とができます。

（画面外）→  →
設定・編集画面
設定・編集 電話

電話機選択

通信モジュール

完了
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ハンズフリーの基本操作
ステアリングスイッチを使う

着信時、電話スイッチで次の操作ができ
ます。

電話を切る ： スイッチを押す

電話をかける： スイッチを押す

ハンズフリー以外の画面を表示している
ときに スイッチを押すと、ハンズフ
リー画面に切り替わります。

音声認識発信の操作をしているときに
スイッチを押すと、音声認識発信が

中止されます。

ステアリングスイッチを使う

ステアリングスイッチで操作できるこ
とは、画面のタッチスイッチを使うよ
りもステアリングスイッチを使った方
が便利です。
ハンズフリーを使用する前に、各ス
イッチの使い方を覚えておきましょ
う。

電話スイッチを使う

走行中などに画面を注視することなく
ハンズフリー機能が使用できるよう
に、ステアリングスイッチの電話ス
イッチを操作するだけで、基本的な電
話機能が使用できます。

電話スイッチ

着信時の機能

電話をとる スイッチを押す、
または応答保留画面で
スイッチを押す

応答保留する スイッチを押す

着信拒否する スイッチを長押し
する（約2秒間）、また
は 応 答 保 留 画 面 で
スイッチを押す

発信中、通話中の機能

発信機能

知 識

 が表示される画面で、 スイッチを押
すと電話をかけることができます。

ハンズフリー画面表示機能

音声認識中止機能
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ハンズフリーの基本操作

･ スイッチを押し続けても、音量は連続して
調整できません。

音量の調整をする

ステアリングスイッチの音量調整ス
イッチで、ハンズフリー音声の音量（受
話音量、着信音量）が調整できます。

音量調整スイッチ

音声認識を起動する

ステアリングスイッチのトークスイッ
チで、音声認識の起動・中止をするこ
とができます。
音声認識発信で使用します。

起動する トークスイッチを押す

中止する トークスイッチを長押
しする（約 2秒間）

トークスイッチ
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ハンズフリーの基本操作
電話をかける

･ ダイヤル画面を表示しているときに走行を
開始すると、10キーが灰色になり、操作で
きなくなります。この場合、電話番号が入
力済みであれば、発信することはできます。

･ その他の電話のかけ方について
�「電話をかける」（→ 415）

1 停車中に次のいずれかの操作をする。
� 電話スイッチの スイッチを押す。
� ( 画面外）→（  ）→ 
の順にタッチ。

･ 携帯電話が登録されていないときはメッ
セージが表示されます。

 にタッチすると、携帯電話の登録
（→ 405）を開始します。

2 電話番号を入力する。
･ 最後の 1桁を消去するとき
�  にタッチ。

･ 最後の 1桁から続けて消去するとき
�  にタッチし続ける。

3 電話スイッチの スイッチを押す、
または  にタッチ。

4 発信できたとき
�発信中画面が表示される。
･ 発信音が出力されたあと、呼出音が出力
されます。

ダイヤル発信する

ここでは、基本操作としてダイヤル発
信を説明します。
電話番号を入力して電話をかけること
ができます。

知 識

･ ハンズフリーを使用して電話をかけるとき
の通話料は、お客様のご負担になります。

･ ハンズフリーを携帯電話で使用する場合
は、次の点に注意してください。
･ Bluetooth 携帯電話は、車載機に携帯電
話を登録してBluetooth接続しないとハ
ンズフリーが使用できません。ハンズフ
リーを使用するときは、まずご使用にな
る携帯電話の登録を行ってください。
（→ 405）
･ 携帯電話はBluetooth機能を使用できる
状態にしてご使用ください。
携帯電話側の操作については、携帯電話
に添付の取扱説明書をご覧ください。

･ Bluetooth 接続状態表示が切断表示の場
合は、携帯電話でのハンズフリーはご使
用になれません。

情報・G 情報 電話

はい

修正

修正
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ハンズフリーの基本操作

5 相手が電話に出たとき
�通話中画面が表示され、通話を開始
する。

次のいずれかの操作をする。
� 電話スイッチの スイッチを押す。
� 発信中または通話中画面で  にタッ
チ。

� 携帯電話本体で電話を切る。（携帯電話
接続時）

電話が切れると発信画面に戻ります。

知 識

･ 携帯電話の機種によっては、次のようなこ
とがあります。
･ 発信中画面が表示されず、相手が電話に
出る前に通話中画面が表示されることが
あります。

･ 通信事業者のサービスにより発信中画面
で10キー入力する必要がある場合、10
キー入力をしてもトーン信号を送れない
ことがあります。10 キー入力について
は、「通話中に10キー入力する」（→414）
をご覧ください。

･ ハンズフリーを携帯電話で使用する場合、
Bluetooth オーディオ再生中に発信する
と、発信中画面の表示および発信音の鳴る
動作が遅れることがあります。

電話を切る
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ハンズフリーの基本操作
電話を受ける

･ ここでは、全画面表示の場合で説明してい
ます。簡易表示の場合は、タッチスイッチ
での操作ができなくなります。（→425）

1 表示中の画面に関わらず、電話がか
かってくると着信音を鳴らして着信中
画面を表示し、着信を通知する。

･ インテリジェントパーキングアシスト表
示中は、着信中画面を表示しません。着
信音のみで着信を通知します。

2 次のいずれかの操作をして、電話を受
ける。

� 電話スイッチの スイッチを押す。
�  にタッチ。

自動着信応答の設定により、自動で電話
を受けることができます。（→442）

電話を受ける 知 識

･ 着信したら、ハンズフリー以外で出力され
る音声をミュート（消音）します。ただし、
ハンズフリーより優先される音声の場合
は、ミュートされません。

･ ハンズフリーを携帯電話で使用する場合
は、次のようなことがあります。
携帯電話の操作については、携帯電話に添
付の取扱説明書でご確認ください。
･ ドライブモードなど、携帯電話の設定に
よっては、着信できないことがあります。

･ 携帯電話をマナー（バイブレータ）モー
ドや着信音消去に設定すると、着信音が
聞こえない場合があります。

･ 着信音については、
①車両のスピーカーから聞こえる
②携帯電話から聞こえる
③両方から聞こえる
など、機種によって異なります。また、携
帯電話の着信音が出力できないときは、
車載機に登録されている着信音が鳴るこ
とがあります。

･ 機種によっては、着信時に相手の電話番
号が表示されないことがあります。

･ 携帯電話を直接操作して電話を受けたと
き、または携帯電話を自動着信応答に設
定したときは、ハンズフリーでの通話に
なるか、携帯電話本体での通話になるか
は、機種によって異なります。

･ 携帯電話でデータ通信を行っている最中
に着信があった場合、機種によっては、車
載機に着信中画面が表示されず、着信音
も鳴らないことがあります。

･ Bluetoothオーディオ再生中に着信があっ
た場合、着信中画面の表示および着信音の
鳴る動作が遅れることがあります。

自動で電話を受ける
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ハンズフリーの基本操作
通話中に操作する

･ ここでは、全画面表示の場合で説明してい
ます。簡易表示の場合は、タッチスイッチ
での操作ができなくなります。（→425）

1  にタッチ。

2 スイッチにタッチして入力する。
･ 電話スイッチの スイッチを押す、ま
たは  にタッチすると、電話が切れま
す。

･ ここでは、全画面表示の場合で説明してい
ます。簡易表示の場合は、タッチスイッチ
での操作ができなくなります。（→425）

次のいずれかの操作をする。
� 電話スイッチの スイッチを押す。
� 通話中画面で  にタッチする。
� 携帯電話本体で電話を切る。（携帯電話
接続時）

通話中に 10キー入力する

通話中に10キー入力が必要な場合は、
10キーを表示させます。

ハンズフリー通話中

知 識

走行中は 10キーが灰色になり、操作できませ
ん。

トーン

通話を終了する
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ハンズフリーの便利な使い方
電話をかける

停車中に次のいずれかの操作をする。
� 電話スイッチの スイッチを押す。
� （画面外）→（  ）→ 
の順にタッチ。

（走行中に操作すると、ワンタッチダイヤ
ル画面が表示されます。）

ダイヤル画面

この画面から、次のいずれかの方法で電
話をかけることができます。

その他、次の方法で電話をかけることも
できます。

電話をかける

ここでは、ダイヤル発信以外の電話の
かけ方について説明します。

ダイヤル画面を表示する

ダイヤル発信 電話番号を入力して電
話をかける→411

電話帳発信 車載機の電話帳から電
話をかける→416

履歴発信 発信履歴または着信履
歴から電話をかける→417

ワンタッチ発信 ワンタッチダイヤルか
ら電話をかける→418

情報・G 情報 電話

音声認識発信 音声認識で電話をかけ
る→ 419

ナビからの発信 ナビまたはG-BOOKの
データから電話をかけ
る→ 419

知 識

携帯電話を使用したデータ通信中に、電話をか
けようとした場合は、メッセージが表示されま
す。
データ通信を終了しても良い場合は、  に
タッチしてください。データ通信を終了したく
ない場合は、  にタッチし、データ通信
が終了してから、再度電話をかけてください。

はい

いいえ
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ハンズフリーの便利な使い方

1  にタッチ。
･ 電話帳データが登録されていないときは
メッセージが表示されます。

 にタッチすると、電話帳編集画面
（→ 433）が表示されます。

2 希望の通話相手にタッチ。

･ 必要に応じて、電話帳を切り替えます。
（→ 416）
･ 次のいずれかにタッチすると、ショート
カットスイッチが切り替わります。

 ……英数字ショートカット
 ……50 音ショートカット

･ 英数字ショートカットを表示していると
きは、アルファベットのショートカット
スイッチのみ任意のアルファベットが選
択できます。
（例）  に 2 回タッチすると、B で

始まるデータのリストが先頭に表
示されます。

3 電話番号が複数登録してあるときは、
希望の電話番号にタッチ。

4 電話スイッチの スイッチを押す、
または  にタッチ。

■電話帳を切り替えるとき

1  にタッチ。

2 使用する電話帳にタッチ。

電話帳発信する

あらかじめ電話番号を車載機の電話帳
に登録しておくことにより（→ 431）、
登録した電話番号を呼び出して電話を
かけることができます。

ダイヤル画面表示中（→415）

知 識

音声認識の設定をしてあるデータは、名称の前
に音声認識アイコンが表示されます。

電話帳

はい

音声認識アイコン
ショートカットスイッチ

その他
50音

ABC

ダイヤル画面（→415）→  →
電話帳画面

電話帳

電話帳選択
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ハンズフリーの便利な使い方

･ 過去に発信または着信した電話番号を、そ
れぞれ最大5件記憶しています。

･ それぞれの履歴は 5 件以上になると、古い
履歴から自動で削除されます。

1  にタッチ。

2 必要に応じて、  または
 にタッチ。

3 希望の通話相手にタッチ。

4 電話スイッチの スイッチを押す、
または  にタッチ。

履歴発信する

発信履歴または着信履歴に登録されて
いる電話番号を呼び出して、電話をか
けることができます。

ダイヤル画面表示中 (→ 415)

知 識

着信履歴画面では、不在着信および着信拒否の
電話番号の場合、それぞれアイコンが表示され
ます。

履歴

発信履歴
着信履歴

着信拒否アイコン
不在着信アイコン

知 識

･ 発信履歴は、状況によって次のように登録
されます。
･ 車載機の電話帳またはナビに登録されて
いる電話番号に発信した場合、そのデー
タに名称情報があると、名称も発信履歴
に登録されます。
名称読みのみ登録されているときは、名
称読みが発信履歴に登録されます。

･ 同一電話番号に発信した場合は、最新の
発信履歴のみ登録されます。

･ 着信履歴は、状況によって次のように登録
されます。
･ 車載機の電話帳に登録してある電話番号
から着信した場合、そのデータに名称情
報があると、名称も着信履歴に登録され
ます。
名称読みのみ登録されているときは、名
称読みが着信履歴に登録されます。

･ 同一電話番号から着信した場合は、すべ
て着信履歴に登録されます。

･ 不在着信および着信拒否も着信履歴とし
て登録されます。

･ 相手先電話番号の情報がない場合は、「通
知不可」と着信履歴に登録されます。
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ハンズフリーの便利な使い方

1  にタッチ。

2  にタッチ。

･ ワンタッチ発信は走行中でも使用すること
ができます。

1  にタッチ。

2 希望の電話番号にタッチ。

･ 選択した電話番号に発信されます。
･ ページを切り替えるとき
�  ・  ・ 
  のいずれかにタッチ。

■走行中に電話をかける場合
走行中に次のいずれかの操作をすると、
ワンタッチダイヤル画面になり、ワン
タッチで発信することができます。
� 電話スイッチの スイッチを押す。
� （画面外）→（  ）→ 
の順にタッチ。

履歴を削除する

発信履歴および着信履歴のデータは、
それぞれ全削除できます。

知 識

お車を手放すときには、個人情報の初期化を
行ってください。(→ 28)

ダイヤル画面（→415）→  →
 または  →

発信履歴画面または着信履歴画面

履歴
発信履歴 着信履歴

全削除

はい

ワンタッチ発信する

電話帳に登録してある任意の電話番号
をワンタッチダイヤルとして登録して
おくことにより（→436）、簡単な操作
で電話をかけることができます。

ダイヤル画面表示中（→ 415）

知 識

走行中にワンタッチ発信する場合、タッチス
イッチに電話番号は表示されません。

ワンタッチダイヤル

ワンタッチ1 ワンタッチ2
ワンタッチ3

情報・G 情報 電話
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ハンズフリーの便利な使い方

･ 音声認識の設定について
�「音声認識の設定をする」(→ 435)

･ 音声認識発信のしかたについて
�「電話をかける」(→ 415)

■音声認識発信を中止する
「音声認識モードを中止する」（→271）の
方法、または電話スイッチの スイッ
チを押すと、音声認識発信を中止できま
す。

1  または  が表示さ
れている画面を表示する。

2  または  にタッチ。

■ダイヤル画面の  の使い方
ダイヤル画面で  にタッチす
ると、ナビの交通・ナビ関連画面が表示
され、ここからも電話をかけることがで
きます。（→293）

音声認識発信する

音声認識で電話をかけることができま
す。

知 識

･ 音声認識中に着信した場合やハンズフリー
以外の画面に切り替えた場合は、認識動作
を中止します。

･ 音声認識発信は走行中でも使用できます。
･ 音声操作で電話をかける場合、携帯電話の
機種によっては、発信後電話画面に切り替
わるまでに時間がかかることがあります。
この場合、切り替え中は現在地画面が表示
されますので、電話画面に切り替わるまで
はナビの操作をしないでお待ちください。

･ データ通信中に音声操作で電話をかける
と、データ通信は強制終了されます。

ナビから発信する

ナビ画面で  または 
が表示されているときは、ナビに登録
されているデータの電話番号に電話を
かけることができます。

電話をかける

電話をかける

電話をかける

交通・ナビ
交通・ナビ
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ハンズフリーの便利な使い方

■ハンズフリー画面を表示する
携帯電話本体から発信しても、Bluetooth
接続中であれば、ハンズフリー画面を表
示することができます。

次のいずれかの操作をする。
� 電話スイッチの スイッチを押す。
� （画面外）→（  ）→ 
の順にタッチ。

･  以外のスイッチは、操作できませ
ん。

･ タッチスイッチを使用したいとき
�通話転送の操作をする。（→424）

携帯電話本体から発信する
携帯電話使用時

車載機にBluetooth接続された携帯電
話本体を直接操作して、発信すること
ができます。

 警 告
安全のため、運転者は運転中に携帯電話本
体の操作をしないでください。

知 識

･ 携帯電話本体から発信した場合、次の点が
ハンズフリーと異なります。
･ 携帯電話側で直接操作して発信した場合
は、発信履歴に登録されません。

･ 単独で通話中の携帯電話が車載機に接続
された場合、相手先電話番号は発信履歴
または着信履歴に登録されません。

･ 携帯電話本体から発信した場合、ハンズフ
リーでの通話になるか、携帯電話本体での
通話になるかは、機種によって異なります。
携帯電話の操作については、携帯電話に添
付の取扱説明書でご確認ください。

情報・G 情報 電話

通話転送
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ハンズフリーの便利な使い方
電話を受ける

･ ここでは、全画面表示の場合で説明してい
ます。簡易表示の場合は、タッチスイッチ
での操作ができなくなります。（→425）

1 着信中、電話スイッチの スイッチ
を押す、または  にタッチ。

2 応答保留を解除して通話するとき
�電話スイッチの スイッチを押
す、または  にタッチ。

･ 応答保留中に音量を調整するとき
�  または  にタッチ。

･ 応答保留中に電話を切るとき
�電話スイッチの スイッチを押す、
または  にタッチ。

■通話を転送する

Bluetooth 携帯電話では、応答保留中で
も  にタッチすると、通話を転
送できます。（→424）

着信中、次のいずれかの方法で調整する。
�  または  にタッチ。
� ステアリングスイッチの音量調整ス
イッチを押す。

着信中画面で操作する

ここでは、電話を受ける以外に着信中
画面で操作できることを説明します。

電話を保留する（応答保留）

知 識

ハンズフリーを携帯電話で使用する場合は、次
のようなことがあります。
･ 携帯電話の機種によっては、応答保留でき
ないことがあります。

･ 携帯電話の機種によっては、車載機側の操
作で応答保留中になると、自動的に携帯電
話本体での通話に切り替わることがありま
す。

･ Bluetooth接続中に、携帯電話本体で応答保
留する、または携帯電話本体で応答保留を
解除すると、携帯電話本体での通話に切り
替わります。

小 大

携帯電話使用時

着信音量を調整する

知 識

ハンズフリーを携帯電話で使用する場合、着信
音は携帯電話で選択している着信音を鳴らし
ます。ただし、機種によっては、選択している
音以外の着信音が鳴ることや着信音が聞こえ
ないことがあります。

通話転送

小 大
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ハンズフリーの便利な使い方

次のいずれかの操作をする。
� 電話スイッチの スイッチを長押し
する。

�  にタッチし続ける。

着信拒否すると、ハンズフリー画面が解
除されます。

着信拒否する

着信中画面で、着信拒否できます。
･ 携帯電話使用時は、携帯電話が着信拒否
に対応しているときのみ使用することが
できます。
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ハンズフリーの便利な使い方
通話中に操作する

･ ここでは、全画面表示の場合で説明してい
ます。簡易表示の場合は、タッチスイッチ
での操作ができなくなります。（→425）

通話中、次のいずれかの方法で調整する。
�  または  にタッチ。
� ステアリングスイッチの音量調整ス
イッチを押す。

 にタッチ。

･ ミュート状態のときは、作動表示灯が点
灯します。

･ ミュートを解除するとき
�再度  にタッチ。

通話中画面で操作する

通話中は通話中画面が表示され、次の
操作をすることができます。
� 受話音量の調整
� 送話音のミュート
� 通話の転送

通話中画面

知 識

ハンズフリーを携帯電話で使用する場合は、次
のようなことがあります。
携帯電話の操作については、携帯電話に添付の
取扱説明書でご確認ください。
･ 単独で通話中の携帯電話が車載機に接続さ
れると、通話中画面が表示されます。この
場合、そのままで通話が維持されるか、ハ
ンズフリーでの通話になるかは、機種に
よって異なります。

･ ハンズフリーで通話中に“ パワー ”スイッ
チをOFF にする、またはハイブリッドシス
テムを始動すると、機種によって、通話が
切断される場合と、通話が携帯電話で継続
される場合があります。
なお、通話が携帯電話で継続される場合は、
携帯電話の操作が必要になることがありま
す。この場合、“ パワー ”スイッチがアク
セサリーモードまたはONモードであれば、
通話を転送することでハンズフリーでの通
話に切り替えられます。（→424）

受話音量を調整する

送話音をミュート（消音）する

お客様の音声を通話相手に聞こえなく
することができます。
（この場合でも、通話相手の声はお客様
に聞こえます。）

小 大

ミュート

作動表示灯

ミュート
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ハンズフリーの便利な使い方

■画面で操作する
通話中画面または応答保留中画面で、

 にタッチ。
･ 走行中は、ハンズフリーでの通話から携帯
電話本体での通話に切り替えることはでき
ません。

■携帯電話本体で操作する
発信中、通話中、着信中、応答保留中に
通話を転送することができます。
･ 携帯電話本体での通話からハンズフリーで
の通話に切り替えると、ハンズフリー画面
が表示され、電話スイッチおよびタッチス
イッチでの操作ができます。

携帯電話の機種により、転送方法や動作
が異なります。また、転送できない機種
もあります。携帯電話の操作については、
携帯電話に添付の取扱説明書でご確認く
ださい。

通話を転送する

携帯電話使用時

Bluetooth 携帯電話では、車載機と携
帯電話の間で、通話を転送することが
できます。
ハンズフリーでの通話から携帯電話本
体での通話、または携帯電話本体での
通話からハンズフリーでの通話に切り
替えられます。

知 識

応答保留中の携帯電話本体の通話をハンズフ
リー通話に切り替えると、携帯電話は応答保留
中のままで車載機には通話中画面が表示され
ます。この場合は、電話スイッチの スイッ
チを押すと、ハンズフリー通話を続けることが
できます。

通話転送
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ハンズフリーの便利な使い方
簡易画面で操作する

･ 電話が切れる、または電話を切ると、オン
スクリーン表示や TEL音声画面は解除され
ます。

■オンスクリーン表示画面
電話詳細設定の着信割り込み表示（→
443）で「簡易」を選択しているときに
表示されます。

■TEL音声画面
電話がつながっているときにオーディオ
画面に切り替えようとした場合に表示さ
れます。

電話スイッチの スイッチを押す。

通話中画面が表示され、通話中画面での
操作ができます。

簡易画面で操作する

状況に応じて次のような画面が表示さ
れ、電話がつながっていることをお知
らせします。
画面にタッチスイッチは表示されませ
んが、電話スイッチや音量調整スイッ
チでの各操作は、通常通りすることが
できます。

通話中画面で操作したいときは
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ハンズフリーの設定
設定・編集画面を表示する

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

設定・編集画面で、次の項目の設定がで
きます。

設定・編集画面

設定・編集画面を表示する

設定・編集画面から、ハンズフリーの
各種設定をすることができます。
お客様の使用状況に応じて、ご利用く
ださい。

音量設定………………………………→427

ハンズフリー各音の音量調整・設定

電話機選択……………………………→428

使用する携帯電話または通信モジュールの
選択

電話帳編集……………………………→431

電話帳の転送・登録・編集・削除
ワンタッチダイヤルの登録・削除

Bluetooth 設定 ……………………→438

携帯電話の登録・削除、詳細設定

電話詳細設定…………………………→440

セキュリティの設定
ハンズフリー画面の設定
Bluetooth 自動接続の設定

設定・編集

電話
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ハンズフリーの設定
音量の設定をする

1  にタッチ。

2 各設定をする。

3 設定が終わったら、  にタッチ。

各音量の  または  にタッチして調
整する。

 にタッチし、ON
（自動で上がる）とOFF（上がらない）を
切り替える。
･ ONにしたときは、作動表示灯が点灯します。

音量設定画面で、  にタッチ。

音量の設定をする

（画面外）→  →
設定・編集画面

項目 ページ

音量調整 427

高速時の自動音量切替 427

音量設定の初期化 427

音量の設定をする

受話音量 通話相手の音声の音量
を調整する。

着信音量 着信音の音量を調整す
る。

知 識

･ 受話音量は、発信中画面、通話中画面、応
答保留中画面でも調整できます。

･ 着信音量は、着信中画面でも調整できます。

設定・編集 電話

音量設定

完了

小 大

高速走行時の自動音量切替を設定
する

高速時の自動音量切替をONにすると、
車速が約80km/h 以上になると、設定
した音量が自動的に1段階上がるよう
にすることができます。（車速が約
70km/h以下になると、元の音量に復
帰します。）

設定を初期化する

各設定を初期設定の状態に戻すことが
できます。

高速時の自動音量切替

初期状態
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ハンズフリーの設定
通信機器を選択する

･ 携帯電話の登録について
�「携帯電話を登録する」（→ 405）

･ 携帯電話は車載機に最大 5 台まで登録する
ことができますが、本機で使用できるのは
電話機選択で選択された携帯電話のみで
す。

1  にタッチ。

2 携帯電話を使用するときは、携帯電話
をBluetooth 接続可能状態にする。

3 使用する携帯電話または通信モジュー
ルにタッチ。

4  にタッチ。
･ 通信モジュールを選択した場合は、これ
で使用できます。

･ 他の携帯電話がBluetooth接続中のとき
は、確認のメッセージが表示されます。切
断してよければ、  にタッチします。

� 設定・編集画面が表示されたら、携帯
電話が使用できます。

■データ通信中の場合
データ通信中に電話機選択をすると、
メッセージが表示されます。
� 通信を終了するとき
�  にタッチ。

� 通信を継続するとき
�  にタッチ。
･  にタッチした場合は、データ通信
終了後、再度 3からやり直します。

使用する通信機器を選択する

携帯電話の登録をすると、一番新しく
登録した携帯電話が車載機で使用する
携帯電話として選択されます。
複数の携帯電話を使用するときや通信
モジュールを使用するときは、必要に
応じて通信機器を選択します。

（画面外）→  →
設定・編集画面
設定・編集 電話

電話機選択

Bluetooth マーク

知 識

Bluetooth 接続中の携帯電話は、Bluetooth
マークが表示されます。

知 識

Bluetooth オーディオ再生中に電話機選択を
した場合、音声が途切れることがあります。

知 識

緊急通報中（ヘルプネット動作中）は、電話機
選択はできません。

完了

はい

はい

いいえ
いいえ
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ハンズフリーの設定

情報は、次の項目が表示されます。

1 詳細情報を表示したい携帯電話または
通信モジュールを選択し、

 にタッチ。

2 各項目を確認する。
� この画面で、次の操作を行うことがで
きます。
･ 機器名称の変更（携帯電話使用時）
（→ 429）
･ 自動着信拒否の設定（通信モジュー
ル使用時）（→ 430）

･ 車載機で機器名称を変更しても、携帯電話
に登録されている機器名称は変更されませ
ん。

1  にタッチ。

2 ソフトウェアキーボードで入力する。

電話機詳細情報を表示する

電話機詳細情報は、車載機に登録され
ている携帯電話または通信モジュール
に関する情報の表示と設定をすること
ができます。

機器名称

車載機に表示される携帯電話または通信モ
ジュールの名称です。携帯電話の場合は、
任意の名称に変更することができます。

機器アドレス

機器固有のアドレスで、変更することはで
きません。通信モジュールの場合は、表示
されません。

自局電話番号

携帯電話または通信モジュールの電話番号
です。

（画面外）→  →
 → 電話機選択画面

設定・編集 電話
電話機選択

詳細情報表示

携帯電話の名称を変更する

携帯電話使用時

車載機に表示される携帯電話の名称
を、任意の名称に変更することができ
ます。

（画面外）→  →
 →  →
 → 電話機詳細情報画面

設定・編集 電話
電話機選択 （名称変更したい電話機）
詳細情報表示

変更
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ハンズフリーの設定

1 自動着信拒否の  にタッチ。

･ 解除するとき�  にタッチ。

2  にタッチ。

自動で着信拒否する

通信モジュール装着車

電話機選択で通信モジュールを選択し
ている場合は、自動着信拒否の設定を
することができます。自動着信拒否を
「する」に設定すると、通信モジュール
の電話番号に電話がかかってきたと
き、自動で着信拒否します。ただし、
ヘルプネットの呼び返し待機状態の間
のみ、一時的に自動着信拒否を解除し
ます。
ハンズフリーを通信モジュールで使用
しているとき、電話に出たくない場合
に使用します。

（画面外）→  →
 →  →
 → 電話機詳細情報画面

設定・編集 電話
電話機選択 通信モジュール
詳細情報表示

する

しない

完了
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ハンズフリーの設定
電話帳を編集する

･ 電話帳は最大 5 つ使用でき、５つの電話帳
すべて合わせて1000名分のデータを登録
することができます。

･ この電話帳は、1 名につき最大 3 件の電話
番号が登録できます。

1  にタッチ。

2 電話帳の編集をする。

3 編集が終わったら、  にタッチ。

� 転送するときは、ハイブリッドシステ
ムを始動した状態で行ってください。

� この機能は、OPPに対応していない携
帯電話では使用できません。また、携
帯電話によって、携帯電話からの電話
帳データの転送方法が異なります。詳
しくは、携帯電話に添付の取扱説明書
を合わせてご覧ください。

1  にタッチ。

電話帳について

電話帳は、次のいずれかの方法で電話
番号（電話帳データ）を登録しておく
ことができます。
� 携帯電話に登録してある電話帳を車
載機の電話帳に転送する。
………………………………… →431

� 車載機の電話帳に新規登録する。
………………………………… →433

� 発信履歴または着信履歴から登録す
る。……………………………… →433

また、登録したデータは、車載機で編
集することができます。

知 識

低温時は、登録、編集または転送した電話帳
データが保存されないことがあります。

電話帳を編集する

（画面外）→  →
設定・編集画面
設定・編集 電話

電話帳編集

機能 ページ

電話帳データの転送 431

電話帳データの新規追加 433

電話帳データの修正 435

電話帳データの削除 436

ワンタッチダイヤルの登録 436

ワンタッチダイヤルの削除 437

携帯電話の電話帳データを
転送する

携帯電話使用時

携帯電話に登録してある電話番号（電
話帳データ）を、車載機に転送するこ
とができます。

（画面外）→  →
 → 電話帳編集画面

完了

設定・編集 電話
電話帳編集

電話帳転送
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ハンズフリーの設定

2 転送先の電話帳を選択しタッチ。

3 選択した電話帳にすでに電話帳データ
がある場合は、転送方法を選ぶ。
…… 現在のデータに追加する
… 現在のデータに上書きする

4 携帯電話を操作して電話帳データを転
送する。

･ 携帯電話側の転送操作は、必ず上の画面
を表示させた状態で行ってください。

･ 転送操作は携帯電話の機種により異なり
ます。
携帯電話に添付の取扱説明書でご確認の
うえ、操作してください。
なお、認証パスワードの入力が必要な機
種の場合は、“1234”を入力してくださ
い。

･ 転送中は、転送完了のメッセージが表示
されるまで、そのままでお待ちください。

･ 中止するとき�  にタッチ。

5 転送が完了すると、転送完了のメッ
セージが表示され、電話帳編集画面に
戻る。

■データ通信中の場合
データ通信中に電話帳転送をすると、
メッセージが表示されます。
� 通信を終了するとき
�  にタッチ。

� 通信を継続するとき
�  にタッチ。
･  にタッチした場合は、データ通信
終了後にやり直します。

転送失敗のメッセージが表示されたとき
は、転送操作を最初からやり直してくだ
さい。

追加
上書き

中止

転送失敗画面が表示されたとき

知 識

･ 電話帳データを転送する際、各データにつ
いては、次のような制限があります。
･ 携帯電話の電話帳で1つの名称に4件以
上の電話番号が登録されている場合、車
載機の電話帳には同じ名称を複数登録し
てすべての電話番号を登録します。

･ 電話番号と同時に名称・名称読みも転送
されますが、機種によっては漢字や記号
などが転送されないことや、すべての文
字が転送されないことがあります。また、
転送されても正しく表示されないことが
あります。

･ 通常はシークレットメモリの読み出しは
行いません。（携帯電話の仕様により可能
な場合もあります。）

･ 携帯電話に登録されているグループ名は
転送されません。

はい

いいえ
いいえ
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ハンズフリーの設定

1  にタッチ。

2 各項目を編集する。（→434、435）

3 編集が終わったら、  にタッチ。
履歴内容画面（→ 417）からも、電話帳
編集画面を呼び出して新規データを追加
することができます。

 にタッチ。

･ 車載機の電話帳で表示されるアイコン
は、転送元の情報を元にして自動で割り
当てられます。ただし、携帯電話の機種
や使用環境によっては、表示されるアイ
コンがすべて同じになることがありま
す。

･ 電話帳データを転送する際、機種によっ
ては、携帯電話の暗証番号および認証パ
スワードの入力を求められることがあり
ます。この場合、認証パスワードは
“1234”を入力してください。

･ 一括転送可能な機種は、電話帳データを転
送する際、次のような特徴があります。
･ 転送には 10 分程度かかる場合がありま
す。

･ 電話帳データ転送画面が表示されている
ときでも他画面に切り替えることができ
ます。この場合、電話帳データ転送は継
続されます。

･ 電話帳データ転送中は、次のように対応し
ます。
･ 電話帳データ転送中に着信があった場合
は、状況によりどちらかが優先されます。
着信が優先された場合、着信した電話は
携帯電話本体での通話になります。この
場合は、通話終了後、再度転送操作をや
り直してください。

･ 電話帳データ転送中に発信操作をした場
合、転送を継続して発信を中止します。

･ 電話帳データ転送中に“ パワー ”スイッ
チをOFF にした場合、転送は中止されま
す。この場合は、ハイブリッドシステム
を始動して、再度転送操作をやり直して
ください。

･ 次の場合、転送済みの電話帳データは車載
機の電話帳に保存されます。
･ 車載機のメモリ容量により途中で転送が
終了したとき

･ 何らかの原因で転送が中断されたとき
･ 車載機の電話帳データを携帯電話に転送す
ることはできません。

･ 電話帳データ転送中は、Bluetoothオーディ
オの接続が切断されます。この場合、転送
が終了すると再接続されます。（機種によっ
ては、再接続できないことがあります。）

電話帳に新規データを追加する

車載機の電話帳に直接データを入力し
て電話帳を作ることができます。
電話帳には、1 名のデータにつき、次
の項目が登録できます。
� 名称、名称読み、電話番号（最大 3
件）、電話番号アイコン（各電話番号
にそれぞれ1つ）、登録先電話帳、音
声認識、認識読み

（画面外）→  →
 → 電話帳編集画面

設定・編集 電話
電話帳編集

新規追加

完了

新規登録
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ハンズフリーの設定

･ 名称読みが入力されていないと、音声認識
の対象にすることはできません。

1 編集する項目（  、  、
 ）にタッチ。

･ 認識読みは、音声認識の設定（→ 435）
がされているときのみ編集することがで
きます。

2 ソフトウェアキーボードで入力する。

1  、  または
 にタッチ。

2 電話番号を入力し、  にタッチ。

3 登録したいアイコンにタッチ。

1  にタッチ。

2 登録したい電話帳にタッチ。

名称、名称読み、認識読みの編集
をする

名称、名称読みは省略することができ
ますが、その場合、電話帳画面には電
話番号が表示されます。
認識読みは、音声認識発信をしたいと
きは必須入力項目です。

名称 名称読み
認識読み

電話番号を編集する

電話番号は、電話番号1～3にそれぞ
れ1件ずつ登録でき、1名につき最大
3 件登録できます。また、それぞれの
電話番号にアイコンを登録できます。

電話帳の選択をする

登録する電話帳を、電話帳①～電話帳
⑤の中から選択できます。

電話番号1 電話番号2
電話番号3

完了

電話帳
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ハンズフリーの設定

･ 音声認識の対象にできるのは、最大500 件
です。

1  にタッチ。

2 音声認識の対象にする電話番号を選択
する。

･ 音声認識の対象からはずすとき
�  にタッチ。

3 音声認識で使用する読みを確認する。
･ 読みを修正するとき
�  にタッチ。（→434）

4  にタッチ。

1  にタッチ。

2 修正したいデータにタッチ。
･ 必要に応じて、電話帳を切り替えます。
（→ 416）

3 各項目のスイッチにタッチして編集す
る。（→434、435）

4  にタッチ。

音声認識の設定をする

各データに対して、音声認識の対象に
するかしないかを設定できます。
音声認識の対象に設定すると、各デー
タの認識読みにより音声認識発信（→
419）ができます。

知 識

･ 電話帳の名称読みが登録されていないと、
音声認識の対象に設定することができませ
ん。音声認識発信で利用したい場合は、電
話帳の名称読みを必ず登録しておいてくだ
さい。

･ 音声認識の対象に設定した電話番号を削除
する、または電話帳の名称読みを削除する
と、そのデータは音声認識の対象でなくな
ります。

音声認識

音声認識しない

認識読み修正

完了

電話帳のデータを修正する

登録済みの電話帳データを修正するこ
とができます。

（画面外）→  →
 → 電話帳編集画面

設定・編集 電話
電話帳編集

修正

完了
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ハンズフリーの設定

1 電話帳の  にタッチ。

2 削除したいデータを選択しタッチ。

･ 必要に応じて、電話帳を切り替えます。
（→ 416）

3  にタッチ。

1 電話帳の  にタッチ。

2 削除したい電話帳にタッチ。

3  にタッチ。

1  にタッチ。

2  登録したいデータにタッチ。
･ 必要に応じて、電話帳を切り替えます。
（→416）

3 登録したい電話番号にタッチ。

4 登録したいスイッチにタッチ。
･ ページを切り替えるとき
�  ・  ・

 のいずれかにタッチ。

5 登録済みのスイッチを選択したとき
�置き換えてもよいときは  に
タッチ。

電話帳のデータを削除する

電話帳データは、個別に選択して削除、
または全削除ができます。

知 識

お車を手放すときには、個人情報の初期化を
行ってください。（→28）

電話帳のデータを個別に削除する

（画面外）→  →
 → 電話帳編集画面

電話帳のデータをすべて削除する

 （画面外）→  →
 → 電話帳編集画面

設定・編集 電話
電話帳編集

削除

はい

設定・編集 電話
電話帳編集

全削除

ワンタッチダイヤルを登録する

電話帳に登録してある任意の電話番号
を、最大 17 件までワンタッチダイヤ
ルに登録することができます。
1ページ目の6件目には、自動的に最
新の発信履歴（リダイヤル）が登録さ
れます。
ワンタッチダイヤルは走行中でも使用
できるため、よく利用する電話番号を
登録しておくと便利です。

（画面外）→  →
 → 電話帳編集画面

はい

設定・編集 電話
電話帳編集

登録

ワンタッチ1 ワンタッチ2
ワンタッチ3

はい
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1 ワンタッチダイヤルの  にタッチ。

2 削除したいワンタッチダイヤルにタッ
チ。

3  にタッチ。

1 ワンタッチダイヤルの  にタッ
チ。

2  にタッチ。

ワンタッチダイヤルを削除する

ワンタッチダイヤルの 01 ～ 17 は、
個別に選択して削除できます。
全削除すると、17 件すべてが削除で
きます。

知 識

･ ワンタッチダイヤル 01 ～ 17 は、対応す
る電話帳のデータが削除されると、同時に
削除されます。

･ ワンタッチダイヤルのリダイヤルは、発信
履歴をすべて削除した場合に削除されま
す。

ワンタッチダイヤルを個別に削除
する

（画面外）→  →
 → 電話帳編集画面

設定・編集 電話
電話帳編集

削除

はい

ワンタッチダイヤルをすべて削除
する

（画面外）→  →
 → 電話帳編集画面

設定・編集 電話
電話帳編集

全削除

はい
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ハンズフリーの設定
Bluetooth の設定をする

「携帯電話を登録する」( → 405）をご覧
ください。

1  にタッチ。

2 Bluetooth電話設定の  にタッチ。

3 削除する携帯電話を選択し、  に
タッチ。
･ 電話機の詳細情報を確認するとき
�確認したい電話機にタッチして、

 にタッチ。（→429）

4  にタッチ。

■データ通信中の場合
データ通信中に携帯電話の登録を削除す
ると、メッセージが表示されます。
� 通信を終了するとき
�  にタッチ。

� 通信を継続するとき
�  にタッチ。
･  にタッチした場合は、データ通信
終了後、再度 3からやり直します。

Bluetooth 設定画面で、次の情報を確認
できます。

Bluetooth の設定について

ここでは、携帯電話とBluetooth に関
する次の設定の説明をしています。

携帯電話を登録する

Bluetooth 電話機の登録を
削除する

（画面外）→  →
設定・編集画面

項目 ページ

携帯電話の登録・削除 438

車載機のBluetooth設定の
変更 438

設定・編集 電話

Bluetooth 設定

削除

完了

詳細情報表示

はい

知 識

緊急通報中（ヘルプネット動作中）は、携帯電
話の登録を削除することはできません。

車載機のBluetooth 設定を
変更する

Bluetooth 設定は、車載機に関する
Bluetooth設定情報の表示と設定の変
更をすることができます。

機器名称

Bluetoothネットワーク内での車載機の名
称です。任意の名称に変更することができ
ます。

パスキー

携帯電話を車載機に登録する際のパスワー
ドです。4～ 8桁の任意の数字に変更する
ことができます。

機器アドレス

車載機に登録されている機器固有のアドレ
スで、変更することはできません。
機器名称やパスキーを他のBluetooth機器
と同じにしてしまい、ネットワーク内での
車載機の区別がつけられなくなってしまっ
た場合に参考にすることができます。

はい

いいえ
いいえ
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機器名称またはパスキーを変更したいと
きは、次の手順で行ってください。

1 機器名称またはパスキーの  にタッ
チ。

2 各項目を変更する。
■機器名称
ソフトウェアキーボードで入力する。

■パスキー
4 ～ 8 桁の範囲で任意の数字を入力し、

 にタッチ。

･ 修正するとき�  にタッチ。

3 設定が終わったら、  にタッチ。

 にタッチ。

（画面外）→  →
 → Bluetooth 設定画面

設定・編集 電話
Bluetooth 設定

変更

完了

修正

完了

知 識

機器名称を変更した場合、Bluetooth オー
ディオ設定の機器名称（→ 259）も同時に変
更されます。パスキーについては、それぞれ別
の数字を設定することができます。

設定を初期化する

各設定を初期設定の状態に戻すことが
できます。

（画面外）→  →
 → Bluetooth 設定画面

設定・編集 電話
Bluetooth 設定

初期状態
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ハンズフリーの設定
ハンズフリーの詳細設定をする

1  にタッチ。

2 各設定をする。

3 セキュリティ以外の項目の設定を変更
したときは、  にタッチ。

･ セキュリティを使用するときは、必ずロッ
ク No. を変更してからご使用ください。

1 セキュリティの  にタッチ。

2 各設定をする。

･ ロック No. を変更するときは、他人にわか
りにくい番号にしておいてください。

電話詳細設定画面を表示する

（画面外）→  →
設定・編集画面

項目 ページ

セキュリティ 440

自動着信応答 442

ACC ON時のBluetooth接続
確認表示 443

着信割り込み表示 443

自動電話機接続 444

電話詳細設定の初期化 444

セキュリティの設定をする

セキュリティを設定すると、電話帳に
関するハンズフリーの一部機能を使用
できなくすることができます。ホテル
で車を預けるときなど、他人に登録し
てあるデータを見られたくないときに
ご利用になると便利です。

設定・編集 電話

電話詳細設定

完了

（画面外）→  →
 → 電話詳細設定画面

項目 ページ

ロックNo. の変更 440

電話帳・発着信履歴制限 441

通信モジュールの発信制限 442

セキュリティ設定の初期化 442

ロックNo. を変更する

セキュリティの設定および解除をする
には、ロックNo. の入力が必要です。
ロックNo. は 4桁の数字で、初期設定
は「0000」になっています。
セキュリティを使用するときは、必ず
ロックNo. を変更してからご使用くだ
さい。

設定・編集 電話
電話詳細設定

設定する
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ハンズフリーの設定

1 ロックNo. 変更の  にタッチ。

2 現在のロックNo. を入力し、  に
タッチ。
･ 間違えたとき�  にタッチ。

3 新しいロックNo. を入力し、  に
タッチ。

4  にタッチ。

5  にタッチ。

･ この機能を設定すると、走行中でもワン
タッチ発信ができなくなります。

1 電話帳・発着信履歴制限の  に
タッチし、  にタッチ。

2 設定を変更したとき
�ロックNo.を入力し、  にタッ
チ。

■設定を解除する
電話帳・発着信履歴制限の  に
タッチし、設定するときと同じ操作をす
る。

 注 意
ロック No. を変更するときは、ロック No.
を忘れないように管理してください。ロッ
クNo.を忘れると、トヨタ販売店でもセキュ
リティ設定を解除することができません。
万一ロック No. を忘れてしまった場合は、
セキュリティ設定の初期化を行ってくださ
い。（→ 442）ただし、セキュリティ設定
の初期化を行うと、電話帳データも削除さ
れます。

（画面外）→  →
 →  → 

セキュリティ設定画面

設定・編集 電話
電話詳細設定 設定する

変更

完了

修正

完了

はい

完了

電話帳・発着信履歴制限をする

電話帳・発着信履歴制限を設定すると、
次の機能を使用できなくすることがで
きます。
� 電話帳画面の表示、電話帳データの
転送・登録・修正・削除、電話帳発信

� ワンタッチダイヤル画面の表示、ワ
ンタッチダイヤルの登録・削除、ワ
ンタッチダイヤル発信

� 発信時および着信時の相手先名称の
表示

� 発信履歴画面および着信履歴画面の
表示、履歴の削除、履歴発信

� 電話機詳細情報画面の表示
� ロックNo. の変更

（画面外）→  →
 →  → 

セキュリティ設定画面

設定・編集 電話
電話詳細設定 設定する

する
完了

完了

しない
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1 通信モジュールの発信制限の  
にタッチし、  にタッチ。

2 設定を変更したとき
�ロックNo.を入力し、  にタッ
チ。

■ 設定を解除する
通信モジュールの発信制限の  に
タッチし、設定するときと同じ操作をす
る。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

1 自動着信応答の  にタッチ。

通信モジュールの発信制限をする

通信モジュール装着車

電話機選択で通信モジュールを選択し
ている場合は、通信モジュールの発信
制限を設定すると、次の機能を使用で
きなくすることができます。
･ ダイヤル発信
･ 電話帳発信
･ 履歴発信
･ ワンタッチ発信
･ 音声認識発信
･ ナビからの発信
･ 電話機選択
（携帯電話から通信モジュールへの変
更をすることができなくなります。）

（画面外）→  →
 →  → 

セキュリティ設定画面

設定・編集 電話
電話詳細設定 設定する

する
完了

完了

しない

セキュリティ設定を初期化する

各設定を初期設定の状態に戻すことが
できます。

※初期状態に戻すと、すべての電話帳
データも削除されます。

（画面外）→  →
 →  → 

セキュリティ設定画面

自動着信応答

自動着信応答を設定しておくと、電話
がかかってきたときに、あらかじめ設
定した待ち時間を経過すると、自動で
通話中画面に切り替わり通話すること
ができます。

（画面外）→  →
 → 電話詳細設定画面

設定・編集 電話
電話詳細設定 設定する

初期状態

はい

完了

設定・編集 電話
電話詳細設定

する
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2  または  にタッチして、自動応
答するまでの待ち時間を1～60秒の
間で設定する。

･ 解除するとき�  にタッチ。

ACC ON 時の Bluetooth 接続確認表示
の  にタッチ。
･ 解除するとき�  にタッチ。

着信割り込み表示の  または
 にタッチ。

全画面：着信中、通話中および応答保留
中に各画面が表示され、電話ス
イッチおよびタッチスイッチで
操作ができます。

簡易　：着信中および応答保留中は着信
割り込み表示が画面上部に表示
されます。
ハンズフリーのタッチスイッチ
は表示されませんので、操作は
電話スイッチでの操作になりま
す。

ACC ON時のBluetooth
接続確認表示

携帯電話使用時

“ パワー ”スイッチを OFF からアク
セサリーモードまたはONモードにし
て、携帯電話と自動的にBluetooth 接
続したときに、接続確認の表示を画面
上部に表示するかしないかを選択でき
ます。

（画面外）→  →
 → 電話詳細設定画面

－ ＋

しない

Bluetooth 接続確認表示

設定・編集 電話
電話詳細設定

する
しない

着信割り込み表示

ハンズフリー以外の画面が表示されて
いるときに電話がかかってきた場合
の、画面の表示方法を選択できます。

簡易表示

（画面外）→  →
 → 電話詳細設定画面

着信割り込み表示

設定・編集 電話
電話詳細設定

全画面
簡易



444

ハンズフリーの設定

自動電話機接続の  にタッチ。
･ 通常はこの状態で使用してください。
･ 携帯電話はBluetooth接続可能な状態にし
ておいてください。

･ 解除するとき�  にタッチ。

 にタッチ。

自動電話機接続

“ パワー ”スイッチを OFF からアク
セサリーモードまたはONモードにす
るたびに、選択した携帯電話と自動的
にBluetooth 接続します。

（画面外）→  →
 → 電話詳細設定画面

電話詳細設定を初期化する

各設定を初期設定の状態に戻すことが
できます。

（画面外）→  →
 → 電話詳細設定画面

設定・編集 電話
電話詳細設定

する

しない

設定・編集 電話
電話詳細設定

初期状態



445

 G-BOOKオンラインサービス

はじめに  450

� G-BOOKオンライン
サービスについて  450
G-BOOKオンラインサービスに
ついて...........................................  450

G-BOOK画面.................................  451

� ご利用にあたって  452
安全上の注意...................................  452
掲載画面について ...........................  452
お車を手放す際は ...........................  452
G-BOOKオンラインサービス 
コンテンツについて....................  452

通信機器について ...........................  453
データ通信時の留意事項................  457

各種手続きをする  460

� 利用手続きをする  460
利用手続きについて........................  460
利用手続きの手順 ...........................  461
利用開始操作をする........................  464

� 各種手続きについて  468
ユーザー画面について....................  468
Web 登録が必要なサービスを
利用したくなったとき................  469

サポートアドレスについて............  470
継続方法を変更する........................  470
ポップアップ機能について............  472

有料コンテンツのご利用に
ついて ........................................... 473

解約手続きについて ........................ 474
解約手続きをする ............................ 475
非アクセス登録をする..................... 475

ヘルプネット
（ワンタッチタイプ）  476

� はじめに  476
ヘルプネットについて..................... 476
各部の名称と働き ............................ 478
安全のために.................................... 479

� サービス開始操作をする  482
サービス開始操作をする................. 482

� 緊急通報をする  484
緊急通報をする................................ 484

� 保守点検をする  488
保守点検について ............................ 488
自動保守点検.................................... 488
手動保守点検.................................... 489

� 知っておいてください  493
登録情報の更新................................ 493
携帯電話について ............................ 493
緊急通報できない場合について..... 494
故障とお考えになる前に................. 496

※G-BOOKオンラインサービスを利用するには、別途利用手続きをしていただく必要があります。



446

G-Security
（Gセキュリティ）  498

� G-Security について  498
G-Security について.....................  498
初期設定の確認・変更....................  499
サポートアドレスについて............  501
アラーム通知 ...................................  502
エンジン始動通知............................  502
車両の位置確認 ...............................  503
警備員の派遣 ...................................  503
G暗証番号ログインの登録............  503

� 携帯電話での操作  504
携帯電話での操作について............  504

マップオンデマンド
（地図差分更新）  505

� マップオンデマンド  505
マップオンデマンドについて ........  505
全更新と差分更新について............  505
更新方法について............................  506
更新エリアと更新対象について ....  507
地図更新画面について....................  508

� 地図を更新する  509
地図を更新する ...............................  509
携帯電話で更新する........................  509
通信モジュールで更新する............  511
メディア（CD-R ／ DVD-R）で
更新する.......................................  511

更新日の確認を行う........................  513

� 知っておいて
いただきたいこと  514
知っておいていただきたいこと ....  514
故障とお考えになる前に................  515

オペレーターサービス  516

� オペレーターサービス  516
オペレーターサービスに
ついて...........................................  516

オペレーターサービスを
購入する.......................................  517

オペレーターサービスを使う........  517
手動で情報を取得する....................  519

G-BOOKとナビの連携機能  520

� はじめに  520
ナビ連携機能について....................  520

� 渋滞予測  521
渋滞予測情報を表示する................  521

� Gルート探索
（プローブ情報付）  525
Gルート探索をする
（プローブ情報付）.......................  525

� Gメモリ地点  527
Gメモリ地点について ...................  527
Gメモリ地点を登録する................  527
Gメモリ地点を表示する................  527

� ドライブプラン  529
ドライブプランを利用する............  529

� Gで設定  530
Gで設定について...........................  530
Gで設定画面を表示する................  530



447

� 施設情報表示  533
施設の情報を表示する....................  533

� G情報マーク表示  534
G情報マークを表示する................  534
G情報マークの表示種類に
ついて...........................................  535

� G情報マーク連動サービス  536
G情報マーク連動サービスに
ついて...........................................  536

メインメニュー  537

� メインメニュー画面で
操作する  537
メインメニュー画面の使い方........  537

� ブラウザを操作する  539
ブラウザ画面で操作する................  539

� 閲覧履歴からコンテンツを
表示する  545
閲覧履歴について ...........................  545
閲覧履歴からコンテンツを
表示する.......................................  545

閲覧履歴を削除する........................  545

� ブックマークを使う  546
ブックマークについて....................  546
ブックマークに登録する................  546
ブックマークしたコンテンツを
見る...............................................  546

ブックマークの修正をする............  547
ブックマークを削除する................  548

� G-BOOKの設定をする  549
設定・編集画面を表示する............. 549
プライバシー設定をする................. 549
暗証番号を変更する ........................ 550
通信ロックを使う ............................ 552
通信設定をする................................ 554
G-BOOK詳細設定をする............... 556

Myリクエスト  557

� Myリクエスト  557
Myリクエストについて.................. 557
Myリクエスト画面で操作する...... 557
Myリクエストを使う ..................... 561
音声認識でリクエストをする......... 563
Myリクエストの編集をする.......... 563

G-SOUND  564

� ご利用になる前に  564
G-SOUNDについて....................... 564

� G-SOUNDを利用する  566
G-SOUND画面の使い方............... 566
楽曲を試聴する................................ 567
利用手続きをする ............................ 569
G-SOUND楽曲を再生する ........... 570
G-SOUND楽曲を削除する ........... 570

CDタイトル情報取得  572

� CDタイトル情報取得  572
タイトル情報を取得する................. 572



448

知っておいて
いただきたいこと  573

� こんなメッセージが
表示されたときは  573
こんなメッセージが
表示されたときは .......................  573

本機で携帯電話を利用する際には、必ず動作確認済携帯電話をトヨタ販売店、またはG-BOOK
の携帯サイト (http://mo.g-book.com/)、パソコンサイト (http://g-book.com/) でご確認
ください。なお、動作確認は、一定の条件下で確認したものです。そのため、携帯電話の仕様
変更などにより、動作確認済機種でも、確認内容が変更になることがありますので、あらかじ
めご了承ください。

※本書で使用しているコンテンツの画面は、実際の画面と異なることがあります。
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バックガイドモニターについての注意点
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はじめに
G-BOOKオンラインサービスについて

利用できるサービスは次のようになっています。
･ サービスメニューの詳細、有料オプションの価格は、パソコンの G-BOOK サイト（http://
g-book.com/）でご確認ください。

○ ……… 利用できます
△ ……… 有料オプション（コンテンツ購入が必要です。）
× ……… 利用できません
※1 初年度無料期間中は、お申込書の提出前およびWeb 登録前でも一部のサービスはご利用い

ただけますが、すべてのサービスのご利用には、お申込書の提出またはWeb登録が必要です。
初年度無料：初度登録日より初回の12カ月点検月の末日まで。

2年目以降は有料となります。
利用料金は、トヨタ販売店またはG-BOOK のパソコンサイト
(http://g-book.com/) でご確認ください。

※2 サービス開始操作後、ご利用いただけます。
なお、ご利用には2年ごとに登録情報の更新が必要です。

G-BOOKオンラインサービスについて

ご利用の車載機では、接続する通信機器により２つのサービスがあります。
� 携帯電話で利用 ：G-BOOK mX
� 通信モジュール（DCM）で利用：G-BOOK mX Pro

サービス内容について

主なサービス／機能
G-BOOK mX

G-BOOK mX
Pro※1 ページWeb 登録を

して利用
通信機器 Bluetooth 携帯電話 通信モジュール

（DCM） ー

ヘルプネット × ○※2 ○ 476
G-Security × × ○ 498
マップオンデマンド ○ ○ ○ 505
Gルート探索（プローブ情報付） ○ ○ ○ 525
渋滞予測 ○ ○ ○ 521
オペレーターサービス × △ ○ 516
メインメニュー
G-BOOK.com
コンテンツ

無料コンテンツ ○※3※4 ○※4 ○※4
537

有料コンテンツ × △ △

G-SOUND※6 無料カプセル ○ ○ ○
564有料カプセル、

単曲 × △ △

CDタイトル情報取得 ○ ○ ○ 572
ドライブプラン ○※5 ○ ○ 529
自動車専用ハンズフリー電話 × × △ ー
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※3 一部コンテンツはWeb 登録が必要です。
※4 利用可能なコンテンツは一部異なります。
※5 利用には、GAZOOの会員登録が必要です。( → 465)
※6 2013年 12月 19日にサービスを終了いたします。

 （画面外）を押す。
� 情報画面が表示されたとき �  にタッチ。

この画面から、次の操作をすることができます。

※契約状態などにより表示されないことがあります。そのときは表示順序が繰り上がって表示さ
れます。

G-BOOK画面

G-BOOK画面から、G-BOOKオンラインサービスの各アプリケーションを起動す
ることができます。

スイッチ 機　能

HELPNETスイッチ※ ヘルプネットの緊急通報 (→ 484) を行う。
･ ヘルプネットサービス開始操作後に表示されます。
(→ 482)

メインメニュースイッチ メインメニュー画面 ( → 537) を表示する。

G-SOUNDスイッチ G-SOUND画面 ( → 566) を表示する。

Myリクエストスイッチ Myリクエスト画面 (→ 557) を表示する。

オペレータースイッチ オペレーターサービスを利用する。( → 516)

情報確認スイッチ オペレーターサービスで取得した情報を確認する。(→ 519)

ドライブプランスイッチ ドライブプランをダウンロードする。(→ 529)

地図更新スイッチ 地図更新画面 ( → 508) を表示する。

情報・G
G-BOOK



452

はじめに
ご利用にあたって

G-BOOK オンラインサービスをご利用になるときは、次の注意事項を必ずお守りの
上、正しくお使いください。

走行中に G-BOOK オンラインサービスをご利用になると、安全のため、操作の一部
を制限したり、コンテンツによってはブラウザのコンテンツ表示部分を覆って、メッ
セージを表示します。
このようなコンテンツをご覧になるときは、安全な場所に車を停車させてご覧くださ
い。

本書で使用している画面は、携帯電話使用時の画面を使用して説明しています。
通信モジュール使用時については、とくに注記のない限り、携帯電話使用時と同様の
操作になります。また、表示内容はサンプル表示となっております。
なお、全体に関わる注意点として、携帯電話使用時の画面に表示される  につい
ては、通信モジュール使用時は表示されません。

お客様の大切な情報を保護するため、お車を手放す際は必ず、解約手続きをお願いし
ます。(→ 474)

詳しくは、G-BOOKサイト (http://g-book.com/) をご覧ください。

安全上の注意

 警 告
安全のため、運転者は走行中に極力操作（音声操作も含む）をしないでください。
走行中の操作はハンドル操作を誤るなど、思わぬ事故につながるおそれがあります。車を停車
させてから操作をしてください。
なお、走行中に画面を見るときは、必要最小限の時間にしてください。

走行中の操作、表示規制について

掲載画面について

お車を手放す際は

G-BOOKオンラインサービス コンテンツについて

切断
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G-BOOKオンラインサービスは、Bluetooth携帯電話※または通信モジュール（DCM)
を利用して、データ通信やハンズフリー通話を行います。
接続する通信機器により、データ通信やハンズフリー通話に利用する機器は、次のよ
うに選択されます。
※本機で動作確認済みの機種については、トヨタ販売店または G-BOOK の携帯サイト (http://
mo.g-book.com/)、パソコンサイト (http://g-book.com/) でご確認ください。

通信機器について

サービス 通信機器

ヘルプネット及び
オペレーターサービスの

音声通話／
全てのデータ通信

ハンズフリー通話

G-BOOK ｍX 携帯電話のみ 携帯電話 携帯電話

G-BOOK ｍX 
Pro

通信モジュール
のみ

通信モジュール 通信モジュール
（自動車専用ハンズフリー
電話契約時のみ）

携帯電話＆
通信モジュール

通信モジュール ハンズフリーの電話機選択
で選択した通信機器
（通信モジュールは、自動車
専用ハンズフリー電話契
約時のみ選択可）
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Bluetooth 携帯電話を使用してデータ通信するときは、次の点をご理解の上、正しく
お使いください。
� Bluetooth 携帯電話でデータ通信を行うときは、あらかじめ車載機に携帯電話を登
録しておかないと使用できません。Bluetooth 携帯電話を使用するときは、まず最
初に、ご使用になる携帯電話の登録を行ってください。(→ 405)

� Bluetooth 携帯電話の機種によっては、受信レベル表示を行うことができないこと
があります。

� Bluetooth 携帯電話でデータ通信を利用される場合、携帯電話の割込着信の設定ま
たは契約を「割込着信する」で利用していると、携帯電話の機種によっては、デー
タ通信を行っている最中とデータ通信終了後の約1分間は、電話を受けることや応
答保留などができないにもかかわらず、発信元では呼び出し中の状態が続くことに
なります。
割込着信の設定変更または契約変更については、ご利用の携帯電話に添付の取扱説
明書などでご確認ください。

� Bluetooth 携帯電話でデータ通信する場合は、操作しない状態が一定時間継続する
と、G-BOOKセンターとのデータ通信を自動で切断します。自動で切断するまでの
時間は、携帯電話の機種によって異なります。

� Bluetooth 携帯電話の機種や状態によっては、ハイブリッドシステム始動後にデー
タ通信を行うことができる状態になるまでに時間がかかることがあります。
この場合は、しばらく待ってから再度操作を行ってください。

� Bluetooth 携帯電話の機種によっては、携帯電話が待ち受け状態でないとデータ通
信ができないことがあります。

Bluetooth 携帯電話を使用するときの留意事項

知 識

･ 本製品は、電波法および電気通信事業法の基準に適合しています。製品に貼り付けてあるシー
ルはその証明です。シールをはがさないでください。

･ 本製品を分解・改造すると、法律により罰せられることがあります。
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はじめに

通信モジュールは通信アンテナを使用します。
通信アンテナは、インストルメントパネルに内蔵されています。

■ペースメーカーやその他の医療用電気機器をお使いの方は
データ通信時の電波について、次の点にご注意ください。

通信モジュールについて

知 識

･ 本製品は、電波法および電気通信事業法の基準に適合しています。製品に貼り付けてあるシー
ルはその証明です。シールをはがさないでください。

･ 本製品を分解・改造すると、法律により罰せられることがあります。

 警 告
植込み型心臓ペースメーカー、植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータおよび植込み
型除細動器をお使いの方は、通信アンテナから 22cm以内にこれらの医療用電気機器が近づ
くような姿勢をとらないようにしてください。上記以外の医療用電気機器をお使いの方は、
G-BOOK オンラインサービスをお使いになる前に、医療用電気機器の製造事業者などに個別
にご相談ください。
データ通信に伴う電波により、医療用電気機器の作動に影響を与えるおそれがあります。

通信アンテナ
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はじめに

■ライセンス契約など
この製品は下記一件または複数の米国特許またはそれに対応する他国の特許権に基づ
き、Qualcomm社よりライセンスされています。
4,901,307　5,056,109　5,101,501
5,109,390　5,228,054　5,267,261
5,267,262　5,337,338　5,414,796
5,416,797　5,490,165　5,504,773
5,506,865　5,511,073　5,535,239
5,544,196　5,568,483　5,600,754
5,657,420　5,659,569　5,710,784
5,778,338

BREWTMおよびBREWTMに関連する商標は、Qualcomm社の商標または登録商標で
す。
The word BREW  is a registered trademark of QUALCOMM Incorporated.
The BREW Logo, which includes the interlocking circles design, is a
trademark (TM) of QUALCOMM Incorporated.

本製品に搭載されているソフトウェアまたはその一部について、改変、翻訳・翻案、
リバース・エンジニアリング、逆コンパイル、逆アッセンブルを行ったり、それに関
与してはなりません。

本製品を、法令により許されている場合を除き、日本国外に持ち出してはなりません。
U.S. law and international agreements currently prohibit export of this
device's browser and security technology to the following countries - Cuba,
Iran, Iraq, Libya, North Korea, Sudan and Syria. (Other restrictions regarding
this device may apply.)
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はじめに

G-BOOKオンラインサービスは、データ
取得時に通信を行います。
次の点をご理解の上、正しくお使いくだ
さい。

■通信機器専用留意事項
ここでは、通信機器により異なる留意事
項がまとめてあります。

� 通信にはお手持ちの携帯電話の電波を
使用します。通信可能なエリアについ
ては、携帯電話各社のサービスエリア
図などを参照ください。

� お手持ちの携帯電話に添付の取扱説明
書の注意事項もよくお読みください。

データ通信時の留意事項

携帯電話使用時

 注 意
Bluetooth 携帯電話でデータ通信を利用さ
れる場合、携帯電話の割込着信の設定また
は契約を「割込着信する」で利用している
と、携帯電話の機種によっては、データ通
信を行っている最中とデータ通信終了後の
約 1分間は、電話を受けることや応答保留
などができないにもかかわらず、発信元で
は呼び出し中の状態が続くことになりま
す。
割込着信の設定変更または契約変更につい
ては、ご利用の携帯電話に添付の取扱説明
書などでご確認ください。

知 識

･ 通信料金はお客様のご負担になります。
･ データ取得までの時間は、車載機の状態や
データの内容、電波状態、接続している携
帯電話の機種によって異なります。

･ G-BOOKオンラインサービスを利用中に携
帯電話と車載機の接続を切断すると、機種
によってはデータ通信や音声通話を継続し
たままになることがあります。
G-BOOKオンラインサービス利用後に携帯
電話と車載機の接続を切断したら、携帯電
話の状態を必ず確認してください。

･ G-BOOK オンラインサービスを利用中に、
ハイブリッドシステムを再始動するなどの
“ パワー ”スイッチの操作をすると、接続
している携帯電話の機種によっては、ハン
ズフリーの着信中画面になることがありま
す。
この場合は、電話スイッチを操作するなど
して、通話を終了する操作を行ってくださ
い。（→412）
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はじめに

� 通信方式は、KDDI 株式会社のCDMA
方式の au携帯電話と同一です。
CDMA 1X WIN サービスエリアでは、
最大 2.4Mbps データ通信サービスが
ご利用いただけます。それ以外の
CDMA 1Xサービスエリアでは、最大
144kbps データ通信サービスとなり
ます。同社サービスエリア図をご参照
ください。
なお、通信状況は様々な要因で変動し
ます。必ずしもサービスエリア内にい
れば、常に通信が可能というわけでは
ありません。

� 次のような通信環境では、データ通信
できません。
･ トンネルの中にいるとき
･ 地下駐車場にいるとき
･ 山奥などの通信圏外にいるとき
･ 回線が混雑しているなど、発信規制
中のとき

� この先、通信事業者にて通信に使用す
る電波が変更もしくは打ち切りになっ
た場合、G-BOOKオンラインサービス
が使用できなくなります。
（その場合には事前にご連絡します。）

■通信機器共通留意事項
ここでは、各通信機器に共通の留意事項
がまとめてあります。
� ヘルプネット（→ 476）での緊急通報
中は、G-BOOKセンターに接続できま
せん。

� 画面上部（タイトル）に、ネットワー
ク接続中は「接続中」、コンテンツ読み
込み中は「しばらくお待ちください」
が表示されます。
また、コンテンツ読み込み中は、タイ
トルの下に読み込み状況がバーで表示
されます。バーの表示が消えて、コン
テンツのタイトルが表示されたら、画
面の操作を行ってください。
（走行中のためにコンテンツの表示が
制限されている場合は、コンテンツの
読み込みが終了すると、“ピッ”とい
う音でもお知らせします。）

� 通信中は、ネットワーク接続中である
ことをお知らせするため、現在地画面
などに通信中マークが表示されます。

通信モジュール装着車

G-BOOK オンラインサービスはデー
タ取得に通信を利用するため、通信環
境の整わない状況では通信を利用する
サービスはすべて利用できません。

知 識

･ データ通信に関する通信料金はG-BOOK利
用料金に含まれています。

･ データ取得までの時間は、車載機の状態や
データの内容、電波状態によって異なりま
す。

タイトル

バー

通信中マーク
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はじめに

･ 携帯電話接続時の表示は、携帯電話本体
の受信レベル表示と一致しないことがあ
ります。

.

･ 使用する携帯電話がBluetooth接続されて
いないときは、「未接続」が表示されます。

.

知 識

･ 受信レベル表示が「圏外」と表示されてい
る場合でも、本機はデータ取得動作を行い
ますが、一定時間経過してもデータ取得で
きない場合は、自動的に中止します。中止
までの時間は本機の通信状態によって異な
ります。

･ GPS信号を長い間（数カ月間）受信してい
ないとき、または補機バッテリーとの接続
が断たれたときは、データ通信ができなく
なることがあります。この場合は、GPS 信
号が受信できる場所（→ 132）に車を移動
し、  （画面外）を押して地図画面上
にGPSマークが表示されることを確認した
あと、再度試してみてください。

現在地

GPSマーク

受信レベルについて

画面右上に受信レベルが表示されま
す。データ通信時の目安にしてくださ
い。

携帯電話使用時

表示

レベル 圏外 弱 強

知 識

Bluetooth 携帯電話の機種によっては、受信
レベル表示を行うことができないことがあり
ます。

通信モジュール装着車

表示

レベル 圏外 弱 強

受信レベル
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各種手続きをする
利用手続きをする

G-BOOKオンラインサービスの利用開始は、ご利用になるサービス（G-BOOK mX/
G-BOOK mX Pro）により異なります。
次の「利用手続きの手順」にしたがって実施してください。

利用手続きについて

 注 意
手続きを行うときは、次の点に注意して、手続きが中断しないようにしてください。中断する
と、最初からやり直さなければなりません。
･ 通信が途中で切れないように、受信感度が良い場所で行ってください。
･ 手続きの途中で、中止や切断の操作をしないでください。また、ハイブリッドシステムを再
始動するなどの“ パワー ”スイッチの操作をしないでください。

･ 携帯電話で接続する場合は、携帯電話を着信拒否に設定するなど、ハンズフリーで着信でき
ないようにしてください。

知 識

･ G-BOOKのパソコンサイト (http://g-book.com/)、携帯サイト (http://mo.g-book.com/)
でWeb 登録をする場合、GAZOO会員 ID があれば、G-BOOK契約 ID として使えます。

･ 車両１台につき１つの契約 ID が必要です。同じ契約 ID を複数の車両で利用することはできま
せん。
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各種手続きをする

利用手続きとそれに伴う各種設定は、ご利用になるサービスなどにより異なります。
下図にしたがって、手続きを行ってください。

利用手続きの手順

G-BOOK mX（携帯電話接続）をご利用の場合

Web登録が必要なサービスを
利用しない場合

Web登録の上、利用する場合
（ヘルプネットやオペレーター
サービスなどを利用する場合）

1 G-BOOKサイトでWeb登録をする
＜準備してください＞
・パソコンまたは携帯電話でご利用の
メールアドレス

・車検証
・利用可能なインターネット接続環境

2 登録完了のメールを受信
「契約 ID」を確認する

3 携帯電話の設定をする

携帯電話の登録が済んでいない場合 携帯電話の登録が済んでいる場合

携帯電話を登録する→438

使用する携帯電話の通信設定をする（au ／ FOMA／ SoftBank）→ 555

4 利用開始操作をする→464、466

5 ヘルプネットサービス開始操作＊

をする
（手動保守点検）→ 482

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。
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各種手続きをする

※ 初年度無料期間中は、お申込み書の提出前および Web 登録前でも一部のサービスはご利用い
ただけますが、すべてのサービスのご利用には、お申込み書の提出またはWeb登録が必要です。
初年度無料：初度登録日より初回の12ヶ月点検月の末日まで。2年目以降は有料となります。

利用料金は、トヨタ販売店またはG-BOOKのパソコンサイト
(http://g-book.com/) でご確認ください。

G-BOOK mX Pro（通信モジュール接続）をご利用の場合

トヨタ販売店で申し込み、
利用する場合 Web登録の上、利用する場合

1 トヨタ販売店にて、「利用申込書」で
申し込みをする

1 G-BOOKサイトでWeb登録をする
＜準備してください＞
・パソコンまたは携帯電話でご利用の
メールアドレス

・車検証
・利用可能なインターネット接続環境
※自動車専用ハンズフリー電話契約を
する場合は、別途申込書での申し込み
が必要です。

2 登録完了のメールを受信
「契約 ID」を確認する

3 利用開始操作をする→467

4 ヘルプネットサービス開始操作＊をする
（手動保守点検）→482

ハンズフリー通話をご利用の場合、以下の操作をしてください。
5 ハンズフリー通話機器を選択する

携帯電話を利用する場合 通信モジュールを利用する場合
（自動車専用ハンズフリー電話契約時）

携帯電話の登録が
済んでいない場合

携帯電話の登録が
済んでいる場合 電話機選択で、「通信モジュール」を

選択する→ 408

携帯電話を登録
する→ 438

電話機選択で、使
用する携帯電話を
選択する→428

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。
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各種手続きをする

利用手続き後、データ通信に利用する携帯電話の追加や変更をする場合は、次の手続
きを行ってください。

携帯電話を追加・変更する場合

G-BOOK mX利用時

携帯電話を追加する場合 携帯電話を変更する場合

携帯電話を登録する→438 電話機選択で、使用する携帯電話を
選択する→ 428

使用する携帯電話の通信設定をする
（au／ FOMA／ SoftBank）→ 555

ヘルプネットの「手動保守点検」を
実施する→489
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各種手続きをする

� 利用開始操作は、可能な限り見晴しの
良い場所で行ってください。

1  にタッチ。

※装備の有無により、実際の画面と異なる
ことがあります。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

4 サービス内容、利用規約などを確認し、
画面の指示にしたがって操作する。

5 利用開始操作完了画面が表示される。
 にタッチ。

･ PC・携帯連携をご利用になる場合
�PC・携帯連携の利用手続きを行ってく
ださい。（→465）

利用開始操作をする

利用開始操作は、ご利用のサービスに
より操作手順が異なります。
該当のページをご覧の上、手続きを
行ってください。

G-BOOK mX
Web登録をしない場合 →464

G-BOOK mX
Web登録をした場合 →466

G-BOOK mX Pro の場合 → 467

G-BOOK mX
Web 登録をしない場合

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

メインメニュー

知 識

画面が上記と異なる場合は、前ユーザーの解約
手続きが完了していません。
G-BOOK サポートセンターにご連絡くださ
い。

G-BOOKサポートセンター
全国共通・フリーダイヤル
0120ー 104ー370
受付時間　9:00～18:00
　　　　　（年中無休）

G-BOOK.com

利用開始する

次へ
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各種手続きをする

■PC・携帯連携の利用手続きをする
PC・携帯連携の利用手続きをすると、パ
ソコンや携帯電話の G-BOOK サイトで
編集したデータを、車載機で利用するこ
とができます。
パソコンサイト (http://g-book.com/)
携帯サイト (http://mo.g-book.com/)

●GAZOO会員登録について
PC・携帯連携をご利用いただくには、
GAZOO会員である必要があります。
GAZOO会員の登録は、G-BOOKのパソ
コンサイト (http://g-book.com/) で
行ってください。
PC・携 帯連携 の利用手続き では、
GAZOO 会員 ID とパスワードの入力が
必要です。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

※表示されているメニューは一例です。

3  にタッチ。

4 注意事項を確認し、画面の指示にした
がって操作する。

5 GAZOO 会員 ID とパスワードを入力
し、  にタッチ。

･ ID およびパスワードの入力は、それぞれ
の入力枠にタッチして、ソフトウェア
キーボードで入力します。

6 登録内容を確認し、画面の指示にした
がって操作する。

7 手続き完了画面が表示されたら、利用
できる。

（画面外）→（  ） →
 →メインメニュー画面

情報・G G-BOOK
メインメニュー

G-BOOK.com

ユーザー

PC・携帯連携を利用する

知 識

車両１台につき１つの契約 ID が必要です。同
じ契約 IDを複数の車両で利用することはでき
ません。

知 識

6ヶ月以上ご利用のない場合、再び GAZOO
会員 IDとパスワードを入力していただく必要
があります。

決定
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各種手続きをする

1  にタッチ。

※装備の有無により、実際の画面と異なる
ことがあります。

2  にタッチ。

3 契約 ID照会画面が表示される。
ID とパスワードを入力し、  に
タッチ。

･ ID およびパスワードの入力は、それぞれ
の入力枠にタッチして、ソフトウェア
キーボードで入力します。

4 登録内容を確認し、画面の指示にした
がって操作する。

5 G-BOOK利用手続き完了画面が表示さ
れる。
「続けてヘルプネットのサービス開始
操作を実施してください」の表示を確
認し、  にタッチし、ヘルプネット
のサービス開始操作＊（→482）を行う。
･ サービス開始操作が正常に完了しない
と、ヘルプネットサービスの提供ができ
ません。

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契
約者本人が行うようにしてください。

G-BOOK mX
Web 登録をした場合

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面

知 識

画面が上記と異なる場合は、前ユーザーの解約
手続きが完了していません。
G-BOOK サポートセンターにご連絡くださ
い。

G-BOOKサポートセンター
全国共通・フリーダイヤル
0120ー 104ー 370
受付時間　9:00～ 18:00
　　　　　（年中無休）

情報・G G-BOOK

メインメニュー

G-BOOK.com

決定

はい
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各種手続きをする

1  にタッチ。

※装備の有無により、実際の画面と異なる
ことがあります。

2  にタッチ。

3 申し込み方法により、次の画面が表示
される。

� 申込書で申し込みの方
�本人確認の画面が表示される。
画面の指示にしたがって、確認・操
作する。

� Web登録で申し込みの方
�契約 ID照会画面が表示される。
IDとパスワードを入力し、  に
タッチ。

4 サービス内容などを確認し、画面の指
示にしたがって操作する。

� G暗証番号の設定をしていない方
�G暗証番号の設定が表示される。
画面の指示にしたがって、確認・操
作する。

5 G-BOOK利用手続き完了後、ヘルプネッ
トのサービス開始案内が表示されたら、

 にタッチ。
� ヘルプネットセンターの音声案内にし
たがい、現在地とマイク音声を確認す
る。
･ サービス開始操作＊が正常に完了しない
と、ヘルプネットサービスの提供ができ
ません。

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契
約者本人が行うようにしてください。

6 G-BOOK利用手続き完了画面が表示さ
れたら、手続きを終了する。

� G-BOOK 画面に HELPNET スイッチ
が表示されます。（→451）

G-BOOK mX Pro の場合

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面

知 識

･ 画面が上記と異なる場合は、前ユーザーの
解約手続きが完了していません。
G-BOOKサポートセンターにご連絡くださ
い。

G-BOOKサポートセンター
全国共通・フリーダイヤル
0120ー 104ー 370
受付時間　9:00～ 18:00
　　　　　（年中無休）

･ 中古車の場合、  にタッチ
したあとに、通信初期設定画面が表示され
ることがあります。この場合は、画面の指
示にしたがって操作してください。

情報・G G-BOOK

メインメニュー

G-BOOK.com

G-BOOK.com

決定

はい
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各種手続きをする
各種手続きについて

1  にタッチ。

2  にタッチ。

※表示されているメニューは一例です。

ユーザー画面で行えるメニューは、次の
ようなものがあります。
状況に応じて、次の各スイッチにタッチ
し、画面の指示にしたがって操作してく
ださい。

①  
契約者情報や利用契約の確認・変更がで
きます。
※装備の有無により、実際の画面と異なることがあ
ります。

②  
契約中コンテンツの確認および解約がで
きます。

③  
他のIDで作成したドライブプランデータ
（Myルート、Gメモリ）を、現在利用中
の IDへコピーできます。

ユーザー画面について

登録内容の確認・変更やG暗証番号の
変更、支払方法の設定などを行えます。

ユーザー画面を表示する

（画面外）→（  ） →
 → メインメニュー画面

情報・G G-BOOK
メインメニュー

G-BOOK.com

ユーザー

ユーザー画面の使い方

会員情報／利用契約変更・解約

コンテンツ購入履歴／解約

ドライブプランのデータコピー
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各種手続きをする

■Web登録について
有料コンテンツのご利用には、G-BOOK
のパソコンサイト(http://g-book.com/)、
または携帯サイト (http://mo.g-book
.com/) でWeb登録が必要です。
G-BOOK センターから登録完了のメー
ルを受信したら、車載機から利用開始操
作をします。

1  にタッチ。

2 G-BOOK mX 利用登録準備完了の案
内が表示される。

 にタッチ。

3 契約 ID照会画面が表示される。
ID とパスワードを入力し、  に
タッチ。

･ ID およびパスワードの入力は、それぞれ
の入力枠にタッチして、ソフトウェア
キーボードで入力します。

4 登録内容を確認し、画面の指示にした
がって操作する。

Web 登録が必要なサービス
を利用したくなったとき
G-BOOK mX利用時

G-BOOK mXをWeb登録なしで利用
開始したお客様で、有料コンテンツな
どの Web 登録が必要なサービスを利
用したい場合は、次の手順で再度、利
用開始操作を行ってください。

（画面外）→（  ） →
 → メインメニュー画面

知 識

利用登録準備完了の案内が表示されない場合
は、Web 登録手続きが G-BOOK センター側
で完了していません。しばらくしてから再度操
作してください。

情報・G G-BOOK
メインメニュー

G-BOOK.com

進む

決定
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各種手続きをする

サポートアドレスの確認・変更は、G-
BOOK.com画面で行います。

1  に
タッチ。

※表示されているメニューは一例です。

2 表示される電話番号を確認したあと、
 にタッチ。

3 Eメールアドレスを確認する。
･ Eメールアドレスを変更するとき
�変更する電話番号／ E メールアドレ
スにタッチし、入力する。

次の手順で、車載機から契約の継続／停
止の手続きができます。

1  に
タッチ。

2  にタッチ。

サポートアドレスについて

サポートアドレスは、G-Security や
ロードアシスト 24 などのコンテンツ
利用にあたって、お客様に連絡が必要
になった場合の連絡先です。
G-BOOK利用申込書またはWeb登録
で入力いただいた連絡先が、サポート
アドレスとして登録されています。
連絡先に変更があった場合は下記操作
で変更してください。

サポートアドレスを確認・変更
する

（画面外）→（  ） →
 →  →

G-BOOK.com 画面

情報・G G-BOOK
メインメニュー G-BOOK.com

サポートアドレスの登録・変更

メール

継続方法を変更する

G-BOOK mX Pro 利用時

G-BOOK mX Pro は、年単位で契約更
新となります。
契約の更新日が近づくと、トヨタメ
ディアサービス（株）より案内を送付
します。

（画面外）→（  ） →
 →  →

 →ユーザー画面

情報・G G-BOOK
メインメニュー G-BOOK.com
ユーザー

会員情報／利用契約変更・解約

利用契約の確認・変更
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各種手続きをする

3  にタッチ。

4 G暗証番号入力画面が表示される。
G暗証番号を入力し、  にタッチ。

5 利用契約の変更画面が表示される。
� 自動継続に変更したい場合
�  にタッチ。

� 自動継続を停止したい場合
�  にタッチ。

6 G-BOOK 利用契約の確認画面が表示
される。
内容を確認し、  にタッチ。

知 識

自動継続に設定すると、次年度の契約を自動で
更新できます。
契約の更新をし忘れて、ヘルプネットなどが解
除されてしまうのを防ぐことができます。

利用契約内容の変更

決定

G-BOOK利用継続処理

自動継続停止

決定
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各種手続きをする

G-BOOKセンターに接続すると、お客様のご利用状況により、ヘルプネット開通案内
や登録更新案内または次年度継続案内などのメッセージが表示されます。
お客様の必要に応じて、画面の指示にしたがって操作してください。

メッセージの表示画面例

ポップアップ機能について

メッセージ例 原　因 処　置

G-BOOK の利用手続きを
行ってください

G-BOOK mX Pro に申し込ん
だが、車載機で利用開始操作が
実施されていない。

利用開始操作の方法を選択し
てください。
･ すぐに操作をする。
�  にタッチ。

･ あとで操作をする。
�  にタッチ。

ヘルプネットのサービス
開始操作を行ってくださ
い

G-BOOK利用手続き完了後、ヘ
ルプネットのサービス開始操
作＊が実施されていない。

サービス開始操作＊の方法を選
択してください。
･ すぐに操作をする。
�  にタッチ。

･ あとで操作をする。
�  にタッチ。

開始する

あとで

開始する

あとで

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。
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各種手続きをする

■有料コンテンツ購入手続き
有料コンテンツを購入する際は、コンテンツ購入手続き案内が表示される場合には、
当該コンテンツの購入がされておりません。
画面の指示にしたがって、「規約への同意」「購入方法と支払い方法の確認」「G暗証番
号の入力」を実行し、ご利用ください。

■有料コンテンツ解約手続き

 ー  の順にタッチし、申し込
み時に登録した「G暗証番号」を入力の上、解約してください。

有料コンテンツのご利用について

G-BOOK mXの場合、有料コンテンツの利用にはWeb登録が必要です。

有料コンテンツの購入・解約

G-BOOK有料コンテンツの購入・解約には、次の手続きが必要になります。
また、利用料金はコンテンツ毎に異なります。

（画面外）→（  ） →  →  →  →
ユーザー画面

知 識

「G 暗証番号」は、有料コンテンツを購入するときや、一部のサービスを車載機や携帯電話から
利用するときに入力していただく 4桁の番号です。

情報・G G-BOOK メインメニュー G-BOOK.com ユーザー

コンテンツ購入履歴／解約 コンテンツ契約内容の確認
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各種手続きをする

お車を手放すときなど、G-BOOKオンラインサービスを解約するときは、状況に応じ
て、次の手続きを行ってください。

解約手続きについて

＜車載機で解約するとき＞
　解約手続きをする→ 475 解約しないで車を手放したときなど

＜お車を手放すとき＞
　個人情報の初期化をする→28

G-BOOK サポートセンターに連絡
して解約する
G-BOOK サポートセンター
全国共通・フリーダイヤル
0120ー 104ー 370
受付時間　9:00～ 18:00
　　　　　（年中無休）

 注 意
車載機に保存した情報は、車載機で解約したときのみ消去できます。
お客様の大切な情報を保護するため、お車を手放すときは、車載機で解約手続きおよび初期化
を必ず行ってください。

知 識

G-BOOK契約 ID は、解約手続き後、GAZOO会員 ID として利用できます。
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各種手続きをする

G-BOOK オンラインサービスを解約す
るときは、次の手順で実施してください。

1  （画面外）を押す。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

4 契約解除の  にタッチ。

5 画面の指示にしたがって操作する。

■お車を手放すとき
解約手続きをしただけでは、車載機に保
存したお客様の情報は消去されません。
お車を手放すときは、個人情報の初期化
（→ 28）も合わせて必ず実施してくださ
い。

G-BOOK オンラインサービスが不要と
いうお客様は、G-BOOK サポートセン
ターに電話をしてください。
オペレーターに｢非アクセス登録｣を申し
出ていただければ、「車載機端末アクセス
制限申請書」を送付します。
申請書を提出していただくと、利用開始
操作をできないように設定します。
※G-BOOKオンラインサービスを利用中のお
客様は、申請書を提出する前に解約手続き
を行ってください。

� 再び G-BOOK オンラインサービスの
利用をご希望の際は、G-BOOKサポー
トセンターに電話をしてください。｢非
アクセス登録｣の解除を申し出ていた
だければ、「車載機端末アクセス制限申
請書」を送付します。

解約手続きをする

知 識

･ ユーザー画面からでも解約手続きができま
す。

･ G-BOOKオンラインサービスの利用開始が
できないように設定したい場合は、「非アク
セス登録」をしてください。（→475）

設定・編集

G-BOOK

G-BOOK詳細設定

解除する

非アクセス登録をする

G-BOOKサポートセンター
全国共通・フリーコール
0800ー 123ー0016
受付時間　9:00～18:00
　　　　　（年中無休）



476

ヘルプネット（ワンタッチタイプ）
はじめに

� 本システムは、“ パワー ”スイッチがアクセサリーモードまたはONモードのとき
に作動します。

■サービスのご利用について
ご利用にはお申込み書の提出、またはweb登録が必要です。
� ヘルプネットは、車載機でG-BOOKオンラインサービスを利用開始の上、サービス
開始操作＊が完了すると利用することができます。（→ 482）

� サービス開始操作後は、2年ごとに車載機またはG-BOOKサイトでの登録情報の更
新が必要です。

※ヘルプネットは（株）日本緊急通報サービスの登録商標です。

車載機の画面に表示される  にタッチすると、ヘルプネットセンターに通
報し、専門のオペレーターが応答します。

ヘルプネットについて

ヘルプネット（ワンタッチタイプ）は、急病などの緊急事態発生時に、ヘルプネッ
トスイッチにタッチするだけでヘルプネットセンターに接続し、車内からの通報を
補助するシステムです。
ヘルプネットセンターに電話が接続されるとオペレーターが応答し、ドライバーあ
るいは他の乗員から状況を確認して、通報位置に適した警察または消防にオペレー
ターがお客様の状況を通報します。

ヘルプネットは、警察や消防への緊急通報サービスです。ロードサービスへの取次
ぎは行いません。

緊急通報のしくみ

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

HELPNET

警察消防などの
救援機関

車載機を搭載した
通報車両

G-BOOK
センター

ヘルプネット
センター

携帯電話回線

一般公衆固定回線

携帯電話基地局

一般公衆固定回線

緊急車両
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ヘルプネット（ワンタッチタイプ）

■緊急通報の主な流れ

サービス開始操作＊の終了 HELPNET  の表示を確認

通報開始

待機

データ送信

状況報告

緊急通報可能状態

センター呼び出し中

通報データ送信中

センターの
オペレーターと
会話中

緊急通報完了

呼び返し待機状態

「緊急通報を開始しました
ヘルプネットに接続して
います」

「データ送信中です
しばらくお待ちください」

「緊急通報を終了しました
これより着信した場合は自
動的に通話を開始します」

※約10分間で終了します。

●車両情報
●位置情報
など

どうされ
ましたか？

データ受信

状況確認

救援要請

救援機関出動

救援機関到着

（ヘルプネット
センター）

（センター内）

緊急通報の流れ お客様の状態 ヘルプネットセンター／
救援機関

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。
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ヘルプネット（ワンタッチタイプ）

■車載機
緊急通報時や手動保守点検時に使用す
る。

■マイク
緊急通報中や手動保守点検中のハンズフ
リー通話時に使用する。

■音量調整スイッチ
（ステアリングスイッチ）
ヘルプネットセンターとのハンズフリー
通話時に、通話音量を調整する。

各部の名称と働き

パノラマルーフ装着車

パノラマルーフ非装着車

車載機

マイク

マイク

 注 意
車載機本体が故障すると、緊急通報ができ
なくなったり、システム状態を正確にお知
らせすることができなくなります。車載機
本体に液体をかけたり、強い衝撃を与えた
りしないでください。
車載機本体が故障したときは、必ずトヨタ
販売店にご相談ください。

音量調整スイッチ



479

ヘルプネット（ワンタッチタイプ）

安全のために

 警 告
･ 安全運転を心がけてください。
本機は、急病時などの救援通報を補助するものであり、乗員保護の機能を持つものではあり
ません。乗員保護のために、乗員はシートベルトを着用し、安全運転を心がけてください。

･ 緊急事態が発生したときは、人命救助とけが人の対処を最優先にしてください。
･ 緊急事態発生により燃料の匂いや異臭を感じるときは、車内にとどまらずにただちに安全な
場所に避難してください。

･ サービス開始操作＊は契約者本人が行い、G-BOOK 画面に  が表示されている
ことを必ず確認してください。

･ 本機は衝撃などによって、作動しなくなる場合があります。
このような場合には、最寄りの公衆電話などから通報してください。

･ 補機バッテリーの電圧低下または接続が断たれたとき、ヘルプネットセンターと通信できな
い場合があります。

･ 携帯電話サービスエリア内であっても電波状態または回線混雑のために、緊急通報や通話が
困難になることがあります。この場合は、ヘルプネットセンターと回線接続しても、ヘルプ
ネットセンターと通信できず、救援要請の通報および通話ができません。
緊急通報できない場合には、最寄りの公衆電話などから通報してください。

･ 次の場合は緊急通報できません。緊急通報できない場合には、最寄りの公衆電話などから通
報してください。
･ 携帯電話サービスエリア外でご使用の場合
･ 機器（車載機本体、携帯電話回線に接続する機器、アンテナ、およびこれらを接続する
電気配線）に異常または損傷があり、故障している場合

･ G-BOOKオンラインサービスが未契約、または契約期限が切れている場合
･ サービス開始操作＊を実施していないため、車載機が緊急通報可能状態になっていない場
合

･ 登録情報が更新されていない場合（→ 493）
･ ヘルプネットを携帯電話で使用するとき、次の場合は緊急通報できません。緊急通報できな
い場合には、最寄りの公衆電話などから通報してください。
･ 携帯電話と車載機がBluetooth 接続されていない場合
･ 携帯電話の電源が入っていない、または携帯電話のバッテリー残量が不足している場合
･ 携帯電話が本システムで動作確認済みの機種でない場合
･ 携帯電話が故障している場合
･ 携帯電話の料金を滞納している場合

･ 緊急通報時は、ヘルプネットセンターへの回線接続を繰り返し行います。ただし、電波状態
などの理由で回線接続ができない場合には、通報しないまま緊急通報を終了します。
通報が必要な場合には、最寄りの公衆電話などから通報してください。

･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、携帯電話の電話機能によっては緊急通報動作の妨
げとなり、緊急通報できなくなります。緊急通報の妨げとなる電話機能は利用しないでくだ
さい。
「携帯電話について」をご覧ください。（→493）

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

HELPNET
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ヘルプネット（ワンタッチタイプ）

 警 告
･ 緊急通報後に救援を待つ間は、後続車の追突などの二次災害を防ぐ手段をとり、乗員は安全
な場所へ避難してください。
基本的には車内にとどまらず、窓を開け、ヘルプネットセンターのオペレーターの声が聞こ
える車外で、安全な場所を確保してください。
なお、ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、状況によっては、携帯電話と車載機の
Bluetooth 接続を切断して、携帯電話を身に付けてお待ちください。このとき、携帯電話
の電源が OFF になってしまった場合は、携帯電話の電源を ON にし、ヘルプネットセン
ターのオペレーターからの着信をお待ちください。また、通話中の場合は、Bluetooth 接
続の切断により、通話も切断されることがあります。

･ 安全のため、走行中は緊急通報をしないでください。
走行中の通報はハンドル操作を誤るなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
緊急通報は、停車して安全を確認してから行ってください。

･ 本機はエアバッグと連動していないため、エアバッグが作動しても通報されません。
このような場合には、  による緊急通報をしてください。

･ G-BOOKオンラインサービスを解約しても、G-BOOK画面に  が表示されている
ときは、トヨタ販売店にご相談ください。

･ ヒューズ交換は、必ず表示された規格のヒューズをご使用ください。規定以外のヒューズを
使用すると、発煙、発火の原因となり、火災につながるおそれがあり危険です。

･ 煙が出る、変な匂いがするなどの異常な状態で使用すると、発火の原因になります。ただち
に使用を中止してトヨタ販売店にご相談ください。

HELPNET
HELPNET
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 注 意
･ 本機内部は精密な構造になっています。無理に分解しようとすると、故障の原因になります。
万一、異常などがある場合には、すぐにトヨタ販売店にご相談ください。

･ 車載機本体の取り外しを行うと、接触不良や機器の故障などを引き起こし、緊急通報ができ
なくなる可能性があります。取り外しが必要な場合には、トヨタ販売店にご相談ください。

･ 緊急通報および手動保守点検時は、スピーカーまたはマイクに故障などがあると、ヘルプ
ネットセンターのオペレーターと通話ができません。これらの機器が故障したときは、必ず
トヨタ販売店にご相談ください。

･ 次の温度範囲以外では、緊急通報や携帯電話が正常に動作しない場合があります。そのとき
は、最寄りの公衆電話を使用してください。
動作温度範囲：ー 20℃～＋60℃

･ 実際の通報地点とヘルプネットセンターに通報される位置には、誤差が発生することがあり
ます。通報地点や目標物については、ヘルプネットセンターのオペレーターと通話で相互確
認してください。

･ 呼び返し待機状態で火災発生などの危険がある場合および車外に避難するときは、パーキン
グブレーキを確実に作動させ、“ パワー ”スイッチを OFFにしてください。
この場合、スイッチをOFF にした時点で、緊急通報は終了します。
なお、ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、状況によっては、携帯電話と車載機の
Bluetooth 接続を切断して、携帯電話を身に付けてお待ちください。このとき、携帯電話
の電源が OFF になってしまった場合は、携帯電話の電源を ON にし、ヘルプネットセン
ターのオペレーターからの着信をお待ちください。また、通話中の場合は、Bluetooth 接
続の切断により、通話も切断されることがあります。

･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、電話料金を滞納していると、緊急通報できませ
ん。電話料金の滞納にはくれぐれもご注意ください。

知 識

･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、ヘルプネットによる緊急通報、自動保守点検、手動
保守点検などで行われるすべてのデータ通信の通信料金や通話時の通話料は、お客様のご負担
となります。

･ いたずらなどが原因で救急車両などの出動が起きた場合、該当費用に関しての請求や関連法規
により処罰されることがあります。いたずらをしないようにしてください。
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サービス開始操作＊をする

1 可能な限り見晴らしの良い場所に車を
移動する。
･ ビルの谷間や工場などの屋内は避けてく
ださい。

2「手動保守点検」（→ 489）を行い、次
の点を確認する。

� 手動保守点検で、通信が正常に開始す
ることを確認する。

� 通報位置が正しいことをヘルプネット
センターとの通話で確認する。

� 通話ができることを確認する。

3 手動保守点検後、G-BOOK画面に 
 が表示される。

･ G-BOOK 画面に  が表示さ
れない場合は、再度、手動保守点検を実
施してください。

･ 手動保守点検が正常に終了しなくても
 が表示される場合がありま

す。この場合、緊急通報できないことが
あるため、トヨタ販売店にご相談くださ
い。

サービス開始操作＊をする

ヘルプネットは、サービス開始操作＊を
完了してはじめて利用できるようにな
ります。
利用開始操作完了後、次の手順でサー
ビス開始操作＊および車載機が正常に
動作するか確認してください。この確
認が行われないと、ヘルプネットサー
ビスの提供ができません。

サービス開始操作は必ず契約者本人が
行うようにしてください。

 警 告
通話が正常に終了したか否かの確認画面で

 にタッチする、または  ( 画
面外 ) などを押して他の画面を表示した場
合は、サービスが開始されません。再度、
サービス開始操作＊を行い、車載機が正常に
動作することを確認してください。なお、正
常に動作しないときは、トヨタ販売店にご
相談ください。

いいえ 現在地

 警 告
･ 次のように、車載機が正常に動作しない
場合、緊急時にヘルプネットセンターへ
正しい情報が伝わらず、救援困難となる
可能性があります。
･ 発呼しない。
･ 通報位置とヘルプネットセンターでの
位置表示が間違っている。

･ 通話できない。
･ サービス開始操作＊は途中で中断せず、
最後まで完了してください。
途中で中断した場合は、基本的に 

 は表示されませんが、 
 が表示された場合はトヨタ

販売店にご相談ください。
･ サービス開始操作＊時の手動保守点検が
正常に動作しなかった場合は、緊急通報
できないことがあり危険です。手動保守
点検時に車載機が正常に動作しない場合
や、  は表示されたが通話で
きない場合には、トヨタ販売店にご相談
ください。

･ 手動保守点検後、  が表示さ
れない場合、緊急通報は動作しません。

 の表示が正常に行われない
場合は、トヨタ販売店にご相談ください。

HELPNET
HELPNET

HELPNET

HELPNET
HELPNET

HELPNET

HELPNET

HELPNET

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。
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 警 告
･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合
は、次の点に注意してください。
･ 本システムで動作確認済みの携帯電話
を使用してください。動作確認済みで
ない携帯電話をご使用になられると、
緊急通報が動作しないおそれがあり危
険です。また、携帯電話本体の破損な
ど故障の原因となる場合があります。

･ ヘルプネットを使用する前に、携帯電
話の登録（→ 438) および使用する携
帯電話の設定（→ 555) を行ってくだ
さい。

･ 車載機に携帯電話をBluetooth接続す
る際は、必ず携帯電話の電池残量を確
認してください。携帯電話の電池が空
になると携帯電話が動作しないため、
緊急通報も動作しません。なお、本車
載機には携帯電話の充電機能はありま
せん。

･ 電話機能によっては緊急通報動作の妨
げとなり、緊急通報できなくなります。
緊急通報の妨げとなる電話機能は利用
しないでください。「携帯電話につい
て」をご覧ください。（→493）

･ 携帯電話と車載機がBluetooth接続さ
れていることを確認してください。接
続されていないと、緊急通報は動作し
ません。

知 識

･ 手動保守点検中はヘルプネットが優先され
るため、ハンズフリー通話などが利用でき
ません。この場合、手動保守点検が終了し
てからご利用ください。

･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、
携帯電話の機種によっては、“ パワー ”ス
イッチがアクセサリーモードまたは ON
モードのときに表示部の照明がついたまま
になることがあります。この場合、携帯電
話の照明をOFFに設定してください。
（設定については携帯電話の取扱説明書を
ご参照ください。）
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緊急通報をする

“ パワー ”スイッチがアクセサリーモー
ドまたはONモードのとき、G-BOOK画
面で  にタッチすると緊急通
報を開始します。
この操作をすれば、あとは音声案内やヘ
ルプネットセンターのオペレーターの指
示にしたがっていただければ、緊急通報
は完了します。

ここでは、緊急通報の流れを一通り説明
します。
実際に使用するときにあわてないため
に、流れを覚えておいてください。
･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合
は、携帯電話と車載機が Bluetooth 接続さ
れていることを確認してください。

1  にタッチ。

※装備の有無により、実際の画面と異なる
ことがあります。

緊急通報をする

緊急通報は、急病などの緊急事態発生
時、車内からヘルプネットセンターに
通報するときに使用します。

 警 告
･ 次の場合は緊急通報できません。緊急通
報できなかった場合には、最寄りの公衆
電話などから通報してください。
･ 携帯電話サービスエリア外では緊急通
報動作が開始しても、緊急通報できま
せん。

･ 携帯電話サービスエリア内であって
も、電波状態または回線混雑のために、
緊急通報や通話することが困難になる
ことがあります。この場合は、ヘルプ
ネットセンターと回線接続しても通信
できず、救援要請の通報および通話が
できません。

HELPNET

 警 告
･ 緊急通報時は、ヘルプネットセンターへ
の回線接続を繰り返し行います。ただし、
電波状態などの理由で回線接続ができな
い場合には、通報しないまま緊急通報を
終了します。
通報が必要な場合には、最寄りの公衆電
話などから通報してください。

･ ヘルプネットセンターへ接続中に、“ パ
ワー ”スイッチを OFF にしないでくだ
さい。緊急通報が中止されます。上記の
操作をしてしまった場合、緊急通報はで
きていないので、“ パワー ”スイッチを
アクセサリーモードまたは ON モードに
して通報するか、最寄りの公衆電話など
から通報してください。

･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合
は、携帯電話と車載機をBluetooth 接続
し、ダイヤルロックを解除した状態にし
てください。

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

HELPNET
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ヘルプネット（ワンタッチタイプ）

2 ヘルプネットセンターに接続を開始
し、緊急通報を開始する。

･ メッセージが表示されると、その都度、
メッセージと同内容の音声案内が流れま
す。

･ 緊急通報を中止するとき
�  にタッチ。

3 ヘルプネットセンターとデータ通信を
行い、車両の位置などを送信する。

4 データ通信完了後、通話モードに切り
替わる。

5 オペレーターと通話する。
� ヘルプネットセンターのオペレーター
に、状況やけがの状態、警察または消
防などへの通報の要・不要を伝えてく
ださい。

･ 通話音量を調整するとき
�次のいずれかの操作をする。
･ ステアリングスイッチの音量調整ス
イッチで調整する。

･  または  にタッチ。

6 警察または消防への通報が必要なとき
�ヘルプネットセンターが警察また
は消防に接続する。

中止

知 識

･ 緊急通報時には、ヘルプネットセンターの
オペレーターは、通報者の応答が取れたと
きに関係機関に通報します。通話にて状況
を直接オペレーターにお知らせください。

･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、
通話中に“ パワー ”スイッチを OFF にす
ると、機種によって、通話が切断される場
合と、通話が携帯電話で継続される場合が
あります。
（ヘルプネットを通信モジュールで使用す
る場合は、緊急通報は中止されます。）

小 大
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7 通話を終了する。

･ ヘルプネットセンターが電話回線の切断
を行います。

8 通話終了後、しばらくの間（携帯電話
使用時は約10分間、通信モジュール
使用時は約30分間）は、ヘルプネッ
トセンターおよび救援機関からの電話
による問い合わせのため、呼び返し待
機状態になる。

･ この間にかかってくる電話は、自動的に
ハンズフリー通話でつながります。

9 呼び返し待機状態が終了する。

･ ヘルプネット画面が解除されます。

知 識

通話中にステアリングスイッチを操作して電
話を切ることができます。

 警 告
呼び返し待機状態の間は、後続車の追突な
どの二次災害を防ぐ手段をとり、乗員は安
全な場所へ避難してください。
基本的には車内にとどまらず、窓を開け、ヘ
ルプネットセンターのオペレーターの声が
聞こえる車外で、安全な場所を確保してく
ださい。
なお、ヘルプネットを携帯電話で使用する
場合、状況によっては、携帯電話と車載機
のBluetooth 接続を切断して、携帯電話を
身に付けてお待ちください。このとき、携
帯電話の電源がOFFになってしまった場合
は、携帯電話の電源をONにし、ヘルプネッ
トセンターのオペレーターからの着信をお
待ちください。また、通話中の場合は、
Bluetooth 接続の切断により、通話も切断
されることがあります。

知 識

･ 呼び返し待機中は、緊急通報に関係のない
着信も自動的にハンズフリー通話でつなが
ります。通話中は救援活動に関わる着信で
あっても、着信できません。

･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、
呼び返し待機中に携帯電話本体で電話を受
けると、その時点でヘルプネット画面は解
除されます。

･ 呼び返し待機中はヘルプネットが優先され
るため、その他のG-BOOKオンラインサー
ビスは利用できません。
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知 識

･ 緊急通報中に音声案内が流れている間は、
通話することができません。
音声案内が終わったら、ヘルプネットセン
ターのオペレーターと通話して、状況をお
知らせください。

･ 緊急通報開始時から通話終了までの間は、
車載機の音声が自動的にミュート（消音）さ
れます。

･ 緊急通報中はヘルプネットが優先されるた
め、その他のG-BOOKオンラインサービス
は利用できません。

･ 誤操作などでヘルプネットセンターに接続
されたときは、ヘルプネットセンターのオ
ペレーターに理由を告げて、通報を終了し
てください。
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保守点検をする

保守点検は、次の2種類があります。
自動保守点検 ………………………→ 488
手動保守点検 ………………………→ 489

自動保守点検を行うための特別な操作
は、とくに必要ありません。
自動保守点検は、次の要領で行われます。

■点検時期
（株）日本緊急通報サービスが定める期間
ごとに行われます。

■点検時間
自動保守点検は、開始後1～2分で終了
します。

保守点検について

保守点検は、自動または手動で車内か
らヘルプネットセンターに接続し、動
作確認や契約状態の確認などを行うと
きに使用します。

自動保守点検

自動保守点検は、車載機が定期的に自
動で実施する保守点検です。お客様が
利用登録されているかの確認を、ヘル
プネットセンターがするために実施さ
れます。

 警 告
ヘルプネットを携帯電話で使用する場合
は、携帯電話と車載機を Bluetooth 接続
し、ダイヤルロックを解除した状態にして
ください。

 注 意
自動保守点検開始後、何らかの理由で通信
が中断されてしまった場合は、次に“ パ
ワー ”スイッチを OFF からアクセサリー
モードまたは ON モードにしたあとに、再
び自動保守点検を開始します。
何度も正常に終了しない場合は、トヨタ販
売店にご相談ください。

知 識

自動保守点検中はヘルプネットが優先される
ため、その他のG-BOOK オンラインサービス
は利用できません。この場合、自動保守点検が
終了してからご利用ください。
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･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合
は、携帯電話と車載機が Bluetooth 接続さ
れていることを確認してください。

� 手動保守点検を実施する前に、現在地
画面でGPSの受信（GPSマークが表
示されること）を確認する。

1  にタッチ。

※装備の有無により、実際の画面と異なる
ことがあります。

2  に約 10 秒以上タッチし続
ける。

手動保守点検

手動保守点検は、お客様ご自身が手動
で実施する保守点検です。

手動保守点検は、次の保守点検を実施
します。
� 車載機の保守点検（車載機修理点検
や車両修理後の保守点検）

� ヘルプネットセンターに利用登録さ
れているかの確認（加入時、契約内
容変更時）

 警 告
･ 手動保守点検の途中で、“ パワー ”スイッ
チを OFF にしないでください。手動保守
点検が正しく終了しません。スイッチを
OFF にしてしまった場合は、再度手動保
守点検をやり直してください。

･ ヘルプネットを携帯電話で使用する場合
は、携帯電話と車載機を Bluetooth 接続
し、ダイヤルロックを解除した状態にし
てください。

GPSマーク

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

メインメニュー

保守点検
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3 ヘルプネットセンターに接続を開始す
る。

･ メッセージが表示されると、その都度、
メッセージと同内容の音声案内が流れま
す。

･ 中止するとき�  にタッチ。

4 ヘルプネットセンターに接続すると、
次の確認をするため、最初にデータ通
信を行う。
� 車両の現在地
� 手動保守点検をしていること
� ヘルプネットセンターに利用登録
されているかどうか

5 データ通信完了後、通話モードに切り
替わる。

6 マイクを通して、ヘルプネットセン
ターと通話する。

･ ヘルプネットセンターの応対は、自動音
声で行われます。
自動音声で車両の現在地の確認後に、名
前を聞かれます。
“ピー”と鳴ったら、お客様の名前を話し
てください。
自動音声で名前を繰り返したのち、緊急
通報可能であることをお知らせし、通話
が終了します。

･ 通話音量を調整したいとき
�次のいずれかの操作をする。
･ ステアリングスイッチの音量調整ス
イッチで調整する。

･  または  にタッチ。

中止

小 大
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7 サービス開始操作＊時は、通話が正常
に終了したら  にタッチ。

8 メッセージが表示され、保守点検を終
了する。

9  （画面外）を押して、G-BOOK
画面に  が表示されている
ことを確認する。

※装備の有無により、実際の画面と異なる
ことがあります。 警 告

ここで表示された画面で  にタッチ
する、または  ( 画面外 ) などを押し
て他の画面を表示した場合は、サービスが
開始されません。再度、サービス開始操作＊
を行い、車載機が正常に動作することを確
認してください。なお、正常に動作しない
ときは、トヨタ販売店にご相談ください。

はい

いいえ
現在地  警 告

サービス開始操作＊で手動保守点検を実施
するときは、途中で中断せず、最後まで完
了してください。
途中で中断した場合は、基本的に 

 は表示されませんが、
 が表示された場合はトヨタ販

売店にご相談ください。

情報・G
HELPNET

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

HELPNET
HELPNET
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 注 意
･ 手動保守点検は、正確に位置情報を送れ
ることを確認しています。
手動保守点検はビルの谷間や工場などの
屋内は避け、GPSを受信できる見晴らし
のよい場所で行ってください。

･ 手動保守点検開始後、何らかの理由でヘ
ルプネットセンターとの接続ができな
かったときは、“ パワー ”スイッチを一
度OFF にし、手動保守点検をやり直して
ください。
携帯電話サービスエリア内でやり直して
も接続されない場合には、トヨタ販売店
にご相談ください。

知 識

･ 手動保守点検開始時から通話終了までの間
は、車載機の音声が自動的にミュート（消
音）されます。

･ 手動保守点検中はヘルプネットが優先され
るため、その他のG-BOOK オンラインサー
ビスは利用できません。この場合、手動保
守点検が終了してからご利用ください。
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知っておいてください

ヘルプネットサービス利用開始日から 2
年毎に登録情報の更新が必要です。更新
予定日が近づくと、ナビ画面にて期限と
更新方法をお知らせします。
ナビ画面または G-BOOK サイト（http:
//g-book.com/）のユーザーサイトにて
更新または変更してください。

登録情報の更新
G-BOOK mX利用時

携帯電話について

 警 告
･ 緊急通報の妨げになる電話機能は利用し
ないでください。（機能を解除する方法に
ついては、携帯電話の取扱説明書をご参
照ください。）
（1）ダイヤルロック
（2）発信を制限もしくは禁止する機能
（3）ドライブモード
（4）着信拒否、着信制限
（5）着信転送
（6）留守番電話
（7）発信者電話番号非通知
（8）着信を制限もしくは禁止する機能
※（1）（2）の機能が解除されていない
場合、ヘルプネットセンターに電話を
かけることができないため、緊急通報
が動作せず、危険です。
（3）～（8）の機能が解除されていな
い場合、ヘルプネットセンターからの
呼び返しができず、救援困難となる可
能性があり危険です。
また、各通信事業者が独自に設定して
いる付加サービス（キャッチホン、三
者通話、セレクフォン、マルチナンバー
など）によっては、緊急通報が正常に
動作しない場合があり危険です。

 警 告
･ ヘルプネットは G-BOOK オンライン
サービスの通信設定を利用します。
ヘルプネットを携帯電話で使用する場
合、携帯電話を追加したときは、必ず使
用する携帯電話の設定（→555）を行っ
てから、手動保守点検を実施して正常に
動作することを確認してください。

知 識

ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、携帯
電話の通信機能はヘルプネットに優先的に使
用されます。このため、次のような場合は携帯
電話は使用できません。
･ 携帯電話を使用中の場合でも、緊急通報が
開始されると携帯電話の使用を中止しま
す。

･ 緊急通報中は、携帯電話は使用できません。
･ 自動保守点検、手動保守点検のいずれかが
先行して通信機能を使用している場合、携
帯電話は使用できません。
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次のような場合には、ヘルプネットサービスが提供できない、またはヘルプネットサー
ビスに支障が出ることがあります。

■G-BOOK利用契約の不成立または消滅
� 未契約の場合
� サービス開始操作＊を完了していない場合

■車載機または車両関連機器の異常による通信不能
� 車載機（車載ユニット、通信モジュール、マイク、スピーカー、接続電気回路
など）の故障

� 補機バッテリーの電圧低下など、車両関連機器の故障・消耗など
� 車両の衝突・横転時の衝撃や車両火災などによる、車載機または車両関連機器
の損傷

■緊急通報センターシステムの位置評定エラー
� GPSのシステムの異常、トンネルや建物の密集地、フェリー降船後などでGPS
での位置演算の誤差が大きいとき、地図データベースが古くマップマッチング
に誤差が大きいときなど、位置評定が正常に行われないまたは誤差が大きい場
合

■ヘルプネットセンター／G-BOOKセンターシステムの異常による通信不能
� センターシステムの故障など
� センターの火災などによる、センターシステムの損傷

■登録情報が更新されていない場合

緊急通報できない場合について

知 識

ヘルプネットは、車載機本体の GPS から位置情報を取得しています。「GPS について」（→
132）をご覧ください。

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。
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■ヘルプネットで利用する通信網に起因する通信不能
� 本サービスに使用する携帯電話サービスエリア外に、“登録車両”が位置する場
合

� 携帯電話サービスエリア内であっても、電波の受信状態が悪く、結果として通
信が不能の場合

� 携帯電話網または一般公衆固定網（中継網を含む）が著しく混雑した場合など、
通話利用もしくは通話時間の制限が行われ、結果としてヘルプネットによる通
信ができない場合

� 通信事業者が大規模災害などにより通話が制限され、結果としてヘルプネット
による通話ができない場合

� 本サービスに使用する携帯電話網または一般公衆固定網（中継網を含む）のサー
ビスが事故、保守、工事などのため中断または休止された場合

■緊急通報事業者の都合によるサービス提供の中断または休止
� センターシステムの保守を、定期的にまたは緊急に行う必要がある場合
� 大規模な事故や災害により、一時的に緊急通報がセンターに集中した場合

■その他
� ヘルプネットを携帯電話で使用するとき、次のような理由で携帯電話が使用で
きない場合
･ 携帯電話と車載機がBluetooth 接続されていない
･ 携帯電話の電源が入っていない、または携帯電話のバッテリー残量が不足して
いる

･ 携帯電話が本システムで動作確認済みの機種でない
･ 携帯電話が故障している
･ 携帯電話の料金を滞納しているなど

� 緊急通報で、ヘルプネットセンターからの問いかけに対して、通報者から応答
が無く、ヘルプネットセンターとして状況把握ができない場合（緊急通報後に
容体が悪化した、強盗や暴漢に襲われたなど）
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本機が正常に作動しなくなったときは、次の表にしたがって確認してください。
それでも作動しない場合は、トヨタ販売店にご相談ください。
また、万一異常が起きたら、必ずトヨタ販売店に修理をご依頼ください。

故障とお考えになる前に

 警 告
緊急事態発生時に緊急通報できない場合は、最寄りの公衆電話などから通報してください。

症状 考えられること 処置

 
が表示されない

利用開始操作が完了していない。 利用開始操作を実施してくだ
さい。（→464）

 
が表示されない

サービス開始操作＊が完了していな
い。

サービス開始操作＊を実施して
ください。（→ 482）

緊急通報できない

動作確認済みの携帯電話を使用して
いますか。

トヨタ販売店にご確認くださ
い。

使用する携帯電話の設定をしました
か。

使用する携帯電話の設定をし
てください。（→555）

携帯電話で、緊急通報の妨げになる
電話機能を利用していませんか。

携帯電話およびネットワーク
サービスの発信や着信を制限
もしくは禁止する機能を解除
してください。

電波状態は良好ですか。 電波状態の良好な場所に移動
して、手動保守点検を実施して
ください。（→ 489）

携帯電話のサービスエリア外で使用
していませんか。

携帯電話回線が混雑している。 しばらくしてから、または電波
状態の良好な場所に移動して、
手動保守点検を実施してくだ
さい。（→489）

＊ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

保守点検

HELPNET

携帯電話使用時

携帯電話使用時

携帯電話使用時
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G-Security について

G-Security を利用するには、次の機器の
装着が必要です。 
� 車載機 
� 通信モジュール 
� オートアラーム：アラーム通知サービ

ス利用時に必要です。 

上記の必要機器を車両に装着された上
で、G-BOOK ｍX Pro に申し込みいただ
くと、次のようなサービスをご利用いた
だけます。 

■アラーム通知（→502）
お車のオートアラーム作動を検知した場
合、お客様へメールと電話でお知らせし
ます。

■エンジン始動通知（→502）
ハイブリッドシステムの始動を検知し、
メールでお知らせします。

■車両の位置確認（→503）
お客様の要請により、盗難車の位置を追
跡します。

■警備員の派遣（→503）
車両盗難や車上荒らしの際、お客様の要
請により、警備員を派遣します。

詳しくは、パソコンの G-BOOK サイト
(http://g-book.com/)をご覧ください。 

G-BOOK ｍX Pro 利用時

G-Security について

G-Security は、ドアのこじ開けなど
オートアラームの作動を検知した場
合、異常をメールや電話でお知らせし
ます。また、車両盗難時はお客様の要
請により、車両の位置を追跡し、警備
員を現場に派遣します。

G-Security のご利用に際して

知 識

G-Security では車両の位置情報を使用しま
す。車載機が起動していない状態で車両が移動
された場合、または電波の届かない場所に車両
が移動された場合は、位置情報の変化を確認で
きません。 
E メールによる通知については遅延が発生す
ることがありますので、あらかじめご了承くだ
さい。
また、G-BOOK 利用契約を解除した場合、E
メールによる通知は送信されません。
連絡先に変更があった場合、変更手続きを行っ
てください。（→501）
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■通知設定の一覧
＊ 納車時の設定

設定中………通知します。
解除中………通知されません。

� Eメールアドレスの登録がない場合は、
通知されません。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3 設定したい項目にタッチ。

･ 設定の説明画面が表示されるとき
�内容を確認し、  にタッチ。

･ スイッチが「設定中」にかわり、通知設
定が切り替わります。

初期設定の確認・変更

アラーム通知、エンジン始動通知の設
定の確認・変更について説明します。

サービス名 通知方法 設定

アラーム
通知

電話 設定中＊ 解除中

Eメール 設定中＊ 解除中

エンジン
始動通知 Eメール 設定中 解除中＊

解除中→設定中へ切り替える

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

メインメニュー

セキュリティ

確認
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1  にタッチ。

2  にタッチ。

3 解除したい項目にタッチ。

4 エンジン始動通知を解除するとき
�   にタッチ。

･ アラーム通知を解除するとき
�手順 5へ

5 G暗証番号またはパスワードを入力す
る。

� G暗証番号を登録しているとき
�G暗証番号表示窓スイッチにタッチ。

� G暗証番号を登録していないとき
�パスワード表示窓スイッチにタッチ。

･ ソフトウェアキーボードで入力する。

6  にタッチ。

7  にタッチ。

･ 設定が「解除中」にかわり、通知設定が
切り替わります。

設定中→解除中へ切り替える

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

メインメニュー

セキュリティ

解除

解除

確認
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1  にタッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

4 追加・変更したい項目にタッチ。
■電話番号登録画面

･ E メールアドレスを追加・変更するとき
�  にタッチ。

■Eメールアドレス登録画面

･ 電話番号を追加・変更するとき
�  にタッチ。

5 編集画面で入力し、 にタッチ。

6  にタッチ。

サポートアドレスについて

サポートアドレスは、車両の異常を検
知した場合に、お客様にご連絡する際
必要となる大切な連絡先です。
G-BOOK利用申込書またはWeb登録
で入力いただいた電話番号とEメール
アドレスが、あらかじめ登録されてい
ます。
連絡先に変更があった場合は下記操作
で変更してください。

サポートアドレスの確認・追加・
変更

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

メインメニュー

セキュリティ

通知先の設定

メール

TEL

決定

完了
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アラーム通知の設定・解除を行うことが
できます。（→ 499）

� 車外に出たあと、ドア・バックドア・
ボンネットを閉め、全てのドアをロッ
クしたあと、30秒以上経過すると自動
的にオートアラームが設定されます。

� アラーム通知はサポートアドレスに連
絡されます。

� アラーム通知の連絡を受けたとき、車
両から遠く離れていたり車両が盗難に
あった場合は、車両の位置確認／警備
員の派遣サービスをご利用ください。
車両の位置確認／警備員の派遣サービ
スは、お客様の要請に基づいてオペ
レーターが車両の位置を追跡します。
さらに、お客様の要請に基づき警備員
を現場に派遣します。
ご利用の際はオペレーターサービスに
ご連絡ください。（→ 516）

� 補機バッテリーがあがった場合、ア
ラーム通知は行われません。

� 車両の室内温度が非常に高いとき、ア
ラーム通知の送信が行われないことが
あります。

� 通信環境が整わない状況等によりア
ラーム通知の送信が行われない場合、
送信が完了するまで継続されます。

� アラーム通知が未送信状態で、アラー
ムが複数回作動した場合は、最新のア
ラームを通知します。

� ヘルプネット通報中は、通報が終わる
まで、アラーム通知は行われません。

エンジン始動通知の設定・解除を行うこ
とができます。（→499）

� エンジン始動通知はサポートアドレス
に連絡されます。

� エンジン始動通知のメールを受けたと
き、車両から遠く離れていたり車両が
盗難にあった場合は、車両の位置確認
／警備員の派遣サービスをご利用くだ
さい。
車両の位置確認／警備員の派遣サービ
スは、お客様の要請に基づいてオペ
レーターが車両の位置を追跡します。
さらに、お客様の要請に基づき警備員
を現場に派遣します。
ご利用の際はオペレーターサービスに
ご連絡ください。（→516）

� オプション設定にて、エンジン始動通
知のメールを受けたあと、“ パワー ”
スイッチが OFF になったことを検知
し、通知させることができます。

� オプション設定にて、エンジン始動通知
のメールを受けたあと、10分間隔で通
知させることができます。（24時間経過
後、自動解除されます。）

アラーム通知

ドアのこじ開け、車内侵入などのオー
トアラーム作動※を検知した場合、サ
ポートアドレスに登録してあるEメー
ルアドレスや電話番号に通知します。
※詳しくは、別冊プリウス α取扱書をご覧
ください。

エンジン始動通知

ハイブリッドシステム始動を検知し、
ご指定のEメールアドレスに通知しま
す。
お車から離れるとき、携帯電話などか
ら設定しておくと、第三者によるハイ
ブリッドシステム始動がわかります。
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G-Security（Gセキュリティ）

ご利用の際はオペレーターサービスにご
連絡ください。（→ 516）

ご利用の際はオペレーターサービスにご
連絡ください。（→ 516）

� 警備員が出動してから1時間以内は無
料です。1 時間を超える場合は、オペ
レーターから延長するかどうかの確認
を行います。
延長した場合の利用料金は、トヨタ販
売店または G-BOOK のパソコンサイ
ト (http://g-book.com/) でご確認く
ださい。

� 警備員は盗難車両の確保はいたしませ
ん。追跡調査のみ行います。

G-BOOKのトップページへアクセスする
(http://mo.g-book.com/)

▼
[G暗証番号ログインの登録 ] を選択

▼
携帯電話情報を送信しますか？※1

[ はい ] を選択
▼

IDとパスワードを入力
▼

[ 送信 ] を選択
▼

G暗証番号を入力※2
▼

[ 登録する ] を選択
▼

[G-BOOKトップメニュー ] を選択
接続完了

※1 一部機種のみ表示
（メッセージは機種により異なります。）

※2 すでに登録しているときはスキップしま
す。

車両の位置確認

お客様の要請により、オペレーターが
盗難車両の位置を追跡します。

オペレーターサービス専用電話番号 
0561－57－ 6818 
（365日 24時間対応）

警備員の派遣

お車が盗難にあったり、オートアラー
ム作動を検知した場合にお客様の要請
により、警備員を現場に派遣します。

オペレーターサービス専用電話番号 
0561－57－ 6818 
（365日 24時間対応）

G暗証番号ログインの登録

G-Security の設定・変更は、携帯電話
の G-BOOK サイトから行うこともで
きます。
G 暗証番号ログインの登録を行うと、
サイトに簡単にログインできます。
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G-Security（Gセキュリティ）
携帯電話での操作

･ 携帯電話本体の操作方法は、機種により異
なります。

･ 画面の内容は変更することがあります。
･ G-BOOK のトップページの URL をブック
マークとして登録することをお勧めしま
す。

･ 表示画面は、携帯電話の機種により異なり
ます。

携帯電話での操作について

G-Security の携帯電話での操作につ
いて簡単に説明します。

G-BOOKトップページへアクセスする
（http://mo.g-book.com/）

ログイン
（G暗証番号ログインについては→503）

“G-Security”を選択
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マップオンデマンド（地図差分更新）
マップオンデマンド

マップオンデマンドは、全国の高速道路・有料道路・主要国道、ナビに登録した自宅
および設定した目的地周辺の道路変更部分のみを、携帯電話網、インターネット網を
通じてナビに配信するサービスです。
これにより、地図データを短期間で更新でき、更新された地図を使って、ナビのルー
ト探索・案内を利用できます。

地図更新には、「全更新」と「差分更新」があります。
マップオンデマンドは「差分更新」になります。

■全更新
最新版地図ソフトで全国の地図データをすべて更新します。
詳しくは、トヨタ販売店にご相談ください。
※最新版地図ソフトの発行は、予告なく終了することがあります。

■差分更新
通信またはメディア（CD-R／DVD-R）を使用して、部分的に地図データを更新します。
この場合、更新されるエリアは更新方法によって異なります。
� 更新方法により、通信にかかる実費などが別途必要です。（→ 506）
� 差分更新の対象は、道路と道路に付随する案内情報、および立体ランドマーク相当
の著名な施設に限定されます。コンビニなどの一般施設は更新されません。（→ 507）

■サービス期間について
新車購入後、３年間サービスをご利用いただけます。
その後は、最新版地図ソフトを購入いただければ、購入日から２年間サービスをご利
用いただけます。
※通信による自動更新のご利用には G-BOOK mX Pro の契約（初年度無料、2 年目以降有料）
が必要です。トヨタ販売店にて書面でお申し込みください。
利用料金は、トヨタ販売店または G-BOOKのパソコンサイト (http://g-book.com/) でご確
認ください。

マップオンデマンドについて

全更新と差分更新について

知 識

全更新するときは、それまでの差分更新のデータと比較し、古い情報のみ更新され、最新の情報
はそのまま保存されます。

差分更新サービス期間と費用
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マップオンデマンド（地図差分更新）

■更新にかかる費用について
サービス期間中は、差分更新時に次の費用がかかります。

更新方法は次の方法があります。

■通信で更新（→ 509、511） 

Bluetooth 携帯電話または通信モジュールを利用して更新します。
全国の高速道路・有料道路・主要国道、および自宅周辺 80km 四方、目的地周辺
10km四方の道路、施設情報を更新できます。
･ 携帯電話で更新する場合、通信にかかる実費はお客様にご負担いただきます。
･ 携帯電話で更新する場合、初回のみメディア（CD-R ／ DVD-R）での更新が必要です。
･ 自宅周辺や目的地周辺を更新する場合、事前に自宅登録もしくは目的地設定が必要です。

■メディア（CD-R／ DVD-R）で更新（→ 511） 
ご希望の都道府県の地図データを、マップオンデマンドのダウンロードサイトからダ
ウンロードし、メディア（CD-R／ DVD-R）経由で車載機のデータを更新します。
1回につき都道府県を3つまで選択して更新できます。
･ この方法はG-BOOKオンラインサービスを利用していないお客様もご利用いただけます。
詳しくは、マップオンデマンドのダウンロードサイト（http://g-book.com/
mapondemand/Top.aspx）の「使い方ガイド」でご確認ください。

･ メディア（CD-R ／ DVD-R）代、パソコンの通信にかかる実費はお客様にご負担いただきます。

■地図更新DVDを注文して更新（→ 512） 
マップオンデマンド・サポートデスクに電話していただければ、地図更新 DVD を注
文することができます。この地図更新DVDを使用して更新します。
･ この方法はG-BOOKオンラインサービスを利用していないお客様もご利用いただけます。
･ 送料などの実費はお客様にご負担いただきます。

更新方法 更新時の費用

通信で更新 携帯電話で更新 通信にかかる実費

通信モジュールで更新 G-BOOK 基本利用料に含まれていま
す。

メディア（CD-R ／ DVD-R）で更新 メディア（CD-R ／ DVD-R）代、
パソコンの通信にかかる実費

地図更新DVDを注文して更新 地図更新DVDは有料です。料金につい
ては、トヨタ販売店または G-BOOKの
パソコンサイト (http://g-book.com/)
でご確認ください。

更新方法について

G-BOOK オンラインサービス利用時

G-BOOK オンライン
サービス利用時 通信モジュール装着車



507

マップオンデマンド（地図差分更新）

各更新方法の更新エリアおよび更新対象は、次のようになっています。

※更新する場合、事前に自宅登録もしくは目的地設定が必要です。

更新エリアと更新対象について

地図データ

更新エリア・更新対象

マップオンデマンド（差分更新）
全更新

通信で更新 メディア（CD-R ／
DVD-R）で更新

道路
データ

高速道路・有料道路 全国 全国
（ご希望の都道府県を
選択できます。）

全て

主要国道 全国

一部国道、主要道、
都道府県道、
その他の道路、
幅5.5ｍ 未満の道路

自宅周辺と目的地周辺※
･ 自宅周辺80km 四方
（幅5.5m未満の道路
10km 四方）

･ 目的地周辺10km 四
方

施設情報 ･ 全国の高速道路・有料道路施設
･ 立体 ランドマーク相当の著名な施設

市街図、音声案内 更新対象外

知 識

･ 地図更新画面で確認することもできます。（→ 508）
･ 一時停止案内、一時停止注意喚起（→ 55、56）の対象地域は、全更新のみで拡大されます。
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マップオンデマンド（地図差分更新）

1 （画面外）を押す。

2  にタッチ。

■情報の確認
次の情報が確認できます。
� 更新サービス期間中かどうかと終了日
� 地図のタイプ
＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊
･ 電話で地図更新 DVD を注文するときに、
地図のタイプの情報が必要になることが
あります。（→512）

■各スイッチの使い方地図更新画面について

地図更新に関する情報の確認や操作
は、地図更新画面から行います。

地図更新画面を表示する

地図更新画面の使い方

設定・編集

地図更新

使用データ

使用データ画面を表示する。
･ ハードディスクに収録されているデー
タベースなどの情報を確認できます。

･ 使用データ画面に表示される 
は、全更新時に使用します。

自宅周辺

携帯電話で、全国の高速道路・有料道路・
主要国道と自宅周辺の更新をする。
･ 自宅を登録すると有効になります。

目的地周辺

携帯電話で、全国の高速道路・有料道路・
主要国道と目的地周辺の更新をする。
･ 目的地を設定すると有効になります。

更新対象を確認

更新エリアと更新対象を確認する。

CD で更新

メディア（CD-R／DVD-R）で更新をする。
･  と表示されますが、DVDも
利用できます。

更新記録

最新の更新日を確認する。

地図更新

CDで更新
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マップオンデマンド（地図差分更新）
地図を更新する

ご希望の更新方法で地図を更新します。
� 携帯電話で更新する（→ 509） 
� 通信モジュールで更新する（→ 511）
� メディア（CD-R／ DVD-R）で更新す
る（→ 511）

･ 各更新方法の更新エリアと更新対象について
�「更新エリアと更新対象について」
（→ 507） 

･ 地図更新にかかる時間について
�「地図更新にかかる時間の目安について」
（→ 514） 

地図更新中でも、“ パワー ”スイッチや
ナビ、オーディオなどの操作をすること
ができます。
� 更新の途中で“ パワー ”スイッチを
OFFにしても、次回スイッチをアクセ
サリーモードまたは ON モードにすれ
ば処理を再開します。

� 差分データが車載機にダウンロードま
たはコピーされ、地図更新の準備がで
きた後、地図画面の  にタッ
チしないで“ パワー ”スイッチをOFF
にした場合は、次回スイッチをアクセ
サリーモードまたは ON モードにした
ときに、自動で新しい地図に更新しま
す。

� 地図更新の準備ができた後、地図画面
の  にタッチしないで“ パ
ワー ”スイッチを OFF にすると、次
回、オープニング画面の表示時間が長
くなることがあります。

� 差分データをダウンロードまたはコ
ピー中、および地図更新準備中に、ナ
ビ、オーディオなどの操作を行っても
地図の更新は継続されます。ただし、
音楽 CD をハードディスクに録音して
いる間は、地図更新の処理を中断しま
す。この場合は、録音終了後、地図更
新の処理を再開します。

1 更新する場所を選択する。
 または  に

タッチ。

地図を更新する

地図更新中の操作について

地図更新

地図更新

携帯電話で更新する
G-BOOK ｍX利用時

差分データがある場合に、手動で更新
します。
ただし、初回は必ずメディア（CD-R
／ DVD-R）にて更新をする必要があ
ります。
（→ 511）

（画面外）→  →
地図更新画面
または

（画面外）→（  ） →
 → 地図更新画面

設定・編集 地図更新

情報・G G-BOOK
地図更新

自宅周辺 目的地周辺
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マップオンデマンド（地図差分更新）

2 G-BOOKセンターに接続する。

･ 地図が最新状態の場合は、メッセージが
表示されます。

3 差分データ量が多いときはメッセージ
が表示される。
継続してよければ、  にタッチ。

4 データがダウンロードされ、地図更新
の準備をする。

･ 更新準備が完了すると、音声案内が出力さ
れます。

5 現在地画面の  にタッチ。

6 地図が更新される。
･ 地図更新中画面が表示されている間は、
ナビの操作はできません。

はい

地図更新

知 識

･ 通信にかかる実費はお客様のご負担になり
ます。

･ データ量が多いときに表示される通信デー
タ量は概算値になります。
データ量が多い場合は、通信にかかる費用
を節約するためにも、メディア（CD-R ／
DVD-R）での更新をお奨めします。

･ 次のいずれかにより前回のダウンロードを
途中で中断した場合は、次回  ま
たは  にタッチすると、続きの
ダウンロードを再開できます。
･  にタッチしたとき
･ 通信が中断したとき
･“ パワー ”スイッチを OFF にしたとき

自宅周辺
目的地周辺

中止
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マップオンデマンド（地図差分更新）

1 G-BOOK センターに接続し、差分デー
タがあると、データがダウンロードさ
れる。
･ 更新準備が完了すると、音声案内が出力さ
れます。

2 現在地画面の  にタッチ。

3 地図が更新される。
･ 地図更新中画面が表示されている間は、
ナビの操作はできません。

次のいずれかの方法でメディア（CD-R／
DVD-R）を用意してください。

■インターネットから入手する

1 マップオンデマンドのダウンロードサ
イト (http://g-book.com/
mapondemand/Top.aspx) から地
図データをダウンロードする。
･ G-BOOKオンラインサービスを利用して
いない場合は、GAZOO 会員 ID とパス
ワード、および車台番号が必要です。

･ 初回の地図更新は時間が長くなる場合が
ありますので、3 都道府県程度のダウン
ロードをお奨めします。

2 データをメディア（CD-R ／ DVD-R）
にコピーする。

通信モジュールで更新する
G-BOOK ｍX Pro 利用時

差分データがあると自動でダウンロー
ドし、更新準備まで行います。

地図更新

メディア（CD-R ／ DVD-R）
で更新する

メディア（CD-R／DVD-R）を使用して
更新します。
･ G-BOOKオンラインサービスを利用して
いないお客様もご利用いただけます。

メディア（CD-R ／ DVD-R）を
用意する

 注 意
･ メディア（CD-R ／ DVD-R）には地図
データ以外の情報を入れないでください。

･ ダウンロードしたデータのファイル名お
よび拡張子を変更しないでください。
変更すると地図更新できません。

知 識

メディア（CD-R／DVD-R） 代、パソコンの通
信にかかる実費はお客様のご負担になります。
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マップオンデマンド（地図差分更新）

■電話で注文する
マップオンデマンド・サポートデスクに
電話して注文してください。
その際、以下の情報が必要になることが
ありますので、あらかじめ確認しておい
てください。
� 地図のタイプ
＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊： 
地図更新画面で確認できます。
（→ 508） 

1 メディア（CD-R ／ DVD-R）を車載機
に挿入する。

2 メディア（CD-R ／ DVD-R）に 4 都
道府県以上の差分データがある場合
�更新する都道府県を 3 つまで選択
し、  にタッチ。

･ メディア（CD-R ／ DVD-R）の差分デー
タが3 都道府県以下の場合
�3の画面へ

･ 地図が最新状態の場合は、メッセージが
表示されます。

3 データがコピーされ、地図更新の準備
をする。

･ コピーが完了したら、メディア（CD-R ／
DVD-R）を取り出すことができます。

･ 更新準備が完了すると、音声案内が出力さ
れます。

マップオンデマンド・サポートデスク
0561ー57ー 6814
受付時間　9:00～ 18:00
　　　　　（年中無休）

地図を更新する

1回の更新で3都道府県まで更新でき
ます。

更新開始
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マップオンデマンド（地図差分更新）

4 現在地画面の  にタッチ。

5 地図が更新される。
･ 地図更新中画面が表示されている間は、
ナビの操作はできません。

■車載機にメディア（CD-R ／ DVD-R）
が挿入されているとき

４都道府県以上続けて更新したい場合な
ど、メディア（CD-R ／DVD-R）が車載
機に挿入された状態から地図を更新する
ときは、次の手順で行います。

1 （画面外）または
（画面外）を押す。

･ （画面外）を押して情報画面が表
示されたとき
�  にタッチ。 

2  にタッチ。

3  にタッチ。

･  と表示されますが、DVDも
利用できます。

以後の操作は、「地図を更新する」（→
512）の２以降と同様です。

 にタッチ。

地図更新

更新日の確認を行う

最新の更新日を確認できます。

（画面外）→  →
地図更新画面
または

（画面外）→（  ） →
 → 地図更新画面

設定・編集
情報・G
情報・G

G-BOOK

地図更新

CDで更新

CDで更新

設定・編集 地図更新

情報・G G-BOOK
地図更新

更新記録
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マップオンデマンド（地図差分更新）
知っておいていただきたいこと

■携帯電話での更新について
地図更新に携帯電話を使用される場合は、次の点をご理解の上、ご利用ください。
� 接続時間は更新に必要な差分データ量により異なります。また、電波状況や携帯電
話の通信速度によっても異なります。

� 通信料は更新に必要な差分データ量により異なります。未更新の期間が長い場合は、
メディア（CD-R／ DVD-R）での更新をお奨めします。

■地図更新にかかる時間の目安について
地図更新にかかる時間は、大きく分けて次の2つあります。
●地図更新準備の時間
差分データをダウンロードまたはコピーし、地図更新準備をするまでの時間です。
更新データが多い場合、地図更新準備に数時間かかることがあります。
（お客様がご利用の地図データにより更新準備にかかる時間は異なります。）
定期的に更新することをお勧めします。

●地図更新をする時間
車載機の地図データを書き換える時間です。
地図更新準備が完了後、現在地画面の  にタッチしてからは、20～30秒
程度で地図更新が完了します。

なお、地図更新準備までの間および地図更新中にオーディオなどの操作を行った場合
は、さらに時間がかかることがあります。
とくに、音楽CDをハードディスクに録音している間は、一時的に更新処理を停止し、
録音終了後に処理を再開するため、その分時間がかかります。

■各道路の更新データ配信の目安について
� 高速道路は供用開始後、最短7 日で配信します。
ただし、年末年始などの長期休暇、開通道路状況、天候不良、システム保守などに
より、配信までの期間に遅延が生じる場合があります。地図更新データの収集／整
備状況により、配信までに約3ヵ月ほどかかる場合もあります。

� 一般道路は開通後（変更後）、地図データとして収集・整備を行った後、順次配信さ
れます。

■配信されないデータについて
差分更新では、音声案内データは配信されません。
交差点、路線、方面名称、施設名称、目印などが新規に更新された場合、固有の音声
案内は出力されません。

知っておいていただきたいこと

地図更新
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マップオンデマンド（地図差分更新）

こんなメッセージが表示されたときは

メッセージ 原　因 処　置

施設データを更新してい
ます。更新に約○分かか
ります。この間はご利用
できません。

検索データの更新中であるた
め。

しばらくしてから、ご利用くだ
さい。

故障とお考えになる前に

症　状 考えられること 処　置

地図更新画面の終了日が
「＊」になっている。

サービス有効期間の設定前で
あるためです。

サービス有効期間は自動で設
定されます。
サービス有効期間設定前でも
地図の更新は可能です。

いつまでたっても地図
データが更新される気配
がない。

通信で更新する場合、通信状態
によってはダウンロードが中
断することがあります。

しばらくしてから、通信状態が
良好な場所で再度確認してく
ださい。

お客様がお住まいの地域で実
際に道路更新がなかった。

地図データの更新はありませ
ん。

ダウンロード中、コピー中、ま
たは更新準備中である。

（画面外）－ 
 の順にタッチし、表

示された画面で状態を確認し
てください。

通信モジュール装着車

設定・編集
地図更新
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オペレーターサービス
オペレーターサービス

※G-BOOK mX Pro をご利用の場合は、購入手続きなしで利用することができます。
G-BOOK mXをご利用の場合は、有料オプションになります。

･ ハンズフリー通話の設定※の必要なく車か
らオペレーターへの発信が可能です。
※Bluetooth対応携帯電話接続または自動車専用
ハンズフリー電話の契約

･ オペレーターへの発信のみ可能です。
着信やオペレーター以外への発信はできま
せん。ただし、自動車専用ハンズフリー電
話をお申し込みの場合は着信やオペレー
ター以外への発信もできます。

･ 車載機からの通話料は必要ありませんが、
携帯電話、自宅やオフィスの電話からご利
用の場合、通話料はお客様のご負担となり
ます。
詳しくは「携帯電話・固定電話から利用す
る」（→518）をご覧ください。

･ 電話機選択で携帯電話が選択されていて
も、オペレーターサービス中は一時的に
Bluetooth 接続が切断されます。

オペレーターサービスに
ついて

オペレーターサービスは、オペレー
ターと直接通話して、ナビゲーション
の目的地設定や施設検索などを依頼で
きるサービスです。
･ 詳しいサービス内容については、パ
ソコンの G-BOOK サイト (http://
g-book.com/) をご覧ください。

G-BOOK mX Pro 利用時

知 識

･ ヘルプネットの緊急通報中または保守点検
中は、オペレーターサービスを利用できま
せん。 

･ オペレーターサービス中は、ヘルプネット
以外のデータ通信を必要とするサービスは
使用できません。これらのサービスを使用
するときは、オペレーターサービスを終了
してからご使用ください。

･ マルチナンバーなど、ひとつの携帯電話に
複数の番号が付与されるサービスをご利用
の場合、オペレーターサービスが正常に動
作しないことがあります。
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オペレーターサービス

事前にWeb 登録が必要です。
※G-BOOK mX Pro をご利用の場合は、購入
手続きなしで利用することができます。

1  にタッチ。

2 画面の指示にしたがって、購入手続き
をする。

･ 車でのオペレーターサービスの利用は、ハ
ンズフリーが利用可能な条件を満たしてい
るときに可能です。(→ 405)

1  にタッチ。

2 オペレーターに接続する。

･ 中止するとき
�  （携帯電話使用時）または  

 （通信モジュール使用時）に
タッチ。

3 オペレーターと通話する。

･「ナビの目的地設定」、「レストランや駐車
場などの周辺情報の検索」や「ニュース
の配信」など、利用したい内容をオペレー
ターにお伝えください。

オペレーターサービスを購入
する
G-BOOK ｍX利用時

利用するには、まずコンテンツの購入
手続きをします。

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

オペレーター

オペレーターサービスを使う

車内より利用する場合の使用例を紹介
します。

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

オペレーター

切断
中止
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オペレーターサービス

4 オペレーターとの通話が終了する。

･ 自動的に回線が切断されます。

5 画面の指示にしたがって操作する。

･「目的地設定」、「周辺情報の検索」や
「ニュースの配信」などを利用した場合、
G-BOOK センターから情報を取得する
と、メッセージが表示されます。

いつもご利用の携帯電話、自宅やオフィ
スの電話からも利用できます。

1 オペレーターに電話をかける。

2 利用したい内容を伝える。
� ドライブサポート
� トラブルサポート

3 車載機を使用して、手動で受信する。
･ 携帯電話や固定電話から利用すると、次
回、“ パワー ”スイッチをアクセサリー
モードまたはONモードにしたときに、情
報の受信をお知らせするメッセージが車
載機に表示されます。画面の指示にした
がって、操作してください。
表示されない場合は、手動で情報を取得し
てください。(→519)

携帯電話・固定電話から利用する

知 識

･ ご利用の際は、お申し込み時にサポートア
ドレスとして登録した番号から、発信者番
号通知でかけていただくと、スムーズにご
利用いただけます。

･ ご本人であることをオペレーターが確認さ
せていただく場合があります。 

･ 通話料はお客様のご負担になります。

オペレーターサービス専用電話番号 
0561－ 57－ 6818 
（365日 24時間対応）
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オペレーターサービス

1  にタッチ。

2 メッセージが表示されたら、　
にタッチ。

■メッセージが表示されないときは
 にタッチ。

･ 過去に依頼した情報が表示されます。

手動で情報を取得する

自動で情報が取得されない場合は、次
の手順で取得してください。

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

情報確認

はい

受信一覧
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G-BOOKとナビの連携機能
はじめに

ナビ連携機能には、次の機能があります。

※G-BOOK mX を Web 登録しないでご利用
の場合は、PC・携帯連携の利用手続きが必
要です。（→465）
〈G-BOOKサイト〉
パソコンサイト（http://g-book.com/）
携帯サイト（http://mo.g-book.com/）

■プローブコミュニケーション交通情報
について

プローブコミュニケーション交通情報と
は、G-BOOK利用車両の走行状態から渋滞
度などを G-BOOK センターで計算し、G-
BOOK利用車両に配信されるリアルタイ
ムな交通情報です。
G-BOOK利用車両が増えるにつれて、従
来の交通情報に比べ、幅広いエリアのリ
アルタイムな交通情報を提供できるよう
になります。
この情報は、次の機能・サービスに利用
されています。
･ VICS・交通情報の表示（→144）
･ Ｇルート探索（→525）
･ 到着予想時刻（→524）

また、ここで得られた交通情報は、独自
の統計処理により地図データベースに格
納されており、統計情報として地図上に
表示することができます。
※VICS情報が提供されている道路では、VICS
情報を使用しています。

ナビ連携機能について

ナビ連携機能は、ナビゲーションとG-
BOOKセンターとを通信でつなぐこと
により、リアルタイムな情報を提供し、
ナビゲーションを更に有効に活用でき
る機能です。

渋滞予測………………………………→521
渋滞予測情報を表示する

Gルート探索（プローブ情報付）…→525

VICS とプローブコミュニケーション交通
情報で最適ルートを案内する

Gメモリ地点※ ………………………→527

パソコンや携帯電話の G-BOOK サイトで
登録した G メモリを、車載機で G メモリ
地点として利用する

ドライブプラン※ ……………………→529
パソコンや携帯電話の G-BOOK サイトで
作成したドライブプランを車載機で利用す
る
Gで設定※ ……………………………→530

パソコンや携帯電話の G-BOOK サイトで
作成したドライブプランやGメモリを車載
機で利用する

施設情報表示…………………………→533
施設の情報を表示する

G情報マーク表示……………………→534
G情報マークを表示する

G情報マーク連動サービス…………→536
G情報マーク連動サービスを利用する
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G-BOOKとナビの連携機能
渋滞予測

渋滞予測情報は現在地周辺を基準として
提供され、「渋滞」および「混雑」につい
て、旅行時間データが提供されている路
線のみ表示します。

※渋滞予測は、突発で起こる事象（事故など）
および規制などは予測しておりません。
なお、「通行止め」は現在の状況が継続する
として扱っております。
交通情報提供区間の距離が短い場合は、矢
じりを表示しません。

■渋滞予測情報を提供する路線について
･ 都市間高速道路
･ 都市高速道路
･ 主な有料道路
･ 一部の一般道路
松永道路、名阪国道、姫路西バイパス、
姫路バイパス、保土ヶ谷バイパス、加
古川バイパス、米子バイパスなど

＊情報提供路線は随時更新されます。

渋滞予測情報を表示する

G-BOOK センターから渋滞予測情報
を取得し、その情報を表示するサービ
スです。
高速路線マップで表示された道路の現
在地周辺とルート上に、渋滞の増減を
示すアイコン（渋滞増減予測のアイコ
ン）を表示します。また、ルートが設
定されているときは、ルート上の渋滞
予測情報を読み上げることもできま
す。
今後の旅行の計画を立てるときに利用
すると便利です。

渋滞予測情報画面

表示 名称 内容

渋滞 渋滞の区間を示し
ています。

混雑 混雑の区間を示し
ています。

通行止め
区間

通行止めの区間を
示しています。

不明区間 交通情報が配信さ
れていない区間を
示しています。



522

G-BOOKとナビの連携機能

。

1  にタッチ。

2 G-BOOKセンターに接続し、渋滞予測
情報を取得する。

･ 情報の表示および読み上げを行います。
･ 中止するとき
�  （携帯電話使用時）または  
（通信モジュール使用時）にタッチ。

次のいずれかにタッチ。

………渋滞予測時間を進める

………渋滞予測時間を戻す

……現在の渋滞状況を表示する

（画面外）→（  ） → 情報画面

知 識

･ 渋滞予測情報の読み上げは、ブラウザの自
動読上げ設定（→542）に関係なく、常に
読み上げられます。

･ 以前に取得した渋滞予測情報が車載機に保
存されているときは、G-BOOKセンターに
接続しないことがあります。

･ 極端に遠い距離の渋滞予測情報（到着予想
時刻を含む）は、表示されないことがあり
ます。

情報・G 情報

渋滞予測

切断 中止

渋滞予測時間を変更する

渋滞予測情報は、現在の渋滞状況以外
に、一定の時間単位で時間を進めて、
今後の渋滞予測を表示させることがで
きます。

知 識

･ G-BOOKセンターから提供される渋滞予測
情報は、現在については現在の交通状況が
提供され、未来については予測した情報が
提供されます。

･ 渋滞予測時間を変更したとき、その時間の
渋滞予測情報を取得していないときは、G-
BOOK センターに接続して渋滞予測情報を
取得します。

＋

ー

現在
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G-BOOKとナビの連携機能

� 渋滞増減予測アイコンの ON（表示す
る）／OFF（表示しない）を選択でき
ます。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

･ アイコン表示が ON のときは、作動表示
灯が点灯します。

･ アイコンを表示しないとき
�再度  にタッチ。

3 読み上げ情報があるアイコンの場合
は、地図上に表示されたアイコンに
タッチ。

]

･ 渋滞情報を読み上げます。

渋滞増減予測を表示する

渋滞予測画面の地図上に、渋滞増減予
測のアイコンを表示させることができ
ます。
また、ルート上の読み上げ情報がある
アイコンの場合は、渋滞情報を音声で
読み上げることができます。

（画面外）→（  ） →
 → 渋滞予測画面

情報・G 情報
渋滞予測

設定

渋滞増減予測表示

作動表示灯

渋滞増減予測表示

アイコン 内  容

表示している時間後に、渋
滞が増加傾向であることを
表します。

表示している時間後に、渋
滞が減少傾向であることを
表します。

表示している時間後に、渋
滞が変化しないことを表し
ます。

知 識

･ 渋滞増減予測のアイコンは、地図の縮尺に
よっては、表示されないものもあります。

･ 渋滞増減予測のアイコンは、ルートが設定
されている場合は、ルート沿いの情報を提
供します。また、ルートが設定されていな
い場合は、現在地周辺の情報を提供します。

アイコン
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G-BOOKとナビの連携機能

 または  にタッチ。

･ ルートが設定されているときは、もっと
も詳細な縮尺に切り替えると、地図上に
IC 毎の到着予想時刻が表示されます。

1  にタッチ。
･ G-BOOKセンターに接続し、区間所要時
間予測情報を取得すると、ブラウザ画面
で区間所要時間予測が表示されると同時
に読み上げが行われます。

2 区間所要時間予測表示を解除するとき
は、  または  にタッチ。

渋滞予測地図の縮尺を切り替える

渋滞予測画面の地図は、通常の地図と
同様に地図の縮尺を切り替えることが
できます。

知 識

もっとも詳細な縮尺で表示される到着予想時
刻は、3 時間先以降は到着予想時刻設定（→
94）で設定した車速から計算されます。
そのため、渋滞予測情報から計算される到着予
想時刻にくらべると、誤差が広がることがあり
ます。

広域 詳細
到着予想時刻

区間所要時間予測を表示する

高速道路を通るルートが設定されてい
るとき、休憩した場合の所要時間予測
を行います。
ルート上の渋滞変化を予測し、高精度
の到着予測時間を提供します。

区間所要時間予測表示

（画面外）→（  ） →
 → 渋滞予測画面

知 識

･ 出口 ICまでの距離が遠い場合は、出口 IC ま
で表示されないことがあります。

･ 渋滞予測画面で表示される到着予想時刻と
区間所要時間予測表示で表示される内容
は、それぞれ独自で処理するため異なる表
示をすることがあります。

情報・G 情報
渋滞予測

所要時間

終了
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G-BOOKとナビの連携機能
Gルート探索（プローブ情報付）

ルート探索終了後に表示される全ルート
図表示画面で  にタッチ。

･ G-BOOKセンターに接続し、Gルート探
索を行います。

･ 通常のルート探索をしたルートに戻すと
き
�  にタッチ。

Gルート探索をする
（プローブ情報付）

G-BOOK センターから、プローブコ
ミュニケーション交通情報に基づく
「現在地周辺の交通情報」および「高速
道路・一般道路の渋滞予測情報」を、
広域の渋滞予測情報として提供しま
す。この情報を元に、目的地までの最
適なルートを探索し、ご案内します。
全ルート図表示画面と再探索画面で使
用することができます。

知 識

･ オペレーターにナビの目的地設定を依頼す
ると、G ルート探索による最適なルート案
内を行います。

･ 渋滞予測は突発で起こる事象（事故など）お
よび規制などは予測しておりません。

･ 旅行時間データが提供されていない路線に
ついては、G ルート探索を実行してもルー
トがかわりません。

･ G ルート探索をしても、ルートがかわらな
いことがあります。

全ルート図表示画面から
Gルート探索する

ルート探索終了後に表示される全ルー
ト図表示画面から、G ルート探索する
ことができます。

知 識

･ 目的地案内開始後は、全ルート図表示画面
からGルート探索させることはできません。
この場合、  －  の順
にタッチすると、G ルート探索することが
できます。

･ 広域の渋滞予測情報が車載機に保存されて
いれば、  にタッチしたあとに

 にタッチしても、G-BOOK セン
ターに接続されません。

･ Gルート探索後に IC指定や探索条件変更な
どを行うと、広域の渋滞予測情報は破棄さ
れます。

Gルート

元ルート

再探索 Gルート探索

元ルート
Gルート
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G-BOOKとナビの連携機能

。

1  にタッチ。

2   にタッチ。

･ G-BOOK センターに接続し、Gルート探
索を行います。

･ Gルート探索情報の取得を中止するとき
�  ー  の順にタッチ。

G ルート情報の取得方法について、自動
継続のする／しないを選択できます。
設定はナビ詳細設定画面から行います。
（→125）

1 渋滞考慮探索設定の  にタッ
チ。

2 Gルート情報自動継続の  にタッ
チ。

･ 解除するとき�  にタッチ。

再探索でGルート探索する

再探索するときに、G ルート探索する
ことができます。

現在地画面表示中

Gルート情報の取得を自動継続
する

G ルート情報（広域の渋滞予測情報）
の取得を自動継続に設定すると、次の
タイミングで自動的にGルート情報を
取得できます。
･ 定期的にG-BOOKセンターに接続
･ JCT手前や高速道路に乗る手前など
でG-BOOKセンターに接続

再探索

Gルート探索

再探索 取得中止

（画面外）→  →
 →ナビ詳細設定画面

知 識

携帯電話でG-BOOKセンターに接続するとき
の確認メッセージを表示する／しないは、通信
設定の通信接続時の確認の項目（→ 555）で
選択することができます。

設定・編集 ナビ詳細設定
ルート系設定

変更する

する

しない
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G-BOOKとナビの連携機能
Gメモリ地点

G メモリを車載機に登録するときは、次
のいずれかの方法で行ってください。

車載機でG-BOOK.com コンテンツを表
示し、詳細情報が表示されている画面で

 にタッチ。
･ パソコンや携帯電話のG-BOOKサイトのG
メモリ、および車載機の G メモリ地点に地
点情報が登録されます。

「Gメモリを一括ダウンロードする」をご
覧ください。（→ 532）

1  にタッチ。

2 Gメモリ地点名称にタッチ。

3 ブラウザ画面に切り替わる。
� G-BOOK.com コンテンツ上の詳細な
情報を表示すると同時に、情報を読み
上げます。

Gメモリ地点について

パソコンや携帯電話の G-BOOK サイ
トで登録したGメモリを、車載機のメ
モリ地点に登録したものを｢ G メモリ
地点｣といいます。
一度 G メモリ地点に登録すると、G-
BOOKセンターに接続しなくても、G
メモリを呼び出すことができます。

Gメモリ地点を登録する

車載機から登録する

Gで設定を使って登録する

Gメモリ

Gメモリ地点を表示する

G メモリ地点として登録した地点情報
は、メインメニューから呼び出すこと
ができます。

（画面外）→（ ） →
 → メインメニュー画面

情報・G G-BOOK
メインメニュー

Gメモリ地点情報
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G-BOOKとナビの連携機能

知 識

･ G メモリ地点は、ナビゲーションのメモリ
地点と同様に、メモリ地点が呼び出せるナ
ビゲーションの画面からも呼び出すことが
できます。また、名称読みが登録してあれ
ば、音声認識を使用することもできます。

･ 同一の G メモリ地点は、上書き登録されま
す。ただし、音声認識で使用する名称読み
が登録してある場合、その情報は保持され
ます。

･ Gメモリ地点は、同じ内容がナビゲーションの
メモリ地点にも保存されます。
修正や消去をしたいときは、ナビゲーショ
ンのメモリ地点画面で行ってください。
ただし、修正できるのは「自宅・特別メモ
リに種別変更」と「名称読み」に限定され
ます。
詳しくは、「メモリ地点の登録」をご覧くだ
さい。（→ 109）
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G-BOOKとナビの連携機能
ドライブプラン

1  にタッチ。

2 設定したいドライブプランにタッチ。

3 ドライブプランをダウンロード後、経
由地・目的地が設定され、ルート探索
を開始する。

ドライブプランを利用する

パソコンや携帯電話の G-BOOK サイ
トでドライブプランを作成しておく
と、車載機にダウンロードするだけで
経由地および目的地が設定できます。

（画面外）→（  ） →
G-BOOK画面
情報・G G-BOOK

ドライブプラン

知 識

･ 目的地が設定されているときにドライブプ
ランで目的地を設定すると、設定されてい
た目的地の数に関係なく、新しく設定した
目的地にすべて上書きされます。
なお、設定されていた目的地を再度設定し
たい場合は、目的地履歴から設定すること
ができます。

･ ドライブプランは次のサービスからも利用
できます。
･ My リクエスト（→562）
･ Gで設定（→531）
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G-BOOKとナビの連携機能
Gで設定

1  ( 画面外 )を押す。

2  にタッチ。

G で設定画面から、次の機能を利用でき
ます。

Gで設定について

パソコンや携帯電話の G-BOOK サイ
トで作成したドライブプランやGメモ
リを、車載機で利用することができま
す。

知 識

目的地が設定されているときに  で
目的地を設定すると、設定されていた目的地の
数に関係なく、新しく設定した目的地にすべて
上書きされます。
なお、設定されていた目的地を再度設定したい
場合は、目的地履歴から設定することができま
す。

Gで設定

Gで設定画面を表示する

項　目 ページ
ドライブプラン（Myルート） 531
Gメモリ 531
G-BLOG 532
Gメモリ一括ダウンロード 532

目的地

Gで設定
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G-BOOKとナビの連携機能

。

1  にタッ
チ。

2 設定したいドライブプランにタッチ。

3  にタッチ。

4 ドライブプランをダウンロード後、経
由地・目的地が設定され、ルート探索
を開始する。

。

1  にタッチ。

2 目的地に設定したいGメモリにタッチ。

3  にタッチ。

4 目的地が設定され、ルート探索を開始
する。

ドライブプランを利用する

パソコンや携帯電話の G-BOOK サイ
トでドライブプランを作成しておく
と、車載機にダウンロードするだけで
経由地および目的地が設定できます。

（画面外）→  →
Gで設定画面
目的地 Gで設定

ドライブプラン（Myルート）

はい

Gメモリを利用する

パソコンや携帯電話の G-BOOK サイ
トで登録した G メモリを呼び出して、
ナビの目的地に設定できます。ナビの
データベースに収録されていない地点
が利用できるようになります。

（画面外）→  →
Gで設定画面
目的地 Gで設定

Gメモリ

はい
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G-BOOKとナビの連携機能

。

1  にタッチ。

2 目的に合わせて検索する。

3 画面の指示にしたがって操作する。

。

1  にタッチ。

2 ダウンロード完了の画面が表示され
る。

･ Gメモリ地点として利用できます。
�「Gメモリ地点」（→527）

G-BLOGを利用する

GAZOO.com のユーザーが紹介する
スポット情報や口コミ情報を検索し、
目的地に設定できます。

（画面外）→  →
Gで設定画面
目的地 Gで設定

G-BLOG

Gメモリを一括ダウンロードする

パソコンや携帯電話の G-BOOK サイ
トで登録したGメモリを一度車載機に
一括ダウンロードすると、次からはG-
BOOKセンターに接続しなくてもナビ
のメモリ地点（G メモリ地点）として
常に利用することができます。

（画面外）→  →
Gで設定画面
目的地 Gで設定

Gメモリ一括ダウンロード
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G-BOOKとナビの連携機能
施設情報表示

1 アイコンにタッチ。

2  にタッチ。

3 ブラウザ画面に切り替わる。
� G-BOOK.com コンテンツ上の詳細な
情報を表示すると同時に、情報を読み
上げます。

施設の情報を表示する

地図上にG-BOOK.comコンテンツか
ら取得したアイコンが表示されている
ときは、その施設の情報を見ることが
できます。

情報
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G-BOOKとナビの連携機能
G情報マーク表示

G 情報マークが表示されていないとき
は、次の手順で表示することができます。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3  にタッチ。

･ 取得済みのG情報マークが表示されます。
･ G 情報マーク表示が ON のときは、作動
表示灯が点灯します。

･ G情報マーク表示を解除するとき
�再度  にタッチ。

･ ナビ詳細設定の周辺施設表示設定（→
123）からも設定することができます。

G情報マークを表示する

G 情報マークは、G-BOOK.com コン
テンツが提供する地点情報です。
通常は、情報を取得すると自動でG情
報マークが地図に表示されます。

G情報マーク表示

地図表示中

G情報マーク

表示変更

周辺施設

知 識

 で表示／非表示を切り替
えることができる G 情報マークは、次のいず
れかになります。
･ パソコンや携帯電話のG-BOOKサイトのG
メモリを表示させたG情報マーク

･ My リクエストなどで、G-BOOK.comコン
テンツを利用して表示させたG情報マーク

なお、G メモリ地点の G 情報マークは常に表
示され、非表示にすることはできません。

G情報マーク表示
作動表示灯

G情報マーク表示

G情報マーク表示
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G-BOOKとナビの連携機能

G-BOOK.com コンテンツで取得した G
情報マークには主に以下の種類がありま
す。

G- 駐車場利用時

G 情報マークの表示／非表示を設定でき
ます。（→ 534）

G情報マークの表示種類に
ついて

マーク 内  容
G-BOOK.comコンテンツから取得した
施設や地点情報

G-駐車場

満車（赤）

混雑（橙）

空車（青）

満空情報なし（灰）

車両制限の可能性あり

休止中

知 識

G- 駐車場のこだわり検索では、設定した優先
順位に合わない駐車場を薄い色のマークで表
示します。
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G-BOOKとナビの連携機能
G情報マーク連動サービス

■G 情報マーク連動サービスを利用する
コンテンツ

設定はナビ詳細設定画面から行います。
（→124）

。

G 情報マーク連動サービスの  に
タッチ。

･ 解除するとき�  にタッチ。

G情報マーク連動サービスに
ついて

G 情報マーク連動サービスを利用する
と、現在地が近接案内情報を持つ施設
などに近づいたとき、その施設などの
情報を読み上げ、G-BOOKセンターか
ら情報を取得します。

G- 駐車場 オペレーターに目的地周辺の駐
車場情報の送信を依頼した場合
に、目的地に近づくと最新の満
空情報に自動で更新されます。
･ 表示される駐車場のマークに
ついては「G情報マークの表
示種類について」（→ 535）
をご覧ください。

知 識

･ ナビ詳細設定の G 情報マーク連動サービス
で「する」を選択しているときに利用する
ことができます。

･ 近接案内は、G 情報マークの地点情報を取
得していれば、マークの表示に関係なく行
われます。また、マークが表示されていな
い場合でも、近接案内が行われるとマーク
が自動で表示されます。

･ 近接案内情報の読み上げは、ブラウザの自
動読上げ設定（→542）に関係なく、常に
読み上げられます。

･ 近接案内情報の読み上げ中の操作は、Myリ
クエスト（→ 561）と同様です。

･ 近接案内中に別の近接案内対象施設に近づ
いたときは、案内中の近接案内は中止され、
次の近接案内に切り替わります。

G情報マーク連動サービスの設定
をする

G 情報マーク連動サービスは、サービ
スを ON（する）にするか、OFF（し
ない）にするか選ぶことができます。

（画面外）→  →
 →ナビ詳細設定画面

設定・編集 ナビ詳細設定
案内表示設定

する

しない
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メインメニュー
メインメニュー画面で操作する

 （画面外）→ (  ) →  の順にタッチすると表示さ
れます。

メインメニュー画面の使い方

メインメニューは、G-BOOK オンラインサービスのアプリケーションを起動する
メニューです。 

スイッチ 機　能

G-BOOK.com スイッチ G-BOOK センターに接続し、ブラウザ画面（→ 539）を表
示する。
･ G-BOOK.comコンテンツが閲覧できます。

Gメモリ地点情報スイッチ Gメモリ地点情報のリスト画面を表示する。（→527）

G-BOOKセンターが追加
するスイッチ

スイッチが表示されているときは、タッチすると該当のアプ
リケーションを起動する。 
･ G-BOOKセンター側で用意されるサービスにより、機能が
割り当てられます。

･ スイッチは G-BOOKセンターからの指示で、追加・削除さ
れます。

ページ切り替えタブ ページを切り替える。

閲覧履歴スイッチ 閲覧履歴画面 ( → 545) を表示する。

情報・G G-BOOK メインメニュー

知 識

Gメモリ地点は、同じ内容がナビのメモリ地点にも保存されま
す。修正や消去をしたいときは、ナビのメモリ地点画面で行っ
てください。( → 110、114)
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メインメニュー

ブックマークスイッチ ブックマーク画面 (→ 546) を表示する。

保守点検スイッチ ヘルプネットの手動保守点検を実施する。（→489）

切断スイッチ G-BOOK センターとのデータ通信を切断する。 
･ 切断されているときは、スイッチは灰色になっています。

スイッチ 機　能

携帯電話使用時

知 識

データ通信を切断するときは切断スイッチを使用してくださ
い。携帯電話本体で切断の操作をしても、データ通信を切断で
きないことがあります。
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メインメニュー
ブラウザを操作する

コンテンツの閲覧中は、次の操作ができます。
各スイッチはブラウザ表示前の画面により、スイッチの表示・非表示およびスイッチ
名称に違いがあることがあります。

ブラウザ画面で操作する

ブラウザは、G-BOOK オンラインサービスの各種コンテンツの表示や操作を行い
ます。
ブラウザ画面には、コンテンツ閲覧中に表示される画面と、コンテンツ読み上げ中
に表示される画面があります。

閲覧中に操作する

スイッチ 機　能

Gメイン／終了スイッチ  ……メインメニュー画面に戻る 
 …………ブラウザ画面を終了してブラウザ表示前の画

面に戻る

登録スイッチ 表示中のページをブックマークに登録する。 
･ 登録したブックマークを表示するとき 
�「ブックマークしたコンテンツを見る」(→ 546)

Gメイン
終了
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メインメニュー

読上げスイッチ 読み上げを開始する。 
･ 読み上げ情報がないときは、スイッチは灰色になっていま
す。

更新／中止スイッチ  ………コンテンツの再読み込みをして画面を更新する 
（コンテンツの読み込みが完了または中断してい
るときに表示）

 ………コンテンツの読み込みを中止する 
（コンテンツの読み込み中に表示）

切断スイッチ G-BOOK センターとのデータ通信を切断する。 
･ 切断されているときは、スイッチは灰色になっています。

スクロールバー 表示中のページが画面に収まらないとき、スクロールバーに
タッチすると画面が移動する。 
･ タッチし続けると、連続して画面が移動します。 
･ 走行中はスクロール操作できません。

スイッチ 機　能

知 識

読み上げ情報があるコンテンツを表示したときに、自動で読み
上げをするかしないかを設定できます。( → 542)

更新

中止

知 識

コンテンツの読み込み中に  にタッチしたり通信が切断
された場合、コンテンツが表示されずに背景のみとなったり、
読み込み中のコンテンツが乱れて表示されることがあります。 
この場合は、次のいずれかの操作を行ってください。 
･   にタッチして、コンテンツを再取得する。 
･   にタッチしていったん前のページを表示し、コンテ
ンツを取得し直す。

中止

更新

携帯電話使用時

知 識

データ通信を切断するときは切断スイッチを使用してくださ
い。携帯電話本体で切断の操作をしても、データ通信を切断で
きないことがあります。
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メインメニュー

読み上げ情報があるコンテンツの読み上げ中は、次の操作ができます。

読み上げ中に操作する

スイッチ 機　能

Gメインスイッチ メインメニュー画面に戻る。

音量調整スイッチ コンテンツを読み上げるときの音量を調整する。 
 ………小さくする 
 ………大きくする

前項目／次項目スイッチ 読み上げの開始位置を変更する。 
 ………読み上げ中の項目の先頭からはじめる 
 ………次の項目の先頭からはじめる 

･ 前の項目の先頭からはじめるとき 
�  にタッチしてから約1秒以内に再度タッチ。

停止スイッチ コンテンツの読み上げを停止し、閲覧中の画面に戻る。 

ポーズ／再開スイッチ  ………コンテンツの読み上げを一時停止する 
（読み上げ中に表示） 

 ………読み上げていた項目の頭から読み上げを再開
する 
（読み上げ一時停止中に表示）

切断スイッチ G-BOOKセンターとのデータ通信を切断する。 
･ 切断されているときは、スイッチは灰色になっています。

▼VOL
VOL ▲

  ■ ▲   ■▲

  ■ ▲

〓
▲

携帯電話使用時

知 識

データ通信を切断するときは切断スイッチを使用してくださ
い。携帯電話本体で切断の操作をしても、データ通信を切断で
きないことがあります。
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メインメニュー

G-BOOK詳細設定で、次の項目を設定することができます。

ブラウザの設定をする

（画面外）→  →  → G-BOOK詳細設定画面（→ 556）

G-BOOK詳細設定画面 ■ブラウザの自動読上げ
ブラウザで読み上げ情報があるコンテンツを表
示したとき、自動で読み上げをすることができ
ます。 
ブラウザの自動読上げの  にタッチ。 
･ 解除するとき�  にタッチ。

■読上げ速度 
読み上げが聞き取りづらいとき、読み上げの速
度を設定することができます。 

 …………標準の速度で読み上げる 
 ……ゆっくり読み上げる 

設定が終わったら、  にタッチ。

設定・編集 G-BOOK G-BOOK詳細設定

する
しない

標準
ゆっくり

完了
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メインメニュー

車載機のスイッチで操作する

スイッチ 機　能

パワースイッチ・ 
音量調整ツマミ

■パワースイッチ 
コンテンツの読み上げを停止する。 

■音量調整ツマミ 
コンテンツの読み上げ音量を調整する。 
･ 大きくするとき �右へまわす。
･ 小さくするとき �左へまわす。

TRACK スイッチ コンテンツの読み上げの開始位置を変更する。 
･ 読み上げ中の項目の先頭からはじめるとき 
� ∨ 側を押す。

･ 次の項目の先頭からはじめるとき 
� ∧ 側を押す。

･ 前の項目の先頭からはじめるとき 
� ∨ 側を押してから約1秒以内に再度押す。
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メインメニュー

ステアリングスイッチで操作する

スイッチ 機　能

音量調整スイッチ コンテンツの読み上げ音量を調整する。 
･ 大きくするとき �＋側を押す。
･ 小さくするとき �－側を押す。

MODE（モード切り替え）
スイッチ

･ コンテンツの読み上げを解除するとき 
�読み上げ中にスイッチを押す。

･ オーディオの電源をOFFにするとき 
�読み上げ中にスイッチを“ピッ”と音がするまで押し続
ける。

TRACKスイッチ コンテンツの読み上げの開始位置を変更する。 
･ 読み上げ中の項目の先頭からはじめるとき 
� ∨ 側を押す。

･ 次の項目の先頭からはじめるとき 
� ∧ 側を押す。

･ 前の項目の先頭からはじめるとき 
� ∨ 側を押してから約 1秒以内に再度押す。
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メインメニュー
閲覧履歴からコンテンツを表示する

･ 閲覧履歴は、最大 100 件まで登録されます。
100件以上になると、古いものから順に削
除されます。

1  にタッチ。

2 閲覧したいコンテンツにタッチ。

･ リストは最近閲覧したコンテンツの順に
表示されます。 

･ リストの先頭に移動するとき 
�  にタッチ。

1 閲覧履歴の  にタッチ。

2 削除したい閲覧履歴にタッチ。

･ すべての履歴を削除するとき 
�  にタッチ。

3  にタッチ。

閲覧履歴について

閲覧履歴には、これまでにブラウザで
閲覧したコンテンツのタイトルが、閲
覧した日付が新しいものから順に保存
されています。以前に閲覧したコンテ
ンツを再度閲覧したい場合に使用する
と便利です。

閲覧履歴からコンテンツを
表示する

（画面外）→（  ） →
 → メインメニュー画面

情報・G G-BOOK
メインメニュー

閲覧履歴

最新

閲覧履歴を削除する

閲覧履歴は 100 件以上になると古い
ものから順に削除されますが、任意で
履歴を削除することもできます。

（画面外）→  →
 →

プライバシー設定画面（→549)

設定・編集 G-BOOK
プライバシー設定

削除

全削除

はい
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メインメニュー
ブックマークを使う

1 ブックマークに登録したいページを表
示する。

2  にタッチ。

3 同じブックマークが登録されていると
き
�置き換えてもよければ、  に
タッチ。

1  にタッチ。

2 希望のブックマークにタッチ。

･ リストを並べ替えるとき
�「リストを並べ替える」(→ 547) 

ブックマークについて

ブラウザで表示しているページをブッ
クマークに登録することができます。 
ブックマークは、閲覧履歴のように古
いものから順に削除されることがあり
ません。 
そのため、再度閲覧したいページがあ
るときなどに使用すると、ブックマー
ク画面から簡単にそのページを表示す
ることができます。 
また、登録したブックマークのタイト
ルは、あとで修正することができます。
ブックマークは最大 50 件まで登録で
きます。

知 識

ページによっては、ブックマークに登録できな
いことがあります。そのようなページでは、登
録スイッチが灰色になっています。

ブックマークに登録する

ブラウザ画面表示中 (→ 539)

登録

ブックマークしたコンテンツ
を見る

（画面外）→（  ） →
 → メインメニュー画面

はい

情報・G G-BOOK
メインメニュー

ブックマーク
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メインメニュー

リストは登録順と閲覧順の2種類の並べ
方をさせることができます。 

…… ブックマークに登録した
日時が新しいものから順
に並べる 

…… コンテンツを最後に閲覧
した日時が新しいものか
ら順に並べる

1 ブックマークの  にタッチ。

2 修正したいブックマークにタッチ。

3  にタッチ。

4 タイトルを修正する。

･ ソフトウェアキーボードで入力する。

5  にタッチ。

リストを並べ替える

ブックマークの修正をする

ブックマークのタイトルは、ブック
マークを探しやすくするなどの目的
で、お好みのタイトルに変更すること
ができます。

（画面外）→  →
 →

プライバシー設定画面（→ 549)

登録順

閲覧順

設定・編集 G-BOOK
プライバシー設定

修正

タイトル

完了
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メインメニュー

1 ブックマークの  にタッチ。

2 削除したいブックマークにタッチ。

･ すべてのブックマークを削除するとき
�  にタッチ。( 手順 4へ )

3  にタッチ。

4  にタッチ。ブックマークを削除する

ブックマークは、最大 50 件まで登録
できます。最大登録件数を超えて登録
しようとした場合はメッセージが表示
されます。この場合は、不要なブック
マークを削除してから登録してくださ
い。

（画面外）→  →
 →

プライバシー設定画面（→549)

設定・編集 G-BOOK
プライバシー設定

削除

全削除

削除

はい
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メインメニュー
G-BOOKの設定をする

1  （画面外）を押す。

2  にタッチ。

設定・編集画面で、次の項目を設定する
ことができます。

※携帯電話接続時のみ設定することができま
す。

1  にタッチ。

2 各項目を設定する。

3 設定が終わったら、  にタッチ。

設定・編集画面を表示する

G-BOOK オンラインサービスを利用
するときの各種設定は、設定・編集画
面から行います。

項　目 ページ
プライバシー設定 549
通信設定※ 554
G-BOOK詳細設定 556
Myリクエスト編集 563
G-SOUND削除 570

設定・編集

G-BOOK

プライバシー設定をする

プライバシーに関する各種設定をする
ことができます。

（画面外）→  →
設定・編集画面

項　目 ページ
暗証番号を変更する 550
通信ロックを使う 552
ブックマークの修正と削除を
する

547、
548

ブラウザ閲覧履歴を削除する 545

設定・編集 G-BOOK

プライバシー設定

完了
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メインメニュー

� 暗証番号は4桁の数字です。初期設定
は「0000」になっています。
暗証番号は、他人にわかりにくい番号
にしておいてください。 

� 質問とその回答は、暗証番号を忘れた
場合に暗証番号を表示するために設定
します。（→ 551）
質問とその回答は、お客様以外にわか
りにくい内容にしておいてください。

･ 暗証番号を変更するときも、同様の操作で
行うことができます。

1 暗証番号の  にタッチ。

2 現在の暗証番号を入力し、  に
タッチ。

･ はじめて設定するとき 
�「0000」を入力する。

･ 変更するとき 
�設定してある暗証番号を入力する。

･ 間違えたとき�  にタッチ。
･ 暗証番号を忘れたとき 
�「暗証番号を忘れた場合」（→551）

3 新しく設定したい暗証番号を入力し、
 にタッチ。

4 新しい暗証番号の確認のため、再度新
しく設定したい暗証番号を入力し、

 にタッチ。

暗証番号を変更する

暗証番号は、通信ロック（→ 552）し
たときに、ロックを解除するために入
力が必要になります。通信ロックを使
用するときは、まず暗証番号および暗
証番号を忘れたときの質問とその回答
を設定してください。 

 注 意
 にタッチして設定が終わるまでは、次

のような操作をしないでください。 
･“ パワー ”スイッチをOFF にする。
･ ハイブリッドシステムを再始動する。

完了

（画面外）→  →
 →プライバシー設定画面

設定・編集 G-BOOK
プライバシー設定

変更する

完了

修正

完了

完了
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メインメニュー

5  、  にタッチして、それぞ
れ入力する。

･ ソフトウェアキーボードで入力する。

6  にタッチ。

1 暗証番号の  にタッチ。

2  にタッチ。

3 回答を入力する。

･ ソフトウェアキーボードで入力する。

4  にタッチ。

･ 回答が一致すると、暗証番号が表示され
ます。

5 暗証番号を確認したら、  にタッ
チ。

暗証番号を忘れた場合

（画面外）→  →
 →プライバシー設定画面

質問 回答

完了

設定・編集 G-BOOK
プライバシー設定

忘れた場合

回答

完了

完了
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メインメニュー

○：利用できます 
×：利用できません

通信ロックを使う

通信ロックを使用すると、各機能の動作を下表のように制限することができます。 
他人に車を貸す場合など、G-BOOKオンラインサービスを触らせたくないときや、
プライベートな情報を見せたくないときに使用してください。

機　能 動　作

ヘルプネット ○
メインメニュー G-BOOK.com ×

閲覧履歴 ×
ブックマーク ×

Myリクエスト ×
オペレーターサービス ×
G-SOUND 試聴・利用手続き ×
CDタイトル情報取得 ×
G-BOOK と
ナビの連携機能

渋滞予測 ×
Gルート探索 × (プローブコミュニケーション交通

情報を含む )

Gメモリ地点 ○ (保存済みデータのみ )
ドライブプラン ×
Gで設定 ×
施設情報表示 ×
G情報マーク連動サービス ○ (情報の読み上げのみ )

マップオンデマンド（地図更新） × (携帯電話または通信モジュールで
の更新)

知 識

通信ロックを使用するような場合は、ハンズフリーの発信制限も合わせてご利用ください。
（→441）
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メインメニュー

1 通信ロックの  にタッチ。

2  にタッチ。

1 通信ロックの  にタッチ。

2 暗証番号を入力し、  にタッチ。

ロックする
知 識

通信ロックを解除するときは、暗証番号が必要
になります。暗証番号については、「暗証番号
を変更する」をご覧ください。（→550）

（画面外）→  →
 →プライバシー設定画面

設定・編集 G-BOOK
プライバシー設定

ロックする

はい

解除する

解除する

完了
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メインメニュー

1  にタッチ。

2 各項目を設定する。

3 設定が終わったら、  にタッチ。

通信設定をする
携帯電話使用時

携帯電話でデータ通信を行う場合、通
信に関する各種設定をすることができ
ます。

（画面外）→  →
設定・編集画面

項　目 ページ
使用する携帯電話の設定をする 555
通信接続時の確認 555
自動通信の設定 556

設定・編集 G-BOOK

通信設定

完了

 注 意
 にタッチして設定が終わるまでは、次

のような操作をしないでください。 
･“ パワー ”スイッチを OFFにする。
･ ハイブリッドシステムを再始動する。

知 識

次の項目は携帯電話毎に設定が保持されます。
･ 使用する携帯電話の設定
･ 通信接続時の確認

完了
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メインメニュー

･ 通信事業者の設定が間違っていると、G-
BOOK オンラインサービスを利用できませ
ん。

使用する携帯電話の通信事業者を選択す
る。

※auはKDDI株式会社の商標または登録商標
です。 

※「FOMA／フォーマ」は株式会社NTTドコ
モの商標です。 

※SoftBank はソフトバンクモバイル株式会
社の商標です。

通信接続時の確認の  にタッチ。

･ 解除するとき�  にタッチ。

使用する携帯電話の設定をする

次のような場合は、必ず使用する携帯
電話の設定を確認してください。 
� 携帯電話を初めて接続するとき
� 携帯電話の機種を変更したとき
� 補機バッテリーの接続が断たれたと
き

� ハンズフリーで使用する携帯電話を
変更したとき

（画面外）→  →
 →通信設定画面

au auのパケット通信対応携帯電
話をご利用の場合

FOMA FOMA のパケット通信対応携
帯電話をご利用の場合

SoftBank SoftBank のパケット通信対
応携帯電話をご利用の場合

通信に利用
しない

携帯電話をハンズフリー通話
のみに使用する場合

設定・編集 G-BOOK
通信設定

通信接続時の確認

携帯電話で G-BOOK センターへ接続
するときに、確認のメッセージを表示
することができます。  

（画面外）→  →
 →通信設定画面

知 識

･ 接続確認画面で  に
タッチすると、次回接続時以降は、接続確
認画面が表示されません。
このとき、通信接続時の確認は「しない」に
設定されます。 
再度表示したいときは、通信接続時の確認
を「する」に設定してください。

･ 通信接続時の確認を「しない」に設定する
と、画面に「自動で通信する場合がありま
す」と表示されます。
これは、自動で通信するサービスを利用し
たとき、お客様が気付かないところで通信
料金が発生する場合があることをご確認い
ただくためのものです。

設定・編集 G-BOOK
通信設定

する

しない

以降は確認せずに接続
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自動通信の  にタッチ。
･ 解除するとき�  にタッチ。 1  にタッチ。

2 各項目を設定する。

3 設定が終わったら、  にタッチ。

自動通信の設定

携帯電話による自動通信をすることが
できます。 

（画面外）→  →
 →通信設定画面

知 識

･ 電話機選択（→428）で携帯電話を変更す
ると、自動通信の設定も「する」に変更さ
れます。「しない」を選択していた場合は、
設定し直してください。

･ 自動通信の設定を「しない」に設定しても、
Gルート情報自動継続の設定（→ 526）に
より自動で通信する場合があります。

設定・編集 G-BOOK
通信設定

する
しない

G-BOOK詳細設定をする

G-BOOK に関する各種設定をするこ
とができます。

（画面外）→  →
設定・編集画面

項　目 ページ
ブラウザの自動読上げ 542
読上げ速度の選択 542
単語の編集 19
定形文の修正 20
入力履歴の削除 21
予測変換候補の表示設定 21
契約の解除手続き 474

設定・編集 G-BOOK

G-BOOK詳細設定

完了
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Myリクエスト
Myリクエスト

 （画面外）→ (  ) →  の順にタッチすると表示さ
れます。

Myリクエストについて

My リクエストでは、ニュースや天気予報などを簡単な操作でリクエストして、取
得した情報を読み上げることができます。
� G-BOOK ｍXをWeb登録してご利用の方、およびG-BOOK ｍX Proをご利用の
方は、登録するメニューを変更したり、並べ替えることができます。

� G-BOOK ｍXをWeb登録なしでご利用の方は、メニューが固定されます。
操作は、Myリクエスト画面をタッチする方法と、音声認識で行う方法があります。

Myリクエスト画面で操作する

スイッチ 機　能

音量調整スイッチ コンテンツを読み上げるときの音量を調整する。 
 ………小さくする 
 ………大きくする

前項目／次項目スイッチ 読み上げの開始位置を変更する。 
 ………読み上げ中の項目の先頭からはじめる 
 ………次の項目の先頭からはじめる 

･ 前の項目の先頭からはじめるとき 
�  にタッチしてから約1秒以内に再度タッチ。

停止スイッチ コンテンツの読み上げを停止し、閲覧中の画面に戻る。 

情報・G G-BOOK Myリクエスト

▼VOL
VOL ▲

  ■ ▲   ■▲

▲  ■
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Myリクエスト

ポーズ／再開スイッチ  ………コンテンツの読み上げを一時停止する 
（読み上げ中に表示） 

 ………読み上げていた項目の頭から読み上げを再開
する 
（読み上げ一時停止中に表示）

切断スイッチ G-BOOK センターとのデータ通信を切断する。 
･ 切断されているときは、スイッチは灰色になっています。

中止スイッチ G-BOOK センターとのデータ通信を中止する。

スイッチ 機　能

〓
▲

携帯電話使用時

知 識

データ通信を切断するときは切断スイッチを使用してくださ
い。携帯電話本体で切断の操作をしても、データ通信を切断で
きないことがあります。

通信モジュール装着車
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Myリクエスト

車載機のスイッチで操作する

スイッチ 機　能

パワースイッチ・ 
音量調整ツマミ

■パワースイッチ 
コンテンツの読み上げを停止する。 

■音量調整ツマミ 
コンテンツの読み上げ音量を調整する。 
･ 大きくするとき �右へまわす。
･ 小さくするとき �左へまわす。

TRACK スイッチ コンテンツの読み上げの開始位置を変更する。 
･ 読み上げ中の項目の先頭からはじめるとき 
� ∨ 側を押す。

･ 次の項目の先頭からはじめるとき 
� ∧ 側を押す。

･ 前の項目の先頭からはじめるとき 
� ∨ 側を押してから約1秒以内に再度押す。
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Myリクエスト

ステアリングスイッチで操作する

スイッチ 機　能

音量調整スイッチ コンテンツの読み上げ音量を調整する。 
･ 大きくするとき �＋側を押す。
･ 小さくするとき �－側を押す。

MODE（モード切り替え）
スイッチ

･ コンテンツの読み上げを解除するとき 
�読み上げ中にスイッチを押す。

･ オーディオの電源をOFFにするとき 
�読み上げ中にスイッチを“ピッ”と音がするまで押し続
ける。

TRACKスイッチ コンテンツの読み上げの開始位置を変更する。 
･ 読み上げ中の項目の先頭からはじめるとき 
� ∨ 側を押す。

･ 次の項目の先頭からはじめるとき 
� ∧ 側を押す。

･ 前の項目の先頭からはじめるとき 
� ∨ 側を押してから約 1秒以内に再度押す。
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Myリクエスト

1 リクエストしたいコンテンツにタッ
チ。

2 ナビ画面に切り替わる。

･ データ取得後、コンテンツの読み上げ、ま
たは地図上へのアイコン表示などが行わ
れます。 

･ ネットワーク接続中は、通信中マークが
表示されます。

読み上げ中に音量調整などの操作をした
いときは、Myリクエスト画面を表示させ
て行います。（→557）

Myリクエストを使う

（画面外）→（  ） →
 → My リクエスト画面

知 識

走行中はリストを動かすことができません。2
ページ目以降に登録してあるコンテンツをリ
クエストしたいときは、音声認識でリクエスト
してください。（→563）

情報・G G-BOOK
My リクエスト

通信中マーク

読み上げ中に操作する

知 識

･ コンテンツの読み上げ中に別の読み上げコ
ンテンツを受信したときは、読み上げ中の
コンテンツを中止し、次の読み上げコンテ
ンツに切り替わります。 

･ リクエストによっては、画面上にメッセー
ジが表示されることがあります。 
状況によって、次のようになります。
･ 運転補助画面（交差点案内などの運転を
補助する画面）が表示されているときは、
運転補助画面が優先されるため、運転補
助画面の終了後にメッセージが表示され
ます。 

･ ハンズフリーなど優先度の高い機能の割
り込みがあると、メッセージは破棄され
ます。

･ コンテンツの読み上げ中にナビの音声案内
が出力されたときは、読み上げを一時停止
します。
なお、音声案内が終了すると読み上げが再
開されます。 

･ コンテンツの読み上げ中にハンズフリーの
着信があったときは、読み上げを終了しま
す。 

･ リクエストによるコンテンツの読み上げ
は、ブラウザの自動読上げの設定（→542）
に関係なく行われます。
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Myリクエスト

1 アイコンにタッチ。

2  にタッチ。

･ ブラウザ画面または施設情報画面に切り
替わり、情報が表示されます。 

設定したいドライブプランにタッチ。

･ 情報取得後の操作について
�　「ドライブプランを利用する」
（→ 531）

情報を見る

リクエストによって、地図上にアイコ
ンが表示されたときは、その施設の情
報を見ることができます。

知 識

アイコンが表示されるコンテンツにもかかわ
らず、アイコンが画面に表示されていないとき
は、地図縮尺の切り替えや地図の移動をする
と、アイコンが確認できます。

知 識

リクエストで地図上に表示されたアイコンの
表示／非表示を設定することができます。
（→534）

情報

ドライブプランを利用する

My リクエストからもドライブプラン
を利用できます。
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Myリクエスト

･ リクエストのしかたについて
�「Myリクエストを使う」（→561）

リクエストしたあとの操作については、
My リクエスト画面からタッチスイッチ
でリクエストした場合と同様です。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

3 画面の指示にしたがって、リクエスト
したいコンテンツを登録する。

音声認識でリクエストをする

音声認識でリクエストすると、登録し
てあるすべてのコンテンツを、走行中
でもリクエストすることができます。

Myリクエストの編集をする

My リクエストに登録するコンテンツ
の変更や並べ替えをすることができま
す。
･ G-BOOK ｍXをWeb登録してご利用の
方、および G-BOOK ｍX Pro をご利用
の方のみ操作できます。

（画面外）→  →
設定・編集画面
設定・編集 G-BOOK

Myリクエスト編集

登録替
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G-SOUND
ご利用になる前に

次のようにして利用します。 
① G-SOUNDで、希望の楽曲を選択します。 
②楽曲を試聴します。（試聴は省略してもかまいません。） 
③利用手続きをします。 
④サウンドライブラリで、楽曲を再生します。 

G-SOUNDについて

G-SOUND は、車載機のハードディスクに保存されている曲（G-SOUND 楽曲）
を、利用手続きをして G-BOOK センターからライセンスを取得することにより、
再生可能にするサービスです。
･ 有料カプセルおよび単曲は、G-BOOK mX をWeb 登録してご利用の方、およびG-BOOK
mX Pro をご利用の方のみ利用できます。

･ G-SOUNDは 2013年 12月 19日にサービスを終了いたします。
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G-SOUND

� G-SOUND楽曲には、「カプセル」と「単曲」があります。 
カプセル……… 複数の曲が収録されています。 

タイトルに [ 無料 ]と表示されているカプセルは、無料で再生でき
ます。

単曲…………… 1曲のみ収録されています。 
� 車載機のハードディスク内に保存されているG-SOUND楽曲は、G-SOUNDを利用
して、試聴および利用手続きができます。 
単曲は、いろいろな検索条件を設定することで、保存されている楽曲の中から聴き
たい楽曲を絞り込むことができます。
また、「オススメ情報」では、季節やドライブコースに合ったカプセルの紹介をして
います。

■ライセンスについて
G-SOUND楽曲を再生するときは、利用手続きをして、その楽曲のライセンスを取得
する必要があります。 
� ライセンスに有効期限が設定されている場合は、有効期限までその楽曲を再生する
ことができます。

G-SOUND楽曲について

知 識

G-BOOK オンラインサービスを解約しても個人情報の初期化をしなければ、ライセンス取得済
みのG-SOUND楽曲はそのままご利用いただけます。

本サービスにて提供された著作物データを、個人的な利用の目的以外で複製、頒布
すること、または改変、インターネットなどによる公衆送信などの行為を行うこと
は、法律により禁止されています。
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G-SOUND
G-SOUNDを利用する

 （画面外）→ (  ) →  の順にタッチすると、G-SOUND
画面が表示されます。

G-SOUND画面の使い方

スイッチ 機　能

カプセル／単曲タブ リストの表示を切り替える。 
……… カプセルを一覧表示する 

…………… 単曲を一覧表示する 

絞り込み検索スイッチ
（単曲一覧表示時のみ）

ハードディスク内の G-SOUND楽曲の中から、検索条件を変
更して希望の楽曲を検索する。

Gオススメスイッチ オススメするカプセルと直接配信コンテンツの紹介ページを
表示する。

情報・G G-BOOK G-SOUND

カプセル
単曲
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G-SOUND

� 楽曲の試聴をするには、｢試聴ライセン
ス｣が必要です。

� 試聴ライセンスには、試聴期限または
試聴回数が設定されており、それらを
こえた楽曲は試聴することができませ
ん。

。

1 聴きたい楽曲にタッチ。

･ 単曲を選択するときは、絞り込み検索を
すると便利です。（→568）

2  にタッチ。

･ 試聴は単曲3回、カプセル 3回まで可能
です。

3 試聴ライセンスを取得していない場合
は、試聴ライセンスの取得を開始する。

･ 中止するとき�   にタッチ。

4 試聴再生を開始する。

･ 試聴再生を停止するとき 
�  にタッチ。

･ 次の曲を試聴再生するとき 
�  にタッチ。

･ サウンドライブラリ操作画面を表示する
とき 
�  （画面外）を押す。

楽曲を試聴する

G-SOUND画面から聴きたい楽曲を選
択して、利用手続きの前に試聴するこ
とができます。

（画面外）→（  ） →
 → G-SOUND画面または絞込

み検索結果画面 ( → 568)

情報・G G-BOOK
G-SOUND

試聴

▲

知 識

･ 1回の試聴時間は、1曲あたり約30秒です。 
･ カプセルの試聴は、カプセル単位での試聴
になります。 

･  にタッチしたら、その時点で試聴回
数は1回と計算されます。 

知 識

次の場合は、ライセンスの取得が中止されま
す。
･ 試聴ライセンスを取得中に他の画面に切り
替えたとき

･ ハンズフリー着信など、優先順位の高い機
能の割り込みがあったとき

試聴

▲

中止

試聴 ■

  ■▲

オーディオ
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G-SOUND

。

1 単曲一覧表示で、  に
タッチ。

2 検索条件に設定したい項目にタッチ。

･ 検索条件を解除するとき 
�項目の右側にある  にタッチ。

･ すべての検索条件を解除するとき
�  にタッチ。

3 検索条件に設定したい詳細項目にタッ
チ。

� 2 の画面で「アーティスト」を選択し
たとき
�希望のアーティストにタッチ。

4  にタッチ。

5 絞り込み検索結果が表示される。

･ 絞り込みを解除するとき 
�  にタッチ。

･ 楽曲の試聴・利用手続きをするとき
�「楽曲を試聴する」（→567） 
「利用手続きをする」（→569）

希望の楽曲を検索する

単曲を選択する場合、いろいろな検索
条件を設定して希望の楽曲を検索する
ことができます。

（画面外）→（  ） →
 → G-SOUND画面

情報・G G-BOOK
G-SOUND

絞り込み検索

解除

全解除

知 識

設定した検索条件は検索条件表示欄に表示さ
れます。  または  にタッチしてス
クロールさせると、設定した検索条件をすべて
確認することができます。

完了
検索条件表示欄

▲

▲

絞り込み解除
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G-SOUND

。

1  にタッチ。

2  にタッチ。

･ 無料カプセルの場合
�  にタッチ。（手順 4へ）

3 G暗証番号を入力し、  にタッチ。

4 ライセンスの取得を開始する。

･ 中止するとき�  にタッチ。

5 ライセンスの取得が完了すると、再生
を開始する。

･ サウンドライブラリ操作画面を表示する
とき
�  （画面外）を押す。

サウンドライブラリの再生可能曲数をこ
える場合は、メッセージが表示され、ラ
イセンスを取得できません。
この場合、サウンドライブラリ編集メ
ニュー画面から不要なライセンス取得済
みの楽曲を削除してください。（→212）

利用手続きをする

試聴してみて、継続して聴きたい楽曲
の場合は、利用手続きをしてライセン
スを取得します。
ライセンスは最大1000個まで購入す
ることができます。

（画面外）→（  ） →
 →  →

G-SOUND画面 ( 試聴・利用手続 )

知 識

購入金額は、G-SOUND 楽曲、ライセンス利
用期限により異なります。

情報・G G-BOOK
G-SOUND （聴きたい楽曲）

利用手続

購入

次へ

決定

知 識

･ ライセンス取得に失敗した場合は、再度手
続きを行ってください。 

･ ライセンスの取得を中断したときは、次の
G-SOUND 起動時に利用手続きの再開確認
メッセージが表示されます。 

 にタッチすると、利用手続きを再開し
ます。
ただし、ライセンス取得に失敗した楽曲を
削除すると、その楽曲のライセンスは取得
できません。

ライセンスを取得できないとき

中止

オーディオ

はい
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G-SOUND

G-SOUND楽曲の操作方法は、次の「サ
ウンドライブラリで録音した曲との相違
点」を除いては、サウンドライブラリで
録音した曲と同様です。

G-SOUND楽曲は、次の点がサウンドラ
イブラリで録音した曲と異なります。 
� タイトル情報の取得機能はありませ
ん。

� 曲（トラック）単位で削除することが
できません。削除する場合は、コンテ
ンツ単位での削除になります。 

。

1  に10秒以上タッチ
し続ける。

2 削除したい楽曲にタッチ。

･ 単曲またはカプセルの、すべての楽曲を
削除するとき 
�  にタッチ。（手順 4へ）

･ 単曲を削除するときは、絞り込み検索を
してから削除することができます。
（→571）

G-SOUND楽曲を再生する

ライセンスを取得したG-SOUND楽曲
は、サウンドライブラリ（→ 202）で
再生することができます。

サウンドライブラリで録音した曲
との相違点

G-SOUND楽曲を削除する

ライセンスのない不要なG-SOUND楽
曲は削除することができます。

 注 意
･ すべての G-SOUND 楽曲を削除すると、
G-SOUND楽曲はすべて利用できなくな
ります。

･ 車載機にプリインストールされているG-
SOUND楽曲を削除する場合は、本当に
削除してもよいかご確認ください。削除
した楽曲を元に戻すことはできません。

 （画面外）→  →
設定・編集画面
設定・編集 G-BOOK

G-SOUND削除

全削除
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G-SOUND

3  にタッチ。

4  にタッチ。

5  を選択した場合、途中で削除
を中止するとき
�   にタッチ。

。

1 単曲一覧表示で、  に
タッチ。

2「希望の楽曲を検索する」(→ 568）の
2～ 4と同様の操作をする。

3 削除したい楽曲にタッチ。

･ 絞り込んだ楽曲をすべて削除するとき 
�  にタッチ。
（「G-SOUND 楽曲を削除する」( →
570）手順 4へ）

･ 絞り込みを解除するとき
�  にタッチ。

以降は「G-SOUND楽曲を削除する」の
手順 3～ 4と同様の操作をします。

 注 意
全削除の途中で削除を中止しても、すでに
削除処理が終了した楽曲を元に戻すことは
できません。

知 識

ライセンス取得済みの楽曲は、削除画面のリス
トに表示されません。 
削除する場合は、サウンドライブラリ編集メ
ニュー画面（→ 212）から削除してください。

削除

はい

全削除

中止

楽曲を絞り込んで削除する

単曲を削除する場合、いろいろな検索
条件を設定して絞り込むことができま
す。

 （画面外）→  →
 （10秒以上タッチ）→

G-SOUND削除画面

設定・編集 G-BOOK
G-SOUND削除

絞り込み検索

絞り込み削除

絞り込み解除
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CDタイトル情報取得
CDタイトル情報取得

･ サウンドライブラリについて
�｢サウンドライブラリ」（→ 202）

。

1  にタッチ。

2 表示された画面の指示にしたがって、
希望のタイトルを選択・登録する。

タイトル情報を取得する

サウンドライブラリでは、音楽 CD か
ら内蔵のハードディスクへ録音した楽
曲のタイトル情報（アルバム名、アー
ティスト名、ジャンル名など）を、ハー
ドディスクに収録されているデータ
ベースから取得することができます。 
ただし、新しい曲などはデータベース
にタイトル情報がないものもありま
す。G-BOOKオンラインサービスを利
用すると、最新の CD タイトル情報を
G-BOOKセンター経由でGracenote
メディアデータベースから取得するこ
とができます。

アルバム修正画面 ( → 216)

知 識

･ 該当する CD タイトル情報が見つからなかっ
た場合は、メッセージが表示されたあとにア
ルバム修正画面に戻ります。 

･ ハンズフリー着信など、優先順位の高い機
能の割り込みがあったときは、CDタイトル
情報の取得を中止します。

Gで検索



573

知っておいていただきたいこと
こんなメッセージが表示されたときは

次のようなメッセージが表示されたときは、以下の表に基づき、まず確認してくださ
い。処置をしても解消されないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。

こんなメッセージが表示されたときは

メッセージ 原　因 処　置

G-BOOKの利用手続
きが必要です
情報・G のメインメ
ニューのG-BOOK.com
から手続きできます

G-BOOK オンラインサービス
の利用手続きがされていない。

利用手続きを行ってください。
（→460）

電話機選択が必要で
す
設定・編集の電話から
設定できます

使用する電話機が選択されて
いない。

使用する電話機を選択してくださ
い。（→ 428）

携帯電話の通信設定
が必要です
設定・編集のG-BOOK
から設定できます

使用する携帯電話の設定がさ
れていない。

使用する携帯電話の設定を行ってく
ださい。（→555）

Bluetooth 設定が必
要です
設定・編集の電話から
設定できます

Bluetooth の設定がされてい
ない。

Bluetooth の設定を行ってくださ
い。（→ 438）

緊急通報中です
G-BOOKサービスを
ご利用できません

ヘルプネットの緊急通報中の
ため。

緊急通報が終了してから、ご利用く
ださい。
･ 誤操作などでヘルプネットセン
ターに接続されたときは、ヘルプ
ネットセンターのオペレーターに
理由を告げて、通報を終了してく
ださい。

オペレーターと通話
中です
終了してからご利用
下さい

オペレーターサービスを利用
中のため。

オペレーターサービスが終了してか
らご利用ください。

センター接続中は変
更できません
回線を切断して再度
操作して下さい

通信中のため。 通信が終了してから再度操作する、
または  にタッチして通信を終
了してください。

切断
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知っておいていただきたいこと

電話機が使用中です
通話を終了してから
ご利用下さい

ハンズフリー通話中のため。 通話を終了してからご利用くださ
い。

通話中は操作できま
せん

これ以上登録できま
せん
設定・編集のG-BOOK
のプライバシー設定
で削除して下さい

ブックマークの最大登録数を
超過したため。

不要なブックマークを削除してくだ
さい。（→548）

携帯電話が接続され
ていません
保守点検はできませ
ん

携帯電話が接続されていない
ため。

携帯電話を接続してください。（「携
帯電話を接続する」（→406））

通話中は試聴できま
せん

ハンズフリー通話中のため。 通話を終了してからご利用くださ
い。

これ以上ライセンス
を取得できません
設定・編集のオーディ
オから手続済の G-
SOUND 楽曲を削除
して下さい

ライセンスの最大保存数を超
過したため。

不要なライセンス取得済みG-SOUND
楽曲を削除してください。（「アルバム
を削除する」（→219））

これ以上 G メモリ地
点を登録できません
設定・編集のナビから
不要な G メモリ地点
情報を削除して下さ
い

G メモリ地点の最大保存数を
超過したため。

不要なGメモリ地点を削除してくだ
さい。（→114）

通信ロック中です
ロックを解除してか
らお使い下さい

通信ロックされている。 通信ロックを解除してください。
通信ロック解除のための暗証番号を
忘れた場合は、プライバシー設定画
面で暗証番号の  にタッ
チして確認してください。

メッセージ 原　因 処　置

忘れた場合
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知っておいていただきたいこと

回線が混み合ってい
る等により表示でき
ません
しばらく待ってから
操作して下さい

･ サービスエリア圏外にいる。
･ 認証に失敗した。
･ 通信環境が悪い。
･ 通信機器の接続状態に異常
がある。

①携帯電話について、次の点を確認
してください。
･ 携帯電話が動作確認済みの機
種であるか。

･ 携帯電話単体で正常動作する
か。

･ 携帯電話の異常でないか。
（携帯電話の電源 OFF、携帯電
話の充電不足、携帯電話の故
障）

②携帯電話とBluetooth接続ができ
ているか確認してください。

③他の携帯電話に変えて、試してみ
てください。

時刻データが古いた
め使用できません
GPSを受信して下さ
い

GPS が受信できていない。 GPS が受信できる場所に移動して
ください。

電話機をご確認下さ
い

･ 携帯電話が Bluetooth 接続
されていない。

･ 携帯電話に異常がある。
（携帯電話の電源OFF、携帯
電話の充電不足、携帯電話
の故障）

･ 携帯電話が動作確認済みの
機種でない。

次の点を確認してください。
･ 携帯電話と Bluetooth 接続され
ているか。

･ 携帯電話が動作確認済みの機種で
あるか。

･ 携帯電話の充電は十分であるか。

回線が混雑していま
す
しばらく待ってお使
い下さい

発信規制中である。 しばらくしてから場所を変えて、数
回試してみてください。

通話エリア外です
通話エリアに移動し
てご利用下さい

サービスエリア圏外にいる。 しばらくしてから場所を変えて、数
回試してみてください。

回線が混み合ってい
る等により情報を取
得できませんでした

･ サービスエリア圏外にいる。
･ 認証に失敗した。
･ 通信環境が悪い。
･ 通信機器の接続状態に異常
がある。

･ 通信設定に誤りがある。

①しばらくしてから場所を変えて、
数回試してみてください。

②使用する携帯電話の設定を確認し
てください。（→555）

メッセージ 原　因 処　置
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音量調整
ETCシステム..........................................386
オーディオ...............................................168
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画面を消す .....................................................25
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スイッチ表示設定..........................................43
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My リクエスト画面 ....................................557
My リクエスト編集 ....................................563
マップオンデマンド（地図差分更新）......505
携帯電話で更新........................................509
更新日の確認 ...........................................513
故障とお考えになる前に........................515
差分更新 ...................................................505
全更新.......................................................505
地図更新画面 ...........................................508
通信モジュールで更新............................511
マップオンデマンド・
サポートデスク....................................512
メディア（CD-R／DVD-R）で更新......511
マップコード................................................. 75
マップコードで地図を呼び出す.................. 75
マップマッチング......................................... 35
マルチアングル...........................................200
マルチランゲージ.......................................200

み
右画面の設定（2画面表示時）.................... 47

め
名称で地図を呼び出す ................................. 70
メインメニュー...........................................537
メモリ地点の修正.......................................110
位置修正 ...................................................114
自宅・特別メモリ地点に登録 ................111
自宅・特別メモリ地点の解除 ................111
電話番号入力 ...........................................114
マークの変更 ...........................................111
名称入力 ...................................................112
名称表示 ..................................................113
名称読み入力 ...........................................113
メモリ地点の消去.......................................114
メモリ地点の登録.......................................109
メンテナンス機能.......................................128
自動通知（メンテナンス案内）
の設定....................................................130
メンテナンス案内....................................129
メンテナンス時期の設定........................128
メンテナンス詳細設定............................130
メンテナンス設定の更新...........129、130
メンテナンス設定の消去...........129、130

も
モードの選び方
（インテリジェント
パーキングアシスト）..........................314

モードの切り替え（オーディオ）..............169
目的地案内......................................................79
目的地案内の開始・中止 ..............................87
目的地スイッチ.................................................9
目的地の消去...............................................104
目的地の設定..................................................80
目的地の追加...............................................103
目的地の並び替え.......................................103
目的地方向マーク..........................................41
目的地履歴の消去.......................................108
文字入力 
ソフトウェアキーボード...........................15
メモリ地点の名称入力............................112
名称で地図を呼び出す...............................70

ゆ
USB.............................................................239
USB メモリー ............................................242
MP3/WMAについて............................245
同じフォルダを繰り返し聞く................243
繰り返し聞く ...........................................243
再生する...................................................242
全フォルダの中から
ランダムに聞く....................................244
早送り、早戻し .......................................243
ファイルを選ぶ .......................................243
フォルダの中からファイルを探す ........244
フォルダの中からランダムに聞く ........243
フォルダを選ぶ .......................................242
フォルダを探す .......................................244
USB メモリーについて..........................244
ユーザー画面...............................................468
郵便番号で地図を呼び出す ..........................75
有料コンテンツ...........................................473

よ
予測変換候補の表示設定 ..............................21
呼び出した地図の操作 ..................................77
夜画表示 .........................................................25



589

50音さくいん

ら
ラジオ ..........................................................171
エリアスイッチについて........................173
交通情報放送を聞く................................173
自動で放送局を記憶する........................172
放送局を選ぶ ...........................................171
放送局を記憶する....................................172
ラジオを聞く ...........................................171
ラジオ用アンテナ..........................................29

り
リアル市街図表示..........................................49
リージョンコード（地域番号 ) ....199、201
リスト画面の切り替え方 ..............................22
立体ランドマークの表示 ..............................55
リニア PCM................................................201
リダイヤル...................................................436
立体的な拡大図表示 ......................................92
利用開始操作...............................................464
料金案内..........................................................95
量子化ビット...............................................201
利用手続き
G-BOOK..................................................460
G-SOUND楽曲......................................569
PC・携帯連携 .........................................465
利用登録の解除...........................................475
履歴で地図を呼び出す ..................................76
履歴の削除
G-BOOK..................................................545
ソフトウェアキーボード...........................21
ハンズフリー ...........................................418
履歴発信.......................................................417

る
ルート学習 .....................................................81
ルート学習結果の消去..................................82
ルート系設定...............................................125
ルート情報（案内道路情報） .......................85
ルート探索 .....................................................81
ルートの再探索...........................................100
自動再探索...............................................100
ルート変更 ..................................................102
季節規制区間の迂回ルート探索............107
探索条件の変更 .......................................102
通過道路指定の解除................................107
通過道路の指定 .......................................105
通過道路の修正 .......................................106
出入口 IC の指定・解除..........................105
目的地の消去...........................................104
目的地の追加...........................................103
目的地の並び替え ...................................103
ルート変更画面の表示...............................102
ルートを考慮したリストの表示...................54

れ
レーンリスト図表示・解除 ................90、91
連続車線変更案内..........................................92

ろ
ロックNo....................................................440
録音する ......................................................205

わ
割込情報（ビーコン即時案内） の表示.....148
ワンタッチスクロール（地図の移動）.........44
ワンタッチダイヤル...................................418
ワンタッチダイヤルの削除....................437
ワンタッチダイヤルの登録....................436
ワンタッチ発信...........................................418



590

アルファベットさくいん

Ａ
ASL..............................................................170
AMスイッチ.................................................... 9
AUX .............................................................238
AUXスイッチ.................................................. 9

Ｂ
B-CASカード情報.....................................235
BEEP音通知の設定..................................... 27
Bluetooth オーディオ ..............................247
Bluetooth 携帯電話..................................398

Ｃ
CD................................................................174

Ｄ
DISC スイッチ................................................. 9
DTS ............................................................201
DVDビデオ ................................................182
DVD-VR......................................................182
DVDプレーヤー.........................................174

Ｅ
EWS（緊急警報放送）................................232
ETCカード .................................................381
ETCシステム .............................................375
ETCユニット .............................................380
EPG（電子番組表）....................................227
EJECT スイッチ
車載機............................................................ 9
ETC ユニット..........................................380
ESPO画面..................................................295

Ｆ
FMスイッチ..................................................... 9
FILE ツマミ...................................................... 9

Ｇ
Gracenote メディアデータベース .........202
G-SOUND..................................................564
G情報マーク連動サービス .......................536
GPS アンテナ ...............................................29
GPS について ............................................132
GPS ボイスナビゲーション........................31
G-BOOKオンラインサービス..................445
G-BOOK mX/mX Pro.............................450
G-BOOK.com............................................537
G-BLOG......................................................532
Gメモリ......................................................531
Gメモリ一括ダウンロード .......................532
Gメモリ地点 ..............................................527
Gルート探索（プローブ情報付）..............525

Ｈ
HDDオーディオ
（サウンドライブラリ）............................202
HDDスイッチ..................................................9

Ⅰ
iPod .............................................................239
IC（B-CAS）カード情報..........................235
IPA プレサポートスイッチ .......................310
IC の指定・解除..........................................105

Ｍ
MP3 ............................................................176
My リクエスト............................................557



591

アルファベットさくいん

Ｐ
PWRスイッチ................................................. 9

Ｓ
SEEKスイッチ ............................................... 9

Ｔ
TUNE ツマミ................................................... 9
TV スイッチ..................................................... 9
TRACK スイッチ............................................ 9

U
USB.............................................................239
USBメモリー.............................................242

Ｖ
VICS・交通情報.........................................144
VOL ツマミ...................................................... 9

Ｗ
WMA............................................................176



592

VICS情報有料放送サービス契約約款

第1章　総則
（約款の適用） 
第 1条 一般財団法人道路交通情報通信システムセ

ンター（以下「当センター」といいます。）
は、放送法（昭和 25 年法律第 132 号）
第 147 条の規定に基づき、この VICS 情
報有料放送サービス契約約款（以下「この
約款」といいます。）を定め、これにより
VICS情報有料放送サービスを提供します。

（約款の変更） 
第 2条 当センターは、この約款を変更することが

あります。この場合には、サービスの提供
条件は、変更後のVICS 情報有料放送サー
ビス契約約款によります。

（用語の定義） 
第 3条 この約款においては、次の用語はそれぞれ

次の意味で使用します。
（1）VICSサービス

当センターが自動車を利用中の加入者のため
に、FM 多重放送局から送信する、道路交通情
報の有料放送サービス

（2）VICSサービス契約
当センターから VICS サービスの提供を受ける
ための契約

（3）加入者
当センターとVICS サービス契約を締結した者

（4）VICSデスクランブラー
FM多重放送局からのスクランブル化（攪乱） さ
れた電波を解読し、放送番組の視聴を可能とす
るための機器

第2章　サービスの種類等
（VICS サービスの種類） 
第 4条 VICSサービスには、次の種類があります。
（1）文字表示型サービス

文字により道路交通情報を表示する形態のサー
ビス

（2）簡易図形表示型サービス
簡易図形により道路交通情報を表示する形態の
サービス

（3）地図重畳型サービス
車載機のもつデジタル道路地図上に情報を重畳
表示する形態のサービス

（VICS サービスの提供時間） 
第 5条 当センターは、原則として一週間に概ね

120 時間以上の VICS サービスを提供し
ます。

第 3章　契約
（契約の単位） 
第 6条 当センターは、VICSデスクランブラー１台

毎に１のVICSサービス契約を締結します。
（サービスの提供区域） 
第 7条 VICS サービスの提供区域は、当センター

の電波の受信可能な地域（全都道府県の区
域で概ね NHK-FM 放送を受信することが
できる範囲内）とします。ただし、そのサー
ビス提供区域であっても、電波の状況によ
りVICS サービスを利用することができな
い場合があります。

（契約の成立等） 
第 8条 VICS サービスは、VICS 対応 FM 受信機

（VICS デスクランブラーが組み込まれた
FM 受信機）を購入したことにより、契約
の申込み及び承諾がなされたものとみな
し、以後加入者は、継続的にサービスの提
供を受けることができるものとします。

（VICS サービスの種類の変更） 
第 9条 加入者は、VICS サービスの種類に対応し

たVICS対応 FM受信機を購入することに
より、第4条に示すVICS サービスの種類
の変更を行うことができます。

（契約上の地位の譲渡又は承継） 
第 10条 加入者は、第三者に対し加入者としての権

利の譲渡又は地位の承継を行うことができ
ます。

（加入者が行う契約の解除） 
第 11条 当センターは、次の場合には加入者がVICS

サービス契約を解除したものとみなしま
す。

（1）加入者が VICS デスクランブラーの使用を将来
にわたって停止したとき

（2）加入者の所有する VICS デスクランブラーの使
用が不可能となったとき

（当センターが行う契約の解除） 
第 12条 当センターは、加入者が第16条の規定に

反する行為を行った場合には、VICS サー
ビス契約を解除することがあります。また、
第 17条の規定に従って、本放送の伝送方
式の変更等が行われた場合には、VICSサー
ビス契約は、解除されたものと見なされま
す。

2 第 11条又は第 12条の規定により、VICS サー
ビス契約が解除された場合であっても、当セン
ターは、VICS サービスの視聴料金の払い戻しを
いたしません。
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第4章　料金
（料金の支払い義務） 
第 13条 加入者は、当センターが提供するVICS サー

ビスの料金として、契約単位ごとに加入時に
別表に定める定額料金の支払いを要します。
なお、料金は、加入者が受信機を購入する
際に負担していただいております。

第5章　保守
（当センターの保守管理責任） 
第 14条 当センターは、当センターが提供するVICS

サービスの視聴品質を良好に保持するた
め、適切な保守管理に努めます。ただし、
加入者の設備に起因する視聴品質の劣化に
関してはこの限りではありません。

（利用の中止） 
第 15条 当センターは、放送設備の保守上又は工事

上やむを得ないときは、VICS サービスの
利用を中止することがあります。

2 当センターは、前項の規定によりVICS サービス
の利用を中止するときは、あらかじめそのことを
加入者にお知らせします。
ただし、緊急やむを得ない場合は、この限りでは
ありません。

第6章　雑則
（利用に係る加入者の義務 ) 
第 16条 加入者は、当センターが提供するVICSサー

ビスの放送を再送信又は再配分することは
できません。

（免責） 
第 17条 当センターは、天災、事変、気象などの視

聴障害による放送休止、その他当センター
の責めに帰すことのできない事由により
VICS サービスの視聴が不可能ないし困難
となった場合には一切の責任を負いませ
ん。
また、利用者は、道路形状が変更した場合
等、合理的な事情がある場合には、VICS
サービスが一部表示されない場合があるこ
とを了承するものとします。
但し、当センターは、当該変更においても、
変更後3年間、当該変更に対応していない
旧デジタル道路地図上でも、VICS サービ
スが可能な限度で適切に表示されるよう
に、合理的な努力を傾注するものとします。

2 VICS サービスは、FM 放送の電波に多重して提
供されていますので、本放送の伝送方式の変更等
が行われた場合には、加入者が当初に購入された
受信機によるVICSサービスの利用ができなくな
ります。当センターは、やむを得ない事情がある
と認める場合には、3 年以上の期間を持って、
VICS サービスの「お知らせ」画面等により、加
入者に周知のうえ、本放送の伝送方式の変更を行
うことがあります。

［別表］ 
視聴料金　300円（税抜き）
ただし、車載機購入価格に含まれております。
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